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この資料は、総務省政策統括官（統計基準担当）付産業連関表担当統計審査官室が、平成30年７月に都道府県及び政令指

定都市等の産業連関表作成主管課に対して、平成29年度に実施又は把握した産業連関分析事例について照会し、その結果を

取りまとめたものです。 

関係者各位の御協力に対し、この場をお借りして御礼申し上げます。 

本報告書に掲載している分析事例は、各都道府県、政令指定都市等から御報告いただいたものを原則としてそのまま掲載

しておりますので、詳細につきましては、産業連関分析を実施した都道府県等に直接お問い合わせ下さい。 

最後に、本資料が今後の産業連関分析の際の一助となれば幸甚に存じます。 
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分析テーマ 分析テーマ

公共事業・施策効果 イベント・観光 企業・施設 経済構造・その他 公共事業・施策効果 イベント・観光 企業・施設 経済構造・その他

3 2 1 徳 島 県 -

北 海 道 1 1 香 川 県 -

青 森 県 1 1 愛 媛 県 4 1 1 2

岩 手 県 1 1 高 知 県 1 1

宮 城 県 4 4 福 岡 県 1 1

秋 田 県 3 2 1 佐 賀 県 2 2

山 形 県 5 5 長 崎 県 5 2 2 1

福 島 県 2 1 1 熊 本 県 -

茨 城 県 - 大 分 県 1 1

栃 木 県 2 2 宮 崎 県 1 1

群 馬 県 - 鹿 児 島 県 1 1

埼 玉 県 2 2 沖 縄 県 3 3

千 葉 県 2 1 1 札 幌 市 1 1

東 京 都 4 4 仙 台 市 -

神 奈 川 県 1 1 さいたま市 4 1 3

新 潟 県 - 千 葉 市 -

富 山 県 1 1 横 浜 市 1 1

石 川 県 1 1 川 崎 市 1 1

福 井 県 - 相 模 原 市 -

山 梨 県 - 新 潟 市 -

長 野 県 4 1 3 静 岡 市 -

岐 阜 県 1 1 浜 松 市 -

静 岡 県 1 1 名 古 屋 市 -

愛 知 県 3 2 1 京 都 市 1 1

三 重 県 5 1 4 大 阪 市 -

滋 賀 県 1 1 堺 市 3 2 1

京 都 府 - 神 戸 市 1 1

大 阪 府 4 2 2 岡 山 市 -

兵 庫 県 6 1 4 1 広 島 市 -

奈 良 県 - 北 九 州 市 3 2 1

和 歌 山 県 1 1 福 岡 市 1 1

鳥 取 県 2 1 1 熊 本 市 7 1 4 2

島 根 県 4 2 1 1 合 計 116 14 74 21 7

岡 山 県 3 2 1

広 島 県 4 3 1

山 口 県 2 1 1

注）この表は各分析事例を内容別に大まかな区分で分類したものである。
分析事例が複数の分析テーマに該当する場合、主要な分析テーマに分類している。

産業連関分析事例総括表

都道府県等名 事例件数 都道府県等名 事例件数

北海道開発局

-1-



都道府県等名 北海道開発局 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  北海道開発事業費（当初）の経済波及効

果 

平 29.4 有 北海道開発局 

開発監理部 

開発計画課 

平成 23 年北海道産業連関

表（63 部門） 

平成 17 年北海道内地域間

産業連関表（33 部門） 

平成 29 年度北海道開発事業費（当初）による道内全体へ

の経済波及効果を試算。 

・経済波及効果  1兆 1,357 億円（1.9 倍） 

（二次波及効果まで） 

・就業者誘発数  92,400 人 

 平成 29 年度北海道開発事業費（当初）による道内６圏

域ごとの経済波及効果を試算。 

2 北海道大樹町に新射場を整備した場合の

道内経済波及効果 

平 29.5 有 日本政策投資銀行 北海道

支店 

北海道経済連合会 

平成 23 年北海道産業連関

表 

宇宙ビジネスが活発化しているなか、北海道大樹町の射

場候補地としての優位性・課題を整理すると共に、同町

に新射場を整備した場合の道内への経済波及効果につい

て試算し、その効果をさらに拡大するための方策につい

て考察 

・経済波及効果 267 億円

・経済波及効果をさらに拡大するためには、①観光客・

出張者の受入拡大、②開発型企業・研究機関の立地促進、

③衛星データを活用した新たな情報サービス産業の創

造・育成の取組が重要 

3 北海道新幹線開業による経済波及効果と

維持・拡大に向けて 

平 30.2 有 日本政策投資銀行 北海道

支店 

平成 23 年北海道産業連関

表 

北海道新幹線が開業して２年の経済波及効果を試算し、

開業前の試算との比較。感応度分析と課題を検討。 

・初年度の北海道全体への経済波及効果 350 億円

・2年目の経済波及効果 181 億円

・開業前の試算 136 億円

開業前の予想より、大きく上回る結果 
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曾国土交通省［参考］平成29年度北海道開発事業費（当初）による北海道への経済波及効果（試算）

l 生産誘発額内訳 l

『その他』の内訳

サービス章

製量重

量目・憾・平魅

商量

削・’紐置

電力・ガス・組

骨量不明・告書

植重

量韓虫館

0 1側 側0 600 800 1,000 llOO 1刈国1,600 1,800 

（量円）

平成29年度北海道開発事業費（当初）により発生する直接需要額
6,146億円（6, 548億円から用地費及び補償提402億円を除〈。

なお、北海道開発局実施以外の事業を含む。）

生産誘発額1兆1,357億円（経済波及効果1. 9倍）
就業者誘発数92,400人

北海道の総就業者数の
約3. 6%1こ相当

北海道のH28年総就業者数約256万人

道内総生産（名目）の
約3. 1%に相当

付加価値額約5,647億円／
H26年度道内総生産（名目） 18封"4.846億円

く各圏域における経済波及効果〉 ｛単位：億円、人）

就業者誘発数内訳）

321 
676 
261 
258 
323 

誠一
向一
向一
向

約4,100

約9,000

約3,300

約3,200
約4,100

『その他」の内訳

サービス量

高重

量舗・附踊

製造業

金融 ・蛾・平艦

血幹水産業

電力 ・ガス・柑

値量

分績不明・告書

5,000 10畑 15畑 20畑 25，叩
（人）

出典： 「平成23年北海道産業連関表」（北海道開発局：H28年8月公表）、 「平成17年北海道内地域間産業連関表」（北海道開発局：H23年4月公表）、
「平成17年北海道内地域間産業連関表一地域別雇用表」（ 北海道開発局：H24年3月公表）、 「平成26年度道民経済計算」（北海道：H29年3月公表）、
「労働力調査平成28年平均」（総務省：H29年2月公表）から試算

｜全道（※2) I 3,342 I 約6,2101 約52,2001
※1予算額l孟北海道開発局実施．象のみであり、 用絶賛及び繍償費を除いてい

る．用地質及び補償費lま過去3年の実績より算出．
※2・.農村重備事象のみ工事筒貨を含む．
※3全逓の生..発額、 就象者S量発数は、各国均ーから道内他園織に流出する分

を含むため 、 各回織の合計とは一致しない．
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都道府県等名 北海道 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  第６回北海道観光産業経済効果調査 平 29.5 有 北海道経済部観光局 平成 23 年北海道産業連関

表（北海道開発局） 

北海道観光における消費規模の実態と本道経済への波及

効果を調査分析。 

北海道内への経済波及効果合計 2 兆 897 億円 

うち 

・直接効果 1兆 2,163 億円

・一次効果  5,468 億円 

・二次効果  3,265 億円 

資料掲載 URL 

http://www.pref.ho

kkaido.lg.jp/kz/kk

d/keizaikoukacho

usa.htm 
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都道府県等名 青森県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  「平成２３年青森県産業連関表」による

観光需要の分析～青森県における観光消

費額の変化と増加消費需要による経済波

及効果～ 

平３０．２ 無 (一財)青森地域社会研究所 平成２３年青森県産業連

関表(４０部門) 

東日本大震災の影響で落ち込んだ２０１１年から５年後

の２０１６年に増加した観光消費額がもたらした経済波

及効果を試算 

・経済波及効果 ５４３億４０００万円 

・祖付加価値誘発額  ３０８億６０００万円 

別添資料あり。 

本県の産業連関表

分析ツールを活

用。 

※月刊れぢおん青

森 2018 ２月号

に掲載 
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都道府県等名 岩手県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  岩手県立大学経常経費が地域に及ぼす経

済効果 

平 29.4 無 岩手県立大学総合政策学部 平成 23 年岩手県産業連関

表（36 部門） 

岩手県立大学の 2015 年度経常経費を教育・研究活動費

と人件費に分けて岩手県産業連関表（36 部門）に投入

し、経済波及効果を試算。 

・県内生産誘発額 4,711 百万円 

・粗付加価値誘発額   2,937 百万円 
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本
体
（
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
登
録
）

 

＜
要
旨
＞

 

本
研

究
で
は

、
岩
手

県
立
大
学

の
2

0
1

5
年

度
の

経
常
経
費

が
地

域
に

及
ぼ
す

経
済
効
果

の
分

析
を

行
っ
た

も
の
で
あ

る
。
具

体
的
に

は
経
常

経
費
を

教
育
・
研
究

活
動
費

と
人
件

費
に

分
け

て
，
そ
れ

ぞ
れ
岩

手
県

産
業

連
関
表

の
統
合
大

分

類
表

の
3

6
部
門

に
投
入

し
た

。
そ

の
結

果
，
経

常
経
費
約

5
7
億

円
の
う

ち
教
育

・
研

究
活

動
費

約
1

4
億
円

は
1

.3
8

倍
の

約
2

0
億

円
の

県
内
生
産

誘
発

額
を

も
た
ら

し
た
こ
と

，
同

様
に

人
件
費

約
2

3
億

円
は

1
.1

5
倍

の
約

2
7
億
円

の

県
内

生
産
誘

発
額
を

も
た
ら
し

た
こ

と
，

が
明
ら

か
に
な
っ

た
。

 

１
 
研
究
の
概
要
 

岩
手
県
立
大
学
は

1
9
9
8
年

4
月
に
創
設
さ
れ
，

2
0
1
8
年

3
月

に
設
立

2
0
周
年
を
迎
え
る
。
こ
こ
で
は
大
学
の
経
常
経
費
が
岩
手

県
経
済
に
ど
の
程
度
の
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
た
か
を
分
析
す
る
。

分
析
に
際
し
て
，
財
団
法
人
日
本
経
済
研
究
所
（

2
0
0
7
）
と
高
井

（
2
0
1
5
）
を
参
考
に
し
た
。

 

本
稿
で
は
経
常
経
費
を
教
育
・
研
究
活
動
に
か
か
っ
た
費
用
に

よ
る
経
済
効
果
と
人
件
費
（
教
職
員
の
所
得
）
に
よ
る
経
済
効
果

に
区
分
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
に
対
し
て
，

2
0
11

年
の
岩
手
県

産
業
連
関
表
の
統
合
大
分
類
表
（

3
6
部
門
）
に
投
入
し
て
，
波
及

効
果
を
分
析
し
て
い
く
 

２
 
研
究
の
内
容
 

教
育
・
研
究
活
動
費
を
岩
手
県
政
策
地
域
部
が

2
0
1
6
年
に
公
表

し
た

2
0
11

年
の
岩
手
県
産
業
連
関
表
の
統
合
大
分
類
表
（

3
6
部

門
）
に
投
入
し
て
経
済
効
果
を
算
出
す
る
。

 

投
入
に
際
し
て
日
本
経
済
研
究
所
（

2
0
0
7
）
と
高
井
（

2
0
1
5
）

を
参
考
し
て
，
教
育
・
研
究
活
動
費
の
費
用
項
目
を
統
合
大
分
類

表
の
部
門
に
分
類
す
る
。
例
え
ば
，
消
耗
品
を
購
入
す
る
と
き
に
，

ど
こ
か
ら
購
入
し
た
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
消
耗
品
の
購
入
先

を
す
べ
て
調
べ
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
，
産
業
連
関
表
の
最
終

消
費
部
門
の
う
ち
家
計
以
外
の
消
費
支
出
先
と
同
じ
構
成
割
合
と

す
る
。

 

人
件
費
の
経
済
効
果
を
分
析
す
る
に
際
し
て
，
教
職
員
退
職
給

付
費
用
は
消
費
に
回
す
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

除
外
す
る
。
ま
た
，
法
定
福
利
費
は
大
学
が
負
担
す
る
社
会
保
険

料
で
あ
る
こ
と
か
ら
除
外
す
る
。
よ
っ
て
，
全
体
の
人
件
費
の
う

ち
教
職
員
退
職
給
付
費
用
と
法
定
福
利
費
を
除
い
た
額
と
教
育
・

研
究
活
動
費
の
報
酬
・
委
託
・
定
数
料
の

5
割
が
分
析
対
象
金
額

で
あ
る
。

 

人
件
費
の
分
析
対
象
金
額
の
な
か
に
は
県
外
に
流
出
す
る
部
分
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
，
教
員
が
単
身
赴
任
の
場
合
，
所

得
は
県
外
に
流
出
す
る
こ
と
に
な
る
し
，
非
常
勤
教
員
を
県
外
他

大
学
の
教
員
に
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
り
，
そ
の
分
の
給
料
も
県
外

に
流
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
，
講
演
会
等
も
県
外
か
ら
講
師

を
依
頼
す
る
こ
と
が
あ
り
，
そ
の
分
の
謝
礼
（
報
酬
）
も
県
外
に
流

出
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
，
県
外
に
流
出
す
る
詳
細
な
金
額
が
不

明
で
あ
り
，
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ

5
％
と
設
定
す
る
。

 

３
 
こ
れ
ま
で
得
ら
れ
た
研
究
の
成
果
 

教
育
・
研
究
活
動
費
と
人
件
費
の
合
計
額
で
あ
る

3
8
億

1
9
3
万

7
8
0
9
円
が
，

4
7
億

11
2
3
万

5
0
6
8
円
の
県
内
生
産
誘
発
額
を
も

た
ら
し
た
（
波
及
倍
率

1
.2

4
倍
）。

粗
付
加
価
値
で
は
岩
手
県
に

対
し
て

2
9
億

3
6
8
4
万

9
8
0
3
円
の
新
し
い
価
値
を
創
出
し
て
，

2
0
1
4
年
度
の
名
目
県
内
生
産

4
兆

6
4
7
0
億

3
8
0
0
万
円
の

0
.0

0
1
%
に
相
当
す
る
。

 

 
上
述
の
分
析
結
果
で
は
，
教
育
・
研
究
活
動
費
の
な
か
で
消
耗

費
や
備
品
費
等
の
県
内
発
注
率
が
不
明
で
あ
っ
た
た
め
，
県
内
の

家
計
外
消
費
と
同
じ
構
成
割
合
と
し
た
。
家
計
外
消
費
と
同
じ
構

成
割
合
と
し
た
場
合
，
岩
手
県
立
大
学
の
支
出
と
し
て
直
接
関
係

が
な
い
と
思
わ
れ
る
農
林
水
産
業
へ
も
割
付
す
る
こ
と
な
る
。
こ

れ
を
詳
し
く
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
，
人
件
費
に
お
い
て

単
身
赴
任
や
非
常
勤
講
師
な
ど
の
県
外
者
依
頼
を
想
定
す
る
た
め
，

5
%
が
県
外
に
流
出
す
る
と
し
た
。
こ
ち
ら
も
詳
し
く
精
査
す
る
必

要
が
あ
る
。

 

４
 
今
後
の
具
体
的
な
展
開
 

大
学
の
経
常
経
費
の
経
済
効
果
に
限
定
し
て
大
学
の
経
済
効
果

を
論
じ
た
が
，
当
然
な
が
ら
本
来
の
大
学
の
経
済
効
果
は
そ
れ
に

限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 
特
に
重
要
な
も
の
と
し
て
，
岩
手
県
立
大
学
が
地
域
に
及
ぼ
す

経
済
効
果
と
し
て
学
生
の

1
年
間
の
消
費
活
動
の
及
ぼ
す
効
果
も

推
定
す
る
必
要
が
あ
る
。2

0
1
6
年

4
月
時
点
で

4
学
部
で
は

1
9
8
9

名
，

2
短
大
部
で
は

4
4
5
名
，

4
研
究
科
で
は

1
5
5
名
の
学
生
が

在
籍
し
て
い
る
。

 

 
更
に
，
卒
業
し
た
学
生
が
県
内
に
就
職
す
る
こ
と
に
よ
り
，
生

涯
消
費
が
も
た
ら
す
経
済
効
果
も
岩
手
県
立
大
学
が
地
域
の
経
済

に
及
ば
す
効
果
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
分
析
は
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。
 

「
岩
手
県
立
大
学
経
常
経
費
が
地
域
に
及
ぼ
す
経
済
効
果
」

T
e
e
 K

ia
n

 H
e
n

g
（
総
合
政
策
学
部
、
教
授
）
、
高
嶋

 
裕
一
（
総
合
政
策
学
部
、
教
授
）
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５
 
論
文
・
学
会
発
表
等
の
実
績
 

科
学
研
究
費
研
究
集
会
：「

経
済
時
系
列
モ
デ
ル
の
パ
ラ
メ
ー
タ

変
化
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
の
研
究
開
発
」
発
表
，
広
島

経
済
大
学
立
町
キ
ャ
ン
パ
ス
，
2017

年
2
月

19
日
．
 

Tee 
KianHeng,高

嶋
裕
一
（
2017）「

岩
手
県
立
大
学
経
常
経

費
が
地
域
に
及
ぼ
す
経
済
効
果
」，

岩
手
県
立
大
学
総
合
政
策
学
会

Working Papers Series，
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会
社
日
本
経
済
研
究
所
（

2
0
11
），「

大
学
の
教
育
研
究

が
地
域
に
与
え
る
経
済
効
果
等
に
関
す
る
調
査
研
究
」， 

h
ttp

://w
w

w
.m

ex
t.g

o.jp
/a

_m
en

u
/k

ou
tou

/ita
k
u

/1

3
111

8
3
.h

tm
，
ア
ク
セ
ス
日
：

2
0
1
6
年

11
月

1
日
． 

(5
)

公
立
大
学
法
人
岩
手
県
立
大
学
（

2
0
1
6
），「

平
成

2
7
年
度

財
務
諸
表
」，

 

h
ttp

://w
w

w
.iw

a
te-

p
u

.a
c.jp

/in
form

a
tion

/in
fo.h

tm
l，

ア
ク

セ
ス

日
: 

2
0
1
6
年

1
2
月

1
日
．

 

(6
)

小
長
谷
 
一
之
・
前
川
 
知
史
（

2
0
1
2
），『

経
済
効
果
入
門
」，

日
本
評
論
社
．

 

(7
)

高
井
 
亨
（

2
0
1
5
）「
鳥
取
環
境
大
学
が
地
域
に
お
よ
ぼ
す
経

済
効
果
の
推
計
」，『

鳥
取
環
境
大
学
紀
要
』

1
3，

p
p
.1

3
9
-

1
5
0．

 

(8
)

財
団
法
人
日
本
経
済
研
究
所
（

2
0
0
7
）「
地
方
大
学
が
地
域
に

及
ぼ
す
経
済
効
果
分
析
 
報
告
書
」，

 

h
ttp

://w
w

w
.m

ex
t.g

o.jp
/a

_m
en

u
/k

ou
tou

/h
ou

jin
/

0
7
11

0
8
0
9
.h

tm
.，

ア
ク
セ
ス
日
：

2
0
1
6
年

11
月

1

日
．
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都道府県等名 宮城県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  東北絆まつりの宮城県内での経済波及効

果 

平 29.12 有 東北絆まつり実行委員会 平成 25 年宮城県産業連関

表（延長表） 

2017 年に仙台市で開催された「東北絆まつり」が宮城県

内にもたらした経済波及効果を試算。 

直接効果：27 億 1,500 万円 

1 次波及効果：9億 7,100 万円 

2 次波及効果：7億 8,500 万円 

2 第 11 回全国和牛能力共進会の経済波及

効果 

平 29.12 有 宮城県全国和牛能力共進会

推進室 

平成 25 年宮城県産業連関

表（延長表） 

第 11 回全国和牛能力共進会宮城大会への来場者数や来

場者へのアンケート結果等に基づき経済波及効果を試

算。 

直接効果   ：6,229  百万円 

第 1次波及効果：2,111  百万円 

第 2次波及効果：1,777 百万円 

3 東北楽天ゴールデンイーグルスの経済効

果 

平 30.1 有 宮城県震災復興・企画部 平成 25 年宮城県産業連関

表（延長表） 

2017 年レギュラーシーズンに，東北楽天ゴールデンイー

グルス 1軍ホームゲームが県内にもたらした経済効果に

ついて試算。 

直接効果：139 億円 

波及効果：86 億円 

4 ベガルタ仙台が県内にもたらした経済効

果 

平 30.2 有 宮城県震災復興・企画部 平成 25 年宮城県産業連関

表（延長表） 

ベガルタ仙台が 2017 年シーズンに県内へもたらした経

済効果について試算。 

直接効果：15 億円 

波及効果：8億円 
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都道府県等名 秋田県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1 マルチに、冬でも使えるスタジアムを

秋田に！ 

平 29 年 12 月 有 一般社団法人 

あきた経済同友会 

（分析実施機関：株式会社 

フィデア総合研究所）

平成 17 年（2005）年 

秋田県産業連関表 

（36 部門） 

１． 新スタジアム建設による経済波及効果 

２． 新スタジアムの活用による経済波及効果 

１の波及効果 169 億 9,900 万円 

２の波及効果 19億 5,100 万円 

（このうち粗付加価値誘発額 96 億 2,800 万円、 

うち、雇用者所得 58 億 2,200 万円） 

別添資料あり① 

2 「ねんりんピック秋田 2017」の開催が 

もたらす経済波及効果推計調査報告書 

平 29 年 12 月 有 秋田県 

（分析実施機関：株式会社 

フィデア総合研究所

平成 17 年(2005)年 

秋田県産業連関表 

（102 部門） 

ねんりんピック秋田 2017 の開催に伴い発生した 

秋田県内の経済波及効果 

・波及効果 106 億 8,000 万円

（このうち粗付加価値誘発額 66 億 300 万円 

うち、雇用者所得誘発額 30億 6,400 万円） 

別添資料あり② 

（3 カ年累計） 

3 「ねんりんピック秋田 2017」の開催が 

もたらす経済波及効果推計調査報告書 

（秋田市分の按分結果を含む） 

平 29 年 12 月 有 秋田市 

（分析実施機関：株式会社 

フィデア総合研究所

平成 17 年(2005)年 

秋田県産業連関表 

（102 部門） 

ねんりんピック秋田 2017 の開催に伴い発生した 

秋田市内の経済波及効果 

・波及効果 46 億 3,800 万円

（このうち粗付加価値誘発額 28 億 8,400 万円 

 うち、雇用者所得誘発額 13億 4,900 万円） 

別添資料あり③ 

（秋田市分は 

P19 から） 

（3 カ年累計） 
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秋
田
県
健
康
福
祉
部
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
室

 
委
託
事
業

 

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
」
の
開
催
が

 

も
た
ら
す
経
済
波
及
効
果
推
計
調
査

 

報
告
書

 

平
成

2
9
年

1
1
月

 

株
式
会
社
フ
ィ
デ
ア
総
合
研
究
所
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 ............................................................................................................. 1
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 ............................................................................................ 1
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1
 

 

 

１
．
調
査
の
概
要

 

（
１
）
「ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田

2
0
1
7
」に
つ
い
て

 

平
成

2
9
年

9
月
、
第

3
0
回
健
康
福
祉
祭
あ
き
た
大
会
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田

2
0

1
7
」
（
以

下
、
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
と
い
う
）
が
秋
田
県
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、

6
0
歳
以
上
の
方
々
を
中
心
と
し
た
健
康
と
福
祉
の
祭
典
で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
、
地
域
や
世
代
を
超
え
た
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
る
も
の
で
、
秋
田
大
会
の
概
要
は

下
記
の
通
り
で
あ
る
。

 

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

 

＜
大
会
概
要
＞

 

会
 
 
期

 
 
平
成

2
9
年

9
月

9
日
（
土
）
～

1
2
日
（
火
）

 

開
催
内
容

 
 
交
流
大
会

2
6
種
目
 

1
7
市
町
村
で
開
催

 

会
 
 
場

 
 

 

 
 
総
合
開
会
式

 
 
日
付
：
平
成
２
９
年
９
月
９
日
（
土
）

 

場
所
：
秋
田
県
立
中
央
公
園
陸
上
競
技
場

 

 
 
総
合
閉
会
式

 
 
日
時
：
平
成
２
９
年
９
月
１
２
日
（
火
）

 

場
所
：
秋
田
県
民
会
館

 

 
 
各
種
イ
ベ
ン
ト

 
県
内
各
地

 

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

 

（
２
）
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て

 

今
回
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
よ
う
な
大
型
イ
ベ
ン
ト
等
が
開
催
さ
れ
る
と
、
新
た
な
施
設
の
建
設

や
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
運
営
、
参
加
者
や
来
場
者
の
宿
泊
、
飲
食
、
観
光
、
土
産
品
購
入
等
を
通
じ

て
、
地
元
の
産
業
に
新
た
な
需
要
が
発
生
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
需
要
を
満
た
す
た
め
に
、
原

材
料
や
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
・
供
給
等
が
行
わ
れ
、
関
連
す
る
産
業
の
生
産
が
誘
発
さ
れ
て
い

く
。
ま
た
、
そ
の
生
産
活
動
に
伴
っ
て
、
雇
用
者
の
所
得
が
増
加
し
て
、
そ
の
一
部
が
消
費
支
出
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
生
産
が
誘
発
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
流
れ
を
示
し
た
も
の
が
経
済
波
及
効

果
で
あ
る
。
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2
 

 

       

 

    

（
３
）
調
査
目
的

 

 
今
回
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、
大
会
の
準
備
や
運
営
に
係
る
事
業
費
支
出
や
、
選
手
・
監
督
等
の

参
加
者
に
よ
る
消
費
支
出
、
さ
ら
に
一
般
の
来
場
者
の
消
費
支
出
を
通
じ
て
、
県
内
に
経
済
波
及
効

果
を
も
た
ら
し
た
。

 

 
そ
こ
で
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
っ
て
秋
田
県
で
発
生
し
た
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
、
秋

田
県
健
康
福
祉
部
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
室
（
以
下
、
「
推
進
室
」
と
い
う
）
の
資
料
に
基
づ
き
推

計
を
行
っ
た
。
 

（
４
）
調
査
方
法

 

 
本
調
査
で
は
、
大
会
開
催
に
伴
う
「
大
会
事
業
費
」
、
「
参
加
者
（
県
内
・
県
外
）
・
一
般
来
場

者
消
費
支
出
」
の
２
項
目
を
対
象
に
、
推
進
室
の
資
料
等
に
基
づ
き
、
秋
田
県
「
平
成

1
7
年
秋
田

県
産
業
連
関
表
」
の

1
0
2
部
門
表
を
用
い
て
、
経
済
波
及
効
果
の
算
出
を
行
っ
た
。

 

誘
発
さ
れ
る
生
産
額
（
生
産
誘
発
額
）
＝
（

1
0
0
＋

8
0
＋

6
0
＋
…
＋

0
）
円

 

経
済
波
及
効
果

 

最
終
需
要
額
＝

1
0
0
円

 

【
経
済
波
及
効
果
の
イ
メ
ー
ジ
】

 

消
費
者

 

（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
来
場
者
）

 
販
売
店
（
秋
田
県
内
）

 
パ
ン
製
造
工
場

 
製
粉
工
場

 

経
済
波
及
効
果
と
は
、
需
要
を
満
た
す
た
め
に
誘
発
さ
れ
る
生
産
活
動
（
供
給
）
の
総
和
を

意
味
す
る
。

 た
と
え
ば
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
へ
の
来
場
者
が
購
入
す
る
パ
ン
の
経
済
波
及

効
果
は
、
パ
ン
を
生
産
す
る
た
め
に
投
じ
ら
れ
た
原
材
料
（
パ
ン
粉
、
小
麦
粉
、
小
麦
等
）

の
生
産
額
を
足
し
合
わ
せ
た
金
額
と
な
る
。

  

 

【
経
済
波
及
効
果
の
イ
メ
ー
ジ
図
】
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3
 

 

 

【
大
会
事
業
費
】
 

県
及
び
市
町
村
が
、
総
合
開
会
式
・
閉
会
式
や
交
流
大
会
等
に
係
る
事
業
費
（
会
場
設
営
な
ど
）

や
、
準
備
段
階
等
に
お
け
る
各
種
経
費
（
広
報
活
動
な
ど
）
を
支
出
し
た
。

 

【
参
加
者
・
来
場
者
支
出
】
 

 
県
内
や
全
国
か
ら
訪
れ
た
選
手
・
監
督
及
び
役
員
等
大
会
関
係
者
が
、
宿
泊
費
・
交
通
費
・
飲
食

費
・
土
産
代
な
ど
の
消
費
支
出
を
行
っ
た
ほ
か
、
各
会
場
の
一
般
来
場
者
も
、
交
通
費
や
飲
食
費
等

を
支
出
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
県
内
で
新
た
な
需
要
を
生
み
出
し
た
。

 

 
具
体
的
に
は
、
大
会
事
業
費
・
参
加
者
・
来
場
者
消
費
支
出
に
伴
っ
て
秋
田
県
内
で
新
た
に
生
じ

る
需
要
を
「
県
内
需
要
」
の
増
加
額
を
直
接
効
果
と
し
て
、
県
内
各
産
業
へ
の
生
産
誘
発
額
を
把
握

す
る
た
め
、
県
内
で
の
原
材
料
等
の
需
要
増
加
額
に
、
秋
田
県
産
業
連
関
表
の
逆
行
列
係
数
を
乗
じ

て
「
第

1
次
間
接
波
及
効
果
」
を
算
出
す
る
。
さ
ら
に
、
直
接
効
果
と
第

1
次
間
接
波
及
効
果
に
よ

っ
て
誘
発
さ
れ
た
雇
用
者
所
得
を
も
と
に
、
県
内
で
新
た
に
発
生
す
る
消
費
支
出
の
金
額
を
計
算

し
、
こ
の
支
出
に
よ
る
生
産
誘
発
額
（
「
第

2
次
間
接
波
及
効
果
」
）
を
算
出
す
る
。
こ
れ
ら
の
直

接
効
果
・
第

1
次
間
接
波
及
効
果
・
第

2
次
間
接
波
及
効
果
を
合
計
し
た
も
の
が
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
で
あ
り
、
経
済
波
及
効
果
測
定
の
フ
ロ
ー
図
は
【
図
表
１
】
の
通
り
で
あ

る
。
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図
表

 
1
経
済
波
及
効
果
測
定
の
フ
ロ
ー
図
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5
 

 

 

２
．
調
査
結
果

 

（
１
）
大
会
事
業
費
に
よ
る
経
済
波
及
効
果

 

①
直
接
需
要
増
加
額

 

 
推
進
室
に
よ
る
と
、
経
済
波
及
効
果
算
出
の
ベ
ー
ス
と
な
る
直
近

3
か
年
の
大
会
事
業
費
（
平
成

2
7
年
年
度
及
び
平
成

2
8
年
度
は
決
算
、
平
成

2
9
年
度
は
予
算
）
は
、
合
計

1
,4

3
9
百
万
円
（
百

万
円
未
満
を
四
捨
五
入
、
以
下
同
じ
）
、
内
訳
は
県
が

8
2

8
百
万
円
、
市
町
村
が

6
1

1
百
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

 

 
こ
の
大
会
事
業
費
に
つ
い
て
、
産
業
連
関
分
析
の
た
め
、
各
支
出
項
目
を

1
0
2
産
業
部
門
に
振
り

分
け
る
。
ま
ず
、
支
出
項
目
の
う
ち
、
報
酬
・
賃
金
な
ど
雇
用
者
所
得
に
相
当
す
る
部
分
（

6
8
百
万

円
）
は
、
直
接
需
要
で
は
な
い
た
め
、
除
外
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
直
接
需
要
に
よ
り
生
じ
る

雇
用
者
所
得
誘
発
に
伴
う
効
果
で
あ
る
「
第

2
次
間
接
波
及
効
果
」
の
算
出
基
礎
と
な
る
雇
用
者
所

得
誘
発
額
に
あ
た
る
た
め
、
別
途
分
析
を
す
る
。
ま
た
、
県
外
旅
費
（

2
5
百
万
円
）
は
明
ら
か
に
県

外
で
の
支
出
に
あ
た
る
た
め
除
外
し
た
。
ま
た
、
委
託
料
に
つ
い
て
は
、
別
途
内
訳
を
も
と
に
振
り

分
け
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
直
接
需
要
は

1
,3

4
7
百
万
円
と
な
り
、

1
8
の
産
業
部
門
に
振
り
分

け
ら
れ
た
【
図
表
２
】
。

 

 
各
産
業
部
門
に
振
り
分
け
た
直
接
需
要
は
購
入
者
価
格
と
な
っ
て
お
り
、
商
業
マ
ー
ジ
ン
と
運
輸

マ
ー
ジ
ン
が
含
ま
れ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
マ
ー
ジ
ン
を
剥
ぎ
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
商
業
」
部
門
と

「
運
輸
」
部
門
に
割
り
振
る
こ
と
で
、
生
産
者
価
格
と
す
る
【
図
表
３
】
。
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6
 

 図
表

 
2
【
大
会
事
業
費
総
括
表
（
平
成

2
7
～

2
9
年
度

 
県
・
各
市
町
村
事
業
費
）
 
総
括
表
と
産
業
部
門
へ
の
振
分
】

 

            

図
表

 
3
生
産
者
価
格
（
マ
ー
ジ
ン
の
剥
ぎ
取
り
）

 

       

商
業
マ
ー
ジ
ン

 

運
輸
マ
ー
ジ
ン
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7
 

 

 

②
経
済
波
及
効
果

 

 
前
述
の
直
接
需
要
増
加
額
を
も
と
に
、
経
済
波
及
効
果
及
び
雇
用
創
出
効
果
を
計
算
し
た
【
図
表

４
】
。
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

 

経
済
波
及
効
果
額
で
あ
る
生
産
誘
発
額
は
総
額

1
4
億

9
1

0
0
万
円
と
見
込
ま
れ
る
。
内
訳
に
つ
い

て
、
中
間
投
入
額
は

5
億

7
,8

0
0
万
円
、
粗
付
加
価
値
誘
発
額
は

9
億

5
1
.3

0
0
万
円
（
う
ち
雇
用

者
所
得
誘
発
額
は

4
億

2
,9

0
0
万
円
）
で
あ
る
。
ま
た
、
雇
用
創
出
効
果
は
、
総
勢

1
5
9
人
で
あ

る
。

 

ま
た
、
経
済
波
及
効
果
の
詳
細
に
つ
い
て
、
波
及
効
果
の
大
き
い
業
種
を
あ
げ
る
と
、
対
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
、
商
業
、
運
輸
付
帯
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
あ
る
【
図
表
５
、
６
】
。

 

図
表

 
4
経
済
波
及
効
果
及
び
雇
用
創
出
効
果
の
概
要

 

 

（
注

1）
 直
接
効
果
と
は
、
県
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
商
品
に
対
し
て
購
入
者
な
ど
が
支
払
っ
た
金
額
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
県
内

で
販
売
さ
れ
て
い
て
も
、
製
造
元
が
県
内
で
な
い
商
品
へ
の
支
出
額
は
含
ま
れ
な
い
。

 

（
注

2）
 第
１
次
間
接
効
果
と
は
、
県
産
品
の
生
産
に
投
じ
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
原
材
料
の
総
額
。

  

（
注

3）
 第
２
次
間
接
効
果
と
は
、
県
産
品
の
生
産
に
携
わ
る
従
業
員
の
所
得
が
増
え
る
こ
と
で
、
追
加
的
に
生
じ
る
支
出
額
（
需
要
）
が
も

た
ら
す
直
接
効
果
お
よ
び
間
接
効
果
（
通
称
、
家
計
迂
回
効
果
と
も
い
う
）
。

 
 

 

（
注

4）
 粗
付
加
価
値
誘
発
額
と
は
、
生
産
活
動
に
よ
っ
て
新
た
に
付
加
さ
れ
た
価
値
で
あ
り
、
家
計
外
消
費
支
出
、
雇
用
者
所
得
、
営
業
余

剰
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
県
民
経
済
計
算
の
県
内
総
生
産
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。

 

 

（
注

5）
 雇
用
創
出
効
果
と
は
、
誘
発
さ
れ
る
生
産
に
必
要
な
就
業
者
数
で
あ
る
。

 

 

（
注

6）
 四
捨
五
入
に
よ
り
、
経
済
波
及
効
果
は
各
項
目
の
合
計
額
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

 

 

（
単

位
：
百

万
円

）

①
最

終
需

要
額

（
単

位
：
百

万
円

）

粗
付

加
価

値
誘

発
額

雇
用

者
所

得
誘

発
額

②
直

接
効

果
8
7
4

3
2
7

5
4
7

2
7
2

③
第

１
次

間
接

効
果

3
6
3

1
6
1

2
0
1

9
6

④
第

２
次

間
接

効
果

2
5
5

9
0

1
6
5

6
1

⑤
経

済
波

及
効

果
1
,4

9
1

5
7
8

9
1
3

4
2
9

1
.1

1
1
.7

1
（
単

位
：
人

）
⑦

雇
用

創
出

効
果

波
及

倍
率

⑥

生
産

誘
発

額

1
5
9

1
,3

4
7

（
生

産
誘

発
額

の
総

需
要

に
対

す
る

波
及

倍
率

）
⑤

/
①

（
生

産
誘

発
額

の
県

内
需

要
に

対
す

る
波

及
倍

率
）
⑤

/
②

中
間

投
入

額

-111-



 

8
 

 

図
表

 
5
経
済
波
及
効
果
の
詳
細
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9
 

 

 

図
表

 
6
産
業
部
門
別
の
経
済
波
及
効
果

 

                    ※
波
及
額
が
、

1
00

万
円
以
上
の
産
業
部
門
の
み
表
示

 

4
3
2

2
0
6

1
7
2

9
2

8
4

6
6

4
8

3
1

2
8

2
6

2
2

1
8

1
8

1
7

1
5

1
5

1
4

1
2

1
1

1
0

1
0

1
0

9987766666655544432222222111111111111

0
1
0

0
2
0

0
3
0

0
4
0

0
5
0

0

そ
の
他
の
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス

商
業

運
輸
付
帯
サ
ー
ビ
ス

金
融
・
保
険

事
務
用
品

そ
の
他
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

住
宅
賃
貸
料

(帰
属
家
賃

)
不
動
産
仲
介
及
び
賃
貸

通
信

自
家
輸
送

建
設
補
修

道
路
輸
送

(除
自
家
輸
送
）

自
動
車
・
機
械
修
理

電
力

広
告

物
品
賃
貸
サ
ー
ビ
ス

食
料
品

情
報
サ
ー
ビ
ス

医
療
・
保
健

飲
食
店

住
宅
賃
貸
料

公
共
事
業

放
送

娯
楽
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他
の
対
個
人
サ
ー
ビ
ス

水
道

教
育米

映
像
・
文
字
情
報
制
作

研
究

洗
濯
・
理
容
・
美
容
・
浴
場
業

印
刷
・
製
版
・
製
本

そ
の
他
の
製
造
工
業
製
品

分
類
不
明

社
会
保
障

鉄
道
輸
送

廃
棄
物
処
理

製
材
・
木
製
品

パ
ル
プ
・
紙
・
板
紙
・
加
工
紙

ガ
ス
・
熱
供
給

航
空
輸
送

畜
産

倉
庫

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

そ
の
他
の
電
子
部
品

宿
泊
業

そ
の
他
の
耕
種
農
業

介
護

農
業
サ
ー
ビ
ス

セ
メ
ン
ト
・
セ
メ
ン
ト
製
品

建
設
・
建
築
用
金
属
製
品

林
業

公
務

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
附
随
サ
ー
ビ
ス

石
油
・
石
炭
製
品

化
学
基
礎
・
中
間
製
品

そ
の
他
の
金
属
製
品

水
運

漁
業

（
百
万
円
）

-113-



 

1
0
 

 （
２
）
参
加
者
消
費
支
出
に
よ
る
経
済
波
及
効
果

 

①
参
加
者
数

 

 
推
進
室
に
よ
る
と
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
参
加
者
数
は
、
県
内
外
の
大
会
参
加
者
（
選
手
・
監

督
、
役
員
：
実
人
数
）
が

1
0

,3
5

9
人
、
一
般
来
場
者
（
延
べ
人
数
）
が

4
4
0

,2
9

7
人
で
あ
っ
た

【
図
表
７
】
。

 

図
表

 
7
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
」
参
加
者
数

 

     ②
１
人
当
た
り
消
費
単
価

 

 
参
加
者
の
１
人
当
た
り
消
費
単
価
に
つ
い
て
、
実
行
委
員
会
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

に
基
づ
き
、
県
内
外
の
大
会
参
加
者
及
び
一
般
来
場
者
に
分
け
て
設
定
し
て
い
る
。
な
お
、
県
外
の

大
会
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
「
交
通
費
」
を
秋
田
県
ま
で
の
往
復
と
県
内
移
動
に
分
け
て
設
定
【
図

表
８
】
。

 

図
表

 
8
参
加
者
消
費
単
価
の
推
計
値

 

 

（
単

位
：
人

）

項
目

人
数

大
会

参
加

者
（
選

手
・
監

督
、

役
員

等
）

県
内

実
人

数
6
8
8

大
会

参
加

者
（
選

手
・
監

督
、

役
員

等
）

県
外

実
人

数
9
,6

7
1

一
般

来
場

者
（
延

べ
人

数
）

4
4
0
,2

9
7

（
単

位
：
円

）

大
会

参
加

者
（
県

内
）

大
会

参
加

者
（
県

外
）

一
般

来
場

者

交
通

費
（
秋

田
県

ま
で

の
往

復
）

5
1
,3

9
0

交
通

費
（
県

内
移

動
）

4
,6

4
0

宿
泊

費
（
大

会
参

加
の

た
め

）
4
,7

1
0

3
2
,6

6
3

宿
泊

費
（
観

光
目

的
の

た
め

）
2
8
5

9
,4

1
1

飲
食

代
3
,3

5
7

7
,9

5
7

1
,6

1
2

土
産

代
1
,8

2
6

1
2
,5

1
3

1
,7

5
3

そ
の

他
6
,8

8
5

7
,1

7
6

3
,8

6
9

合
計

2
0
,8

1
5

1
2
5
,7

5
0

1
4
,2

5
8

（
秋

田
県

ま
で

の
往

復
交

通
費

除
く
）

7
4
,3

6
0

3
,7

5
2

2
,1

6
3

4
,8

6
1
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1
1
 

 

 

 
ま
た
、
「
宿
泊
費
」
、
「
飲
食
代
」
、
「
土
産
代
」
の
ほ
か
、
「
そ
の
他
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
具
体
的
に
設
定
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
や
、
観
光
庁

 
2
0
1
5
年

旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査

 
年
報
な
ど
総
合
的
に
整
理
し
て
、
新
た
に
項
目
を
設
定
し
直
し
た
。

な
お
、
一
般
来
場
者
の
交
通
費
は
県
内
移
動
と
見
な
す
こ
と
と
し
た
【
図
表
９
】
。

 

図
表

 
9
消
費
単
価
の
ま
と
め

 

 

③
参
加
者
消
費
支
出
と
直
接
需
要
増
加
額

 

 
次
に
県
内
外
の
大
会
参
加
者

1
0
,3

5
9
人
及
び
一
般
来
場
者

4
4
0

,2
9

7
人
の
消
費
支
出
を
推
計
す

る
。
１
人
あ
た
り
消
費
支
出
を
乗
じ
て
県
内
外
の
大
会
参
加
者
を
推
計
し
た
と
こ
ろ
、
県
内
参
加
者

は
1

,4
0

0
百
万
円
、
県
外
参
加
者
は

7
1
9
百
万
円
、
一
般
来
場
者
は

6
,2

7
8
百
万
円
で
あ
っ
た
。
こ

の
結
果
、
県
内
外
の
大
会
参
加
及
び
一
般
来
場
者
の
消
費
支
出
全
体
で
は

7
,0

1
1
百
万
円
と
な
っ

た
。
こ
れ
を

1
0
2
産
業
部
門
に
振
り
分
け
た
【
図
表
１
０
】
。

 

   

（
単

位
：
円

）
大

会
参

加
者

（
県

内
）

大
会

参
加

者
（
県

外
）

一
般

来
場

者

交
通

費
4
,6

3
1

5
,6

7
5

2
,7

7
1

宿
泊

費
4
,9

9
5

4
2
,0

7
4

4
,8

6
1

飲
食

代
3
,7

9
6

9
,4

3
4

2
,3

0
3

農
産

物
　

1
7
1

1
,1

6
8

2
5
9

農
産

加
工

品
　

8
1

5
5
4

1
2
3

水
産

物
　

1
2
1

8
2
7

1
8
4

水
産

加
工

品
　

1
1
7

8
0
2

1
7
8

菓
子

類
　

6
6
6

4
,5

5
4

1
,0

1
2

そ
の

他
の

食
料

品
4
1
4

2
,8

3
3

6
2
9

繊
維

製
品

　
2
4
5

1
,6

7
3

3
7
2

靴
・
カ

バ
ン

類
1
2
6

8
5
9

1
9
1

陶
磁

器
・
ガ

ラ
ス

製
品

3
2

2
2
0

4
9

土
産

等
郵

送
代

0
2
5
6

0
ス

ポ
ー

ツ
用

品
0

1
9
8

0
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
代

1
4
6

4
7

0
観

光
施

設
入

館
代

金
等

0
8
4
9

1
9
3

衣
類

（
ユ

ニ
フ

ォ
ー

ム
）

3
,8

0
9

2
3
3

2
7
6

そ
の

他
1
,4

6
5

2
,1

0
5

8
5
7

合
計

2
0
,8

1
5

7
4
,3

6
0

1
4
,2

5
8
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1
2
 

 

図
表

 
1

0
消
費
支
出
の
項
目
別
内
訳
と
振
り
分
け

 

 

各
産
業
部
門
に
振
り
分
け
た
直
接
需
要
は
購
入
者
価
格
と
な
っ
て
お
り
、
商
業
マ
ー
ジ
ン
と
運
輸

マ
ー
ジ
ン
が
含
ま
れ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
マ
ー
ジ
ン
を
剥
ぎ
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
商
業
」
部
門
と

「
運
輸
」
部
門
に
割
り
振
る
こ
と
で
、
生
産
者
価
格
と
す
る
【
図
表
１
１
】
。

 

図
表

 
1

1
生
産
者
価
格
（
マ
ー
ジ
ン
の
剥
ぎ
取
り
）

 

 

（単
位

：百
万

円
）

（単
位

：百
万

円
）

大
会

参
加

者
（県

内
）

大
会

参
加

者
（県

外
）

一
般

来
場

者
計

コ
ー

ド
102産

業
部

門
へ

振
分

金
額

交
通

費
3.2

54.9
1,220.1

1,278
72

鉄
道

輸
送

　
※

交
通
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果
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出
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表
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】
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都道府県等名 山形県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  「ＩＣＥＰ２０１７」の経済波及効果に

ついて 

平 29.5 有 山形コンベンションビュー

ロー

産業連関表 

山形県産業連関表 

半導体の後工程に関する国際会議「ＩＣＥＰ２０１７」

の県内経済波及効果を試算 

・波及効果 4,500 万円

（全国に広げると 1億 800 万円） 

2 「第６回日本一さくらんぼ祭り」の経済

波及効果について 

平 29.8 有 フィデア総合研究所 山形県産業連関表 「第６回日本一さくらんぼ祭り」の経済波及効果を試算 

・波及効果 16 億 1,305 万円

3 全国高校総体夏季大会「南東北インター

ハイ」の経済波及効果について

平 29.12 有 フィデア総合研究所 山形県産業連関表 「南東北インターハイ」の本県における経済波及効果を

試算 

・波及効果 61 億 8,032 万円

4 「第３回やまがた雪フェスティバル」の

経済波及効果について 

平 30.3 有 フィデア総合研究所 山形県産業連関表 「第３回やまがた雪フェスティバル」の経済波及効果を

試算 

・波及効果 7億 8,329 万円

5 「上杉雪灯篭（どうろう）まつり」の経

済波及効果について 

平 30.3 有 やまぎん情報開発研究所 山形県産業連関表 「上杉雪灯篭（どうろう）まつり」の県内経済波及効果

を試算 

・波及効果 14 億 400 万円
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都道府県等名 福島県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  新生 Jヴィレッジ復興プロジェクトがも

たらす経済波及効果 

平 30 年 3月 有 福島県 平成 25 年(2013 年)福島県

産業連関表（延長表） 

新生 Jヴィレッジとして再スタートすることで、各種需

要が発生し、幅広い分野への経済波及効果が見込まれ、

地域経済の持続的発展を促すものと期待できる。新生 J

ヴィレッジ復興プロジェクトがもたらす経済波及効果は

次のとおり。 

(1) 建設投資から生じるによる効果

・波及効果  5,781 百万円 

・雇用誘発数  653 人 

(2) 目標施設利用者数 60 万人の旅行消費による効果

・波及効果  2,664 百万円 

・雇用誘発数   258 人 

2 観光客（ビジネス目的を含む）入込数

2020 年目標値（6,300 人）達成による経

済波及効果 

平 30 年 3月 有 福島県 平成 25 年(2013 年)福島県

産業連関表（延長表） 

観光客入込数 2020 年目標値（6,300 万人）達成による経

済波及効果は次のとおり。 

・波及効果  351,138 百万円 

・雇用誘発数  35,020 人 
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都道府県等名 栃木県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  第 1 回ツール・ド・とちぎの経済波及効

果について 

平 29.6 有 NPO 法人ツール・ド・とち

ぎの会 

平成 23 年(2011 年)栃木県

産業連関表 

第 1回ツール・ド・とちぎの開催に伴う県内への経済波

及効果を試算 

・経済波及効果 約 1,090 百万円

2 とちぎ技能五輪・アビリンピック 2017

開催における経済波及効果について 

平 29.12 有 栃木県産業労働観光部労働

政策課 

平成 23 年(2011 年)栃木県

産業連関表 

とちぎ技能五輪・アビリンピック 2017 の開催に伴う県

内への経済波及効果を試算。 

・経済波及効果 3,111 百万円
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都道府県等名 埼玉県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1 コンテンツと地域活性化

～日本アニメ１００年、聖地巡礼を中心

に～ 

平成２９年 

５月 

無 株式会社日本政策投資銀行

地域企画部 

平成２３年埼玉県産業連

関表（１０８部門） 

テレビアニメ「らき☆すた」放映（平成１９年４月～同

年９月）による、埼玉県への経済波及効果を算出した。 

2 テレビドラマ「陸王」の県内への

経済波及効果 

平成３０年１月 有 埼玉県総務部統計課 平成２３年埼玉県産業連

関表（１０８部門） 

テレビドラマ「陸王」放映（平成２９年１０月～同年１

２月）による、埼玉県への経済波及効果を算出した。 

別添資料を添付 

「報道発表資料」 
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埼
玉
県
 

＜
報
道
発
表
資
料
＞

 

1
/1

 

 統
計
情
報

 

 

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
陸
王
」
の
県
内
へ
の
経
済
波
及
効
果

 

～
ド
ラ
マ
放
映

3
か
月
間
で

10
億
円
超
～
 

  
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
陸
王
」
の
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
、
ド
ラ
マ
放
映
中
の

2017
年

10
月
か
ら

12
月
ま

で
の

3
か
月
間
の
埼
玉
県
へ
の
経
済
波
及
効
果
額
を
計
算
し
ま
し
た
の
で
、
公
開
い
た
し
ま
す
。
 

 
2
017

年
1
0
月
か
ら

1
2
月
ま
で
の

3
か
月
間
の
埼
玉
県
へ
の
経
済
波
及
効
果
は
約

10
億

2
千
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
観
光
案
内
所
の
来
客
数
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ぶ
ら
っ
と
♪
ぎ
ょ
う
だ
」
の
売
上
な
ど
を
参

考
に
、
こ
の
期
間
の
観
光
客
増
加
数
、
観
光
客

1
人
当
た
り
消
費
額
を
算
出
し
、
「
経
済
波
及
効
果
分
析
ツ

ー
ル
」
を
使
用
し
て
算
出
い
た
し
ま
し
た
。
 

 
詳
細
は
以
下
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

 
統
計
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト
第

1
28

号
「
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
陸
王
』
の
県
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
～
ド
ラ
マ
放

映
3
か
月
間
で

1
0
億
円
超
～
」
 

 ■
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
 

経
済
波
及
効
果
と
は
、
あ
る
産
業
に
需
要
増
加
が
生
じ
た
と
き
、
産
業
間
の
取
引
を
通
じ
て
他
の
産
業
の

生
産
額
に
次
々
と
影
響
を
及
ぼ
す
効
果
を
い
い
ま
す
。
詳
し
く
は
経
済
波
及
効
果
と
は
？
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
 

 ■
役
に
立
つ
統
計
ツ
ー
ル
の
提
供
 

経
済
波
及
効
果
分
析
ツ
ー
ル
の
ほ
か
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
て
人
口
分
析
や
経
済
分
析
が
簡
単
に
で
き

る
統
計
分
析
ツ
ー
ル
を
多
数
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

 
 
htt

ps://w
w
w.pre

f
.sait

a
ma.

l
g.j

p/a0206/toukei
-tool/index.html 

平
成

30
年

1
月

23
日
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都道府県等名 千葉県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  ちばアクアラインマラソン 2016 の経済

波及効果 

平 29.4 有 ちばアクアラインマラソン

実行委員会 

平成 23 年千葉県産業連関

表（37 部門） 

マラソン大会における運営費並びにランナー及び応援者

の支出による県内への経済波及効果を推計。 

直接効果 2,623 百万円 

１次効果 742 百万円 

２次効果 517 百万円 

2 成田市への医学部開設に伴う千葉県への

経済効果 

平 29.10 有 ちばぎん総合研究所 平成 23 年千葉県産業連関

表 

成田市に国際医療福祉大学医学部が進出し、2020 年に病

院が開設されることによる経済波及効果を推計。 
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都道府県等名 東京都 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

１ 上野動物園のパンダの赤ちゃん誕生の

経済効果 

平 29.6.7 有 関西大学 名誉教授 宮本 勝

浩 

平成 23 年東京都産業連関

表 

赤ちゃんパンダ誕生に伴う経済効果を計算 

・1 年間で東京都内に約 267 億 4,736 万円

2 東京マラソン 2017 の経済波及効果 平 29.11.30 有 一般財団法人 

 東京マラソン財団 

(調査実施者)  

みずほ総合研究所株式会社 

平成 23 年東京都産業連関

表 

東京マラソン 2017 による経済波及効果を試算。 

・全体の最終需要額は約 125.4 億円、我が国全体の経済

波及効果は約 284.2 億円 

・東京都の最終需要額は約 97.8 億円で、経済波及効果

は約 165.9 億円 

別添資料あり 

3 ラグビーワールドカップの経済波及効

果 

平 30.3.2 有 （委託者） 

公益財団法人ラグビーワー

ルドカップ 2019 組織委員

会 

（受託者） 

新日本有限責任監査法人 

平成 23 年東京都産業連関

表 

「ラグビーワールドカップ 2019」の大会開催による日本

国内の社会経済活動への効果を分析。 

・経済波及効果 4,372 億円（29.7 億ポンド）

・GDP 増加分 2166 億円（14.7 億ポンド）

4  訪都旅行者による経済波及効果（平成

28 年 1月～12 月） 

平 29.9.19 有 東京都産業労働局観光部企

画課 

平成 23 年東京都産業連関

表 

 （平成 23～27 年の経済

波及効果についても、参

考として同産業連関表に

基づき再集計） 

都内在住者、道府県在住者、外国人の３区分で、それぞ

れ生産波及効果、所得効果、雇用効果、税収効果を算出

しており、旅行者の属性別に分析結果を眺めることがで

きる。 

 別添資料あり 
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1
 

  

東
京
マ
ラ
ソ
ン

2
0

1
7
の
経
済
波
及
効
果

 

 

[推
計
結
果
の
ポ
イ
ン
ト

] 

 
◆
東
京
マ
ラ
ソ
ン

2
0
1
7
の
総
出
走
者
数
は

3
5
,8

2
4
人
、
完
走
者
数
は

3
4
,4

1
3
人
で
、
完
走

率
は
約

9
6
.1％

 

 ◆
東
京
マ
ラ
ソ
ン

2
0
1
7
の
沿
道
観
戦
者
数
は
約

1
0
1
.5
万
人
、

E
X

P
O
や
マ
ラ
ソ
ン
祭
り
等

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
観
衆
等
の
約

4
9
.7
万
人
と
合
わ
せ
る
と
、
延
べ
約

1
5
1
.2
万

人
 

 ◆
東
京
マ
ラ
ソ
ン
財
団
の
支
出
（
国
外
支
出
等
を
除
く
）
は
約

3
2
.6
億
円
、
関
連
企
業
等
の

独
自
支
出
は
約

8
.2
億
円
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
（
全
て
寄
付
先
の
団
体
に
分
配
さ
れ
る
）
は

約
3
.1
億
円
、
参
加
者
・
観
客
等
の
消
費
支
出
は
約

8
9
.6
億
円
で
、
全
体
の
新
規
需
要
額

は
約

1
3
3
.5
億
円
増
加

 

 ◆
全
体
の
最
終
需
要
額
（
新
規
需
要
額
の
う
ち
、
国
内
で
調
達
で
き
な
い
額
を
除
外
し
た
も

の
）
は
約

1
2
5

.4
億
円
、
我
が
国
全
体
の
経
済
波
及
効
果
は
約

2
8
4
.2
億
円

 

 ◆
東
京
都
の
最
終
需
要
額
は
約

9
7
.8
億
円
で
、
経
済
波
及
効
果
は
約

1
6
5
.9
億
円

 

 

2
0

1
7
年

1
1
月

3
0
日

 

 

一
般
財
団
法
人

 
東
京
マ
ラ
ソ
ン
財
団

 

調
査
実
施
者

 
み
ず
ほ
総
合
研
究
所
株
式
会
社
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2
 

 [推
計
結
果
の
概
要
：
別
紙
図
表

1
～

4
参
照
] 

◆
総
出
走
者
数

3
5
,8

2
4
人
、
延
べ
観
戦
客
等

1
5
1
.2
万
人
動
員
で
、
最
終
需
要
額
は

1
2
5
.4
億
円

 

①
2
0
1
7
年

2
月

2
6
日
に
開
催
さ
れ
た
東
京
マ
ラ
ソ
ン

2
0
1
7
の
総
出
場
ラ
ン
ナ
ー
は

3
5
,8

2
4
人
と
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ラ
ン
の
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ

1
,6

4
6
人
、

1
,3

1
6
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
が

1
3
,3

6
9
人
と
な
っ
た
。
一
方
、
沿
道
で
の
観
戦
者
数
は
、
関
連
す
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
観
客
等
の

4
9
.7
万
人
を
含
め
て

1
5
1
.2
万
人
に
達
し
た
。

 

②
東
京
マ
ラ
ソ
ン
財
団
の
大
会
運
営
経
費
の
う
ち
国
内
需
要
の
対
象
と
な
る
も
の
は

3
2
.6
億
円
、
関
連
企

業
に
よ
る
広
告
費
等
の
独
自
支
出
は

8
.2
億
円
、寄
付
先
に
分
配
さ
れ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
は

3
.1
億
円
、

参
加
者
・
観
客
の
移
動
・
宿
泊
・
飲
食
・
買
い
物
等
の
消
費
支
出
は

8
9
.6
億
円
と
な
り
、
全
体
で

1
3
3
.5

億
円
の
新
規
需
要
が
生
ま
れ
た
と
見
込
ま
れ
る
（
図
表

1
参
照
）。
そ
の
う
ち
国
内
で
調
達
で
き
な
い
額

を
除
外
し
た
最
終
需
要
額
は

1
2
5
.4
億
円
（
図
表

2
参
照
）。

 

③
都
内
で
発
生
し
た
最
終
需
要
額
は
、

9
7
.8
億
円
（
図
表

2
参
照
）。

 

 ◆
東
京
都
の
経
済
波
及
効
果
は

1
6
5
.9
億
円
、
付
加
価
値
誘
発
額

9
3
.0
億
円
、
雇
用
者
所
得
誘
発
額

4
5
.4

億
円

 

④
東
京
都
の
経
済
波
及
効
果
は
、

2
0
1
1
年
東
京
都
産
業
連
関
表
を
用
い
て
推
計
す
る
と
、
最
終
需
要
額
の

1
.7

0
倍
の

1
6
5
.9
億
円
に
な
る
と
推
計
さ
れ
る
（
図
表

2
参
照
）。

 

⑤
ま
た
、
付
加
価
値
（
都
内
総
生
産
）
ベ
ー
ス
で
は

9
3
.0
億
円
、
雇
用
者
所
得
で
は

4
5
.4
億
円
が
産
出
さ

れ
た
と
推
計
さ
れ
る
（
図
表

2
参
照
）
。

 

⑥
経
済
波
及
効
果
を
産
業
部
門
別
に
み
る
と
、「
商
業
」
及
び
「
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
」
が
大
き
く
、
こ
れ

ら
の
合
計
で
全
体
の

5
2
.2
％
程
度
を
占
め
て
い
る
と
推
計
さ
れ
る
（
図
表

3
-1
参
照
）。

 

⑦
生
産
誘
発
額
、
付
加
価
値
誘
発
額
及
び
雇
用
者
所
得
誘
発
額
と
も
、
第
三
次
産
業
へ
の
波
及
効
果
が
大

き
く
、
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の

9
割
弱
程
度
発
生
し
た
と
推
計
さ
れ
る
（
図
表

3
-1、

3
-2、

3
-3
参
照
）
。

 

 ◆
我
が
国
全
体
の
経
済
波
及
効
果
は

2
8
4
.2
億
円
、
付
加
価
値
誘
発
額

1
4
6
.2
億
円
、
雇
用
者
所
得
誘
発
額

7
1
.6
億
円

 

⑧
東
京
マ
ラ
ソ
ン

2
0
1
7
開
催
に
伴
う
需
要
は
、
東
京
都
以
外
の
地
域
に
も
新
た
に
大
き
な
需
要
を
生
み
出

し
、
我
が
国
全
体
で
は
、
最
終
需
要
額
の

2
.2

7
倍
の

2
8
4
.2
億
円
の
経
済
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
た
と

見
込
ま
れ
る
（
図
表

2
参
照
）。

 

⑨
ま
た
、
付
加
価
値
（
国
内
総
生
産
）
ベ
ー
ス
で
は

1
4
6
.2
億
円
、
雇
用
者
所
得
で
は

7
1
.6
億
円
が
産
出

さ
れ
た
と
推
計
さ
れ
る
（
図
表

2
参
照
）。

 

⑩
経
済
波
及
効
果
を
産
業
部
門
別
に
み
る
と
、「
商
業
」
及
び
「
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
」
が
大
き
く
、
こ
れ

ら
の
合
計
で
全
体
の

3
8

.2
％
程
度
を
占
め
て
い
る
と
推
計
さ
れ
る
（
図
表

4
-1
参
照
）。

 

⑪
生
産
誘
発
額
、
付
加
価
値
誘
発
額
及
び
雇
用
者
所
得
誘
発
額
と
も
、
第
三
次
産
業
へ
の
波
及
効
果
が
大

き
く
、
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の

7
5％
前
後
発
生
し
た
と
推
計
さ
れ
る
。
先
の
東
京
都
と
比
較
す
る
と
、
そ
の

他
の
地
域
で
は
農
林
水
産
業
や
製
造
業
へ
の
需
要
が
大
き
く
な
る
た
め
、
第
三
次
産
業
の
比
重
が

1
5
ポ

イ
ン
ト
前
後
低
下
し
て
い
る
（
図
表

4
-1
、

4
-2、

4
-3
参
照
）。
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1
 

 （
別
紙
）

 

 

図
表

1
 
新
規
需
要
額
の
内
訳

 

 

 

図
表

2
 
最
終
需
要
額
と
経
済
波
及
効
果
の
推
計

 

 

 
 

（
百
万
円
）

全
国

当
初
新
規
需
要

1
3
,3
4
8
.1

財
団
開
催
経
費

3
,2
6
0
.0

関
連
企
業
等
の
独
自
支
出

8
1
9
.5

チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金

3
1
0
.0

参
加
者
等
消
費
支
出

8
,9
5
8
.6

項
目

（
百
万
円
）

東
京
都

そ
の
他
地
域

全
国

直
接
効
果
（
国
内
最
終
需
要
）

9
,7
8
4
.6

2
,7
5
2
.6

1
2
,5
3
7
.1

経
済
波
及
効
果

1
6
,5
9
0
.0

1
1
,8
3
4
.7

2
8
,4
2
4
.7

付
加
価
値
増
加
額

9
,2
9
6
.4

5
,3
2
7
.1

1
4
,6
2
3
.4

雇
用
者
所
得
増
加
額

4
,5
4
3
.5

2
,6
1
6
.0

7
,1
5
9
.6

項
目
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2
 

 

表
3

-1
 
各
地
域
・
産
業
部
門
へ
の
経
済
波
及
効
果
の
推
計

 

 

 
 

0
1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0

8
0
0

9
0
0
1
0
00

1
1
00

1
2
00

1
3
00

1
4
00

1
5
00

1
6
00

1
7
00

1
8
00

1
9
00

2
0
00

2
1
00

2
2
00

農
林
水
産
業

鉱
業

飲
食
料
品

繊
維
製
品

パ
ル
プ
・
紙
・
木
製
品

化
学
製
品

石
油
・
石
炭
製
品

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム

窯
業
・
土
石
製
品

鉄
鋼

非
鉄
金
属

金
属
製
品

は
ん
用
機
械

生
産
用
機
械

業
務
用
機
械

電
子
部
品

電
気
機
械

情
報
・
通
信
機
器

輸
送
機
械

そ
の
他
の
製
造
工
業
製
品

建
設

電
力
・
ガ
ス
・
熱
供
給

水
道

廃
棄
物
処
理

商
業

金
融
・
保
険

不
動
産

運
輸
・
郵
便

情
報
通
信

公
務

教
育
・
研
究

医
療
・
福
祉

そ
の
他
の
非
営
利
団
体
サ
ー
ビ
ス

対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス

対
個
人
サ
ー
ビ
ス

事
務
用
品

分
類
不
明

本
社

東
京
都
地
域

そ
の
他
地
域

（
百
万
円
）

4
,3
1
6

4
,3
4
1
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3
 

 

図
表

3
-2
 
各
地
域
・
産
業
部
門
へ
の
付
加
価
値
誘
発
額
の
推
計

 

 

 

 
 

0
1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0

8
0
0

9
0
0

1
0
0
0

1
1
0
0

農
林
水
産
業

鉱
業

飲
食
料
品

繊
維
製
品

パ
ル
プ
・
紙
・
木
製
品

化
学
製
品

石
油
・
石
炭
製
品

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム

窯
業
・
土
石
製
品

鉄
鋼

非
鉄
金
属

金
属
製
品

は
ん
用
機
械

生
産
用
機
械

業
務
用
機
械

電
子
部
品

電
気
機
械

情
報
・
通
信
機
器

輸
送
機
械

そ
の
他
の
製
造
工
業
製
品

建
設

電
力
・
ガ
ス
・
熱
供
給

水
道

廃
棄
物
処
理

商
業

金
融
・
保
険

不
動
産

運
輸
・
郵
便

情
報
通
信

公
務

教
育
・
研
究

医
療
・
福
祉

そ
の
他
の
非
営
利
団
体
サ
ー
ビ
ス

対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス

対
個
人
サ
ー
ビ
ス

事
務
用
品

分
類
不
明

本
社

東
京
都
地
域

そ
の
他
地
域

2
,8
9
7

2
,1
8
5

（
百
万
円
）
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図
表

3
-3
 
各
地
域
・
産
業
部
門
へ
の
雇
用
者
所
得
誘
発
額
の
推
計

 

 

 

 
 

0
1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0

8
0
0

9
0
0

1
0
0
0

1
1
0
0

農
林
水
産
業

鉱
業

飲
食
料
品

繊
維
製
品

パ
ル
プ
・
紙
・
木
製
品

化
学
製
品

石
油
・
石
炭
製
品

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム

窯
業
・
土
石
製
品

鉄
鋼

非
鉄
金
属

金
属
製
品

は
ん
用
機
械

生
産
用
機
械

業
務
用
機
械

電
子
部
品

電
気
機
械

情
報
・
通
信
機
器

輸
送
機
械

そ
の
他
の
製
造
工
業
製
品

建
設

電
力
・
ガ
ス
・
熱
供
給

水
道

廃
棄
物
処
理

商
業

金
融
・
保
険

不
動
産

運
輸
・
郵
便

情
報
通
信

公
務

教
育
・
研
究

医
療
・
福
祉

そ
の
他
の
非
営
利
団
体
サ
ー
ビ
ス

対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス

対
個
人
サ
ー
ビ
ス

事
務
用
品

分
類
不
明

本
社

東
京
都
地
域

そ
の
他
地
域

1
,4
4
7

（百
万
円
）
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図
表

4
-1
 
各
産
業
部
門
へ
の
経
済
波
及
効
果
の
推
計

 

 

 

 
 

0
1
00

2
00

3
00

4
00

5
00

6
00

7
00

8
00

9
00

1
00

0
1
10

0
1
20

0
1
30

0
1
40

0
1
50

0
1
60

0
1
70

0
1
80

0
1
90

0
2
00

0
2
10

0
2
20

0
2
30

0
2
40

0

農
林
水
産
業

鉱
業

飲
食
料
品

繊
維
製
品

パ
ル
プ
・
紙
・
木
製
品

化
学
製
品

石
油
・
石
炭
製
品

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム

窯
業
・
土
石
製
品

鉄
鋼

非
鉄
金
属

金
属
製
品

は
ん
用
機
械

生
産
用
機
械

業
務
用
機
械

電
子
部
品

電
気
機
械

情
報
・
通
信
機
器

輸
送
機
械

そ
の
他
の
製
造
工
業
製
品

建
設

電
力
・
ガ
ス
・
熱
供
給

水
道

廃
棄
物
処
理

商
業

金
融
・
保
険

不
動
産

運
輸
・
郵
便

情
報
通
信

公
務

教
育
・
研
究

医
療
・
福
祉

そ
の
他
の
非
営
利
団
体
サ
ー
ビ
ス

対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス

対
個
人
サ
ー
ビ
ス

事
務
用
品

分
類
不
明

本
社

全
国

（百
万
円
）

5
,3
3
8

5
,3
1
7

3
,4
5
3
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図
表

4
-2
 
各
産
業
部
門
へ
の
付
加
価
値
誘
発
額
の
推
計

 

 

 
 

0
1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0

8
0
0

9
0
0

1
0
0
0
1
1
0
0
1
2
0
0
1
3
0
0
1
4
0
0
1
5
0
0
1
6
0
0
1
7
0
0
1
8
0
0

農
林
水
産
業

鉱
業

飲
食
料
品

繊
維
製
品

パ
ル
プ
・
紙
・
木
製
品

化
学
製
品

石
油
・
石
炭
製
品

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム

窯
業
・
土
石
製
品

鉄
鋼

非
鉄
金
属

金
属
製
品

は
ん
用
機
械

生
産
用
機
械

業
務
用
機
械

電
子
部
品

電
気
機
械

情
報
・
通
信
機
器

輸
送
機
械

そ
の
他
の
製
造
工
業
製
品

建
設

電
力
・
ガ
ス
・
熱
供
給

水
道

廃
棄
物
処
理

商
業

金
融
・
保
険

不
動
産

運
輸
・
郵
便

情
報
通
信

公
務

教
育
・
研
究

医
療
・
福
祉

そ
の
他
の
非
営
利
団
体
サ
ー
ビ
ス

対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス

対
個
人
サ
ー
ビ
ス

事
務
用
品

分
類
不
明

本
社

全
国

（
百
万
円
）

3
,4
9
2

2
,6
7
8
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図
表

4
-3
 
各
産
業
部
門
へ
の
雇
用
者
所
得
誘
発
額
の
推
計

 

 

 

0
1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0

8
0
0

9
0
0

1
0
0
0

1
1
0
0

1
2
0
0

1
3
0
0

農
林
水
産
業

鉱
業

飲
食
料
品

繊
維
製
品

パ
ル
プ
・
紙
・
木
製
品

化
学
製
品

石
油
・
石
炭
製
品

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム

窯
業
・
土
石
製
品

鉄
鋼

非
鉄
金
属

金
属
製
品

は
ん
用
機
械

生
産
用
機
械

業
務
用
機
械

電
子
部
品

電
気
機
械

情
報
・
通
信
機
器

輸
送
機
械

そ
の
他
の
製
造
工
業
製
品

建
設

電
力
・
ガ
ス
・
熱
供
給

水
道

廃
棄
物
処
理

商
業

金
融
・
保
険

不
動
産

運
輸
・
郵
便

情
報
通
信

公
務

教
育
・
研
究

医
療
・
福
祉

そ
の
他
の
非
営
利
団
体
サ
ー
ビ
ス

対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス

対
個
人
サ
ー
ビ
ス

事
務
用
品

分
類
不
明

本
社

全
国

（
百
万
円
）

1
,7
7
3
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1
 

平
成

２
８

年
東

京
都

観
光

客
数

等
実

態
調

査
 

Ⅰ
. 

調
査
概
要
 

１
 
調
査
目
的
 

 
東
京
都
に
お
け
る
平
成

28
年
（
１
月
～
12

月
の
１
年
間
）
の
観
光
入
込
客
数

(旅
行
者
数

)、
観
光
消
費
額
及

び
観
光
の
経
済
波
及
効
果
を
推
計
し
、
観
光
産
業
振
興
に
向
け
た
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

 

２
 
調
査
フ
ロ
ー
 

 
観
光
入
込
客
数
等
の
推
計
に
お
い
て
は
、「
観
光
入
込
客
統
計
に
関
す
る
共
通
基
準

 (平
成

21
年

12
月
策
定
、

平
成

25
年

3
月
改
定
・
観
光
庁

)
 」（

以
下
、「

共
通
基
準
」
と
い
う
。）

を
基
本
と
し
て
四
半
期
毎
に
調
査
を
実

施
、
東
京
都
の
観
光
特
性
を
加
味
し
、
推
計
す
る
。
調
査
の
フ
ロ
ー
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

 Ⅱ
－
１
 
観
光
地
点
等
入
込
客
数
調
査
 

 Ⅱ
－
２
 
観
光
地
点
パ
ラ
メ
ー
タ
調
査
 

 Ⅱ
－
３

 
観
光
入
込
客
数
の
推
計

 

 Ⅱ
－
４

 
観
光
消
費
額
の
推
計

 

 Ⅱ
－
５

 
経
済
波
及
効
果
の
推
計

 

観
光
地
点
等

 

観
光
入
込
客
数
（
延
べ
）

 

構
成
比

 

（
都
内
･道

府
県
・
外
国
在
住
者
）

 

（
観
光
目
的
・
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
）

 

（
宿
泊
・
日
帰
り
）

 

平
均
訪
問
観
光
地
点
数

 

１
人
あ
た
り
の
観
光
消
費
額

（
都
内
在
住
者
、
道
府
県
在
住
者
、
外
国
在
住
者
別
）

 

 
 
観
光
消
費
額

 

（
都
内
･道

府
県
・
外
国
在
住
者
別
）

 

観
光
入
込
客
数
（
実
人
数
）

 

※
観
光
庁
提
供
デ
ー
タ
を
活
用

※
今
回
よ
り
「
平
成
２
３
年
東
京
都
産
業
連
関
表
」
（
平
成
２
８
年
１
０
月
発
表
）
を
使
用

【
別
紙
１
】
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３
 
調
査
内
容

（
Ⅱ
-１

）
観
光
地
点
等
入
込
客
数
調
査

 
観
光
地
点
、
行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
別
観
光
入
込
客
数
（
延
べ
）
を
算
出
す
る
た
め
に
、
観
光
関
連
施
設
、
イ
ベ

ン
ト
実
施
団
体
に
対
し
以
下
の
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
の
種
類
 

①
観
光
関
連
施
設

入
込
客
数
調
査

②
行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト

入
込
客
数
調
査

③
宿
泊
施
設

宿
泊
客
数
調
査

調
査
対
象
 

観
光
関
連
施
設
 

 
64
0
施
設
 

実
施
団
体

 
 336

団
体
 

イ
ベ
ン
ト
数
 
447

件

（
四
半
期
延
べ
）

観
光

庁
提

供
の

「
宿

泊
旅

行
統

計
」

調
査

結
果

を
活

用
 

調
査
項
目
 

・
月
別
入
込
客
数

・
月
別
外
国
人
入
込
客
数

・
実
数
値
の
有
無
 
 
等
 

・
行
・
祭
事
、
イ
ベ
ン
ト
の
入

込
客
数

・
外
国
人
入
込
客
数

 
等

回
収
結
果
 

平
均

449
施
設
 

（
回
収
率

70.1%）
 

243
団
体
 

（
回
収
率

72.3%）
 

321
イ
ベ
ン
ト
 

（
回
収
率

71.8%）
 

調
査
方
式
 

郵
送
調
査
（
送
付
：
郵
送
、
回
収
：
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
E-mail

を
併
用
、
は
が
き
・
電
話
に
て
督
促
）
 

（
Ⅱ
-２

）
観
光
地
点
パ
ラ
メ
ー
タ
調
査
 

 
観
光
入
込
客
数
及
び
観
光
消
費
額
を
推
計
す
る
た
め
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
設
定
す
る
た
め
、
観
光
地
点
及
び
島
し

ょ
地
域
へ
の
出
入
り
口
に
お
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
 

調
査
の
種
類
 

①
観
光
地
点
に
お
け
る
調
査

②
島
し
ょ
地
域
に
お
け
る
調
査

調
査
対
象
 

観
光
施
設
へ
の
来
場
者

 
港
、
空
港
の
利
用
者

 

実
施
地
点
 

23
区
内

 
8
地
点

 

多
摩
地
域
 

8
地
点

 
 

（
５
地
点
）
 

竹
芝
桟
橋

 
熱
海
港

 
調
布
空
港

 
大
島
空
港

 
八
丈
島
空
港

 

調
査
項
目
 

・
目
的

・
同
行
人
数

・
宿
泊
の
有
無
、
宿
泊
数

・
訪
問
観
光
地
点

(
予
定
も
含
む

)
・
観
光
消
費
額

・
旅
行
情
報
の
入
手
先

・
宿
泊
予
約
の
方
法

・
属
性

(
住
所
、
年
齢
、
性
別

)

・
目
的

・
同
行
人
数

・
宿
泊
の
有
無
、
宿
泊
数

・
訪
問
観
光
地
点

(
予
定
も
含
む

)
・
観
光
消
費
額

・
旅
行
情
報
の
入
手
先

・
宿
泊
予
約
の
方
法

・
属
性

(
住
所
、
年
齢
、
性
別

)

回
収
結
果
 

10,983 
1,734 

調
査
方
式
 

調
査
員
の
聞
き
取
り
調
査
並
び
に
調
査
票
配
布
に
よ
る
自
記
式

 

調
査
言
語
 

日
本
語
、
英
語
、
ハ
ン
グ
ル
、
中
国
語
（
繁
体
字
、
簡
体
字
）
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Ⅱ
．
 調

査
結
果
 

１
 
観
光
地
点
等
入
込
客
数
調
査
結
果
 

※
( 

 
)内
の
割
合
は
、
対
前
年
増
減
率

 

２
 
観
光
地
点
パ
ラ
メ
ー
タ
調
査
結
果
 

（
１
）
１
人
当
た
り
平
均
訪
問
地
点
数

※
( 

 
)内
の
割
合
は
、
対
前
年
差

（
２
）
１
人
当
た
り
平
均
消
費
額

観
光

目
的

4
2
,3

2
2

(1
,4

7
1
)

3
3
,4

5
6

(△
5
8
8
)

9
1
,7

6
6

(△
8
,7

1
0
)

ビ
ジ

ネ
ス

目
的

4
7
,0

1
0

(△
2
,2

0
5
)

4
2
,1

0
4

(△
5
,9

7
2
)

1
0
6
,2

4
3

(△
1
6
,6

4
5
)

観
光

目
的

5
,3

0
8

(△
1
0
3
)

8
,7

3
1

(△
2
1
8
)

3
1
,1

3
5

(△
1
,9

4
0
)

ビ
ジ

ネ
ス

目
的

3
,2

6
5

(△
1
5
4
)

6
,6

8
0

(△
1
9
)

3
0
,9

3
9

(△
4
,5

9
8
)

区
　

分

宿
泊

客
（
円

/
人

回
）

日
帰

り
客

（
円

/
人

回
）

内
　

訳
　

都
内

在
住

者
道

府
県

在
住

者
外

国
在

住
者

※
( 

 
)内
の
割
合
は
、
対
前
年
差

３
 
観
光
入
込
客
数
（
実
人
数
）
の
推
計
 

5
2
7
,4

0
1

(△
0.2%)

5
1
4
,3

0
0

(△
0.5%)

2
7
0
,5

0
4

(0.7%)
2
4
3
,7

9
6

(△
1.7%)

1
3
,1

0
2

(10.2%)

宿
泊

客
4
3
,0

6
7

(△
0.6%)

3
3
,1

8
6

(△
3.3%)

9
,5

4
0

(△
5.6%)

2
3
,6

4
6

(△
2.4%)

9
,8

8
1

(9.7%)

日
帰

り
客

4
8
4
,3

3
4

(△
0.2%)

4
8
1
,1

1
4

(△
0.3%)

2
6
0
,9

6
4

(0.9%)
2
2
0
,1

5
0

(△
1.6%)

3
,2

2
1

(11.7%)

観
光

入
込

客
数

（千
人

回
） 区

 分
合

　
計

内
　

訳
　

日
本

在
住

者
外

国
在

住
者

都
内

在
住

者
道

府
県

在
住

者

※
( 

 
)内
の
割
合
は
、
対
前
年
増
減
率

 

※
数
字
の
単
位
未
満
は
、
端
数
処
理
し
て
あ
る
の
で
合
計
の
数
値
と
内
訳
の
計
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。（

以
下
、
同
様
）

1
,1

1
2,9

2
6

(2
.9

%
)

5
7
,8

4
7

(1
.3

%
)

区
 分

観
光

地
点

観
光

入
込

客
数

（
延

べ
）

（
千

人
）

行
祭

事
・
イ

ベ
ン

ト
観

光
入

込
客

数
（
延

べ
）

（
千

人
）

合
　

計

観
光

目
的

3
.3

(0
.7

)
4
.8

(1
.1

)
6
.8

(2
.7

)

ビ
ジ

ネ
ス

目
的

1
.7

(△
0
.2

)
2
.6

(△
0
.4

)
5
.5

(2
.5

)

観
光

目
的

1
.6

(0
.0

)
1
.9

(0
.0

)
3
.3

(0
.1

)

ビ
ジ

ネ
ス

目
的

1
.5

(0
.0

)
1
.6

(△
0
.3

)
2
.5

(△
0
.1

)
日

帰
り

客
（
地

点
/
人

回
）

区
　

分
内

　
訳

　

都
内

在
住

者
道

府
県

在
住

者
外

国
在

住
者

宿
泊

客
（
地

点
/
人

回
）
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４
 
観
光
消
費
額
の
推
計
 

5,689,752
(△

4.6%)
1,777,039

(△
2.5%)

2,824,703
(△

6.6%)
1,088,010

(△
2.4%)

区
 分

観
光

消
費

額
（
百

万
円

）

内
　

訳
　

合
　

計
都

内
在

住
者

道
府

県
在

住
者

外
国

在
住

者

※
( 

 
)内
の
割
合
は
、
対
前
年
増
減
率
 

※
観
光
消
費
額
と
は
、
東
京
都
を
訪
れ
た
観
光
入
込
客
の
都
内
で
の
消
費
の
総
額
で
あ
る
。

５
 
経
済
波
及
効
果
の
推
計
（
今
回
発
表
分
）
 

税
収

効
果

（
百

万
円

）

合
　

計
内

　
訳

　

都
内

在
住

者
道

府
県

在
住

者
外

国
在

住
者

所
得

効
果

（
百

万
円

）

雇
用

効
果

（
人

）

区
 分

生
産

波
及

効
果

（
百

万
円

）
1
1,0

85
,1

95
(△

4.7
%)

(△
6.6

%)

(△
6.6

%)
2
01

,0
59

2
,1

05
,7

09
(△

3.4
%)

(△
4.3

%)
8
98

,0
78

1
80

,2
95

(△
9.9

%)

(△
3.5

%)
7
6,6

28

(△
5.9

%)
2
,1

54
,8

75

4
42

,1
52

(△
5.5

%)
(△

3.8
%)

(△
2.5

%)
1
26

,6
24

5
,5

08
,4

41
3
,4

71
,0

46
(△

2.4
%)

4
,3

75
,3

31

8
91

,8
42

4
04

,3
11

(△
4.9

%)

(△
5.9

%)

(△
4.8

%)

(△
3.7

%)
1
,3

22
,3

78

2
69

,3
96

※
( 

 
)内
の
割
合
は
、
対
前
年
増
減
率
（
前
年
の
経
済
波
及
効
果
は
「平

成
２
３
年
東
京
都
産
業
連
関
表
」
を
基
に
再
集
計
し
た
数
値
を
使
用
（
次
項
参
照
）
） 
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【
参
考
】
平
成
２
３
年
～
２
８
年
経
済
波
及
効
果
（
「
平
成
２
３
年
東
京
都
産
業
連
関
表
」
を
基
に
再
集
計
）

 

○
生
産
波
及
効
果

平
成

23年
7
,7

91
,4

79
2
,5

28
,9

34
4
,6

53
,9

17
6
08

,6
28

平
成

24年
9
,1

44
,9

47
(1

7.4
%)

3
,1

79
,9

04
(2

5.7
%)

5
,1

02
,2

22
(9

.6
%)

8
62

,8
21

(4
1.8

%)

平
成

25年
1
0,2

23
,4

95
(1

1.8
%)

3
,4

95
,1

98
(9

.9
%)

5
,5

93
,0

52
(9

.6
%)

1
,1

35
,2

46
(3

1.6
%)

平
成

26年
1
0,8

46
,7

34
(6

.1
%)

3
,5

04
,4

13
(0

.3
%)

5
,8

04
,7

50
(3

.8
%)

1
,5

37
,5

71
(3

5.4
%)

平
成

27年
1
1,6

35
,4

45
(7

.3
%)

3
,5

57
,5

58
(1

.5
%)

5
,8

98
,6

03
(1

.6
%)

2
,1

79
,2

85
(4

1.7
%)

平
成

2
8
年

1
1
,0

8
5
,1

9
5

(△
4
.7

%
)

3
,4

7
1
,0

4
6

(△
2
.4

%
)

5
,5

0
8
,4

4
1

(△
6
.6

%
)

2
,1

0
5
,7

0
9

(△
3
.4

%
)

合
　

計
内

　
訳

　

都
内

在
住

者
道

府
県

在
住

者
外

国
在

住
者

※
( 

 
)内
の
割
合
は
、
対
前
年
増
減
率

 

○
所
得
効
果

平
成

23年
3
,3

44
,2

72
9
76

,6
36

1
,8

51
,6

49
5
15

,9
87

平
成

24年
3
,6

84
,3

46
(1

0.2
%)

1
,1

99
,3

08
(2

2.8
%)

1
,9

48
,9

19
(5

.3
%)

5
36

,1
19

(3
.9

%)

平
成

25年
4
,1

64
,5

44
(1

3.0
%)

1
,3

40
,7

59
(1

1.8
%)

2
,1

79
,1

17
(1

1.8
%)

6
44

,6
68

(2
0.2

%)

平
成

26年
4
,4

33
,7

78
(6

.5
%)

1
,3

63
,8

45
(1

.7
%)

2
,2

68
,7

27
(4

.1
%)

8
01

,2
06

(2
4.3

%)

平
成

27年
4
,5

99
,7

56
(3

.7
%)

1
,3

72
,4

80
(0

.6
%)

2
,2

89
,1

86
(0

.9
%)

9
38

,0
90

(1
7.1

%)

平
成

2
8
年

4
,3

7
5
,3

3
1

(△
4
.9

%
)

1
,3

2
2
,3

7
8

(△
3
.7

%
)

2
,1

5
4
,8

7
5

(△
5
.9

%
)

8
9
8
,0

7
8

(△
4
.3

%
)

合
　

計
内

　
訳

　

都
内

在
住

者
道

府
県

在
住

者
外

国
在

住
者

※
( 

 
)内
の
割
合
は
、
対
前
年
増
減
率

 

○
雇
用
効
果

平
成

23年
6
97

,6
64

2
01

,8
64

3
77

,4
66

1
18

,3
35

平
成

24年
7
42

,4
57

(6
.4

%)
2
37

,1
18

(1
7.5

%)
3
85

,3
26

(2
.1

%)
1
20

,0
13

(1
.4

%)

平
成

25年
8
41

,7
11

(1
3.4

%)
2
66

,8
04

(1
2.5

%)
4
35

,7
08

(1
3.1

%)
1
39

,1
99

(1
6.0

%)

平
成

26年
9
46

,6
27

(1
2.5

%)
2
91

,7
19

(9
.3

%)
4
71

,0
38

(8
.1

%)
1
83

,8
71

(3
2.1

%)

平
成

27年
9
48

,2
50

(0
.2

%)
2
79

,9
79

(△
4.0

%)
4
68

,1
20

(△
0.6

%)
2
00

,1
51

(8
.9

%)

平
成

2
8
年

8
9
1
,8

4
2

(△
5
.9

%
)

2
6
9
,3

9
6

(△
3
.8

%
)

4
4
2
,1

5
2

(△
5
.5

%
)

1
8
0
,2

9
5

(△
9
.9

%
)

合
　

計
内

　
訳

　

都
内

在
住

者
道

府
県

在
住

者
外

国
在

住
者

※
( 

 
)内
の
割
合
は
、
対
前
年
増
減
率

 

○
税
収
効
果

平
成

23年
2
84

,3
16

9
2,2

84
1
69

,8
95

2
2,1

37

平
成

24年
3
33

,3
26

(1
7.2

%)
1
15

,8
86

(2
5.6

%)
1
85

,9
64

(9
.5

%)
3
1,4

77
(4

2.2
%)

平
成

25年
3
72

,7
96

(1
1.8

%)
1
27

,4
62

(1
0.0

%)
2
03

,9
92

(9
.7

%)
4
1,3

41
(3

1.3
%)

平
成

26年
3
95

,9
23

(6
.2

%)
1
28

,0
37

(0
.5

%)
2
11

,8
67

(3
.9

%)
5
6,0

20
(3

5.5
%)

平
成

27年
4
24

,4
74

(7
.2

%)
1
29

,8
31

(1
.4

%)
2
15

,2
21

(1
.6

%)
7
9,4

21
(4

1.8
%)

平
成

2
8
年

4
0
4
,3

1
1

(△
4
.8

%
)

1
2
6
,6

2
4

(△
2
.5

%
)

2
0
1
,0

5
9

(△
6
.6

%
)

7
6
,6

2
8

(△
3
.5

%
)

合
　

計
内

　
訳

　

都
内

在
住

者
道

府
県

在
住

者
外

国
在

住
者

※
( 

 
)内
の
割
合
は
、
対
前
年
増
減
率
 

（
百
万
円
）

 

（
百
万
円
）

 

（
百
万
円
）

 

（
人
）
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都道府県等名 神奈川県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1   「さがみロボット産業特区」の取組によ

る地域への経済波及効果 

平 30.6.19 無 （株）帝国データバンク 平成 23 年神奈川県産業連

関表（37 部門） 

生活支援ロボットの実用化・普及に係る経済波及効果

およびロボット関連産業の集積促進に係る経済波及効果 

委託調査 
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都道府県等名 富山県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  富山県美術館の地域への波及効果(推計) 平 29.9 有 株式会社日本政策投資銀行 

富山事業所 

平成 23 年富山県産業連関

表(37 部門) 

富山県美術館の全面オープンから 1年間の来館者増に伴

う経済波及効果を推計 

・経済波及効果 32 億円

うち 直接効果   21 億円 

間接一次効果 6 億円 

間接二次効果 5 億円 
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都道府県等名 石川県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  「いしかわ・金沢 風と緑の楽都音楽祭

２０１７」の経済波及効果 

平 30.2 無 石川県文化振興課 平成 23 年石川県産業連関

表（37 部門） 

音楽祭の開催に伴う観光消費による石川県への波及効果

を試算。 

・波及効果 約 19 億円

平成 30 年第 1 回

石川県議会定例会

一般質問答弁
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都道府県等名 長野県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1 北アルプス国際芸術祭の県内への経済波

及効果 

平 29.10 有 長野経済研究所 平成 23 年長野県産業連関

表 

平成 29 年 6～7月に大町市で開催された、北アルプス国際

芸術祭の来場客へのアンケート調査を基に推計した観光消

費額などから試算。 

・直接効果 約 6.9 億円

・一次生産誘発額 約 3.1 億円（一次生産誘発額まで）

大町市が委託 

2  ふるさと納税の返礼品の経済波及効果 平 29.11.7 有 事業構想大学院大学 平成 23 年長野県産業連関

表 

 長野県飯田市の平成 28 年度の返礼品寄付額や事業者支払

額を基に、経済波及効果を試算。飯田市のほか全国 9自治

体の試算もされた。 

（飯田市の分析例） 

・経済波及効果 56,287 千円（1.59 倍）

分析方法につい

て問合せがあっ

た 

3 信州デスティネーションキャンペーンの

開催による県内への経済波及効果 

平 30.3.20 有 特定非営利活動法人 SCOP 平成 23 年長野県産業連関

表 

平成 29年 7～9月に開催された信州デスティネーション

キャンペーンの経済波及効果を試算。観光地利用者統計

や、観光地点パラメータ調査の結果などを基に推計した観

光消費額から試算。 

・直接効果 約 8.2 億円

・一次生産誘発額 約 2.9 億円

・二次生産誘発額 約 2.3 億円

県が委託 

4 第 1 回松本マラソン開催による県内への

経済波及効果 

平 30.3.20 有 特定非営利活動法人 SCOP 平成 23 年長野県産業連関

表 

 平成 29年 10 月に初めて開催された松本マラソンの経済

波及効果を試算。大会参加者と同伴者へのアンケート調査

や、実行委員会の事業支出額から初期需要額を算出し、経

済波及効果を試算。 

・直接効果 約 4.4 億円

・一次生産誘発額 約 1.4 億円

・二次生産誘発額 約 1.4 億円

松本市が委託 
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都道府県等名 岐阜県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  観光消費が県経済に及ぼす影響分析 平 29.9 無 岐阜県商工労働部観光国際

局観光企画課 

平成 23 年岐阜県産業連関

表（108 部門） 

平成 28年度の観光消費における岐阜県内の経済波及効

果を試算。 

・波及効果  460,112 百万円（1.48 倍）

（２次効果まで） 

・就業誘発数 44,868 人

別添資料あり 
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平
成
２
８
年
岐
阜
県
観
光
入
込
客
統
計
調
査

 

平
成
２
９
年
９
月

 

岐
阜
県
観
光
国
際
局
観
光
企
画
課
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 -

１
 
観
光
入
込
客
数
（
延
べ
）
・
観
光
消
費
額

 

区
 

 
分
 

平
成
２
８
年
（
対
前
年
比
）

 
参
考
：
平
成
２
７
年

 

観
光
入
込
客
数
（
延
べ
人
数
）

 
７
，
２
１
２
万
２
千
人
 
（

+
1
.0
%
） 

７
，
１
３
９
万
５
千
人

 

行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
入
込
客
数
（
延
べ
人
数
）
 

 
 
１
，
０
１
９
万
２
千
人

 
  
(
+
5.
4
%) 

９
６
７
万
３
千
人
 

観
光
消
費
額

 

全
 

体
 

３
，
１
１
３
億
８
０
百
万
円

 
 
(
+
9.
5
%)
 

２
，
８
４
３
億
７
４
百
万
円

 

日
帰
り
客

 
１
，
６
８
１
億
８
０
百
万
円

 
 
 (
+
3
6.
9
%) 

１
，
２
２
８
億
１
６
百
万
円

 

宿
泊

客
 

１
，
４
３
２
億
円

(△
1
1.
4
%)

１
，
６
１
５
億
５
８
百
万
円

 

※
平
成
２
３
年
の
調
査
よ
り
、
観
光
庁
が
策
定
し
た
「
観
光
入
込
客
統
計
に
関
す
る
共
通
基
準
」
を
導
入
し
、
調
査
手
法
を
変
更
し
て
い
る
。

※
千
人
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
対
前
年
比
に
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
や
、
内
訳
の
計
と
合
計
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

○
観
光
入
込
客
数
（
延
べ
人
数
）
は
、
７
，
２
１
２
万
２
千
人
（
対
前
年
比

+
1

.0
%
）、

 

行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
入
込
客
数
（
延
べ
人
数
）
は
、
１
，
０
１
９
万
２
千
人

(対
前
年
比

+
5

.4
%

)と
、
 

い
ず
れ
も
前
年
に
比
べ
て
増
加
し
て
い
る
。

 

※
な
お
、
観
光
入
込
客
数
（
実
人
数
）
も
、
４
，
６
９
６
万
２
千
人
（
対
前
年
比

+
7

.7
%
）
と
、
前
年

に
比
べ
増
加
し
て
い
る
。
（
４
項
参
照
）
 

○
観
光
消
費
額
の
総
額
は
３
，
１
１
３
億
８
０
百
万
円
（
対
前
年
比

+
9

.5
%
）
で
、
う
ち
日
帰
り
客
分
は

１
，
６
８
１
億
８
０
百
万
円
（
対
前
年
比

+
3

6
.9

%
）、

宿
泊
客
分
は
１
，
４
３
２
億
円
（
対
前
年
比

 

△
1
1

.4
％
）
で
あ
っ
た
。
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-
2
 -

○
主
な
傾
向
は
、
以
下
の
と
お
り
。

 

・
１
年
を
通
じ
て
概
ね
天
候
に
恵
ま
れ
、
前
年
に
引
き
続
き
旅
行
し
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
、
全
体
と
し
て
入
込
客
数
は
増
加
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
Ｇ
Ｗ
な
ど
休
日
の
日
並
び
が
前
年
よ
り
良
く
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
日
帰
り
客
数
は
伸

び
て
い
る
が
、
宿
泊
客
数
は
減
少
し
て
い
る
。

・
観
光
消
費
額
は
、
一
人
当
た
り
の
平
均
消
費
額
に
つ
い
て
、
日
帰
り
客
分
が
大
き
く
伸
び
た

（
３
，
２
９
２
円
→
４
，
１
１
４
円
）
反
面
、
宿
泊
客
分
は
減
少
し
て
い
る
（
２
５
，
６
８
８
円
→

２
３
，
５
４
４
円
）。

宿
泊
客
分
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
前
年
の
ふ
る
さ
と
旅
行
券
利
用
の
反
動
減
を
補
う
た
め
割
引
価
格

で
販
売
さ
れ
た
り
、
中
国
人
団
体
観
光
客
向
け
に
宿
泊
単
価
を
引
き
下
げ
て
提
供
さ
れ
た
事
案
も
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

・
外
国
人
観
光
客
（
実
人
数
）
に
つ
い
て
は
、
前
年
ま
で
の
伸
び
率
か
ら
落
ち
着
き
を
み
せ
て
い
る
も

の
の
、
堅
調
な
伸
び
を
み
せ
て
い
る
。

２
 
観
光
地
点
別
の
集
客
数
（
県
内
ト
ッ
プ
１
０
）
 

（
単
位
：
万
人
）
 

○
観
光
地
点
毎
の
入
込
客
数
は
、
１
位
か
ら
３
位
ま
で
の
地
点
の
順
位
に
変
動
は
な
か
っ
た
。

○
平
成
２
７
年
３
月
の
北
陸
新
幹
線
延
伸
開
業
以
来
、
前
年
に
引
き
続
き
飛
騨
地
域
の
主
要
観
光
地
の

入
込
客
数
が
伸
び
て
お
り
、
特
に
、
白
川
郷
合
掌
造
り
集
落
は
前
年
比
１
６
％
増
で
順
位
を
４
位
に

上
げ
て
い
る
。
暖
冬
の
影
響
に
よ
り
冬
期
で
も
道
路
状
況
が
良
か
っ
た
こ
と
や
、
北
陸
新
幹
線
延
伸

開
業
を
ふ
ま
え
、
金
沢
～
白
川
郷
間
の
高
速
バ
ス
が
増
便
さ
れ
た
こ
と
（
平
成
２
８
年
４
月
）、

そ
の

ほ
か
、
映
画
「
君
の
名
は
。
」（

平
成
２
８
年
８
月
公
開
）
の
ヒ
ッ
ト
に
よ
り
、
舞
台
の
モ
デ
ル
と
な

っ
た
飛
騨
地
域
へ
の
注
目
度
が
高
ま
っ
た
こ
と
等
が
入
込
客
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

＊
参
考
：
飛
騨
古
川
 古

い
町
並
み
（
飛
騨
市
）
 
27.1

万
人
（
前
年
比

13.5%増
）

順
位
 

観
光
地
点
名

 
入
込
客
数

 
参
考
：
２
７
年
 

順
位

 
入
込
客
数

 

1
 

土
岐
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

 
7
3
3
.5 

1
 

7
3
5
.8 

2
 

河
川
環
境
楽
園

（
ア
ク
ア
・
ト
ト
ぎ
ふ
含
む
）
（
各
務
原
市
）
 

5
0
3
.2 

2
 

5
0
5
.2 

3
 

高
山
市
街
地
エ
リ
ア

 
3
6
1
.2 

3
 

3
4
6
.2 

4
 

白
川
郷
合
掌
造
り
集
落
（
白
川
村
）

 
1
8
7
.3
 

5
 

1
6
1
.2 

5
 

千
代
保
稲
荷
神
社
（
海
津
市
）

 
1
6
4
.2 

4
 

1
6
2
.9 

6
 

湯
の
華
ア
イ
ラ
ン
ド
（
可
児
市
）

 
1
5
9
.9 

6
 

1
5
4
.6 

7
 

伊
奈
波
神
社
（
岐
阜
市
）

 
1
4
9
.7 

8
 

1
4
9
.7 

8
 

千
本
松
原
・
国
営
木
曽
三
川
公
園
（
海
津
市
）

 
1
4
5
.0 

7
 

1
5
3
.4 

9
 

世
界
イ
ベ
ン
ト
村
ぎ
ふ

（
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
）
（
岐
阜
市
）
 

1
3
0
.5 

9
 

1
4
4
.0 

1
0 

下
呂
温
泉
（
旅
館
の
宿
泊
利
用
及
び
日
帰
り
利
用
）

 
1
1
9
.5 

1
0 

1
1
3
.1 
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３
 
行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
入
込
客
数
（
県
内
ト
ッ
プ
１
０
）

 
（
単
位
：
万
人
）

 

○
行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
毎
の
入
込
客
数
の
県
内
ト
ッ
プ
は
、
昨
年
と
同
じ
「
長
良
川
花
火
大
会
」（

岐
阜

市
）
で
７
０
万
人
、
２
位
が
「
ぎ
ふ
信
長
ま
つ
り
」
（
岐
阜
市
）
で
４
０
万
人
、
３
位
が
「
高
山
祭
」

（
高
山
市
）
で
３
２
万
人
と
な
っ
た
。

○
天
候
に
よ
っ
て
入
込
が
大
き
く
変
動
す
る
た
め
、
前
年
に
比
べ
天
候
に
恵
ま
れ
た
「
高
山
祭
」
や
「
各

務
原
市
桜
ま
つ
り
」
が
大
幅
に
入
込
客
数
を
伸
ば
し
て
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。

４
 
経
済
波
及
効
果
（
試
算
）
 

 
平
成
２
８
年
の
県
内
観
光
消
費
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
（
観
光
関
連
産
業
の
経
済
波
及
効
果
）
を
 

試
算

し
た

と
こ

ろ
、

生
産

誘
発

額
は

４
，

６
０

１
億

１
２

百
万

円
、

就
業

誘
発

効
果

は
、
 

４
４
，
８
６
８
人
と
な
っ
た
。

 

順
位
 

行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
名

 
入
込
客
数

 
参
考
：
２
７
年
 

順
位

 
入
込
客
数

 

1
 

長
良
川
花
火
大
会
（
岐
阜
市
）

 
7
0
.
0 

1
 

8
0
.
0 

2
 

ぎ
ふ
信
長
ま
つ
り
（
岐
阜
市
）

 
4
0
.
0 

2
 

4
0
.
0 

3
 

高
山
祭

 
3
1
.
7 

1
0 

2
3
.
9 

4
 

郡
上
お
ど
り

 
3
1
.
4 

3
 

3
2
.
0 

5
 

大
垣
ま
つ
り

 
3
1
.
0 

4
 

2
7
.
0 

6
 

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
市

 （
大
垣
市
）

 
3
0
.
5 

5
 

2
6
.
0 

7
 

道
三
ま
つ
り
（
岐
阜
市
）

 
3
0
.
0 

8
 

2
4
.
0 

8
 

土
岐
美
濃
焼
ま
つ
り

 
2
7
.
0 

6
 

2
5
.
0 

各
務
原
市
桜
ま
つ
り

 
2
7
.
0 

1
3 

2
0
.
0 

1
0 

刃
物
ま
つ
り

 
（
関
市
）

 
2
5
.
0 

6
 

2
5
.
0 
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＜
参
考
＞
 
旅
行
者
分
類
別
デ
ー
タ

県
内
観
光
客
の
動
向
を
よ
り
詳
細
に
分
析
す
る
た
め
、
観
光
入
込
客
数
を
実
人
数
に
換
算
し
、
旅
行

者
分
類
別
、
県
内
圏
域
別
の
入
込
客
数
、
外
国
人
宿
泊
客
数
等
を
算
出
し
た
。

 

※
詳
細
は
、
別
添
「
参
考
表
」
参
照

※
千
人
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
対
前
年
比
に
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
や
、
内
訳
の
計
と
合

計
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

（
１
）
日
帰
り
・
宿
泊
別
観
光
入
込
客
数

＜
観
光
入
込
客
数
（
実
人
数
）
＞
 

区
 

 
分

 
平
成
２
８
年
（
対
前
年
比
）

 
参
考
：
平
成
２
７
年
 
 

全
 

体
 

４
，
６
９
６
万
２
千
人

 
（

+7
.
7
%
）
 

４
，
３
６
０
万
１
千
人

 

日
帰
り
客

 
４
，
０
８
８
万
０
千
人

 
(+

9
.6
%
) 

３
，
７
３
１
万
１
千
人

 

宿
泊

客
 

【
 う

ち
外
国
人

 】
 

６
０
８
万
２
千
人

 
  

(△
3
.3
%)
 

【
 ８

４
万
４
千
人
 
(＋

9.
4％

)
 】

 

６
２
８
万
９
千
人

 

【
 ７

７
万
２
千
人

 】
 

※
宿
泊
客
の
「
う
ち
外
国
人
」
に
つ
い
て
は
、
観
光
庁
の
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
に
お
け
る
本
県
の
外
国
人

延
べ
宿
泊
者
数
を
も
と
に
算
出
し
て
い
る
。（

平
成

2
8
年
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数

 
1
0
1
.3
万
人
）

平
成
２
８
年
の
観
光
入
込
客
数
（
実
人
数
）
は
４
，
６
９
６
万
２
千
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
日

帰
り
・
宿
泊
別
に
み
る
と
、
日
帰
り
客
は
４
，
０
８
８
万
人
、
宿
泊
客
は
６
０
８
万
２
千
人
で
あ
り
、

依
然
と
し
て
日
帰
り
客
が
多
い
。
（
図
１
）
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（
２
）
居
住
地
別
観
光
入
込
客
数

居
住
地
別
に
見
る
と
、
県
全
体
で
は
県
内
客
は
１
，
６
２
３
万
８
千
人
（
構
成
比

3
4

.6
％
）、

県
外

客
は
３
，
０
７
２
万
４
千
人
（
構
成
比

6
5

.4
％
）
と
、
県
外
客
が
多
く
を
占
め
た
。
特
に
飛
騨
圏
域

で
は
県
外
客
の
割
合
が

8
2

.2
%
と
高
い
。

 

県
外
客
の
う
ち
約
７
割
が
東
海
地
方
か
ら
の
観
光
客
で
あ
り
、
以
下
近
畿
、
関
東
地
方
と
続
い
て

い
る
。（

図
２
）

 

（
３
）
男
女
別
・
年
齢
別
観
光
入
込
客
数

男
女
別
で
見
る
と
、
男
性
が
２
，
３
８
２
万
２
千
人
（
構
成
比

5
0

.7
%
）、

女
性
は
２
，
３
１
４
万
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人
（
構
成
比

4
9

.3
%
）
と
前
年
に
引
き
続
き
男
性
が
多
か
っ
た
も
の
の
、
女
性
の
観
光
入
込
客
数
が

増
え
て
い
る
。

 

年
齢
別
で
は
、
６
０
歳
以
上
が

3
5

.2
％
と
最
も
多
く
、
続
い
て
４
０
歳
代
、
５
０
歳
代
が
多
い
傾

向
は
変
わ
ら
な
い
が
、
２
０
歳
代
以
下
の
若
年
層
が
増
え
て
い
る
（

1
0

.7
%
→

1
2

%
）。（

図
３
）

 

（
４
）
利
用
交
通
機
関
別
観
光
入
込
客
数

利
用
交
通
機
関
別
に
見
る
と
、
自
家
用
車
が
最
も
多
く
全
体
の

8
4

.1
%
を
占
め
、
鉄
道
や
路
線
 

 

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
割
合
は
低
い
。（

図
４
）

 

（
５
）
同
行
者
別
観
光
入
込
客
数
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同
行
者
人
数
別
に
見
る
と
、「（

本
人
を
含
め
）
２
～
３
人
」
が
最
も
多
く
全
体
の

6
5

.2
%
を
占
め
、

続
い
て
「（

本
人
を
含
め
）
４
～
５
人
」
が

1
7

.2
%
で
あ
っ
た
。

 

同
行
者
別
に
見
る
と
、「

団
体
旅
行
」
の
割
合
は
全
体
の

3
.8

%
に
と
ど
ま
り
、「

家
族
」
が

6
7

.8
%

と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
友
人
」

1
7

.9
%
と
個
人
旅
行
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。（

図
５
）

 

（
６
）
観
光
地
分
類
別
観
光
入
込
客
数

観
光
地
分
類
別
に
見
る
と
、「

道
の
駅
等
」、「

歴
史
・
文
化
」、 「

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
の

順
に
多
く
、
以
下
、
「
都
市
型
観
光
（
買
物
・
食
等
）」、「

温
泉
・
健
康
」、「

自
然
」
と
続
く
。（

図
６
）

 

※
観
光
地
の
分
類
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
頁
＜
調
査
の
概
要
＞
参
照

○
平
均
訪
問
地
点
数
と
平
均
宿
泊
数

１
人
当
た
り
平
均
訪
問
地
点
数
（
「
観
光
地
点
入
込
客
数
（
延
べ
人
数
）」

を
「
観
光
入
込
客
数
（
実
人
数
）」

で
除
し
た
も
の
）
は
、
１
．
５
地
点
で
、
四
半
期
別
に
見
る
と
、
１
～
３
月
が
１
．
６
地
点
、
４
～
６
月
が

１
．
５
地
点
、
７
～
９
月
が
１
．
５
地
点
、
１
０
～
１
２
月
が
１
．
５
地
点
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
同
一
施
設
に
お
け
る
１
人
当
た
り
平
均
宿
泊
数
（「

宿
泊
客
数
（
延
べ
人
数
）
」
を
「
宿
泊
客
数
（
実

人
数
）」

で
除
し
た
も
の
）
は
、
１
．
０
泊
で
、
四
半
期
別
に
見
る
と
、
１
～
３
月
が
、
１
．
０
泊
、
４
～
６

月
が
１
．
０
泊
、
７
～
９
月
が
１
．
１
泊
、
１
０
～
１
２
月
が
１
．
０
泊
で
あ
っ
た
。
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＜
調
査
の
概
要
＞

本
調
査
は
、
観
光
庁
が
策
定
し
た
「
観
光
入
込
客
統
計
に
関
す
る
共
通
基
準
」（
平
成
２

5
年

3
月
改
定
）

に
基
づ
き
、
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

１
．
調
査
期
間

 

平
成
２
８
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
２
８
年
１
２
月
３
１
日
ま
で

 

２
．
調
査
対
象
観
光
地
点
等

 

①
観
光
地
点
の
定
義

・
非
日
常
利
用
が
多
い
と
判
断
さ
れ
る
地
点
。

・
観
光
入
込
客
数
が
適
切
に
把
握
で
き
る
地
点
。

・
前
年
の
観
光
入
込
客
数
が
年
間
１
万
人
以
上
、
若
し
く
は
前
年
の
特
定
月
の
観
光
入
込
客
数

が
５
千
人
以
上
で
あ
る
地
点
。

②
観
光
地
点
等
の
分
類

観
光
地
点
等
の
分
類
は
以
下
の
区
分
に
よ
る
。

■
観
光
地
点

自
然

 
山
岳
、
高
原
、
湖
沼
、
河
川
、
海
岸
、
海
中
、
島
、
そ
の
他
自

然
（
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
）

 

歴
史
・
文
化

 
史
跡
、
城
、
神
社
・
仏
閣
、
庭
園
、
歴
史
的
ま
ち
並
み
、
旧
街

道
、
博
物
館
、
美
術
館
、
記
念
・
資
料
館
、
動
・
植
物
園
、
水

族
館
、
産
業
観
光
、
歴
史
的
建
造
物
、
そ
の
他
歴
史

 

温
泉
・
健
康

 
温
泉
地
、
そ
の
他
温
泉
・
健
康

 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、
ス
キ
ー
場
、
キ
ャ
ン

プ
場
、
釣
り
場
、
海
水
浴
場
、
マ
リ
ー
ナ
・
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
、

公
園
、
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
・
遊
園
地
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
そ
の

他
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

 

都
市
型
観
光

 

－
買
物
・
食
等
－

 

商
業
施
設
、
地
区
・
商
店
街
、
食
・
グ
ル
メ
、
そ
の
他
都
市
型

観
光
－
買
物
・
食
等
－
（
農
水
産
品
の
直
売
所
、
物
産
館
等
）

 

道
の
駅
等

 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
観
光
地
点
（
道
の
駅
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
等
）

■
行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト

行
・
祭
事
、
花
見
、
初
詣
、
花
火
大
会
、
郷
土
芸
能
、
地
域
風

俗
、
博
覧
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
映
画
祭
、
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
国
際
会
議
、
他
に
分
類
さ
れ
な
い
行
祭
事
・

イ
ベ
ン
ト
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３
．
調
査
プ
ロ
セ
ス

 

（
１
）
観
光
地
点
等
入
込
客
数
調
査

統
計
の
基
礎
と
な
る
観
光
地
点
等
ご
と
の
入
込
客
数
（
延
べ
人
数
）
を
把
握
す
る
。

 

（
２
）
観
光
地
点
パ
ラ
メ
ー
タ
調
査

県
内
の
１
５
観
光
地
点
を
訪
れ
た
観
光
客
を
対
象
に
調
査
を
行
い
、
属
性
別
の
構
成
比
、
平

均
訪
問
地
点
数
、
平
均
消
費
額
単
価
な
ど
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
算
出
す
る
。

 

（
３
）
観
光
入
込
客
数
（
実
人
数
）・

観
光
消
費
額
単
価
・
観
光
消
費
額
の
推
計

上
記
（
１
）
、（

２
）
及
び
観
光
庁
よ
り
提
供
さ
れ
る
以
下
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
推
計
す
る
。

 

・
観
光
目
的
別
・
居
住
地
別
の
宿
泊
観
光
入
込
客
数

・
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
・
県
外
の
日
帰
り
観
光
入
込
客
数

・
観
光
目
的
別
・
宿
泊
／
日
帰
り
別
の
訪
日
外
国
人
の
観
光
消
費
額
単
価

・
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
・
宿
泊
／
日
帰
り
別
、
県
内
／
県
外
別
の
観
光
消
費
額
単
価

・
観
光
／
ビ
ジ
ネ
ス
別
、
県
内
／
県
外
別
実
家
・
キ
ャ
ン
プ
場
等
利
用
補
正
係
数
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都道府県等名 静岡県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  富士山静岡空港の県内経済波及効果(平

成 28 年度分) 

平 29.10.30 有 静岡県空港政策課 平成 23 年静岡県産業連関

表 

平成 28 年 4月～平成 29 年 3月までの空港開港に伴う経

済波及効果を試算。 

・波及効果 315 億 5千万円

・雇用創出効果 2,113 人

・税収効果 21 億 6千万円
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都道府県等名 愛知県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  第 20 回アジア競技大会経済効果分析結

果（愛知県内） 

平 29.8 有 アジア競技大会愛知・名古

屋合同準備会 

平成 23 年（2011 年）あい

ちの産業連関表（統合大

分類 43 部門） 

2026 年に愛知・名古屋で開催される第 20 回アジア競技

大会が愛知県に与える経済効果について、産業連関表を

用いた消費内生化モデルにより分析した。  

直接効果   942 億円 

第一次間接波及効果 375 億円 

第二次間接波及効果 309 億円 

合計  1,625 億円 

2 第八回はんだ山車まつりの経済波及効果 平 30.1 有 半田市 平成 23 年（2011 年）あい

ちの産業連関表（統合大

分類 43 部門） 

平成 29 年 10 月に開催した「第八回はんだ山車まつり」

の来場者アンケートの回答 1347 件から得た飲食代、お

土産代、宿泊費、交通費等の額から計算した。 

直接効果   22.8 億円 

第一次間接波及効果  9.5 億円 

第二次間接波及効果  5.5 億円 

合計  37.8 億円 

3 中部圏多部門マクロ計量モデルのパラメ

ターの導出

平 30.3 無 公益財団法人 中部圏社会

経済研究所 

平成 23 年（2011 年）産業

連関表（統合中分類 108

部門）および平成 23 年

（2011 年）各県産業連関

表（統合中分類） 

中部圏社会経済研究所の「中部圏多部門マクロ計量モデ

ル」に内蔵する主要パラメターの導出にあたり、9県

（富山、石川、福井、長野、岐阜、静岡、愛知、三重、

滋賀）の産業連関表の統合に全国表を用いた。 

「中部圏経済白書

2018」(公益財団法

人 中部圏社会経済

研究所 2018)に掲

載。 
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都道府県等名 三重県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  みえメディカルバレープロジェクト経済効果

（平成 24 年度から平成 28 年度までの取組

み分）再算定 

（非公表） 無 三重県健康福祉部ライフイノ

ベーション課 

三重県戦略企画部統計課 

平成 17 年三重県地域間産

業連関表（36 部門） 

平成 28 年 3月に外部機関に委託して算定した「みえメデ

ィカルバレープロジェクト」の平成 24 年度から 5 年間の取組

みにおける経済波及効果について、「医薬品・医療機器」生

産額などの直近における各種統計データの実績値を受けて

再算定をしたもの 

内部検討資料とし

てのみ作成 

（作成年月） 

平成 29 年 7月 

2 「第 27 回全国菓子大博覧会・三重（お

伊勢さん菓子博）」経済波及効果 

平 29 年 9月 12

日 

有 百五総合研究所 

お伊勢さん菓子博実行委員

会（三重県雇用経済部中小

企業・サービス産業振興課

ほか） 

平成 23 年三重県地域産業

連関表（107 部門） 

平成 29 年 4月 21 日から 5月 14 日まで三重県伊勢市

で開催された「第 27 回全国菓子大博覧会・三重（お伊

勢さん菓子博）」の経済波及効果分析をしたもの 

・生産誘発額（総合効果）   56.68 億円 

うち直接効果   41.08 億円 

うち間接効果（1次＋2次）  15.60 億円 

※三重県議会戦略企画雇用経済常任委員会資料（平成 29

年 10 月 4日） 

http://www.pref.mie.lg.jp/common/content/000749358

.pdf 

委託調査 

平成 29 年 9月 13

日付け中日新聞三

重総合版等に掲載 

三重県議会戦略企

画雇用経済常任委

員会（平成 29 年

10 月 4日）で報告 

3 伊勢志摩サミット経済波及効果（ポスト

サミット分）再算定

平 29 年 10 月 4

日 

無 三重県雇用経済部サミット

総務課 

三重県戦略企画部統計課 

平成 23 年三重県地域産業

連関表（42 部門） 

平成 28 年 5月に三重県志摩市で開催された「伊勢志

摩サミット首脳会議」で生じた誘客効果等の「ポストサ

ミット分」として平成 28 年から 5年間の県外からの観

光入込客数増加による三重県内における経済波及効果に

ついて平成 28 年の県外からの観光入込客数の実績値を

受けて再算定をしたもの 

※三重県議会戦略企画雇用経済常任委員会資料（平成 29

年 10 月 4日） 

http://www.pref.mie.lg.jp/common/content/000749358

.pdf 

三重県議会戦略企

画雇用経済常任委

員会（平成 29 年

10 月 4日）で報告 
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No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

4 三重の観光（観光客の観光消費が各地域

にもたらす経済波及効果の推計） 

（非公表） 無 三重県雇用経済部観光政策

課 

三重県戦略企画部統計課 

平成 23 年三重県産業連関

表（42 部門） 

平成28年の三重県内観光客の観光消費がもたらす経済波

及効果を算定したもの 

内部検討資料とし

てのみ作成 

（作成年月） 

平成 29 年 11 月 

5 三重県に J リーグプロサッカーチームが

誕生した場合の経済波及効果 

平 30 年 3月 無 第三銀行経済研究所 平成 23 年三重県産業連関

表（39 部門） 

三重県に J3プロサッカーチームが誕生した場合の経済波

及効果分析をしたもの 

・生産誘発額（総合効果）  4.71 億円 

うち直接効果 3.41 億円 

うち間接効果（1次＋2次） 1.30 億円 

※三銀レポート（No.45）

https://www.daisanbank.co.jp/docs/about/keizai/rep

ort/report201803.pdf 

平成 30 年 3 月発行

「三銀レポート」

（No.45）に掲載 
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都道府県等名 滋賀県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  滋賀県の情報発信拠点「ここ滋賀」にお

ける経済波及効果分析 

平 30.3 有 ブランド総合研究所 平成 23 年滋賀県産業連関

表 

「ここ滋賀」のオープン（平成 29 年（2017 年）10 月

29 日）から 1年間の経済効果を予測。 

・波及効果 総額約 1,100 百万円

平成 30 年（2018

年）4 月 11 日・朝

日新聞（朝刊）に記

事掲載 
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都道府県等名 大阪府

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  「百舌鳥・古市古墳群」世界文化遺産登

録による経済波及効果 

平 29 年 7月 有 公益財団法人 堺都市政策

研究所 

平成 23 年（2011 年）大阪

府産業連関表 

・大阪府における「百舌鳥・古市古墳群」の世界文化遺

産登録により増加するビジターの経済波及効果：約

1,005 億 8,400 万円 

・大阪府における「百舌鳥・古市古墳群」の世界文化遺

産登録により増加後のビジター全体の経済波及効果：約

3,618 億円 100 万円 

2 「大阪・光の饗宴 2017」の来場者数及び

経済波及効果等 

平 30 年 1月 有 大阪・光の饗宴実行委員会 平成 23 年（2011 年）大阪

府産業連関表 

・大阪・光の饗宴 2017 来場者数：約 1,367 万人（平成

28 年度は約 1,293 万人） 

・経済波及効果：約 673 億円（平成 28 年度は約 665 億

円） 

3 2011 年産業連関表からみた関西経済の産

業構造 

平 29 年 12 月 無 近畿大学短期大学部 

入江啓彰准教授 

平成 23 年（2011 年）の各

都道府県産業連関表 

・和歌山県を除いて第 3次産業への傾斜が依然強まって

いる。 

・37 部門でみれば大阪府以外の府県の主要産業は製造業

に属する部門である。 

・産業構造により都道府県を類型化すると関西 2府 4県

は滋賀県、和歌山県、それ以外の 3つに区分される。 

近畿大学短大論集

第 50 巻第 1号に掲

載 

4 大阪府の経済構造について 平 30 年 3月 無 大阪府総務部統計課 平成 23 年（2011 年）大阪

府産業連関表 

・大阪府内における域際収支の黒字額は、圧倒的に商業

が多く、大阪府内における基盤産業と言える。 

・スカイラインチャートから、大阪府内において需要が

大きい部門は、商業、医療、住宅賃貸料（帰属家賃）、

その他の他事業所サービス、金融・保険である。 

関西学院大学産業

研究所「産研論

集」第 45 号に掲載 
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「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」世

界
文
化
遺
産
登
録

に
よ
る
経
済
波
及
効
果

 

平
成

29
年

7
月
 

公
益
財
団
法
人

 堺
都
市
政
策
研
究
所
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Ⅰ
 
は
じ
め
に
 

平
成

2
2
年

1
1
月

2
2
日
、「

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
に
記
載

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
が
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
日
本
の
遺
産
と
し

て
正
式
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

 

堺
市
に
あ
る
百
舌
鳥
古
墳
群
に
は
、

4
世
紀
後
半
か
ら

6
世
紀
に
造
ら
れ
た

4
4
基
の
古
墳
が
あ
り
、
そ

の
中
に
は
墳
丘
の
長
さ
と
底
面
積
で
エ
ジ
プ
ト
の
ク
フ
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
超
え
る
世
界
最
大
級
の
墳
墓

で
あ
る
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
羽
曳
野
市
と
藤
井
寺
市
に
ま
た
が
る
古
市
古
墳
群
に
は
、

日
本
で
二
番
目
の
大
き
さ
を
誇
る
応
神
天
皇
陵
古
墳
を
は
じ
め

4
5
基
の
古
墳
が
残
っ
て
い
る
。

 

こ
れ
ら
の
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
れ
ば
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
か
ら

多
く
の
人
々
が
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
に
来
訪
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
古
墳
群
に
来
訪
す
る
人
々
は
、

古
墳
群
の
み
な
ら
ず
、
堺
が
生
ん
だ
偉
人
で
あ
る
千
利
休
や
与
謝
野
晶
子
の
ゆ
か
り
の
場
所
を
は
じ
め
堺

市
、
羽
曳
野
市
、
藤
井
寺
市
の
多
く
の
名
所
、
古
跡
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
ビ
ジ
タ
ー
は
堺
市
、
羽
曳
野
市
、
藤
井
寺
市
は
じ
め
大
阪
府
全
体
に
大
き
な
経
済
波
及
効
果
を
も
た

ら
す
と
考
え
ら
れ
る
。

 

今
年
（
平
成

2
9
年
）
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
の
国
内
推
薦
を
得
ら
れ
た
と
す
る
と
、
平
成

3
1
年
の

夏
に
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
多
く
の
ビ
ジ
タ
ー
が
堺
市
、
羽
曳
野
市
、
藤
井
寺
市
を
は
じ
め
と
し
て

大
阪
府
内
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。
堺
市
、
羽
曳
野
市
、
藤
井
寺
市
は
じ
め
大
阪
府
全
体
は
、
近
年
ビ
ジ

タ
ー
が
毎
年
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
こ
の
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
る
と
、
さ
ら
な
る
ビ
ジ
タ
ー
の
増
加
に
拍
車
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

 

本
報
告
書
で
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
ビ
ジ
タ
ー
が
将
来
ど
の
よ
う
に
増
加
し
て
い
く
か
を
推
定
し
、

さ
ら
に
世
界
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
時
に
は
、
よ
り
一
層
ビ
ジ
タ
ー
が
爆
発
的
に
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る

の
で
、
平
成

3
1
年
度
の
ビ
ジ
タ
ー
の
経
済
波
及
効
果
が
対
前
年
度
比
で
ど
れ
だ
け
増
加
す
る
か
、
ま
た
平

成
3

1
年
度
の
ビ
ジ
タ
ー
全
体
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
は
ど
れ
だ
け
に
な
る
か
を
推
計
し
た
。

 

推
計
の
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

 

堺
市
に
お
け
る
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
経
済
波
及
効
果
は
次
の
よ
う
に

な
っ
た
。

 

堺
市
に
お
け
る
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
よ
り
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
経

済
波
及
効
果
は
約

3
3

8
億

3
,9

0
0
万
円
、
そ
し
て
粗
付
加
価
値
創
出
は
約

1
5

7
億

1
0

0
万
円
と
な
っ
た
。
 

堺
市
に
お
け
る
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
よ
り
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
全
体

の
経
済
波
及
効
果
は
約

1
,2

1
1
億

3
,5

0
0
万
円
、
そ
し
て
粗
付
加
価
値
創
出
は
約

5
6

2
億

5
0

0
万
円
と
な

っ
た
。

 

大
阪
府
に
お
け
る
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
経
済
波
及
効
果
は
次
の
よ
う

に
な
っ
た
。
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2
 

大
阪
府
に
お
け
る
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
よ
り
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の

経
済
波
及
効
果
は
約

1
,0

0
5
億

8
,4

0
0
万
円
、
そ
し
て
粗
付
加
価
値
創
出
は
約

5
8

5
億

1
,1

0
0
万
円
と
な

っ
た
。

 

大
阪
府
に
お
け
る
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
よ
り
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
全

体
の
経
済
波
及
効
果
は
約

3
,6

1
8
億

1
0

0
万
円
、
そ
し
て
粗
付
加
価
値
創
出
は
約

2
,1

0
4
億

6
,5

0
0
万
円

と
な
っ
た
。

 

こ
の
よ
う
に
、「

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
は
、
堺
市
、
羽
曳
野
市
、
藤
井
寺
市

の
歴
史
文
化
の
魅
力
を
世
界
中
に
発
信
す
る
の
み
な
ら
ず
、
地
元
で
あ
る
堺
市
、
羽
曳
野
市
、
藤
井
寺
市

及
び
大
阪
府
全
体
に
は
非
常
に
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
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Ⅱ
 
堺
市
に
お
け
る
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出

 
 

堺
市
に
お
け
る
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
は
、
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
と
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー

全
体
の
消
費
支
出
か
ら
推
計
す
る
。
 

 

 

１
．
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
及
び
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数

 

（
１
）
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数

 

平
成

2
7
年
度
の
堺
市
ビ
ジ
タ
ー
数
及
び
そ
の
内
訳
は
、
表
１
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
ビ

ジ
タ
ー
総
数
は

9
8
3
万

1
,0

0
0
人
、
そ
の
う
ち
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
は
全
体
の

9
8

%
の

9
6
3
万

4
,4

9
0

人
、
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
は
全
体
の

2
%
の

1
9
万

6
,5

1
0
人
と
な
っ
た
。
な
お
、
本
報
告
書
に
お
け

る
ビ
ジ
タ
ー
数
は
、
「
堺
市
ビ
ジ
タ
ー
実
態
調
査
報
告
書
」
（
堺
市
観
光
部
）
の
観
光
ビ
ジ
タ
ー
数
を

も
と
に
推
計
し
て
い
る
。

 

  
表
１

 
平
成

2
7
年
度
の
堺
市
ビ
ジ
タ
ー
数
及
び
そ
の
内
訳

 
（
単
位
：
人
）

 

項
目

 
人
数

 
割
合

 

国
内
ビ
ジ
タ
ー

 
9

,6
3

4
,4

9
0
 

0
.9

8
 

外
国
人
ビ
ジ
タ
ー

 
1

9
6

,5
1
0
 

0
.0

2
 

合
計

 
9

,8
3

1
,0

0
0
 

1
.0

0
 

注
：

 

・
ビ
ジ
タ
ー
の
総
数
は
「
平
成

2
7
年
度
堺
市
ビ
ジ
タ
ー
実
態
調
査
報
告
書
」（

堺
市
観
光
部
）
の
観
光
ビ

ジ
タ
ー
数
に
よ
る
。

 

・
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
数
は
、
平
成

2
7
年
度
の
堺
市
内
ホ
テ
ル
の
外
国
人
宿
泊
者
数
で
あ
る
。
こ
の
外
国

人
の
宿
泊
者
数
は
、
堺
市
観
光
部
が
堺
ホ
テ
ル
協
会
加
盟
ホ
テ
ル
に
照
会
し
、
回
答
を
得
て
い
る
ホ
テ

ル
の
外
国
人
宿
泊
数
（
観
光
以
外
の
目
的
も
含
む
）
で
あ
る
。
年
度
に
よ
っ
て
、
回
答
し
た
ホ
テ
ル
が

異
な
る
の
で
、
年
度
間
デ
ー
タ
の
比
較
は
難
し
い
。
ま
た
、
日
帰
り
で
堺
市
を
訪
れ
て
い
る
外
国
人
の
ビ
ジ

タ
ー
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
な
い
。

 

・
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
数
＝
ビ
ジ
タ
ー
総
数
－
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
数
。

 

 

堺
市
は
、「

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
平
成

2
9
年
度
の
世
界
遺
産
国
内
推
薦
、
平
成

3
1
年
度
の

世
界
文
化
遺
産
登
録
を
め
ざ
し
て
い
る
。
平
成

2
9
年
度
の
世
界
遺
産
国
内
推
薦
、
平
成

3
1
年
度
の

世
界
文
化
遺
産
登
録
が
実
現
し
た
時
の
世
界
遺
産
登
録
に
よ
り
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
推
計
を
、
平

成
3

0
年
度
の
ビ
ジ
タ
ー
数
の
予
測
値
を
用
い
て
推
計
す
る
。

 

ま
ず
、
表

2
を
用
い
て
、
平
成

3
0
年
度
の
ビ
ジ
タ
ー
数
を
推
計
す
る
。
表

2
は
平
成

1
8
年
度
か

ら
平
成

2
7
年
度
ま
で
の
堺
市
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数
及
び
そ
の
増
加
率
を
示
し
て
い
る
。
計
算
の
結
果
、

平
成

1
8
年
度
か
ら
平
成

2
7
年
度
ま
で
の
年
間
の
平
均
ビ
ジ
タ
ー
増
加
率
は
約

7
％
と
な
っ
た
。
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表
2
 
平
成

1
8
年
度
か
ら
平
成

2
7
年
度
ま
で
の
堺
市
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数
及
び
増
加
率

 

年
度

 
ビ
ジ
タ
ー
数
（
万
人
）

 
対
前
年
度
増
加
率

 

平
成

1
8
年
度

 
5

3
7

.7
 

－
 

平
成

1
9
年
度

 
6

1
5

.0
 

0
.1

4
 

平
成

2
0
年
度

 
6

1
6

.9
 

0
.0

0
 

平
成

2
1
年
度

 
6

5
6

.4
 

0
.0

6
 

平
成

2
2
年
度

 
7

0
5

.8
 

0
.0

8
 

平
成

2
3
年
度

 
7

8
9

.9
 

0
.1

2
 

平
成

2
4
年
度

 
7

6
9

.6
 

-0
.0

3

平
成

2
5
年
度

 
8

2
1

.7
 

0
.0

7
 

平
成

2
6
年
度

 
9

1
0

.4
 

0
.1

1
 

平
成

2
7
年
度

 
9

8
3

.1
 

0
.0

8
 

年
間
平
均
増
加
率

 
＊

 
0

.0
7
 

注
：

 

・
ビ
ジ
タ
ー
総
数
は
「
堺
市
ビ
ジ
タ
ー
実
態
調
査
報
告
書
」（
堺
市
観
光
部
）
の
観
光
ビ
ジ
タ
ー
数
に
よ
る
。

 

・
対
前
年
度
増
加
率
は
著
者
の
計
算
に
よ
る
。

・
年
間
平
均
増
加
率
は
著
者
の
計
算
に
よ
る
。

表
2
で
推
計
し
た
平
成

1
8
年
度
か
ら
平
成

2
7
年
度
ま
で
の
年
間
の
平
均
ビ
ジ
タ
ー
増
加
率
を
も

と
に
し
て
、
平
成

3
0
年
度
の
堺
市
ビ
ジ
タ
ー
総
数
を
推
計
し
た
。
推
計
の
結
果
は
表

3
で
示
さ
れ
て

い
る
。
平
成

3
0
年
度
の
堺
市
の
ビ
ジ
タ
ー
数
は

1
,2

0
4
万

3
,0

0
0
人
と
な
っ
た
。

 

表
3
 
平
成

3
0
年
度
の
堺
市
の
ビ
ジ
タ
ー
数

 
（
単
位
：
万
人
）

 

年
度

 
ビ
ジ
タ
ー
数

 

平
成

3
0
年
度

 
1

,2
0

4
.3

 

「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
歴
史
的
な
遺

産
に
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
か
ら
多
く
の
人
々
が
来
訪
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。

 

日
本
の
歴
史
遺
産
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
時
の
ビ
ジ
タ
ー
の
増
加
率
を
参
考
に
、「

百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
」
の
世
界
遺
産
登
録
に
よ
り
堺
市
を
訪
問
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
増
加
率
を
推
計
す
る
。

 

「
石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
」
や
「
白
川
郷
・
五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落
」
は
、
世
界

遺
産
登
録
後
ビ
ジ
タ
ー
が
飛
躍
的
に
急
増
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
奈
良
県
や
京
都
府
の
名
所
は
、

世
界
遺
産
登
録
前
か
ら
ビ
ジ
タ
ー
が
非
常
に
多
か
っ
た
た
め
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
も
ビ
ジ
タ

ー
数
は
微
増
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

 

よ
っ
て
、「

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
時
の
ビ
ジ
タ
ー
の
増
加
率
を
推

定
す
る
に
は
、
観
光
状
況
が
類
似
し
て
い
る
「
平
泉
－
仏
国
土
（
浄
土
）
を
表
す
建
築
・
庭
園
及
び
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考
古
学
的
遺
跡
群
」
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
時
の
ビ
ジ
タ
ー
の
増
加
率
を
参
考
に
す
る
。

 

平
成

2
3
年

6
月
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
平
泉
町
の
ビ
ジ
タ
ー
数
は
、
表

4
で
示
さ
れ
て

い
る
。
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
後
の
平
成

2
4
年
の
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
数
は
、
登
録
前
の
平
成

2
2
年

の
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
数
よ
り
約

3
8

%
増
加
し
た
。
こ
の
数
値
を
参
考
に
し
て
、「

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳

群
」
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
時
の
国
内
ビ
ジ
タ
ー
の
増
加
率
は

3
8

%
と
仮
定
す
る
。
ま
た
、

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
後
の
平
成

2
7
年
の
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー
数
は
、
登
録
さ
れ
る
前
の
平
成

2
2
年

の
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
数
よ
り
約

4
6

%
増
加
し
て
い
た
。
こ
れ
を
参
考
に
し
て
、「

百
舌
鳥
・
古
市
古

墳
群
」
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
時
の
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー
の
増
加
率
は

4
6

%
と
仮
定
す
る
。

 

 
 

 
表

4
 
世
界
文
化
遺
産
登
録
前
後
の
平
泉
町
の
ビ
ジ
タ
ー
数

 
（
単
位
：
人
）

 

年
 

ビ
ジ
タ
ー
数

 
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー
数

 

平
成

2
2
年

 
1

,8
8

9
,1

9
0
 

1
4
,4

8
9
 

平
成

2
3
年

 
1

,9
1

8
,5

4
2
 

3
,6

7
1
 

平
成

2
4
年

 
2

,6
4

0
,2

9
1
 

9
,2

5
7
 

平
成

2
5
年

 
2

,1
4

1
,9

8
4
 

9
,6

0
6
 

平
成

2
6
年

 
2

,0
0

0
,4

4
0
 

1
4
,1

3
1
 

平
成

2
7
年

 
1

,9
3

4
,6

4
1
 

2
1
,2

1
4
 

注
：

 

・「
平
泉
－
仏
国
土
（
浄
土
）
を
表
す
建
築
・
庭
園
及
び
考
古
学
的
遺
跡
群
」
は
、
東
北
地
域
の
最
初
の
世

界
文
化
遺
産
で
、
平
成

2
3
年

6
月
に
登
録
さ
れ
た
。

 

・
世
界
文
化
遺
産
の
登
録
に
よ
る
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
の
増
加
率
は
、
平
成

2
4
年
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
数
対
平

成
2

2
年
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
数
の
増
加
率
か
ら
推
計
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
増
加
率
は
約

3
8

%
で
あ
る
。

 

・
世
界
文
化
遺
産
の
登
録
に
よ
る
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
の
増
加
率
は
、
平
成

2
7
年
の
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー

数
対
平
成

2
2
年
の
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
数
の
増
加
率
か
ら
推
計
し
た
。
そ
の
結
果
、
外
国
人
の
ビ
ジ
タ

ー
の
増
加
率
は
約

4
6

%
で
あ
る
。
平
成

2
3
年
の
東
日
本
大
震
災
そ
の
後
の
風
評
に
よ
っ
て
外
国
人
の
ビ

ジ
タ
ー
が
全
体
的
に
急
減
し
て
い
た
。
平
成

2
4
年
の
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
数
及
び
平
成

2
2
年
の
外
国

人
の
ビ
ジ
タ
ー
数
を
用
い
て
、
世
界
遺
産
登
録
に
よ
る
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
増
加
率
を
推
計
す
る
の
は

不
適
切
と
考
え
て
、
地
震
前
の
平
成

2
2
年
並
み
に
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー
が
戻
っ
た
平
成

2
6
年
以
降
の
平

成
2

7
年
の
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー
数
を
用
い
て
、
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー
増
加
率
を
推
計
し
た
。

 

 

表
3
と
表

4
を
も
と
に
し
て
、「

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
よ
り
増
加
す

る
ビ
ジ
タ
ー
数
を
推
計
し
た
。
推
計
の
結
果
は
、
表

5
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
増
加
す
る

国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
は
約

4
4
8
万

3
,7

0
0
人
、
増
加
す
る
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
は
約

1
1
万

8
0
0
人
、
合

計
約

4
5

9
万

4
,5

0
0
人
と
な
っ
た
。
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表
5
 
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数

 
（
単
位
：
万
人
）

 

項
目

 
増
加
人
数

 

国
内
の
ビ
ジ
タ
ー

 
4

4
8

.3
7
 

外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー

 
1
1

.0
8
 

合
計

 
4

5
9

.4
5
 

注
：

 

・
平
泉
町
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
よ
り
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
増
加
率

3
8

%
を
参
考
に
し
て
、「

百
舌
鳥
・
古

市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
よ
り
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
増
加
率
を

3
8

%
と
仮
定
し
た
。

・
平
泉
町
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
よ
り
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
増
加
率

4
6

%
を
参
考
に
し
て
、「

百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
よ
り
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
増
加
率
を

4
6

%
と
仮
定
し
た
。

次
に
、
増
加
す
る
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
に
お
け
る
宿
泊
ビ
ジ
タ
ー
数
及
び
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
数
を
推

計
す
る
。
堺
市
を
訪
れ
る
ビ
ジ
タ
ー
の
堺
市
に
お
け
る
宿
泊
率
は
、
表

6
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
宿
泊
ビ
ジ
タ
ー
は
約

1
1

%
、
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
は
約

8
9

%
で
あ
る
。

 

表
6
 
堺
市
に
お
け
る
宿
泊
率

 

項
目

 
割
合

 

堺
市
に
宿
泊
し
な
い

 
0

.8
9
 

堺
市
に
宿
泊
す
る

 
0

.1
1
 

合
計

 
1

.0
0
 

注
：

 

・「
平
成

2
7
年
度
堺
市
ビ
ジ
タ
ー
実
態
調
査
報
告
書
」
（
堺
市
観
光
部
）
の
観
光
拠
点
調
査
結
果
に
よ
る
。
 

宿
泊
ビ
ジ
タ
ー
の
宿
泊
施
設
種
類
は
、
表

7
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
実
家
・
知
人
宅
等

に
宿
泊
す
る
宿
泊
ビ
ジ
タ
ー
は
約

5
0

%
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
宿
泊
す
る
宿
泊
ビ
ジ
タ
ー
は
約

5
0

%

で
あ
る
。

 

表
7
 
宿
泊
ビ
ジ
タ
ー
の
宿
泊
施
設
種
類

 

項
目

 
割
合

 

実
家
・
知
人
・
親
戚
宅

 
0

.5
0
 

ホ
テ
ル
・
旅
館

0
.4

7
 

そ
の
他

 
0

.0
3
 

合
計

 
1

.0
0
 

注
：

 

・「
平
成

2
7
年
度
堺
市
ビ
ジ
タ
ー
実
態
調
査
報
告
書
」
（
堺
市
観
光
部
）
の
観
光
拠
点
調
査
結
果
に
よ
る
。
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表
6
と
表

7
を
も
と
に
、
市
外
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
、
実
家
・
知
人
宅
等
に
宿
泊
す
る
ビ

ジ
タ
ー
及
び
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
割
合
を
推
計
し
た
。
推
計
の
結
果
、
市
外

か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
は
約

8
9
％
、
実
家
・
知
人
宅
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
は
約

6
％
、
ホ

テ
ル
・
旅
館
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
は
約

6
％
と
な
っ
た
。

 

 
 

表
8
 
増
加
す
る
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
の
内
訳

 

項
目

 
割
合

 

市
外
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー

 
0

.8
9
 

実
家
・
知
人
宅
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー

 
0

.0
6
 

ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー

 
0

.0
6
 

合
計

 
1

.0
0
 

注
：

 

・
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
割
合

 

＝
宿
泊
割
合

1
1

%
×
（
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
宿
泊
割
合

4
7

%
＋
そ
の
他
の
宿
泊
割
合

3
%
）
＝

6
%

 

・
実
家
・
知
人
宅
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
割
合

 

＝
宿
泊
割
合

1
1

%
×
実
家
・
知
人
宅
等
に
宿
泊
す
る
割
合

5
0

%
＝

6
%

 

・
市
外
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
割
合
＝
堺
市
に
宿
泊
し
な
い
割
合

8
9

%
 

 

表
5
と
表

8
を
も
と
に
し
て
、
増
加
す
る
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
の
内
訳
を
推
計
し
た
。
推
計
の
結
果

は
表

9
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
市
外
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
は
約

3
9
8
万

1
,5

0
0
人
、

実
家
・
知
人
宅
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
は
約

2
5
万

1
,1

0
0
人
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
宿
泊
す
る
ビ

ジ
タ
ー
は
約

2
5
万

1
,1

0
0
人
と
な
っ
た
。

 

 

 
表

9
 
増
加
す
る
国
内
ビ
ジ
タ
ー
の
内
訳

 
（
単
位
：
万
人
）

 

項
目

 
人
数

 

市
外
か
ら
来
る
日
帰
り
の
ビ
ジ
タ
ー

 
3

9
8

.1
5
 

実
家
・
知
人
宅
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー

 
2

5
.1

1
 

ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー

 
2

5
.1

1
 

合
計

 
4

4
8

.3
7
 

 

増
加
す
る
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
の
内
訳
は
、
表

1
0
で
示
さ
れ
て
い
る
。
増
加
す
る
外
国
人
の
ビ
ジ

タ
ー
は
全
員
宿
泊
ビ
ジ
タ
ー
、
そ
の
人
数
は
約

1
1
万

8
0
0
人
と
な
っ
た
。
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表
1

0
 
増
加
す
る
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー
の
内
訳

 
（
単
位
：
万
人
）

 

項
目

 
人
数

 

日
帰
り
の
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー

 
0

.0
0
 

宿
泊
す
る
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー

 
1
1

.0
8
 

合
計

 
1
1

.0
8
 

注
：

 

・
増
加
す
る
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
は
全
員
宿
泊
ビ
ジ
タ
ー
と
仮
定
し
た
。

（
２
）
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数

増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数
は
、
表

1
1
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数

は
約

1
,6

6
3
万

4
,5

0
0
人
、
そ
の
う
ち
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
は
約

1
,6

2
8
万

2
,9

0
0
人
、
外
国
人
の
ビ

ジ
タ
ー
は
約

3
5
万

1
,6

0
0
人
と
な
っ
た
。

 

表
1
1
 
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数

 
（
単
位
：
万
人
）

 

項
目

 
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数

 
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数

 

国
内
の
ビ
ジ
タ
ー

 
4

4
8

.3
7
 

1
,6

2
8

.2
9
 

外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー

 
1
1

.0
8
 

3
5
.1

6
 

合
計

 
4

5
9

.4
5
 

1
,6

6
3

.4
5
 

注
：

 

・
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数
＝
平
成

3
0
年
度
ビ
ジ
タ
ー
数
＋
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数

表
8
を
も
と
に
し
て
、
推
計
し
た
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
の
内
訳
は
、
表

1
2
で
示
さ
れ
て
い
る
。
計
算

の
結
果
、
市
外
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
は
約

1
,4

4
5
万

9
,2

0
0
人
、
実
家
・
知
人
宅
等
に
宿
泊

す
る
ビ
ジ
タ
ー
は
約

9
1
万

1
,8

0
0
人
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
は
約

9
1
万

1
,8

0
0

人
と
な
っ
た
。

 

表
1

2
 
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
の
内
訳

 
（
単
位
：
万
人
）

 

項
目

 
人
数

 

市
外
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー

 
1

,4
4

5
.9

2
 

実
家
・
知
人
宅
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー

 
9

1
.1

8
 

ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー

9
1
.1

8
 

合
計

 
1

,6
2

8
.2

9
 

外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
の
内
訳
は
、
表

1
3
で
示
さ
れ
て
い
る
。
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
は
全
員
宿
泊
ビ

ジ
タ
ー
、
そ
の
人
数
は
約

3
5
万

1
,6

0
0
人
と
な
っ
た
。
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9
 

表
1

3
 
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
の
内
訳

 
（
単
位
：
万
人
）

 

項
目

 
人
数

 

日
帰
り
す
る
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー

 
0

.0
0
 

宿
泊
す
る
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー

 
3

5
.1

6
 

合
計

 
3

5
.1

6
 

注
：

 

・
増
加
す
る
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
は
全
員
宿
泊
ビ
ジ
タ
ー
と
仮
定
し
た
。

２
．
ビ
ジ
タ
ー
１
人
当
た
り
消
費
支
出
額
 

 
ビ
ジ
タ
ー
１
人
当
た
り
消
費
支
出
額
は
、
表

1
4
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
市
外
か
ら
来
る
日
帰

り
の
ビ
ジ
タ
ー
、
実
家
・
知
人
宅
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー

の
１
人
当
た
り
消
費
支
出
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ

4
,1

3
6
円
、

1
万

9
,4

5
9
円
、

3
万

4
,3

3
7
円
と
な
っ
た
。

 

表
1

4
 
ビ
ジ
タ
ー
１
人
当
た
り
消
費
支
出
額

 
（
単
位
：
円
）

 

消
費
項
目

 
市
外
日
帰
り

 
実
家
・
知
人
宅
等

 
ホ
テ
ル
・
旅
館
等

交
通
費
（
市
内
）

 
4
9
2
 

5
,3

9
6
 

5
,3

9
6
 

食
費

 
1

,2
8

6
 

5
,6

5
5
 

5
,6

5
5
 

宿
泊
費

 
0
 

0
 

1
4
,8

7
8
 

土
産
代

 
7
0
8
 

4
,4

9
6
 

4
,4

9
6
 

雑
費

 
6
5
0
 

2
,9

1
2
 

2
,9

1
2
 

入
場
料

 
1

,0
0

0
 

1
,0

0
0
 

1
,0

0
0
 

合
計

 
4

,1
3

6
 

1
9
,4

5
9
 

3
4
,3

3
7
 

注
：

 

・
入
場
料
以
外
の
消
費
支
出
項
目
は
、「
平
成

2
7
年
度
堺
市
ビ
ジ
タ
ー
実
態
調
査
報
告
書
」（
堺
市
観
光
部
）

に
よ
る
。

 

・
入
場
料
は
、「

平
成

2
7
年
度
堺
市
ビ
ジ
タ
ー
実
態
調
査
報
告
書
」（

堺
市
観
光
部
）
に
は
掲
載
さ
れ
て
い

な
い
が
、「

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
、
い
く
つ
か
の
新
し
い
施
設
（
歴

史
館
や
展
示
館
な
ど
）
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
来
訪
者
は
、
新
し

い
施
設
以
外
に
も
「
さ
か
い
利
晶
の
杜
」
な
ど
の
施
設
を
訪
れ
る
と
想
定
で
き
る
。
そ
れ
ら
施
設
の
１

人
当
た
り
入
場
料
を
約

1
,0

0
0
円
と
仮
定
し
た
。

・
市
外
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
、
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
１
人
当
た
り
消
費
支
出
総
額
及
び
そ
の
内
訳

は
「
平
成

2
7
年
度
堺
市
ビ
ジ
タ
ー
実
態
調
査
報
告
書
」（

堺
市
観
光
部
）
に
よ
る
。

・
実
家
・
知
人
宅
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
１
人
当
た
り
消
費
支
出
額
は
、
宿
泊
費
以
外
の
消
費
項
目

は
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
宿
泊
す
る
者
と
同
じ
、
宿
泊
費
は
ゼ
ロ
で
あ
る
と
仮
定
し
た
。
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1
0
 

３
．
ビ
ジ
タ
ー
消
費
支
出
 

（
１
）
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出

表
9
と
表

1
4
を
も
と
に
し
て
、
増
加
す
る
国
内
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
を
推
計
し
た
。
そ
し
て
、

表
1

0
と
表

1
4
を
も
と
に
し
て
、
増
加
す
る
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
を
推
計
し
た
。

 

【
消
費
主
体
別
の
消
費
支
出
総
計
】

 

消
費
主
体
別
の
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
総
計
は
、
約

3
3

7
億

7
,8

4
9
万
円
と
な
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
増
加
す
る
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
は
約

2
9
9
億

7
,5

0
5
万
円
、
増
加
す
る
外
国

人
の
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
は
約

3
8
億

3
4
4
万
円
と
な
っ
た
。

 

表
1

5
 
消
費
主
体
別
の
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
総
計

 （
単
位
：
百
万
円
）

 

消
費
主
体

 
消
費
金
額

 

増
加
す
る
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー

 
2

9
,9

7
5

.0
5
 

増
加
す
る
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー

 
3

,8
0

3
.4

4
 

合
計

 
3

3
,7

7
8

.4
9
 

【
消
費
項
目
別
の
消
費
支
出
総
計
】

 

消
費
項
目
別
の
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
総
計
は
、
表

1
6
で
示
さ
れ
て
い
る
。
推
計
の
結

果
、
消
費
項
目
別
の
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
総
計
約

3
3

7
億

7
,8

4
9
万
円
と
な
っ
た
。

 

表
1

6
 
消
費
項
目
別
の
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
総
計

 （
単
位
：
百
万
円
）

 

消
費
項
目

 
消
費
金
額

 

交
通
費

 
5

,2
6

6
.3

4
 

食
費

 
8

,5
8

6
.4

2
 

宿
泊
費

 
5

,3
8

3
.6

8
 

土
産
代

 
5

,5
7

4
.7

0
 

雑
費

 
4

,3
7

2
.8

8
 

入
場
料

 
4

,5
9

4
.4

6
 

合
計

 
3

3
,7

7
8

.4
9
 

（
２
）
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
消
費
支
出

表
1

2
と
表

1
4
を
も
と
に
し
て
、
増
加
後
の
国
内
ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
消
費
支
出
を
推
計
し
た
。
表

1
3
と
表

1
4
を
も
と
に
し
て
、
増
加
後
の
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
消
費
支
出
を
推
計
し
た
。
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1
1

 

【
消
費
主
体
別
の
消
費
支
出
総
計
】

 

消
費
主
体
別
の
増
加
後
ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
消
費
支
出
は
、
約

1
,2

0
9
億

2
,8

5
5
万
円
と
な
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
国
内
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
は
約

1
,0

8
8
億

5
,6

7
6
万
円
、
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費

支
出
は
約

1
2

0
億

7
,1

7
9
万
円
と
な
っ
た
。

 

表
1

7
 
消
費
主
体
別
の
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
消
費
支
出

 （
単
位
：
百
万
円
）

 

消
費
主
体

 
消
費
金
額

 

国
内
ビ
ジ
タ
ー

 
1

0
8

,8
5

6
.7

6
 

外
国
人
ビ
ジ
タ
ー

 
1

2
,0

7
1

.7
9
 

合
計

 
1

2
0

,9
2

8
.5

5
 

【
消
費
項
目
別
の
消
費
支
出
総
計
】

 

消
費
項
目
別
の
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
消
費
支
出
は
、
表

1
8
で
示
さ
れ
て
い
る
。
推
計
の
結

果
、
消
費
項
目
別
の
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
消
費
支
出
は
、
約

1
,2

0
9
億

2
,8

5
5
万
円
と
な
っ

た
。

 

表
1

8
 
消
費
項
目
別
の
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
消
費
支
出

 （
単
位
：
百
万
円
）

 

消
費
項
目

 
消
費
金
額

 

交
通
費

 
1

8
,8

5
1

.5
9
 

食
費

 
3

0
,8

9
5

.6
0
 

宿
泊
費

 
1

8
,7

9
7

.0
2
 

土
産
代

 
2

0
,0

1
7

.0
6
 

雑
費

 
1

5
,7

3
2

.8
2
 

入
場
料

 
1

6
,6

3
4

.4
6
 

合
計

 
1

2
0

,9
2

8
.5

5
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1
2
 

Ⅲ
 
大
阪
府
に
お
け
る
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
 

１
．
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
及
び
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数

 

大
阪
府
内
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
は
、
堺
市
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
、
藤
井
寺
市

に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
、
羽
曳
野
市
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
の
合
計
か
ら
推
計
す
る
。
 

大
阪
府
に
お
け
る
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数
は
、
堺
市
に
お
け
る
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数
、
藤
井
寺

市
に
お
け
る
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数
、
羽
曳
野
市
に
お
け
る
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数
の
合
計
か
ら
推

計
す
る
。

 

（
１
）
大
阪
府
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数

【
藤
井
寺
市
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
】
 

 
平
成

2
7
年
度
の
藤
井
寺
市
の
ビ
ジ
タ
ー
数
は
、
表

1
9
で
示
さ
れ
て
い
る
。
平
成

2
7
年
度
の
藤
井

寺
市
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数
は
約

1
0

7
万

9
,0

0
0
人
、
そ
の
う
ち
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
は
約

1
0
5
万

8
,0

0
0

人
、
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
は
約

2
万

2
,0

0
0
人
と
な
っ
た
。

 

表
1

9
 
平
成

2
7
年
度
の
藤
井
寺
市
の
ビ
ジ
タ
ー
数

 
（
単
位
：
万
人
）

 

項
目

 
人
数

 

国
内
の
ビ
ジ
タ
ー

 
1

0
5

.8
 

外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー

 
2

.2
 

合
計

 
1

0
7

.9
 

注
：

 

・「
平
成

2
2
年
度
大
阪
府
観
光
統
計
調
査
」
に
よ
る
と
、
平
成

2
2
年
度
の
藤
井
寺
市
の
ビ
ジ
タ
ー
数
は
約

7
5
万

6
千
人
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
の
当
該
調
査
は
終
了
し
た
た
め
、
藤
井
寺
市
の
観
光
施
設
「
ゆ
め
ぷ

ら
ざ
」
の
平
成

2
2
年
度
と
平
成

2
7
年
度
の
来
館
者
数
の
増
加
率
を
用
い
て
、
藤
井
寺
市
の
平
成

2
7
年

度
の
ビ
ジ
タ
ー
数
を
推
計
し
た
。

 

・「
ゆ
め
ぷ
ら
ざ
」
は
藤
井
寺
駅
下
車
徒
歩

2
分
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
地
域
情
報
発
信
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

藤
井
寺
市
の
観
光
案
内
所
が
併
設
し
た
施
設
で
あ
る
。

 

・「
ゆ
め
ぷ
ら
ざ
」
の
平
成

2
2
年
度
の
来
館
者
数
は

7
,9

1
5
人
、
平
成

2
7
年
度
の
来
館
者
数
は

1
1

,3
0
0

人
で
あ
る
。そ

の
増
加
率
約

4
3

%
を
用
い
て
、藤

井
寺
市
の
平
成

2
7
年
度
の
ビ
ジ
タ
ー
数
を
推
計
し
た
。

 

・
ビ
ジ
タ
ー
に
お
け
る
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
・
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
の
割
合
は
堺
市
デ
ー
タ
を
参
考
に
し
た
。

 

次
に
、堺

市
と
同
様
の
推
計
を
行
っ
て
、平

成
3
0
年
度
の
藤
井
寺
市
の
ビ
ジ
タ
ー
数
を
推
計
し
た
。

 

平
成

2
2
年
度
か
ら
平
成

2
7
年
度
ま
で
の
「
ゆ
め
ぷ
ら
ざ
」
の
年
間
平
均
来
館
者
の
増
加
率
を
用

い
て
、
平
成

3
0
年
度
の
藤
井
寺
市
の
ビ
ジ
タ
ー
数
を
推
計
し
た
。
推
計
の
結
果
は
、
表

2
0
で
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
平
成

3
0
年
度
の
藤
井
寺
市
ビ
ジ
タ
ー
数
は
約

1
3
6
万
人
と
な
っ
た
。
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1
3
 

表
2

0
 
平
成

3
0
年
度
の
藤
井
寺
市
の
ビ
ジ
タ
ー
数

 
（
単
位
：
万
人
）

 

年
度

 
ビ
ジ
タ
ー
数

 

平
成

3
0
年
度

 
1

3
6

.0
 

注
：

 

・「
ゆ
め
ぷ
ら
ざ
」
の
平
成

2
2
年
度
か
ら
平
成

2
7
年
度
ま
で
の
年
間
平
均
来
館
者
増
加
率

8
％
を
参
考
に

し
て
、
平
成

3
0
年
度
の
藤
井
寺
市
の
ビ
ジ
タ
ー
数
を
推
計
し
た
。
 

堺
市
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
の
推
計
と
同
様
に
、
平
泉
町
の
世
界
遺
産
登
録
に
よ
り
ビ

ジ
タ
ー
増
加
率
を
参
考
に
し
て
、
藤
井
寺
市
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
を
推
計
し
た
。
推
計

の
結
果
は
、
表

2
1
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
増
加
す
る
国
内
ビ
ジ
タ
ー
は
約

5
0
万

6
,0

0
0

人
、
増
加
す
る
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー
は
約

1
万

3
,0

0
0
人
、
合
計
は
約

5
1
万

9
,0

0
0
人
と
な
っ
た
。

 

表
2

1
 
藤
井
寺
市
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数

 
（
単
位
：
万
人
）

 

項
目

 
増
加
人
数

 

国
内
の
ビ
ジ
タ
ー

 
5

0
.6

 

外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー

 
1

.3
 

合
計

 
5

1
.9

 

注
：

 

・
堺
市
と
同
様
に
、
平
泉
町
の
国
内
ビ
ジ
タ
ー
増
加
率

3
8
％
、
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー
増
加
率

4
6
％
を
参
考

に
、
藤
井
寺
市
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
を
推
計
し
た
。

・
藤
井
寺
市
に
お
け
る
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
・
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
割
合
は
堺
市
の
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー

9
8
％
、

外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー

2
％
を
参
考
に
し
た
。

 

【
羽
曳
野
市
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
】

 

 
平
成

2
6
年
度
の
羽
曳
野
市
の
ビ
ジ
タ
ー
数
は
、
表

2
2
で
示
さ
れ
て
い
る
。
平
成

2
6
年
度
の
羽
曳

野
市
の
ビ
ジ
タ
ー
数
は
約

1
0
0
万

3
5

7
人
、
そ
の
う
ち
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
は
約

9
8
万

3
6

1
人
、
外

国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
は
約

1
万

9
,9

9
6
人
と
な
っ
た
。

 

表
2

2
 
平
成

2
6
年
度
の
羽
曳
野
市
の
ビ
ジ
タ
ー
数

 
（
単
位
：
人
）

 

項
目

 
人
数

 

国
内
の
ビ
ジ
タ
ー

 
9

8
0

,3
6

1
 

外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー

 
1

9
,9

9
6
 

合
計

 
1

,0
0

0
,3

5
7
 

注
：

 

・
羽
曳
野
市
で
は
、
観
光
ビ
ジ
タ
ー
調
査
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
以
下
の
方
法
を
用
い
て
、
羽
曳

野
市
に
お
け
る
ビ
ジ
タ
ー
数
を
推
計
し
た
。
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1
4
 

・
羽
曳
野
市
の
観
光
関
連
施
設
「
時
と
み
ど
り
の
交
流
館
」、
「
誉
田
八
幡
宮
宝
物
館
」、「

道
の
駅
あ
す
か

て
く
る
で
」、「

道
の
駅
タ
ケ
ル
館
」、「

道
の
駅
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
」
の

2
6
年
度
の
利
用
者
数
を
も
と

に
し
て
、
平
成

2
6
年
度
の
羽
曳
野
市
の
ビ
ジ
タ
ー
数
を
推
計
し
た
。
こ
の

5
つ
の
施
設
の

2
6
年
度
の

ビ
ジ
タ
ー
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ

2
,8

9
3
人
、

7
1

3
人
、

5
9
万

1
,3

7
9
人
、

3
9
万

2
,3

6
7
人
、

1
万

3
,0

0
5

人
、
合
計

1
0

0
万

3
5

7
人
と
な
っ
た
。

・
羽
曳
野
市
に
お
け
る
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
・
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
の
割
合
は
、
堺
市
の
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー

の
割
合

9
8
％
、
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
の
割
合

2
％
を
参
考
に
し
た
。

次
に
、堺

市
と
同
様
の
推
計
を
行
っ
て
、平

成
3
0
年
度
の
羽
曳
野
市
の
ビ
ジ
タ
ー
数
を
推
計
し
た
。

 

平
成

2
6
年
度
の
羽
曳
野
市
の
ビ
ジ
タ
ー
数
を
用
い
て
、
平
成

3
0
年
度
の
羽
曳
野
市
の
ビ
ジ
タ
ー

数
を
推
計
し
た
。
推
計
の
結
果
は
、
表

2
3
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
平
成

3
0
年
度
の
羽
曳

野
市
の
ビ
ジ
タ
ー
数
は

1
3
1
万

1
,0

0
0
人
と
な
っ
た
。

 

表
2

3
 
平
成

3
0
年
度
の
羽
曳
野
市
の
ビ
ジ
タ
ー
数

 
（
単
位
：
万
人
）

 

年
度

 
ビ
ジ
タ
ー
数

 

平
成

3
0
年
度

 
1

3
1

.1
 

注
：

 

・
堺
市
の
平
成

1
8
年
度
か
ら
平
成

2
7
年
度
ま
で
の
年
間
の
平
均
ビ
ジ
タ
ー
増
加
率
７
％
を
参
考
に
し
て
、

平
成

3
0
年
度
の
羽
曳
野
市
の
ビ
ジ
タ
ー
数
を
推
計
し
た
。

 

表
2

3
で
推
計
し
た
平
成

3
0
年
度
の
ビ
ジ
タ
ー
数
を
も
と
に
し
て
、
世
界
遺
産
登
録
後
の
羽
曳
野
市

に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
を
推
計
し
た
。
推
計
の
結
果
は
、
表

2
4
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
羽
曳
野
市
に
お
け
る
増
加
す
る
国
内
ビ
ジ
タ
ー
は
約

4
8
万

8
,0

0
0
人
、
増
加
す
る
外
国
人
ビ
ジ
タ

ー
は
約

1
万

2
,0

0
0
人
、
合
計
約

5
0
万
人
と
な
っ
た
。

 

表
2

4
 
羽
曳
野
市
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数

 
（
単
位
：
万
人
）

 

項
目

 
増
加
人
数

 

国
内
の
ビ
ジ
タ
ー

 
4

8
.8

 

外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー

 
1

.2
 

合
計

 
5

0
.0

 

注
：

 

・
堺
市
と
同
様
、
羽
曳
野
市
に
お
け
る
国
内
ビ
ジ
タ
ー
の
増
加
率
、
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー
の
増
加
率
は
、

平
泉
町
の
国
内
ビ
ジ
タ
ー
の
増
加
率

3
8
％
、
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー
の
増
加
率

4
6
％
を
参
考
に
し
た
。
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1
5
 

【
大
阪
府
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
】

 

 
表

5
で
推
計
し
た
堺
市
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
、
表

2
1
で
推
計
し
た
藤
井
寺
市
に
お
け

る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
及
び
表

2
4
で
推
計
し
た
羽
曳
野
市
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
を
合

計
し
、
大
阪
府
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
を
推
計
し
た
。
推
計
の
結
果
は
、
表

2
5
で
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
大
阪
府
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
は
約

5
6
1
万

4
,0

0
0
人
、
そ
の
う

ち
増
加
す
る
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
は
約

5
4
7
万

8
,0

0
0
人
、
増
加
す
る
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
は
約

1
3
万

5
,0

0
0
人
と
な
っ
た
。

 

 

 
表

2
5
 
大
阪
府
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数

 
（
単
位
：
万
人
）

 

項
目

 
増
加
人
数

 

国
内
ビ
ジ
タ
ー

 
5

4
7

.8
 

外
国
人
ビ
ジ
タ
ー

 
1

3
.5

 

合
計

 
5

6
1

.4
 

注
：

 

・
大
阪
府
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
は
、
堺
市
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
、
藤
井
寺
市
に

お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
及
び
羽
曳
野
市
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
の
合
計
で
あ
る
。

 

 

大
阪
府
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
う
ち
、
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
及
び
日
帰
り
の
ビ
ジ
タ

ー
数
を
推
計
す
る
。
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
は
堺
市
、
藤
井
寺
市
、
羽
曳
野
市
の
み
な
ら
ず
、
堺
市
、

藤
井
寺
市
、
羽
曳
野
市
を
訪
問
す
る
前
後
に
大
阪
府
の
他
の
地
域
も
訪
れ
、
宿
泊
す
る
と
想
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

 

堺
市
を
訪
問
す
る
前
後
に
大
阪
府
の
他
の
地
域
に
お
け
る
宿
泊
率
は
、
表

2
6
で
示
さ
れ
て
い
る
。

推
計
の
結
果
、
堺
市
、
藤
井
寺
市
、
羽
曳
野
市
を
訪
問
す
る
前
に
大
阪
府
の
他
の
地
域
で
の
宿
泊
率

は
約

3
2
％
、
堺
市
、
藤
井
寺
市
、
羽
曳
野
市
を
訪
問
し
た
後
に
大
阪
府
の
他
の
地
域
で
の
宿
泊
率
は

約
1

5
％
と
な
っ
た
。

 

 

表
2

6
 
堺
市
を
訪
問
す
る
前
後
の
大
阪
府
（
堺
市
を
除
く
）
で
の
宿
泊
率

 

項
目

 
堺
市
を
訪
問
前

 
堺
市
を
訪
問
後

 

宿
泊
率

 
0

.3
8
 

0
.2

3
 

そ
の
う
ち
大
阪
市
内
で
の
宿
泊
率

 
0

.7
0
 

0
.5

7
 

そ
の
う
ち
大
阪
府
（
堺
市
を
除
く
）
内
で
の
宿
泊
率

 
0

.1
5
 

0
.1

0
 

そ
の
う
ち
大
阪
府
外
で
の
宿
泊
率

 
0

.1
5
 

0
.3

3
 

ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
大
阪
府
（
堺
市
を
除
く
）
内
で
の
宿
泊
率

 
0

.3
2
 

0
.1

5
 

注
：

 

・
宿
泊
率
及
び
そ
の
う
ち
大
阪
市
、
大
阪
府
内
（
堺
市
を
除
く
）、

大
阪
府
外
で
の
宿
泊
率
は
「
平
成

2
7

年
度
堺
市
ビ
ジ
タ
ー
実
態
調
査
報
告
書
」（

堺
市
観
光
部
）
の
観
光
拠
点
調
査
に
よ
る
。
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1
6
 

・
ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
大
阪
府
（
堺
市
を
除
く
）
で
の
宿
泊
率

＝
宿
泊
率
×
（
そ
の
う
ち
大
阪
市
内
で
の
宿
泊
率
＋
そ
の
う
ち
大
阪
府
内
で
の
宿
泊
率
）

・
藤
井
寺
市
、
羽
曳
野
市
を
訪
問
す
る
前
後
に
、
大
阪
府
内
の
他
の
地
域
へ
の
訪
問
率
は
堺
市
の
当
該
訪

問
率
を
参
考
に
し
た
。

「
平
成

2
7
年
度
堺
市
ビ
ジ
タ
ー
実
態
調
査
報
告
書
」
の
観
光
拠
点
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
観
光
拠

点
の
来
訪
者
の
出
発
地
構
成
は
、
表

2
7
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
出
発
地
が
堺
市
内
の
ビ
ジ

タ
ー
は

4
3

%
、
出
発
地
が
大
阪
府
内
（
堺
市
を
除
く
）
の
ビ
ジ
タ
ー
は

3
6

%
、
出
発
地
が
大
阪
府
外

の
ビ
ジ
タ
ー
は

2
1

%
で
あ
る
。

 

表
2

7
 
観
光
拠
点
の
来
訪
者
の
出
発
地
構
成

 

項
目

 
割
合

 

堺
市

 
0

.4
3
 

大
阪
府
内
（
堺
市
を
除
く
）

 
0

.3
6
 

近
畿
地
域
（
大
阪
府
を
除
く
）

 
0

.1
0
 

近
畿
地
域
以
外

 
0

.1
1
 

合
計

 
1

.0
0
 

注
：

 

・
デ
ー
タ
は
「
平
成

2
7
年
度
堺
市
ビ
ジ
タ
ー
実
態
調
査
報
告
書
」（

堺
市
観
光
部
）
の
観
光
拠
点
調
査
に

よ
る
。

・
出
発
地
大
阪
府
外
＝
近
畿
地
域
（
大
阪
府
を
除
く
）
＋
近
畿
地
域
以
外

表
2

7
を
も
と
に
し
て
、
堺
市
内
か
ら
の
来
訪
者
を
除
い
た
ビ
ジ
タ
ー
に
お
け
る
出
発
地
大
阪
府

内
・
府
外
の
割
合
を
推
計
し
た
。
推
計
の
結
果
は
、
表

2
8
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
出
発
地

大
阪
府
内
の
割
合
は
約

6
3

%
、
出
発
地
大
阪
府
外
の
割
合
は
約

3
7

%
で
あ
る
。

 

表
2

8
 
出
発
地
大
阪
府
内
・
府
外
の
割
合

 

項
目

 
割
合

 

出
発
地
大
阪
府
内
の
ビ
ジ
タ
ー

 
0

.6
3
 

出
発
地
大
阪
府
外
の
ビ
ジ
タ
ー

 
0

.3
7
 

合
計

 
1

.0
0
 

注
：

 

・
表

2
7
を
も
と
に
し
て
、
堺
市
内
か
ら
の
来
訪
者
を
除
い
た
ビ
ジ
タ
ー
の
出
発
地
大
阪
府
内
・
府
外
の
割

合
を
推
計
し
た
。

・
出
発
地
大
阪
府
内
の
割
合

＝
大
阪
府
内
（
堺
市
を
除
く
）
／
〔
大
阪
府
内
（
堺
市
を
除
く
）
＋
出
発
地
大
阪
府
外
〕
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1
7
 

・
出
発
地
大
阪
府
外
の
割
合
＝
出
発
地
大
阪
府
外
／
〔
大
阪
府
内
（
堺
市
を
除
く
）
＋
出
発
地
大
阪
府
外
〕
 

・
表

2
7
に
よ
る
と
、
大
阪
府
内
（
堺
市
を
除
く
）
の
割
合
は

3
6

%
で
あ
る
。

・
表

2
7
に
よ
る
と
、
出
発
地
大
阪
府
外
の
割
合
は

2
1

%
で
あ
る
。

推
計
し
た
大
阪
府
に
お
け
る
増
加
す
る
国
内
ビ
ジ
タ
ー
の
宿
泊
及
び
日
帰
り
の
内
訳
は
、
表

2
9
で

示
さ
れ
て
い
る
。
推
計
の
結
果
、
府
内
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
、
府
外
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ

タ
ー
、
実
家
・
知
人
宅
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
割

合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約

5
3
％
、
約

3
1
％
、
約

6
％
、
約

1
1
％
と
な
っ
た
。

 

表
2

9
 
大
阪
府
に
お
け
る
増
加
す
る
国
内
ビ
ジ
タ
ー
の
内
訳

 

項
目

 
割
合

 

府
内
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー

 
0

.5
3
 

府
外
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー

 
0

.3
1
 

実
家
・
知
人
宅
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー

 
0

.0
6
 

ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー

0
.1

1
 

合
計

 
1

.0
0
 

注
：

 

・
実
家
・
知
人
宅
等
に
宿
泊
す
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
割
合
は
、
堺
市
に
お
け
る
実
家
・
知
人
宅
等
に

宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
割
合
と
同
じ
と
仮
定
し
た
。

・
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
割
合
＝

（
出
発
地
近
畿
の
ビ
ジ
タ
ー
割
合
＋
出
発
地
近
畿
以
外
の
ビ
ジ
タ
ー
の
割
合
）
×
堺
市
、
藤
井
寺
市
、
羽

曳
野
市
を
訪
問
前
に
大
阪
府
で
の
宿
泊
率
＋
出
発
地
近
畿
以
外
の
ビ
ジ
タ
ー
の
割
合
×
堺
市
、
藤
井
寺

市
、
羽
曳
野
市
を
訪
問
後
の
大
阪
府
で
の
宿
泊
率

 

・
府
内
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
の
割
合
＝
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
割
合
×
表

2
8
出
発
地
大
阪
府
内
の
割
合

・
府
外
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
の
割
合
＝
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
割
合
×
表

2
8
出
発
地
大
阪
府
外
の
割
合

・
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
割
合
＝

１
－
実
家
・
知
人
宅
等
に
宿
泊
ビ
ジ
タ
ー
割
合
－
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
宿
泊
ビ
ジ
タ
ー
割
合

 

表
2

5
と
表

2
9
を
も
と
に
し
て
、
大
阪
府
に
お
い
て
増
加
す
る
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
の
内
訳
を
推
計

し
た
。
推
計
の
結
果
は
、
表

3
0
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
府
内
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー

は
約

2
9

0
万

1
,6

0
0
人
、
府
外
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
は
約

1
6
8
万

4
,5

0
0
人
、
実
家
・
知
人

等
宅
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
は
約

3
0
万

6
,8

0
0
人
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
は
約

5
8
万

5
,5

0
0
人
と
な
っ
た
。
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1
8
 

表
3

0
 
大
阪
府
に
お
け
る
増
加
す
る
国
内
ビ
ジ
タ
ー
の
内
訳

 
（
単
位
：
万
人
）

 

項
目

 
人
数

 

府
内
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー

 
2

9
0

.1
6
 

府
外
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー

 
1

6
8

.4
5
 

実
家
・
知
人
宅
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー

 
3

0
.6

8
 

ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー

5
8
.5

5
 

合
計

 
5

4
7

.8
3
 

大
阪
府
に
お
い
て
増
加
す
る
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー
の
内
訳
は
、
表

3
1
で
示
さ
れ
て
い
る
。
計
算
の
結

果
、
宿
泊
す
る
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
は
約

1
3
万

5
,3

0
0
人
と
な
っ
た
。

 

表
3

1
 
大
阪
府
に
お
け
る
増
加
す
る
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー
の
内
訳

 
（
単
位
：
万
人
）

 

項
目

 
人
数

 

日
帰
り
の
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー

 
0

.0
0
 

宿
泊
す
る
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー

 
1

3
.5

3
 

合
計

 
1

3
.5

3
 

注
：

 

・
増
加
す
る
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー
は
全
員
宿
泊
ビ
ジ
タ
ー
と
仮
定
し
た
。

（
２
）
大
阪
府
に
お
け
る
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数

大
阪
府
に
お
け
る
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数
は
、
表

3
2
で
示
さ
れ
て
い
る
。
計
算
の
結
果
、
大
阪

府
に
お
け
る
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数
は
約

2
,0

3
2
万

4
,6

0
0
人
、
そ
の
う
ち
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
は

約
1

,9
8
9
万

5
,0

0
0
人
、
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
は
約

4
2
万

9
,6

0
0
人
と
な
っ
た
。

 

表
3

2
 
大
阪
府
に
お
け
る
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数

 
（
単
位
：
万
人
）

 

項
目

 
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数

 
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数

 

国
内
の
ビ
ジ
タ
ー

 
5

4
7

.8
 

1
,9

8
9

.5
0
 

外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー

 
1

3
.5

 
4

2
.9

6
 

合
計

 
5

6
1

.4
 

2
,0

3
2

.4
6
 

注
：

 

・
大
阪
府
に
お
け
る
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
総
数
＝
平
成

3
0
年
度
ビ
ジ
タ
ー
数
＋
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
数
。
 

表
2

9
を
も
と
に
し
て
、
推
計
し
た
増
加
後
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
の
内
訳
は
、
表

3
3
で
示
さ
れ
て
い

る
。
計
算
の
結
果
、
府
内
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
は
約

1
,0

5
3
万

7
,2

0
0
人
、
府
外
か
ら
来
る

日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
は
約

6
1
1
万

7
5

0
人
、実

家
・
知
人
宅
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
は
約

1
1
1
万

4
,1

0
0

人
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
は
約

2
1
2
万

6
,2

0
0
人
と
な
っ
た
。

-224-



1
9
 

表
3

3
 
増
加
後
の
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
の
内
訳

 
（
単
位
：
万
人
）

 

項
目

 
人
数

 

府
内
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー

 
1

,0
5

3
.7

2
 

府
外
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー

 
6

1
1

.7
5
 

実
家
・
知
人
宅
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー

 
1
1
1

.4
1
 

ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー

2
1
2

.6
2
 

合
計

 
1

,9
8

9
.5

0
 

増
加
後
の
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
内
訳
は
表

3
4
で
示
さ
れ
て
い
る
。
計
算
の
結
果
、
宿
泊
す
る
外
国

人
の
ビ
ジ
タ
ー
は
約

4
2
万

9
,6

0
0
人
と
な
っ
た
。

 

表
3

4
 
増
加
後
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー
の
内
訳

 
（
単
位
：
万
人
）

 

項
目

 
人
数

 

日
帰
り
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー

 
0

.0
0
 

宿
泊
外
国
人
ビ
ジ
タ
ー

 
4

2
.9

6
 

合
計

 
4

2
.9

6
 

注
：

 

・
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
は
全
員
宿
泊
ビ
ジ
タ
ー
と
仮
定
し
た
。

２
．
大
阪
府
に
お
け
る
ビ
ジ
タ
ー
１
人
当
た
り
消
費
支
出
額
 

観
光
庁
の
「

2
0

1
5
年
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
」
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
主
目
的
地
が
近
畿
地
域
、

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
１
人
当
た
り
旅
行
単
価
は
、
表

3
5
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
宿
泊

旅
行
の
旅
行
単
価
は

5
万

6
,7

8
3
円
、
日
帰
り
旅
行
の
旅
行
単
価
は

1
万

7
,6

4
4
円
で
あ
る
。

 

表
3

5
 
主
目
的
地
が
近
畿
地
域
の
１
人
当
た
り
旅
行
単
価

 
（
単
位
：
円
）

 

項
目

 
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

 

宿
泊
旅
行
の
旅
行
単
価

 
5

6
,7

8
3
 

日
帰
り
旅
行
の
旅
行
単
価

 
1

7
,6

4
4
 

注
：

 

・
デ
ー
タ
の
出
所
：
観
光
庁
「

2
0

1
5
年
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
 
年
報
 
集
計
事
項
一
覧
」
の
表
１

「
旅
行
種
類
（

2
区
分
）
、
宿
泊
の
有
無
（

2
区
分
）、

旅
行
目
的
（

3
区
分
）、

居
住
地
（

1
0
区
分
）・

主

目
的
地
（

1
6
区
分
）・

旅
行
時
期
（
月
）
別
旅
行
経
験
率
・
旅
行
平
均
回
数
・
旅
行
単
価
・
平
均
泊
数
」。

表
3

5
の
１
人
当
た
り
旅
行
単
価
は
総
額
で
あ
る
の
で
、
表

3
6「

消
費
品
目
別
の
旅
行
消
費
額
」
を

も
と
に
し
て
、
主
目
的
地
が
近
畿
地
域
、
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
１
人
当
た
り
旅
行
単
価
の

内
訳
を
推
計
し
た
。
推
計
の
結
果
は
、
表

3
7
で
示
さ
れ
て
い
る
。
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2
0
 

表
3

6
 
消
費
品
目
別
の
旅
行
消
費
額

 
（
単
位
：
百
万
円
）

 

消
費
項
目

 
宿
泊
旅
行
消
費
額

 
割
合

 
日
帰
り
旅
行
消
費
額

 
割
合

 

交
通
費

 
1

,9
1
1

,6
2

2
 

0
.3

0
 

9
0
5

,9
8

0
 

0
.4

0
 

宿
泊
費

 
1

,7
1

5
,7

2
1
 

0
.2

7
 

0
 

0
.0

0
 

飲
食
費

 
1

,0
1

3
,2

9
7
 

0
.1

6
 

3
6
5

,2
1

0
 

0
.1

6
 

土
産
代
・
買
物
代

 
1

,1
8

1
,1

6
7
 

0
.1

9
 

6
8
8

,4
7

9
 

0
.3

0
 

入
場
料
・
娯
楽
費

 
5

1
7

,8
4

0
 

0
.0

8
 

3
2
7

,2
2

5
 

0
.1

4
 

そ
の
他

 
1
1

,6
9

1
 

0
.0

0
 

6
,2

1
9
 

0
.0

0
 

合
計

 
6

,3
5

1
,3

3
8
 

1
.0

0
 

2
,2

9
3

,1
1

3
 

1
.0

0
 

注
：

 

・
デ
ー
タ
の
出
所
：
観
光
庁
「

2
0

1
5
年
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
年
報
集
計
事
項
一
覧
」
の
第

1
8「

宿

泊
有
無
（

2
区
分
）、

旅
行
目
的
（

3
区
分
）、

旅
行
形
態
（

2
区
分
）、

品
目
（
小
分
類
）
旅
行
消
費
額
‐

国
内
旅
行
」。

表
3

7
 
主
目
的
地
が
近
畿
地
域
の
１
人
当
た
り
旅
行
単
価
の
内
訳

 
（
単
位
：
円
）

 

消
費
項
目

 
宿
泊
旅
行

 
日
帰
り
旅
行

 

交
通
費

 
1

7
,0

9
1
 

6
,9

7
1
 

宿
泊
費

 
1

5
,3

3
9
 

0
 

飲
食
費

 
9

,0
5

9
 

2
,8

1
0
 

土
産
代
・
買
物
代

 
1

0
,5

6
0
 

5
,2

9
7
 

入
場
料
・
娯
楽
費

 
4

,6
3

0
 

2
,5

1
8
 

そ
の
他

 
1
0
5
 

4
8
 

合
計

 
5

6
,7

8
3
 

1
7
,6

4
4
 

表
3

7
を
も
と
に
し
て
、
大
阪
府
に
お
け
る
ビ
ジ
タ
ー
１
人
当
た
り
消
費
支
出
額
を
推
計
し
た
。
推

計
の
結
果
は
、
表

3
8
で
示
さ
れ
て
い
る
。
計
算
の
結
果
、
府
内
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
、
府
外

か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
、
実
家
・
知
人
宅
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
に
宿

泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
１
人
当
た
り
消
費
支
出
額
は
、そ

れ
ぞ
れ

7
,0

7
9
円
、
1
万

4
,1

5
9
円
、
3
万

2
,8

9
9

円
、

4
万

8
,2

3
8
円
と
な
っ
た
。
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2
1
 

表
3

8
 
大
阪
府
に
お
け
る
ビ
ジ
タ
ー
１
人
当
た
り
消
費
支
出
額

 
（
単
位
：
円
）

 

消
費
項
目

 
府
内
日
帰
り

 
府
外
日
帰
り

 
実
家
・
知
人
宅
等
宿
泊
者

 
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
宿
泊
者

交
通
費

 
1

,7
4

3
 

3
,4

8
5
 

8
,5

4
5
 

8
,5

4
5
 

食
費

 
1

,4
0

5
 

2
,8

1
0
 

9
,0

5
9
 

9
,0

5
9
 

宿
泊
費

 
0
 

0
 

0
 

1
5
,3

3
9
 

土
産
代

 
2

,6
4

9
 

5
,2

9
7
 

1
0
,5

6
0
 

1
0
,5

6
0
 

雑
費

 
2
4
 

4
8
 

1
0
5
 

1
0
5
 

入
場
料

 
1

,2
5

9
 

2
,5

1
8
 

4
,6

3
0
 

4
,6

3
0
 

合
計

 
7

,0
7

9
 

1
4
,1

5
9
 

3
2
,8

9
9
 

4
8
,2

3
8
 

注
：

 

・
主
目
的
地
が
近
畿
地
域
と
す
る
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
宿
泊
旅
行
者
の
１
人
当
た
り
旅
行
単
価
は

府
外
か
ら
来
る
宿
泊
者
の
１
人
当
た
り
消
費
支
出
と
仮
定
し
た
。
た
だ
し
、
大
阪
府
に
お
け
る
交
通
費

は
、
そ
の
半
額
で
あ
る
と
仮
定
し
た
。

・
主
目
的
地
が
近
畿
地
域
と
す
る
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
日
帰
り
旅
行
者
の
１
人
当
た
り
旅
費
単
価

は
府
外
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
の
１
人
当
た
り
消
費
支
出
と
仮
定
し
た
。
た
だ
し
、
大
阪
府
に
お

け
る
交
通
費
は
、
そ
の
半
額
で
あ
る
と
仮
定
し
た
。

・
府
内
か
ら
来
る
日
帰
り
ビ
ジ
タ
ー
１
人
当
た
り
消
費
支
出
は
、
府
外
か
ら
来
る
日
帰
り
の
ビ
ジ
タ
ー
の

金
額
の
半
額
で
あ
る
と
仮
定
し
た
。

・
実
家
・
知
人
宅
等
に
宿
泊
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
１
人
当
た
り
消
費
支
出
は
、
宿
泊
費
が
ゼ
ロ
、
宿
泊
費
以

外
の
消
費
支
出
は
府
外
か
ら
来
る
宿
泊
者
と
同
額
で
あ
る
と
仮
定
し
た
。

３
．
大
阪
府
に
お
け
る
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
 

（
１
）
大
阪
府
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出

【
消
費
主
体
別
の
消
費
支
出
総
計
】

 

大
阪
府
に
お
け
る
消
費
主
体
別
の
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
は
、表

3
9
で
示
さ
れ
て
い
る
。

計
算
の
結
果
、
増
加
す
る
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
は
約

8
2

7
億

2
,5

9
0
万
円
、
増
加
す
る
外

国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
は
約

6
5
億

2
,8

5
1
万
円
、
合
計
約

8
9

2
億

5
,4

4
1
万
円
と
な
っ
た
。
 

表
3

9
 
大
阪
府
に
お
け
る
消
費
主
体
別
の
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出

 

（
単
位
：
百
万
円
）

 

消
費
主
体

 
消
費
金
額

 

国
内
の
ビ
ジ
タ
ー

 
8

2
,7

2
5

.9
0
 

外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー

 
6

,5
2

8
.5

1
 

合
計

 
8

9
,2

5
4

.4
1
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2
2
 

【
消
費
項
目
別
の
消
費
支
出
総
計
】

 

大
阪
府
に
お
け
る
消
費
項
目
別
の
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
は
、表

4
0
で
示
さ
れ
て
い
る
。

大
阪
府
に
お
け
る
消
費
項
目
別
の
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
は
、

8
9

2
億

5
,4

4
1
万
円
と
な
っ

た
。

 

表
4

0
 
大
阪
府
に
お
け
る
消
費
項
目
別
の
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出

 

（
単
位
：
百
万
円
）

 

消
費
項
目

 
消
費
金
額

 

交
通
費

 
1

9
,7

0
9

.0
5
 

食
費

 
1

8
,1

1
9
.5

6
 

宿
泊
費

 
1
1

,0
5

6
.5

9
 

土
産
代

 
2

7
,4

6
0

.3
6
 

雑
費

 
2

5
7

.4
3
 

入
場
料

 
1

2
,6

5
1

.4
2
 

合
計

 
8

9
,2

5
4

.4
1
 

（
２
）
大
阪
府
に
お
け
る
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
消
費
支
出

【
消
費
主
体
別
の
消
費
支
出
総
計
】

 

大
阪
府
に
お
け
る
消
費
主
体
別
の
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
消
費
支
出
は
、
表

4
1
で
示
さ
れ
て

い
る
。
計
算
の
結
果
、
増
加
後
の
国
内
の
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
は
約

3
,0

0
4
億

2
,5

6
5
万
円
、
増

加
後
の
外
国
人
の
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出
は
約

2
0
7
億

2
,0

9
1
万
円
、
合
計
約

3
,2

1
1
億

4
,6

5
6
万

円
と
な
っ
た
。

 

表
4

1
 
大
阪
府
に
お
け
る
消
費
主
体
別
の
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
消
費
支
出

 

（
単
位
：
百
万
円
）

 

消
費
主
体

 
消
費
金
額

 

国
内
の
ビ
ジ
タ
ー

 
3

0
0

,4
2

5
.6

5
 

外
国
の
ビ
ジ
タ
ー

 
2

0
,7

2
0

.9
1
 

合
計

 
3

2
1

,1
4

6
.5

6
 

【
消
費
項
目
別
の
消
費
支
出
総
計
】

 

大
阪
府
に
お
け
る
消
費
項
目
別
の
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
消
費
支
出
は
、
表

4
2
で
示
さ
れ
て

い
る
。

 

大
阪
府
に
お
け
る
消
費
項
目
別
の
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
消
費
支
出
は
、

3
,2

1
1
億

4
,6

5
6
万

円
と
な
っ
た
。
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2
3
 

表
4

2
 
大
阪
府
に
お
け
る
消
費
項
目
別
の
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
消
費
支
出

 

（
単
位
：
百
万
円
）

 

消
費
項
目

 
消
費
金
額

 

交
通
費

 
7

1
,0

4
5

.6
6
 

食
費

 
6

5
,2

4
1

.4
9
 

宿
泊
費

 
3

9
,2

0
2

.7
6
 

土
産
代

 
9

9
,0

7
0

.3
6
 

雑
費

 
9

2
8

.4
2
 

入
場
料

 
4

5
,6

5
7

.8
7
 

合
計

 
3

2
1

,1
4

6
.5

6
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2
4
 

Ⅳ
 
経
済
波
及
効
果
 

１
．
産
業
連
関
表
へ
の
按
分
 

こ
れ
ま
で
計
算
し
た
消
費
支
出
を
、「

平
成

1
7
年
堺
市
産
業
連
関
表
」
及
び
「
平
成

2
3
年
大
阪
府
産
業

連
関
表
」
に
按
分
し
て
、
堺
市
及
び
大
阪
府
に
お
け
る
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登

録
の
経
済
波
及
効
果
を
推
計
す
る
。
産
業
連
関
表
へ
の
按
分
は
表

4
3
で
示
さ
れ
て
い
る
。

 

表
4

3
 
産
業
連
関
表
へ
の
按
分

 

消
費
項
目

 
産
業
連
関
表
へ
の
按
分

 

交
通
費

 
運
輸

 

食
費

 
対
個
人
サ
ー
ビ
ス

 

宿
泊
費

 
対
個
人
サ
ー
ビ
ス

 

土
産
代

 
商
業

 

雑
費

 
対
個
人
サ
ー
ビ
ス

 

入
場
料

 
対
個
人
サ
ー
ビ
ス

 

２
．
経
済
波
及
効
果
 

（
１
）
堺
市
に
お
け
る
経
済
波
及
効
果

「
平
成

1
7
年
堺
市
産
業
連
関
表
」
を
用
い
て
、
堺
市
に
お
け
る
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世

界
文
化
遺
産
登
録
に
よ
り
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
経
済
波
及
効
果
を
推
計
す
る
と
、
約

3
3

8
億

3
,9

0
0

万
円
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
粗
付
加
価
値
創
出
は
約

1
5
7
億

1
0
0
万
円
に
な
っ
た
。

 

表
4

4
 
堺
市
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
経
済
波
及
効
果

 

（
単
位
：
億
円
・
人
）

 

項
目

 
生
産
創
出

 
雇
用
創
出

 
粗
付
加
価
値
創
出

 

直
接
効
果
と
一
次
波
及
効
果

 
2

8
9

.4
6 

3
,5

0
0 

1
3

4
.3

1 

二
次
波
及
効
果

 
4

8
.9

3 
3

4
0 

2
2

.7
0 

合
計

 
3

3
8

.3
9 

3
,8

4
0 

1
5

7
.0

1 

「
平
成

1
7
年
堺
市
産
業
連
関
表
」
を
用
い
て
、
堺
市
に
お
け
る
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世

界
文
化
遺
産
登
録
に
よ
る
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
経
済
波
及
効
果
を
推
計
す
る
と
、
約

1
,2

1
1

億
3

,5
0
0
万
円
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
粗
付
加
価
値
創
出
は
約

5
6

2
億

5
0

0
万
円
に
な
っ
た
。
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2
5
 

表
4

5
 
堺
市
に
お
け
る
ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
経
済
波
及
効
果

 （
単
位
：
億
円
・
人
）

 

項
目

 
生
産
創
出

 
雇
用
創
出

 
粗
付
加
価
値
創
出

 

直
接
効
果
と
一
次
波
及
効
果

 
1

,0
3

6
.1

9 
1

2
,5

2
5 

4
8

0
.7

8 

二
次
波
及
効
果

 
1

7
5

.1
6 

1
,2

1
8 

8
1

.2
7 

合
計

 
1

,2
1
1

.3
5 

1
3

,7
4

3 
5

6
2

.0
5 

（
２
）
大
阪
府
に
お
け
る
経
済
波
及
効
果

「
平
成

2
3
年
大
阪
府
産
業
連
関
表
」
を
用
い
て
、
大
阪
府
に
お
け
る
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」

の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
よ
り
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
経
済
波
及
効
果
を
推
計
す
る
と
、
約

1
,0

0
5

億
8

,4
0
万
円
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
粗
付
加
価
値
創
出
は
約

5
8
5
億

1
,1

0
0
万
円
に
な
っ
た
。

表
4

6
 
大
阪
府
に
お
け
る
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
経
済
波
及
効
果

 

（
単
位
：
億
円
・
人
）

 

項
目

 
生
産
創
出

 
雇
用
創
出

 
粗
付
加
価
値
創
出

 

直
接
効
果
と
一
次
波
及
効
果

 
8

3
5

.9
9 

8
,6

5
8 

4
8

6
.3

1 

二
次
波
及
効
果

 
1

6
9

.8
5 

1
,1

2
1 

9
8

.8
0 

合
計

 
1

,0
0

5
.8

4 
9

,7
7

9 
5

8
5

.1
1 

「
平
成

2
3
年
大
阪
府
産
業
連
関
表
」
を
用
い
て
、
大
阪
府
に
お
け
る
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世

界
文
化
遺
産
登
録
に
よ
る
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
経
済
波
及
効
果
を
推
計
す
る
と
、
約

3
,6

1
8
億

1
0
0

万
円
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
粗
付
加
価
値
創
出
は
約

2
,1

0
4
億

6
,5

0
0
万
円
に
な
っ
た
。

 

表
4

7
 
大
阪
府
に
お
け
る
ビ
ジ
タ
ー
全
体
の
経
済
波
及
効
果

 （
単
位
：
億
円
・
人
）

 

項
目

 
生
産
創
出

 
雇
用
創
出

 
粗
付
加
価
値
創
出

 

直
接
効
果
と
一
次
波
及
効
果

 
3

,0
0

6
.9

9 
3

1
,1

2
0 

1
,7

4
9

.2
1 

二
次
波
及
効
果

 
6

1
1

.0
2 

4
,0

3
2 

3
5

5
.4

4 

合
計

 
3

,6
1

8
.0

1 
3

5
,1

5
2 

2
,1

0
4

.6
5 
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2
6
 

Ⅴ
 
結
論
 

 
堺
市
に
お
け
る
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
経
済
波
及
効
果
は
次
の
よ
う
に

な
っ
た
。

 

堺
市
に
お
け
る
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
よ
り
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の
経

済
波
及
効
果
は
約

3
3

8
億

3
,9

0
0
万
円
、
そ
し
て
粗
付
加
価
値
創
出
は
約

1
5

7
億

1
0

0
万
円
と
な
っ
た
。
 

堺
市
に
お
け
る
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
よ
る
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
全
体

の
経
済
波
及
効
果
は
約

1
,2

1
1
億

3
,5

0
0
万
円
、
そ
し
て
粗
付
加
価
値
創
出
は
約

5
6
2
億

5
0
0
万
円
と
な

っ
た
。

 

大
阪
府
に
お
け
る
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
経
済
波
及
効
果
は
次
の
よ
う

に
な
っ
た
。

 

大
阪
府
に
お
け
る
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
よ
り
増
加
す
る
ビ
ジ
タ
ー
の

 

経
済
波
及
効
果
は
約

1
,0

0
5
億

8
,4

0
0
万
円
、
そ
し
て
粗
付
加
価
値
創
出
は
約

5
8

5
億

1
,1

0
0
万
円
と
な

っ
た
。

 

大
阪
府
に
お
け
る
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
よ
り
増
加
後
の
ビ
ジ
タ
ー
全

 

体
の
経
済
波
及
効
果
は
約

3
,6

1
8
億

1
0
0
万
円
、
そ
し
て
粗
付
加
価
値
創
出
は
約

2
,1

0
4
億

6
,5

0
0
万
円

と
な
っ
た
。

 

こ
の
よ
う
に
、「

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
は
、
堺
市
、
羽
曳
野
市
、
藤
井
寺
市

の
歴
史
文
化
の
魅
力
を
世
界
中
に
発
信
す
る
の
み
な
ら
ず
、
地
元
で
あ
る
堺
市
、
羽
曳
野
市
、
藤
井
寺
市

及
び
大
阪
府
全
体
に
は
非
常
に
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

 

＊
本
報
告
書
の
結
果
を
論
文
、
報
告
書
等
に
無
断
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
断
り
し
ま
す
。

 

＊
な
お
、
本
報
告
書
で
は
計
算
の
都
合
上
、
数
値
を
四
捨
五
入
し
て
整
数
表
記
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
の

計
算
で
は
整
数
表
記
以
下
ま
で
使
用
し
て
い
る
た
め
、
合
計
の
計
算
を
行
う
場
合
、
記
載
し
て
い
る
数

値
と
合
わ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

＊
本
報
告
書
作
成
に
際
し
、
関
係
各
位
か
ら
報
告
書
作
成
に
必
要
な
資
料
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に

改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

 

.
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「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
世
界
文
化
遺
産
登
録
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経
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波
及
効
果
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報
道
提
供
資
料

 

2
0
1
7
年

8
月

2
日
提
供

 

堺
市
で
約
338

億
3,900

万
円
、
大
阪
府
全
体
で
は
約
1,005

億
8,400

万
円
増

こ
の
た
び
、
公
益
財
団
法
人
堺
都
市
政
策
研
究
所
が
、
今
年
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
の
世
界
文
化
遺
産

 

登
録
に
向
け
て
の
国
内
推
薦
を
得
ら
れ
た
と
す
る
と
、
平
成

3
1
年
の
夏
に
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
時
の
 

経
済
波
及
効
果
を
推
計
し
た
結
果
、
堺
市
で
約

338
億

3,900
万
円
、
大
阪
府
全
体
で
は
約

1,005
億

8,400

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

 

分
析
結
果
に
つ
い
て
、
別
紙
資
料
に
て
詳
し
く
紹
介
い
た
し
ま
す
。

 

記
 

【
資
料
概
要
】

 

１
．
テ
ー
マ

 
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
よ
る
経
済
波
及
効
果

 

２
．
発

表
者

 
公
益
財
団
法
人

 
堺
都
市
政
策
研
究
所

 

３
．
発

表
日

 
平
成
２
９
年
８
月
２
日
（
水
）

 

４
．
内
 
 
容

 
Ⅰ

 
は
じ
め
に

 

Ⅱ
 
堺
市
に
お
け
る
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出

 

Ⅲ
 
大
阪
府
に
お
け
る
ビ
ジ
タ
ー
の
消
費
支
出

 

Ⅳ
 
経
済
波
及
効
果

 

Ⅴ
 
結
論

 

こ
の
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

 

公
益
財
団
法
人

 堺
都
市
政
策
研
究
所
（
担
当
：
久
保
、
王
）

 

〒
5
9
0
-0

0
7
7
 
堺
市
堺
区
中
瓦
町

1
丁

4
番

2
1
号

 
㐧
一
住
建
堺
東
ビ
ル

5
階

 

T
e
l.0

7
2
-2

2
8
-0

2
5
4
 

 
F
a
x
.0

7
2
-2

2
8
-0

2
8
4
 

h
ttp

://w
w

w
.sa

k
a
iu

p
i.o

r.jp
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平
成

30
年

1
月

30
日
 

同
時
資
料
提
供
 

大
阪
府
政
記
者
会
 

大
阪
市
政
記
者
ク
ラ
ブ
 

大
阪
経
済
記
者
ク
ラ
ブ
 
  
 

大
阪

・
光

の
饗

宴
実

行
委

員
会
 

「
大
阪
・
光
の
饗
宴

2
0
1
7」

の
来
場
者
数
及
び
経
済
波
及
効
果
等
を
発
表
し
ま
す

 

 
大
阪
・
光
の
饗

宴
実
行
委
員

会
に
お
い
て
、
平
成

29
年

1
1
月

1
2
日
（
日

曜
日
）
か
ら
平

成
2
9
年

1
2
月

3
1
日
（
日

曜
日
）
ま
で

実
施
し
た

「
大
阪

・
光
の
饗
宴

20
1
7
」
の
来

場
者
数
及

び
経
済
波

及
効
果

等
を
と
り

ま
と
め
ま

し
た
の

で
発

表
し
ま
す
。

 

期
間
中
は
多
く

の
方
に
ご
来

場
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

 

１
 

大
阪

・
光

の
饗

宴
2
0
17

来
場

者
数

 
※
四
捨
五
入
の
た

め
内
訳
の
合
計

と
合
致
し
ま

せ
ん
。

 

 
 

約
1
,
36

7
万
人

（
平
成

2
8
年
度
は
約

1
,2

9
3
万
人
）

 

（
平

成
2
9
年

1
1
月

1
2
日
（
日
曜

日
）
か
ら
平

成
2
9
年

1
2
月

3
1
日
（
日
曜

日
）
ま
で

の
コ
ア
プ
ロ
グ

ラ
ム
及
び
エ

リ
ア

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
来
場
者
の

延
べ
人
数
）

 
 

内
訳
は
次
の
と

お
り
で
す
。

 

（
１

）
コ
ア
プ
ロ
グ

ラ
ム
来
場
者

数

・
御
堂
筋
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ

ン
2
01

7
 

約
4
9
3
万
人
（
平

成
2
8
年
度

は
約

46
0
万
人
）

・
O
SA

K
A
光
の
ル
ネ
サ

ン
ス

2
0
1
7
 

 
約

2
7
3
万
人
（
平

成
2
8
年
度

は
約

22
6
万
人
）

 

（
２

）
エ
リ
ア
プ
ロ

グ
ラ
ム
来
場

者
数

全
体
合
計

数
 

 
約

6
0
2
万
人
（
平

成
2
8
年
度
は

約
6
0
7
万
人
）

 

大
阪
府
内

各
所
で
開
催

さ
れ
た
、

1
9
団
体

2
3
の
光

の
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
来
場
者

数
 

※
2
3
の
光
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
催
期
間

の
う
ち
、
平

成
2
9
年

1
1
月

1
2
日
（
日

曜
日
）
か
ら

平
成

2
9
年

1
2
月

3
1
日
（
日
曜

日
）
ま
で
に
お

け
る
来
場
者

数
を
合
計
し
た

も
の
で
す
。

２
 

大
阪

・
光

の
饗

宴
2
0
1
7
 

経
済
波

及
効

果
 

 
 

約
６
７
３
億
円

（
平
成

2
8
年
度
は
約

6
6
5
億
円
）

 
 

（
平
成

2
9
年

1
1
月

1
2
日
（

日
曜
日
）
か

ら
平
成

2
9
年

1
2
月

3
1
日
（

日
曜
日
）
ま
で

の
、
コ
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
及
び
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エ
リ

ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
対
象
に
、
大
阪

府
産
業
連
関

表
（
※
）
を
も

と
に
算
出
し

た
経
済
波

及
効
果
（
民
間
の

シ
ン
ク

タ
ン

ク
に
委
託
し
算

出
）
）

※
大

阪
府
産
業
連
関

表
と
は
、
大
阪

府
経
済
を
構
成

す
る
各
産

業
が
、
域
内
・
域

外
の
産
業

と
相
互
に
関
連

し
な
が
ら

生
産

し
た
財
・
サ
ー

ビ
ス
の
相
互

関
係
を
、
商
品

×
商
品
の
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
形

式
で
表
し
た

も
の
で
す
。

３
 

そ
の

他
 

大
阪
・
光
の
饗

宴
2
0
1
7
の
期

間
中
、
各
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
来

場
者
を
対
象
に

実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査

に
つ
い
て

結

果
を

と
り
ま
と
め
ま

し
た
（
別
紙

）
。

 

・
各
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
対
し
て
、

８
９
％
の
方
が

「
良
か
っ
た

」
と
回
答

さ
れ

ま
し
た
。
（

平
成

28
年
度
は
８
２
％
）

（
参

考
）

大
阪

・
光

の
饗

宴
2
0
1
7
開

催
概
要

 

１
 

コ
ア
プ
ロ
グ
ラ

ム
 

（
１

）
御
堂
筋
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
2
0
17

・
開
催
期
間

 
平
成

29
年

1
1
月

1
2
日

(日
曜
日

)か
ら

平
成

29
年

12
月

3
1
日

(日
曜
日

)ま
で

・
開
催
場
所

 
御
堂
筋
（
阪

神
前
交
差
点
か

ら
難
波
西
口

交
差
点
）

（
２

）
O
S
A
K
A
光
の
ル
ネ

サ
ン

ス
2
01

7

・
開
催
期
間

 
平
成

29
年

1
2
月

1
4
日
（
木
曜

日
）
か

ら
平
成

2
9
年

1
2
月

25
日
（
月

曜
日
）
ま
で

プ
レ

ビ
ュ
ー
点
灯

 
平
成

29
年

1
1
月

1
2
日
（
日

曜
日
）
か
ら

平
成

29
年

12
月

1
3
日
（
水
曜
日
）

 

ま
で

 

・
開
催
場
所

 
大
阪
市
役
所

周
辺
か
ら
中
之

島
公
園

２
 

エ
リ
ア
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
各
団

体
が
主
催
さ
れ

た
光
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
※
順

不
同

 

（
１

－
１
）
光
の
ヒ

ン
メ
リ
（
梅

田
ス
ノ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

20
17
）

 

・
主

催
団
体

 
梅
田

ス
ノ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
2
0
17

実
行
委

員
会

・
開

催
期
間

 
平

成
2
9
年

11
月

2
2
日
（
水

曜
日
）
か
ら
平

成
2
9
年

1
2
月

2
5
日
（
月
曜

日
）
ま
で

・
開

催
場
所

 
阪
急

う
め
だ
本
店

９
階

 
祝
祭
広

場

（
１

－
２
）
ト
ワ
イ

ラ
イ
ト
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
（
梅

田
ス
ノ
ー
マ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

201
7
）

 

・
主

催
団
体

 
梅
田

ス
ノ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
2
0
17

実
行
委

員
会

・
開

催
期
間

 
平

成
2
9
年

11
月

1
日

（
水
曜
日
）
か

ら
平

成
3
0
年

2
月

14
日
（
水
曜
日

）
ま
で

・
開

催
場
所

 
J
R
大
阪
駅
・
大
阪

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

シ
テ
ィ

 
5
階

 
時
空
の
広
場
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（
２

）
新
梅
田
シ
テ

ィ
・
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
（

ド
イ
ツ
・
ク

リ
ス
マ
ス
マ
ー

ケ
ッ
ト
大

阪
2
01

7）
 

・
主

催
団
体

 
ド
イ

ツ
・
ク
リ
ス

マ
ス
マ
ー
ケ
ッ

ト
大
阪
実
行

委
員
会

 

・
開

催
期
間

 
平

成
2
9
年

1
1
月

1
7
日
（
金

曜
日
）
か
ら
平

成
2
9
年

1
2
月

2
5
日
（
月
曜

日
）
ま
で

 

・
開

催
場
所

 
新
梅

田
シ
テ
ィ

 
ワ
ン
ダ
ー
ス
ク

エ
ア

 

 （
３

）
中
之
島
ウ
ォ

ー
タ
ー
フ
ァ

ン
タ
ジ
ア
（
中

之
島
ウ
エ
ス

ト
・
冬
も
の
が

た
り

201
7
）

 

・
主

催
団
体

 
中
之

島
ウ
エ
ス
ト

・
エ
リ
ア
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン

連
絡
会

 

・
開

催
期
間

 
平

成
2
9
年

1
2
月

1
3
日
（
水

曜
日
）
か
ら
平

成
2
9
年

1
2
月

2
5
日
（
月
曜

日
）
ま
で

 

・
開

催
場
所

 
福
島

（
ほ
た
る
ま

ち
）
港

 

 （
４

）
ア
ー
ト
観
光

船
「
ハ
タ
ポ

ッ
プ
ラ
イ
ナ
ー

」
（
光
の
水

都
ル
ネ
サ
ン
ス

ボ
ー
ト

2
0
17
）

 

・
主

催
団
体

 
大
阪

シ
テ
ィ
ク
ル

ー
ズ
推
進
協
議

会
 

・
開

催
期
間

 
平

成
2
9
年

12
月

1
4
日
（
木

曜
日
）
か
ら
平

成
2
9
年

1
2
月

2
5
日
（
月
曜

日
）
ま
で

 

・
開

催
場
所

 
淀
屋

橋
港
・
大
阪

城
港

 

 （
５

）
天
満
・
桜
ノ

宮
 
光
の
エ

レ
ガ
ン
ス

 

・
主

催
団
体

 
天
満

エ
リ
ア
交
流

会
 

・
開

催
期
間

 
平

成
2
9
年

1
1
月

2
2
日

( 水
曜
日
）
か

ら
平

成
3
0
年

1
月

31
日
（
水
曜
日

）
ま
で

 

・
開

催
場
所

 
大
阪

ア
メ
ニ
テ
ィ

パ
ー
ク
彫
刻
の

小
径

 

 （
６

）
大
阪
城
イ
ル

ミ
ナ
ー
ジ
ュ

 

 
 

・
主
催
団
体

 
大
阪
城
イ
ル

ミ
ナ
ー
ジ
ュ
実

行
委
員
会

 

 
 

・
開
催
期
間

 
平
成

29
年

1
1
月

2
2
日
（
水
曜

日
）
か

ら
平
成

3
0
年

2
月

2
5
日
（

日
曜
日
）

ま
で

 

 
 

・
開
催
場
所

 
大
阪
城
西
の

丸
庭
園
内
特
設

会
場

 

 （
７

）
ス
ー
パ
ー
フ

ラ
ワ
ー
（
大

阪
ミ
ナ
ミ
光
マ

ッ
セ
！
）

 

・
主

催
団
体

 
M
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

実
行
委
員
会

 

・
開

催
期
間

 
平

成
2
9
年

11
月

1
0
日
（
金

曜
日
）
か
ら
平

成
3
0
年

2
月

25
日
（
日
曜
日

）
ま
で

 

・
開

催
場
所

 
な
ん

ば
パ
ー
ク
ス

 

 
 

（
８

－
１
）
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

（
鶴
見
緑
地

の
ク
リ
ス
マ
ス

）
 

 
 

・
主
催
団
体

 
鶴
見
緑
地
指

定
管
理
者
「
鶴

見
緑
地
ス
マ

イ
ル
５
」

 

 
 

・
開
催
期
間

 
平
成

29
年

1
2
月

2
日

（
土
曜
日
）
か
ら

平
成

29
年

12
月

2
5
日
（

月
曜
日
）
ま
で

 

 
 

・
開
催
場
所

 
鶴
見
緑
地

 
中
央
噴
水
広
場

 

 （
８

－
２
）
咲
く
や

こ
の
花
館
ウ

ィ
ン
タ
ー
ナ
イ

ト
ガ
ー
デ
ン

（
鶴
見
緑
地
の

ク
リ
ス
マ
ス

）
 

 
 

・
主
催
団
体

 
鶴
見
緑
地
指

定
管
理
者
「
鶴

見
緑
地
ス
マ

イ
ル
５
」

 

 
 

・
開
催
期
間

 
平
成

29
年

1
2
月

1
日

（
金
曜
日
）
、

2
日
（

土
曜
日
）
、

8
日
（
金

曜
日
）
、

9
日
（
土

曜
日
）
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・
開
催
場
所

 
咲
く
や
こ
の

花
館

（
９

）
W
e
l
co

m
in

g
あ
べ

て
ん
ウ

ィ
ン
タ
ー
プ
レ

ゼ
ン
ト

2
0
17
（

W
el

co
m
in

g
冬
の

イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン

）

・
主

催
団
体

 
We

lc
o
mi

n
g
ア
ベ

ノ
・
天
王
寺
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

事
務
局

・
開

催
期
間

 
平

成
2
9
年

11
月

1
2
日
（
日

曜
日
）
か
ら
平

成
3
0
年

1
月

31
日
（
水
曜
日

）
ま
で

・
開

催
場
所

 
天
王

寺
公
園
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
エ
リ

ア
「

て
ん
し

ば
」

（
１

０
）
長
居
植
物

園
ガ
ー
デ
ン

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン

201
7
 

天
空
の
花
園

・
主

催
団
体

 
長
居

公
園
ス
ポ
ー

ツ
の
森
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
グ
ル

ー
プ

・
開

催
期
間

 
平

成
2
9
年

12
月

1
6
日
（
土

曜
日
）
か
ら
平

成
2
9
年

1
2
月

2
5
日
（
月
曜

日
）
ま
で

・
開

催
場
所

 
大
阪

市
立
長
居
植

物
園

（
１

１
）弁

天
町

O
RC

2
00

音
と
光

の
ウ
イ
ン
タ
ー

イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン（

O
RC

20
0
ウ
イ
ン
タ

ー
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン

2
0
17
） 

・
主
催
団
体

 
O
RC

2
0
0
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
2
0
17

実
行
委
員
会

・
開
催
日
時

 
平
成

29
年

1
1
月

1
7
日
（
金
曜

日
）
か

ら
平
成

3
0
年

1
月

8
日
（

月
曜
日
・
祝
日

）

・
開
催
場
所

 
O
RC

2
0
0
 
オ

ー
ク
広
場
（

2F
）

（
１

２
）
光
の
回
廊

（
コ
リ
ド
ー

）
ク
リ
ス
マ
ス

バ
ー
ジ
ョ
ン

（
す
み
の
え
・

南
港

 
光
の

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド
）

・
主

催
団
体

 
す
み

の
え
・
南
港

 
光
の
ワ
ン
ダ

ー
ラ
ン
ド
実

行
委
員
会

・
開

催
期
間

 
平

成
2
9
年

1
1
月

3
日

（
木
曜
日
・
祝

日
）

か
ら
平
成

2
9
年

1
2
月

24
日
（
日

曜
日
）
ま
で

・
開

催
場
所

 
A
T
C
「
ウ
ミ
エ
ー

ル
広
場
（
屋
外

）
」
一
帯

（
１

３
－
１
）
築
港

・
天
保
山
ベ

イ
エ
リ
ア
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
（
築
港
・
天

保
山
ウ
イ
ン

タ
ー
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ

ン
）
 

・
主

催
団
体

 
築
港

・
天
保
山
ウ

イ
ン
タ
ー
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
実
行
委
員
会

・
開

催
期
間

 
平

成
2
9
年

11
月

1
7
日

(金
曜
日

)か
ら
平
成

3
0
年

3
月

4
日

(
日
曜
日
）
ま

で

※
平

成
3
0
年

1
月

1
7
日
（
水
曜
日

）
・

1
8
日
（
木
曜
日

）
、

2
月

7
日
（

水
曜
日
）
・

8
日
（
木

曜
日

）
の
休
館
日
を

除
く

・
開

催
場
所

 
海
遊
館
周
辺

 

（
１

３
－
２
）
赤
レ

ン
ガ
倉
庫
ク

ラ
シ
ッ
ク
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ

ー
（
築
港
・
天

保
山
ウ
イ
ン

タ
ー
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ

ン
）
 

・
主

催
団
体

 
築
港

・
天
保
山
ウ

イ
ン
タ
ー
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
実
行
委
員
会

・
開

催
期
間

 
平

成
2
9
年

11
月

1
1
日
（
土

曜
日
）
か
ら
平

成
3
0
年

1
月

31
日
（
水
曜
日

）
ま
で

・
開

催
場
所

 
大
阪
・
築
港
赤

レ
ン
ガ
倉
庫
エ

ン
ト
ラ
ン
ス

 

（
１

４
）

2
01

7
い
ば
ら
き
光
の
回

廊
～
冬
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

～

・
主

催
団
体

 
い
ば

ら
き
光
の
回

廊
実
行
委
員
会

・
開

催
期
間

 
平

成
2
9
年

12
月

2
日

(土
曜

日
)か

ら
平
成

3
0
年

1
月

1
1
日

(木
曜
日

)ま
で

・
開

催
場
所

 
茨
木

市
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元
茨

木
川
緑
地
（
税

務
署
前
～
高

橋
）
、

J
R
茨
木
駅
東
口
（
い

ば
ら
き
ス
カ
イ

パ
レ
ッ
ト
）

、
 

阪
急

茨
木
市
駅
西
口

、
阪
急
南
茨

木
駅
（
サ
ン
チ

ャ
イ
ル
ド
）

 

（
１

５
－
１
）
太
陽

の
塔
３
Ｄ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン

グ
（
イ
ル
ミ
ナ

イ
ト

万
博

X
m
a
s
 
×

 
E
X
P
O
C
I
T
Y
 
X
m
a
s
）
 

・
主

催
団
体

 
大
阪

府
日
本
万
国

博
覧
会
記
念
公

園
事
務
所

・
E
XP

OC
IT

Y

・
開

催
期
間

 
平

成
2
9
年

12
月

1
日

(金
曜

日
)か

ら
3
日

(
日
曜
日

)ま
で
、

平
成

2
9
年

12
月

8
日

（
金
曜
日
）
か

ら
1
0
日
（
日
曜
日

）
ま
で
、

 

平
成

2
9
年

1
2
月

1
5
日

(金
曜
日

)か
ら

1
7
日

(
日
曜
日

)ま
で

、
 

平
成

29
年

1
2
月

2
2
日

(金
曜
日

)か
ら

2
5
日

(
月
曜
日

)ま
で

 

・
開

催
場
所

 
吹
田

市
 
万
博
記

念
公
園

 
太
陽

の
広
場

（
１

５
－
２
）

E
X
PO

C
IT

Y
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
（

イ
ル
ミ
ナ
イ

ト
万
博

Xm
a
s
 
×

 
E
XP

OC
I
TY

 
Xm

as
）

 

・
主
催
団
体

 
大
阪
府
日
本

万
国
博
覧
会
記

念
公
園
事
務

所
・

E
XP

O
CI

TY

・
開
催
期
間

 
平
成

2
9
年

1
1
月

1
日

（
水
曜
日
）
か
ら

平
成

30
年

3
月

1
4
日
（
水

曜
日
）
ま
で

・
開
催
場
所

 
吹
田
市

 
EX

P
OC

IT
Y

（
１
６
）
大
東
市
ス
マ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

201
7

・
主
催
団
体
 
大
東
市
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

・
開
催
期
間
 
平
成

29
年

12
月

1
日
（
金
曜
日
）
か
ら
平
成

29
年

12
月

25
日
（
月
曜
日
）
ま
で

・
開
催
場
所
 
大
東
市
 
Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
住
道
駅
前
２
階
デ
ッ
キ

（
１
７
）
堺
の
未
来
に
咲
く
桜
（
堺
桜
彩
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

2017）

・
主
催
団
体
 
堺
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
・
大
小
路
界
隈
『
夢
』
倶
楽
部
・
堺
駅
前
商
店
会

・
開
催
期
間
 
平
成

29
年

12
月

1
日
（
金
曜
日
）
か
ら
平
成

30
年

1
月

15
日
（
月
曜
日
）
ま
で

・
開
催
場
所
 
堺
市
 
南
海
高
野
線
堺
東
駅
前
か
ら
南
海
本
線
堺
駅
前
ま
で

（
１
８
）
金
剛
き
ら
め
き
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

2017

・
主
催
団
体
 
富
田
林
市

・
開
催
期
間
 
平
成

2
9
年

1
1
月

26
日
（
日
曜
日
）
か
ら
平
成

30
年

1
月

21
日
（
日
曜
日
）
ま
で

・
開
催
場
所
 
富
田
林
市

市
道
金
剛
中
央
線
（
金
剛
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
か
ら
南
海
高
野
線
金
剛
駅
ま
で
の
区
間
）
 

（
１
９
）
浪
切
ホ
ー
ル

2
017

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
岸
和
田
カ
ン
カ
ン
ベ
イ
エ
リ
ア

 ウ
イ
ン
タ
ー

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）

・
主
催
団
体
 
港
緑
振
興
会

・
開
催
期
間
 
平
成

2
9
年

11
月

2
6
日
（
日
曜
日
）
か
ら
平
成

29
年

12
月

25
日
（
月
曜
日
）
ま
で

・
開
催
場
所
 
岸
和
田
市
 
岸
和
田
市
立
浪
切
ホ
ー
ル
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 【
問
合
せ
先
】
 

大
阪
府
府
民
文
化
部
都
市
魅
力
創
造
局
魅
力
づ
く
り
推
進
課
魅
力
推
進
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ル
ー
プ
 

 
(
電
話

)
06-

6210-9304 

大
阪
市
経
済
戦
略
局
観
光
部
観
光
課

 
ま
ち
魅
力
担
当
 (電

話
)06-6469-5166 

【
公
式
Ｈ
Ｐ
】
 

htt
p
://www

.hi
k
ari

-k
y
oen.com 
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※
各
会
場
に
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
ま
と
め
た
も
の
（
回
答
数
4
,5
8
8
）

●
「
大
阪
・
光
の
饗
宴
2
0
1
7
」
は
い
か
が
で
し
た
か

大
阪
・
光
の
饗
宴
２
０
１
7
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

「
大
変
良
か
っ
た
」
と
「
ま
あ
良
か
っ
た
」
を
合
わ
せ
て

8
9
％
が
良
か
っ
た
と
回
答
し
た
。
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－
1
－

は
じ

め
に

　
地
方
創
生
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
基
本
方
針

2017」（
平
成

29
年

6
月

9
日
閣

議
決
定
）
に
お
い
て
、「

EB
PM
（
確
か
な
根
拠
に
基
づ
く

政
策
立
案
）
の
考
え
方
の
下
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

は
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
（

 R
ESA

S ）
を
活
用
す
る

な
ど
、デ
ー
タ
を
基
に
自
ら
の
「
強
み
」
と
「
弱
み
」
を
し
っ

か
り
と
分
析
・
把
握
」
す
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。内
閣
府
「
地
域
の
経
済

2016」
に
よ
れ
ば
、
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
に
伴
い
、
地
域
に
お
け
る
生
産
力
が
不
足
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
同
報
告
に
お
け
る

2030
年
度
に
お
け
る
推
計
に
つ
い
て
、
大
阪
府
で
は
純
輸
移
出

額
で
は
黒
字
を
維
持
し
て
い
る
も
の
の
、
黒
字
幅
は
大
き

く
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る

1）。

　
地
方
創
生
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
の
克
服
と
地
域
経

済
の
持
続
的
な
成
長
が
目
標
に
な
っ
て
い
る
が
、
中
村

（
2016b）

に
よ
れ
ば
地
方
創
生
の
本
質
は
「
産
業
と
雇
用

の
側
面
で
い
う
と
、
基
盤
産
業
の
素
と
な
る
有
形
・
無
形

の
地
域
資
源
を
い
か
に
見
つ
け
、
そ
れ
に
磨
き
を
か
け
育

て
て
い
く
か
で
あ
る
。」
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
同
じ

く
中
村
（

2016b）
に
よ
れ
ば
、「
基
盤
産
業
の
育
成
は
、

リ
カ
ー
ド
の
比
較
生
産
費
説
（
比
較
優
位
）
に
基
づ
い
た
」

も
の
で
あ
る
。
リ
カ
ー
ド
モ
デ
ル
は
、
各
国
（
こ
の
場
合

は
地
域
を
含
む
：
筆
者
註
）
は
労
働
生
産
性
が
相
対
的
に

高
い
財
を
輸
出
し
、
労
働
生
産
性
が
相
対
的
に
低
い
財
を

輸
入
す
る
と
い
う
比
較
優
位
に
基
づ
い
て
生
産
パ
タ
ー

1）   
内
閣
府
　『
地
域
の
経
済

2016 ―
人
口
減
少
問
題
の
克
服
―
』　
第

2
章
第

1
節
　

56
ペ
ー
ジ
。

2）   
実
際
に
は
、
政
令
市
や
一
部
の
市
町
村
に
お
い
て
も
作
成
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。

3）   
内
閣
官
房
（
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
）
と
し
て
、
経
済
産
業
省
と
と
も
に
提
供
す
る

R
ESA

S
に
お
い
て
、
様
々
な
解
説
を
掲
載
。

2017.8.18
閲
覧
　

https://resas.go.jp/
4）   

総
務
省
　「
地
域
の
産
業
・
雇
用
創
造
チ
ャ
ー
ト
の
概
要
」　

2017.8.18
閲
覧
　

http://w
w

w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000360377.pdf

5）   
経
済
産
業
省
「
地
域
経
済
分
析
の
考
え
方
と
ポ
イ
ン
ト
」　

2017.8.18
閲
覧
　

http://w
w

w
.m

eti.go.jp/policy/local_econom
y/bunnseki/point/

bunsekipoint.pdf
6）   

環
境
省
　
地
域
経
済
循
環
分
析
　

2017.10.2
閲
覧
　

http://w
w

w
.env.go.jp/policy/circulation/index.htm

l

ン
が
決
ま
る
と
主
張
す
る
モ
デ
ル
で
あ
る
（
寺
岡
・
植
松

2011）。
こ
の
生
産
パ
タ
ー
ン
に
よ
り
、
比
較
優
位
の
あ

る
部
門
へ
の
特
化
を
進
め
て
い
け
ば
、
全
体
と
し
て
の
生

産
力
が
増
加
し
、
交
易
の
利
得
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
の
が
、
リ
カ
ー
ド
モ
デ
ル
の
帰
結
で
あ
る
。

　
ま
た
、「
基
盤
産
業
」
を
考
え
る
上
で
、
必
要
な
デ
ー

タ
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
「
ど
こ
か
ら
購
入
し
た
か
、
ど

こ
へ
販
売
し
て
い
る
か
な
ど
の
出
入
り
（
域
際
移
動
）
の

統
計
は
、
都
道
府
県
の
産
業
連
関
表
し
か
な
い

2）」（
中

村
2015）

た
め
、
本
稿
で
は
、
第

1
章
で
（
平
成

23
年
）

大
阪
府
産
業
連
関
表
を
用
い
て
、
輸
移
出
額
か
ら
基
盤
産

業
の
抽
出
を
行
な
い
、
第

2
章
で
は
、
大
阪
府
に
お
け
る

域
際
収
支
に
つ
い
て
、
宮
川
（

2005）
モ
デ
ル
に
よ
る
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
チ
ャ
ー
ト
を
用
い
た
分
析
を
行
な
う
。

１
　

産
業

連
関

表
を

使
っ

た
基

盤
産

業
の

抽
出

　
地
方
創
生
の
た
め
の
エ
ビ
デ
ン
ス
作
成
の
メ
ソ
ッ
ド
に

つ
い
て
は
、
移
出
基
盤
モ
デ
ル
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も
の
が
、

内
閣
府

3）、総
務
省

4）、経
済
産
業
省

5）、環
境
省

6）に
よ
り

解
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
移
出
基
盤
モ
デ
ル
は
、
地
域
の

産
業
を
、
移
出
品
を
生
産
す
る
移
出
産
業
と
、
地
域
内
の

需
要
に
応
じ
る
域
内
産
業
に
区
分
し
、
前
者
を
基
盤
産
業

と
し
、
後
者
を
非
基
盤
産
業
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
に
従
事
す
る
者
に
つ
い
て
、
基

盤
産
業
に
従
事
す
る
者
が
増
加
す
る
と
、
非
基
盤
産
業
に

従
事
す
る
者
が
乗
数
効
果
を
通
じ
て
増
加
す
る
と
い
う
モ

デ
ル
で
あ
る
。
な
お
、
大
阪
府
内
に
お
け
る
基
盤
乗
数
の

地
域

分
析

と
産

業
連

関
表

の
利

活
用

三
　

浦
　

　
　

剛

企
画

論
文
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－
2
－

推
定
を
行
な
っ
た
研
究
（
大
阪
府
商
工
労
働
部

2016）
で

は
、
こ
の
乗
数
が
概
ね

2
弱
で
あ
り
、「
基
盤
産
業
は
地

域
経
済
を
牽
引
す
る
産
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

た
。」
と
し
て
い
る
。

（
１

）　
大

阪
府

内
に

お
け

る
基

盤
産

業
に

つ
い

て
　
本
稿
で
は
、
経
済
産
業
省
「
地
域
経
済
分
析
の
考
え
方

と
ポ
イ
ン
ト
」
に
即
し
て
、
基
盤
産
業
の
抽
出
を
試
み
る

こ
と
と
す
る
。
そ
の
際
に
考
察
す
べ
き
は
、
以
下
の
指
標

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
①
　
産
業
の
規
模
が
大
き
い

　
②
　
域
外
か
ら
資
金
を
稼
い
で
い
る

　
③
　
産
業
集
積
し
て
い
て
労
働
生
産
性
が
高
い

　
④
　
地
域
内
へ
の
波
及
効
果
が
大
き
い

　
⑤
　
設
備
投
資
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
る

　
こ
れ
ら
の
指
標
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
、
産
業
連
関
表

の
み
で
分
析
が
可
能
な
①
～
④
に
つ
い
て
、
考
察
を
行
な

う
。

　
ま
ず
、
①
の
「
産
業
の
規
模
が
大
き
い
」
に
つ
い
て
は
、

付
加
価
値
額
及
び
従
業
者
数
の
シ
ェ
ア
を
参
照
す
る
こ
と

に
よ
り
、
域
内
産
業
に
お
け
る
主
要
な
部
門
を
把
握
す
る
。

　
は
じ
め
に
、
付
加
価
値
の
構
成
を
見
る
と
、
大
阪
府
と

全
国
を
比
べ
て
抜
き
ん
出
て
い
る
の
が
、
商
業
で
あ
る
。

ま
た
、
全
国
で
は
、
上
位

10
部
門
に
入
っ
て
い
な
い
情

報
サ
ー
ビ
ス
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。

　
従
業
者
数
の
構
成
で
は
、
付
加
価
値
額
の
構
成
と
同
様

に
、
商
業
が
多
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

公
務
、
そ
の
他
の
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
を
除
く
上
位
の
部
門

で
は
、
い
ず
れ
も
全
国
の
構
成
比
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と

も
特
徴
と
言
え
る
。

　
②
の
「
域
外
か
ら
資
金
を
稼
い
で
い
る
」
に
つ
い
て
は
、

図
1　
付
加
価
値
額
シ
ェ
ア
と
従
業
者
数
シ
ェ
ア
の
対
全
国
比
較

（
上
位

10
部
門
）
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－
3
－

地
域
分
析
と
産
業
連
関
表
の
利
活
用

域
際
収
支
対
産
出
額
の
比
率
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、

域
際
収
支
を
把
握
す
る
。

図
2
は
、
生
産
額
に
占
め
る
域
際
収
支
黒
字
（
輸
移
出

額
－
輸
移
入
額
）
の
額
を
示
し
て
い
る
が
、
商
業
が
圧
倒

的
に
生
産
額
、
域
際
収
支
黒
字
額
と
も
に
大
き
い
。

2
位

の
そ
の
他
の
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
不
動
産
仲
介

及
び
賃
貸
、
物
品
賃
貸
サ
ー
ビ
ス
、
広
告
と
い
っ
た
サ
ー

ビ
ス
産
業
部
門
が
目
立
つ
こ
と
が
大
阪
府
に
お
け
る
特
徴

図
2　
生
産
額
と
域
際
収
支
黒
字
額
　（
域
際
収
支
黒
字
上
位
30
部
門
）

図
3　
従
業
者
数
の
修
正
特
化
係
数
と
労
働
生
産
性
（
生
産
額
／
従
業
者
数
）
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図
4　
修
正
特
化
係
数
（
対
数
値
）
と
輸
移
出
／
輸
移
入
の
比
率
（
対
数
値
）

図
5　「

稼
ぐ
力
と
雇
用
力
チ
ャ
ー
ト
」（
従
業
者
数
の
修
正
特
化
係
数
（
対
数
表
示
）
と
従
業
者
比
率
）

と
言
え
る
。
そ
の
他
、
生
産
用
機
械
、
そ
の
他
金
属
製
品
、

は
ん
用
機
械
、
医
薬
品
と
い
っ
た
、
製
造
業
の
部
門
が
上

位
を
占
め
て
お
り
、
移
出
基
盤
モ
デ
ル
の
定
義
よ
り
、
こ

れ
ら
の
部
門
が
、
基
盤
産
業
で
あ
る
と
言
え
る
。

③
の
「
産
業
集
積
し
て
い
て
労
働
生
産
性
が
高
い
」
に

つ
い
て
は
、
図

3
に
よ
り
、
中
村
（

2008）
に
よ
る
修
正

特
化
係
数
と
労
働
生
産
性
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
を
示

す
。
図

3
か
ら
は
大
阪
府
内
に
お
い
て
、
労
働
生
産
性
が

高
い
部
門
が
少
な
い
こ
と
が
目
に
付
く
。
内
閣
府
（

2004）

が
示
す
と
お
り
、
労
働
生
産
性
の
格
差
は
、
地
域
所
得
の

格
差
に
結
び
つ
く
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
阪
の
成

長
に
は
生
産
額
の
上
昇
を
通
じ
た
労
働
生
産
性
の
向
上
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
把
握
す
る
た

め
に
、
中
村
（

2015）
が
提
唱
す
る
修
正
特
化
係
数
と
従

業
者
比
率
を
使
っ
た
「
稼
ぐ
力
と
雇
用
力
チ
ャ
ー
ト
」
を

作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
把
握
す
る
。
こ
の
手
法
は
、
産

業
連
関
表
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
年
度
や
自
治
体
に
お
い

て
、「
比
較
的
早
期
に
公
表
さ
れ
信
頼
度
も
よ
り
高
い
産
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地
域
分
析
と
産
業
連
関
表
の
利
活
用

業
別
の
従
業
者
数
を
使
う
方
法
が
あ
る
。
こ
れ
が
「
特
化

係
数
」
で
あ
る
（
中
村

2016b）。」
と
さ
れ
て
お
り
、
い

わ
ば
代
替
指
標
で
あ
る
と
言
え
る
。
図

4
に
示
す
よ
う
に
、

修
正
特
化
係
数
と
当
該
部
門
の
域
際
収
支
の
状
況
を
表
す

輸
移
入
・
輸
移
出
比
率
（
輸
移
入
の
額
／
輸
移
出
の
額
）

に
つ
い
て
は
、
相
当
程
度
の
相
関
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
が
、
域
際
収
支
の
額
そ
の
も
の
を
把
握
し
よ
う
と
す

れ
ば
、
産
業
連
関
表
が
必
要
と
な
る
こ
と
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。

次
に
、
図

5
の
「
稼
ぐ
力
と
雇
用
力
チ
ャ
ー
ト
」
を
参

照
す
る
と
、
商
業
、
そ
の
他
の
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
、
飲

食
サ
ー
ビ
ス
、医
療
、道
路
輸
送
（
自
家
輸
送
を
除
く
。）
等
、

非
製
造
業
部
門
の
従
業
者
比
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
④
の
「
地
域
内
へ
の
波
及
効
果
が
大
き
い
」
に

つ
い
て
は
、
影
響
力
係
数
と
感
応
度
係
数
を
プ
ロ
ッ
ト
す

る
こ
と
に
よ
り
把
握
す
る
。（
図

6。グ
ラ
フ
は
対
数
表
示
。）

　
こ
の
グ
ラ
フ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
第
Ⅰ
象
限
（
感
応
度
＋
、

影
響
力
＋
）、
第
Ⅱ
象
限
（
感
応
度
－
、
影
響
力

+）、
第

Ⅲ
象
限
（
感
応
度
－
、影
響
力
－
）、第
Ⅳ
象
限
（
感
応
度
＋
、

影
響
力
－
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
部
門
ご
と
の
経
済
活
動
が
、
地
域
に
与
え
る
影
響
を
考

察
す
る
と
、
図

6
の
原
点
の
上
側
が
他
へ
の
影
響
力
が
大

き
く
、
原
点
の
右
側
が
他
か
ら
の
影
響
を
受
け
や
す
い
部

門
で
あ
る
。
商
業
、そ
の
他
の
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
、金
融
・

保
険
の
、
大
阪
府
内
に
お
け
る
雇
用
を
吸
収
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
部
門
は
、
他
か
ら
の
影
響
を
受
け
や
す
い
部
門

で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

２
　

ス
カ

イ
ラ

イ
ン

チ
ャ

ー
ト

に
よ

る
移

出
入

の
分

析
（

１
）　

ス
カ

イ
ラ

イ
ン

チ
ャ

ー
ト

に
つ

い
て

産
業
連
関
表
は
、
含
ま
れ
て
い
る
情
報
量
が
多
い
統
計

で
あ
り
、
様
々
な
用
途
が
考
え
ら
れ
る
が
、
輸
出
入
の
状

況
等
に
つ
い
て
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
表
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
レ
オ
ン
チ
エ
フ
が
考
案
し
た
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

チ
ャ
ー
ト
は
、
図

7
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
図
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
棒
に
お
い
て
、
横

軸
の
幅
で
生
産
額
の
シ
ェ
ア
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
縦
軸

に
需
要
に
対
す
る
供
給
に
つ
い
て
、
灰
色
の
部
分
で
自
給

図
6　
影
響
力
係
数
と
感
応
度
係
数
（
い
ず
れ
も
対
数
表
示
）
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割
合
、
白
色
の
部
分
で
輸
移
入
に
係
る
割
合
が
示
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、

1
の
水
準
で
水
平
な
線
が
引
い
て
あ
る
が
、

こ
こ
が
、
域
内
の
需
要
を
満
た
す
生
産
額
で
あ
る
。
大
阪

に
お
い
て
は
、
多
く
の
産
業
に
お
い
て
、
域
内
の
需
要
を

上
回
る
生
産
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

輸
移
入
を
含
め
れ
ば
、
域
内
の
需
要
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
部
門
が
多
い
こ
と
も
特
徴
と
言
え
る
。

（
２

）
�宮

川
モ

デ
ル

に
よ

る
ス

カ
イ

ラ
イ

ン
チ

ャ
ー

ト
に

つ
い

て
レ
オ
ン
チ
エ
フ
モ
デ
ル
に
よ
る
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
チ
ャ
ー

ト
は
、
複
雑
で
情
報
量
の
多
い
産
業
連
関
表
を
グ
ラ
フ
ィ

カ
ル
に
表
現
す
る
と
い
う
意
味
で
は
画
期
的
な
も
の
で

あ
っ
た
に
相
違
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
宮
川
（

2005）
に
よ
れ
ば
、
主
に
以

下
の
点
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

・
 輸
移
出
及
び
輸
移
入
に
つ
い
て
、
原
材
料
を
輸
移
入
し
、

加
工
し
た
上
で
輸
移
出
す
る
分
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
。

・
 生
産
額
が
少
な
い
部
門
に
お
い
て
は
、
需
要
が
あ
っ
て

も
ほ
と
ん
ど
表
示
さ
れ
ず
、
域
内
に
お
け
る
需
要
に
対

す
る
供
給
の
姿
が
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
。

こ
れ
ら
の
問
題
点
に
対
す
る
改
良
を
試
み
た
の
が
、
宮

川
（

2005）
に
よ
る
モ
デ
ル
で
あ
り
、
そ
の
概
要
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
具
体
例
に
つ
い
て
は
図

8
を

参
照
さ
れ
た
い
。

　
ま
ず
、
グ
ラ
フ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
棒
が
各
部
門
に
対
応
し
、

横
軸
の
幅
で
国
内
需
要
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
全
生
産
額

の
シ
ェ
ア
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
需

要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
産
額
が
少
な
い
部
門
が

表
示
さ
れ
な
い
問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
る
。
次
に
棒
グ
ラ

フ
の
一
番
下
の
部
分
白
色
で
示
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、
棒

グ
ラ
フ
中
段
の
灰
色
の
部
分
は
、
域
内
の
需
要
に
よ
っ
て

誘
発
さ
れ
る
生
産
額
を
示
し
て
お
り
、
棒
グ
ラ
フ
上
段
の

黒
色
の
部
分
は
、
輸
移
出
の
需
要
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る

図
7　
レ
オ
ン
チ
エ
フ
・
モ
デ
ル
に
よ
る
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
チ
ャ
ー
ト
の
例

デ
ー
タ
出
所
：
平
成

23
年
（

2011
年
）
大
阪
府
産
業
連
関
表
　

37
部
門
（
統
合
大
分
類
）
統
計
表
　
か
ら
作
成
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地
域
分
析
と
産
業
連
関
表
の
利
活
用

表
1　
部
門
別
内
需
誘
発
額
シ
ェ
ア
　
･･･（

グ
ラ
フ
の
棒
の
横
幅
に
対
応
）

表
2　
府
内
生
産
額
係
数
（
自
給
率
）
･･･（

棒
の
白
色
の
部
分
）

表
3　
府
内
向
け
輸
移
入
誘
発
額
係
数
･･･（

棒
の
灰
色
の
部
分
）

表
4　
府
外
向
け
生
産
誘
発
額
係
数
･･･（

棒
の
1
を
超
え
る
部
分
の
う
ち
、
黒
色
の
部
分
を
除
く
部
分
）

表
5　
府
外
向
け
輸
移
入
誘
発
額
係
数
･･･（

棒
の
黒
色
の
部
分
）
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生
産
額
を
示
し
て
い
る
。
具
体
的
な
数
値
に
つ
い
て
も
、

確
認
す
る
。

　
こ
れ
ら
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
域
際
収
支
に
係
る

域
内
へ
の
波
及
状
況
や
、
域
際
取
引
の
動
機
を
分
析
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
。

表
1
は
、
大
阪
府
内
の
最
終
需
要
を
満
た
す
た
め
に
必

要
な
生
産
額
の
シ
ェ
ア
で
あ
り
、
グ
ラ
フ
で
は
棒
の
横
幅

で
表
示
さ
れ
て
い
る
。
上
位
に
並
ん
で
い
る
の
は
、
経
済

活
動
に
必
要
な
商
業
や
、
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、

医
療
等
、
金
融
・
保
険
等
の
部
門
で
あ
る
。

表
2
は
、
大
阪
府
内
の
最
終
需
要
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ

た
生
産
額
を
大
阪
府
内
に
お
け
る
最
終
需
要
で
割
っ
た
比

率
で
あ
り
、
自
給
率
で
あ
る
と
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
グ
ラ
フ
で
は
棒
の
白
色
の
部
分
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

表
2
の
上
位
の
部
門
は
、
域
内
の
需
要
に
対
し
て
、
生
産

が
多
い
部
門
で
あ
り
、
鋳
鍛
造
品
、
そ
の
他
の
鉄
鋼
製
品
、

そ
の
他
の
電
気
機
械
、
そ
の
他
の
金
属
製
品
、
は
ん
用
機

械
等
が
並
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
が
輸
移
出
の
た
め
に
生
産

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
で
き

る
。
一
方
で
、
林
業
、
畜
産
、
金
属
鉱
物
、
た
ば
こ
、
石
炭
・

原
油
・
天
然
ガ
ス
等
は
、
大
阪
府
内
で
の
需
要
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
阪
府
内
で
の
生
産
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ

て
い
な
い
部
門
で
あ
る
。

表
3
は
、
大
阪
府
内
で
最
終
的
に
消
費
さ
れ
る
た
め
に

輸
移
入
さ
れ
る
額
を
、
最
終
需
要
で
割
っ
た
比
率
で
あ
る
。

グ
ラ
フ
で
は
棒
の
灰
色
の
部
分
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
表

2
で
見
た
、
府
内
で
需
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
産

が
さ
れ
て
い
な
い
部
門
で
は
、
府
内
で
の
需
要
を
満
た
す

よ
う
、
輸
移
入
が
さ
れ
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
（
た
ば
こ
、

金
属
鉱
物
等
）。
一
方
で
、
域
内
に
お
け
る
生
産
に
よ
り

需
要
が
満
た
さ
れ
る
部
門
で
は
、
こ
の
係
数
は
ほ
と
ん
ど

ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。

表
4
は
、
輸
移
出
に
よ
り
誘
発
さ
れ
る
生
産
額
の
う
ち
、

大
阪
府
内
で
の
生
産
分
を
最
終
需
要
で
割
っ
た
比
率
で
あ

る
。
グ
ラ
フ
で
は
、
棒
の

1
を
越
え
る
部
分
の
う
ち
、
黒

色
の
部
分
を
除
く
部
分
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
上
位
と
な
っ
て
い
る
鋳
鍛
造
品
、
そ
の
他
の
鉄
鋼
製
品
、

そ
の
他
の
金
属
製
品
、
そ
の
他
の
電
気
機
械
、
水
運
等

の
部
門
は
、
域
外
所
得
を
得
て
域
内
で
循
環
さ
せ
る
と
い

う
「
地
方
創
生
」
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
部
門
で
あ
る
。

ま
た
、
上
位
を
占
め
る
鋳
鍛
造
品
、
そ
の
他
の
鉄
鋼
製
品
、

そ
の
他
の
金
属
製
品
、
そ
の
他
の
電
気
機
械
の
部
門
に
つ

い
て
は
、
表

2
の
自
給
率
が
高
い
部
門
と
共
通
し
て
お
り
、

内
需
･
外
需
を
同
時
に
満
た
す
形
で
の
生
産
を
行
な
っ
て

い
る
様
子
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
下
位

の
部
門
は
、
域
内
で
の
需
要
を
満
た
せ
ば
良
い
部
門
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
輸
移
出
に
よ
り
誘
発
さ
れ
る
生
産
額
は

小
さ
い
。

表
5
は
、
宮
川
（

2005）
モ
デ
ル
に
よ
る
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
チ
ャ
ー
ト
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
、
輸
移
出
に
よ
り
誘

発
さ
れ
る
輸
移
入
額
を
最
終
需
要
で
割
っ
た
比
率
で
あ

り
、
グ
ラ
フ
の
黒
色
の
部
分
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

部
分
は
、
い
わ
ゆ
る
加
工
貿
易
や
中
継
貿
易
と
い
っ
た
、

域
外
で
消
費
さ
れ
る
も
の
の
輸
移
入
の
状
況
を
表
し
て
い

る
。

　
輸
移
出
に
つ
い
て
は
、
銑
鉄
・
粗
鋼
、
金
属
鉱
物
、
石

油
化
学
基
礎
製
品
、
再
生
資
源
回
収
・
加
工
処
理
、
鋼
材

と
い
っ
た
部
門
が
上
位
に
入
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
府
内
で
の
生
産
が
な
い
項
目
や
、
府
内
で
の

消
費
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
部
門
に
つ
い
て
は
、
表

2
～

4
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
下
位
に
入
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
府
内
に
お
け
る
生
産
が
ほ
ぼ
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
府
外
向
け
移
輸
入
誘
発
額
係
数
が
上
位
に
入
っ
て
い

る
金
属
鉱
物
は
特
徴
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

３
　

ま
と

め
　
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
大
阪
府
の
経
済
構
造
に
つ
い
て
、

平
成

23
年
大
阪
府
産
業
連
関
表
か
ら
は
、
以
下
の
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。

・
 産
業
部
門
の
規
模
に
つ
い
て
、
生
産
額
の
シ
ェ
ア
と
し

て
は
、
商
業
を
始
め
と
し
て
、
非
製
造
業
部
門
の
割
合

が
大
き
い
。
従
業
者
数
の
シ
ェ
ア
も
同
様
に
非
製
造
業

の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
。

・
 大
阪
府
内
に
お
け
る
域
際
収
支
の
黒
字
額
は
、
圧
倒
的

に
商
業
が
多
く
、
大
阪
府
内
に
お
け
る
基
盤
産
業
と
言

え
る
。
生
産
額
に
占
め
る
域
際
収
支
黒
字
の
率
で
見
る

と
、
鋳
鍛
造
品
、
化
学
肥
料
、
そ
の
他
の
電
気
機
械
等
、

製
造
業
部
門
が
上
位
の
多
く
を
占
め
て
い
る
が
、
商
業
、

貨
物
利
用
運
送
、
倉
庫
等
の
非
製
造
業
部
門
も
域
際
収

支
黒
字
の
率
が
高
い
。

・
 域
際
収
支
黒
字
（
赤
字
）
を
示
す
輸
移
入
・
輸
移
出
の

比
率
と
修
正
特
化
係
数
は
、
相
当
程
度
の
相
関
を
持
つ
。

・
 全
国
と
比
し
て
労
働
生
産
性
が
高
く
、
か
つ
修
正
特
化
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－
9
－

地
域
分
析
と
産
業
連
関
表
の
利
活
用

図 8　宮川モデルによるスカイラインチャート
（平成 23 年大阪府産業連関表（108 部門）より作成）
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産
研
論
集
（
関
西
学
院
大
学
）

45
号
　

2018.3

－
10
－

係
数
も
高
い
部
門
が
大
阪
府
に
お
い
て
は
少
な
い
。

・
 そ
の
中
で
、
稼
ぐ
力
マ
ッ
プ
に
よ
る
と
、
地
域
の
雇
用

を
支
え
て
い
る
部
門
は
商
業
、
そ
の
他
の
対
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
、
医
療
、
金
融
・
保
険
、

介
護
と
言
っ
た
部
門
で
あ
り
、
内
需
主
導
型
の
経
済
構

造
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

・
 他
の
部
門
へ
の
影
響
、
他
の
部
門
か
ら
の
影
響
を
示
す

影
響
力
係
数
及
び
感
応
度
係
数
を
見
る
と
、
他
の
部
門

へ
の
影
響
力
が
強
い
の
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
附
随
サ
ー

ビ
ス
、
広
告
、
非
金
属
鉱
物
、
医
薬
品
等
で
あ
る
。
一

方
で
、
稼
ぐ
力
マ
ッ
プ
に
よ
り
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

大
阪
府
内
の
雇
用
を
支
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
部
門

は
、
感
応
度
係
数
が
高
く
、
他
の
部
門
か
ら
の
影
響
を

受
け
や
す
い
部
門
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
域

際
収
支
の
黒
字
割
合
が
高
い
部
門
に
つ
い
て
は
、
商
業

よ
り
上
位
の
部
門
で
、
感
応
度
係
数
が
低
く
、
他
の
部

門
の
影
響
を
受
け
に
く
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

・
 ス
カ
イ
ラ
イ
ン
チ
ャ
ー
ト
か
ら
、
大
阪
府
内
に
お
い
て
、

需
要
が
大
き
い
部
門
は
商
業
、
医
療
、
住
宅
賃
貸
料
（
帰

属
家
賃
）、
そ
の
他
の
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
、
金
融
・

保
険
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

・
 自
給
率
が
高
い
部
門
は
、
府
外
向
け
生
産
誘
発
額
係
数

も
高
く
、
府
外
か
ら
の
所
得
を
得
て
い
る
部
門
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
府
外
向
け
輸
移
入
係
数
が
高
い
部
門

に
つ
い
て
も
、
同
様
に
府
外
か
ら
の
所
得
を
得
て
い
る

部
門
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

大
阪
府
の
経
済
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
以
上
の
よ

う
な
構
造
を
把
握
し
た
上
で
、
域
際
収
支
を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
る
部
門
の
集
積
を
図
り
、
従
業
者
構
成
比
の
高

い
部
門
に
あ
っ
て
は
、
生
産
額
の
増
加
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

４
　

お
わ

り
に

　
上
述
の
よ
う
に
、
域
際
収
支
を
始
め
と
し
て
、
多
岐
に

わ
た
る
分
析
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
産
業
連
関
表
で
あ

る
が
、
近
年
の
企
業
情
報
に
係
る
保
護
意
識
の
高
ま
り
や
、

製
品
そ
の
も
の
の
流
通
経
路
が
多
様
化
す
る
中
で
、
特
に

輸
移
出
に
係
る
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
困

難
な
場
合
が
あ
る
。

　
現
在
、
国
に
お
い
て
は
統
計
の
精
度
向
上
の
た
め
の

様
々
な
取
組
み
が
実
施
・
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
地
域
に
お
け
る
域
際
収
支
に
つ
い
て
は
、
調
査
、

デ
ー
タ
取
得
及
び
推
計
に
係
る
手
法
に
つ
い
て
、
産
学
官

の
共
同
に
よ
る
検
討
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

デ
ー
タ
出
所
：
図

1
～

4、
6
～

8
大
阪
府
総
務
部
統
計
課
「
平

成
23
年
大
阪
府
産
業
連
関
表
」

図
5 大
阪
府
総
務
部
統
計
課
「
平
成

23
年
大
阪
府
産
業
連
関
表
」

及
び
総
務
省
統
計
局
「
平
成

23
年
産
業
連
関
表
」
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都道府県等名 兵庫県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  但馬空港運営・利用者の経済波及効果 平 29.5 無 兵庫県立大学地域経済指標

研究会・兵庫県空港政策課 

平成 23 年兵庫県産業連関

表 

（39 部門） 

平成 23 年但馬地域産業連

関表※ 

（40 部門） 

※兵庫県立大学地域経済

指標研究会推計 

但馬空港運営・利用者(H28 年度）の経済波及効果を推計 

兵庫県内   生産誘発額    21.5 億円 

付加価値誘発額 12.0 億円 

雇用創出効果  219 人 

但馬地域内  生産誘発額    17.4 億円 

付加価値誘発額 9.4 億円 

雇用創出効果   213 人 

2 平成 28 年度尼崎市グリーンニューディ

ール事業の経済波及効果 

平 29.7 無 兵庫県立大学地域経済指標

研究会、尼崎市ほか 

平成 23 年兵庫県産業連関

表 

（39 部門） 

平成 23 年尼崎市産業連関

表※ 

（40 部門） 

※兵庫県立大学地域経済

指標研究会推計 

H28 年度グリーンニューディール事業の経済波及効果を

推計 

兵庫県内  生産誘発額   8.6 億円 

付加価値誘発額  3.7 億円 

雇用創出効果   46 人 

尼崎市内  生産誘発額   6.8 億円 

付加価値誘発額  2.7 億円 

雇用創出効果 30 人 

3 平成 28 年度冬の大河内高原魅力創出ﾌﾟﾛ

ｼﾞｪｸﾄの経済波及効果

平 29.8 無 兵庫県立大学地域経済指標

研究会、神河町ほか 

平成 23 年兵庫県産業連関

表 

(39 部門） 

平成 23 年神河町産業連関

表※ 

(40 部門） 

※兵庫県立大学地域経済

指標研究会推計 

冬の大河内高原魅力創出プロジェクト（H28.12～29.2）

の経済効果を推計 

兵庫県内    生産誘発額   2.9 億円 

付加価値誘発額  1.7 億円 

雇用創出効果   29 人 

神河町内  生産誘発額   2.2 億円 

付加価値誘発額  1.3 億円 

雇用創出効果 14 人 
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4 観光による兵庫県内の経済波及効果 平 29.9 有 兵庫県産業労働部観光交流

課 

平成 23 年兵庫県産業連関

表 

(39 部門） 

平成 28 年度観光消費の兵庫県内の経済波及効果を推計 

生産誘発額    1 兆 7,655 億円(1.46 倍） 

付加価値誘発額  9,595 億円(H28 年度県 GDP 比

4.8％） 

雇用創出効果   208 千人 

兵庫県観光客動

態調査 

5 「第 7回神戸マラソン」開催の経済波及

効果 

平 30.3 有 兵庫県立大学政策科学研究

所 

平成 23 年兵庫県産業連関

表 

(39 部門） 

平成 23 年神戸市産業連関

表 

(39 部門） 

「第 7回神戸マラソン」の兵庫県内（及び神戸市内）経

済波及効果を推計 

（ﾗﾝﾅｰ向けｱﾝｹｰﾄ、沿線観察調査、ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査を実施）

期間：H29 年 11 月 17 日～19 日、場所：兵庫県神戸市 

生産誘発額 74.7 億円(1.45 倍）(うち神戸市内 65.2 億

円) 

付加価値誘発額 40.9 億円(H28 年度県 GDP 比 0.02％） 

雇用創出効果  882 人 (うち神戸市内 595 人) 

6 「西日本Ｂ-1 グランプリ in 明石」開催

の経済波及効果 

平 30.3 無 地域経済指標研究会（兵庫

県立大学・兵庫県・明石市

ほか） 

平成 23 年兵庫県産業連関

表 

(39 部門） 

平成 23 年明石市産業連関

表※ 

(39 部門） 

※兵庫県立大学地域経済

指標研究会推計 

「西日本 B-1 ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ in 明石」の兵庫県内（及び明石市

内）経済波及効果を推計 

（ﾗﾝﾅｰ向けｱﾝｹｰﾄ、沿線観察調査、ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査を実施）

期間：H29 年 11 月 25 日～26 日、場所：兵庫県明石市 

生産誘発額 11.1 億円(1.45 倍）(うち明石市内 7.8 億

円) 

付加価値誘発額 6.6 億円(H28 年度県 GDP 比 0.003％） 

雇用創出効果   114 人 (うち明石市内 105 人) 
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の
で
あ
る
。
な
お
、

延
べ
入
込
客
数
調
査
の
た
め
、
複
数
の
観
光
地
等
を
訪
れ
た
場
合
は
重
複
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
。
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１
．
平
成
２
８
年
度
の
観
光
客
入
込
動
向
 

観
光
入
込
客
数
 

平
成
２
８
年
度
（
平
成

28
年
４
月
～
平
成

29
年
３
月
）
に
本
県
を
訪
れ
た
観
光
入
込
客
数
は
１
３
４
，
１

６
７
千
人
 と

な
り
、
前
年
度
（
１
３
８
，
７
５
５
千
人
）
に
比
べ
て
４
，
５
８
８
千
人
減
少
し
た
（
▲
３
．
３
％
）。

 

＜
参
考
：
調
査
対
象
＞
 

・
調
査
対
象
基
準

年
間
入
込
客
数

10,000
人
以
上
及
び
特
定
月

5,000
人
以
上
 

・
調
査
対
象
地
点
数

約
1,200

地
点
 

（
１
）
県
下
全
体
の
状
況
に
つ
い
て

２
地
域
（
阪
神
南
、
丹
波
）
で
プ
ラ
ス
、
８
地
域
（
神
戸
、
阪
神
北
、
東
播
磨
、
北
播
磨
、
中
播
磨
、
西
播

磨
、
但
馬
、
淡
路
）
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
 

（
２
）
地
域
別
の
状
況
に
つ
い
て

平
成

2
8
年

度
1
3
4
,
1
6
7

3
5
,
0
0
0

1
4
,
5
3
8

1
6
,
4
7
7

8
,
8
2
3

1
4
,
1
1
0

1
1
,
3
0
3

6
,
5
3
9

1
0
,
1
1
8

4
,
4
8
2

1
2
,
7
7
7

平
成

2
7
年

度
1
3
8
,
7
5
5

3
5
,
9
8
0

1
4
,
4
6
1

1
7
,
1
3
4

8
,
8
5
8

1
4
,
1
7
6

1
2
,
8
7
8

6
,
7
5
9

1
0
,
3
3
1

4
,
4
5
5

1
3
,
7
2
3

対
前

年
度

比
9
6
.
7
%

9
7
.
3
%

1
0
0
.
5
%

9
6
.
2
%

9
9
.
6
%

9
9
.
5
%

8
7
.
8
%

9
6
.
7
%

9
7
.
9
%

1
0
0
.
6
%

9
3
.
1
%

全
　

県
神

　
戸

阪
神

南
阪

神
北

但
　

馬
丹

　
波

淡
　

路
 
地

域
項

目
東

播
磨

北
播

磨
中

播
磨

西
播

磨

地
 
域
 

主
 
な
 
増
 
減
 

神
 
戸
 

須
磨
海
浜
水
族
園
（
1,203

千
人
・
＋
5.8％

）、
北
野
工
房
の
ま
ち
（
1,072

千
人
・
＋
4.6％

）
 

王
子
動
物
園
（
1,097

千
人
・
▲
10.7％

）、
兵
庫
県
立
美
術
館
（
475

千
人
・
▲
19.3％

）
 

阪
神
南
 

尼
崎
の
森
中
央
緑
地
（
567

千
人
・
＋
25.6%）、「

西
宮
さ
く
ら
祭
り
」（

100
千
人
・
＋
233.3%）

 

西
宮
神
社
（
2,151

千
人
・
▲
3.6％

）、
門
戸
厄
神
 東

光
寺
（
586

千
人
・
▲
18.8%）

 

阪
神
北
 

清
荒
神
（
3,070

千
人
・
＋
1.0%）、

宝
塚
大
劇
場
（
1,162

千
人
・
＋
1.0％

）
 

あ
い
あ
い
パ
ー
ク
（
842

千
人
・
▲
4.4%）、

有
馬
富
士
公
園
（
815

千
人
・
▲
3.4%）

 

東
播
磨
 

明
石
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
217

千
人
・
＋
12.1％

）、
大
蔵
海
岸
海
水
浴
場
（
213

千
人
・
＋
6.0％

）
 

明
石
公
園
（
2,311

千
人
・
▲
5.4％

）、
み
と
ろ
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
（
118

千
人
・
▲
8.1％

）
 

北
播
磨
 

兵
庫
県
立
ﾌﾗﾜｰｾﾝﾀｰ（

226
千
人
・
＋
5.5％

）、「
三
木
金
物
ま
つ
り
」（

161
千
人
・
＋
5.2％

）
 

三
木
総
合
防
災
公
園
（
986

千
人
・
▲
1.6％

）、
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
（
714

千
人
・
▲
3.7％

）
 

中
播
磨
 

こ
ど
も
の
館
（
367

千
人
・
＋
50.4％

）、
笠
形
温
泉
「
せ
せ
ら
ぎ
の
湯
」（

114
千
人
・
＋
44.2％

）
 

姫
路
城
（
2,112

千
人
・
▲
26.3％

）、
姫
路
市
立
動
物
園
（
642

千
人
・
▲
15.4％

）
 

西
播
磨
 

「
龍
野
さ
く
ら
祭
り
」（

130
千
人
・
＋
30.0％

）、「
相
生
ペ
ー
ロ
ン
祭
」（

120
千
人
・
＋
9.1％

）
 

赤
穂
海
浜
公
園
（
508

千
人
・
▲
8.9％

）、
赤
穂
温
泉
（
258

千
人
・
▲
5.3％

）
 

但
 
馬
 

ス
キ
ー
場
全
体
（
464

千
人
・
＋
46.4％

）、
竹
野
浜
海
水
浴
場
（
241

千
人
・
＋
14.0％

）

城
崎
温
泉
（
869

千
人
・
▲
4.6％

）、
竹
田
城
跡
（
325

千
人
・
▲
21.9％

）

丹
 
波
 

「
も
み
じ
め
ぐ
り
」（

74
千
人
・
＋
39.0％

）、「
九
尺
藤
ま
つ
り
」（

50
千
人
・
＋
25％

）
 

「
丹
波
篠
山
味
ま
つ
り
」（

83
千
人
・
▲
5.7％

）、「
デ
カ
ン
シ
ョ
祭
」（

52
千
人
・
▲
30.7％

）
 

淡
 
路
 

道
の
駅
う
ず
し
お
（
417

千
人
・
＋
6.2％

）、
慶
野
松
原
海
水
浴
場
（
137

千
人
・
＋
14.0％

）
 

淡
路
ﾌｧｰﾑﾊﾟｰｸｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの

丘
(413

千
人
・
▲
23.7％

)､淡
路
ﾜｰﾙﾄﾞﾊﾟｰｸ

ONOKORO(275
千
人
・
▲
12.0％

) 
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（
３
）
全
体
的
な
動
向

・
日
帰
り
・
宿
泊
別
は
、
日
帰
客
が
１
２
１
，
５
０
５
千
人
（
構
成
比

90.6％
）、

宿
泊
客
が
１
２
，
６
６
２
千

人
（
同

9.4％
）
と
な
っ
た
。

・
四
季
別
の
入
込
状
況
は
、
全
県
で
は
、
春
が
３
２
，
７
５
５
千
人
、
夏
が
３
３
，
７
９
５
千
人
、
秋
が
３
３
，

７
８
４
千
人
、
冬
が
３
３
，
８
３
３
千
人
で
あ
り
、
四
季
を
通
じ
て
大
き
な
差
異
は
な
い
。

・
目
的
別
の
入
込
状
況
は
、
多
い
順
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
（
35,047

千
人
）、

歴
史
・
文
化
（
29,138

千
人
）、

行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
（
26,599

千
人
）
と
な
っ
た
。
 

図
表
１
 
観
光
客
入
込
客
数
の
全
体
比
 

入
込

客
数

全
体

比
入

込
客

数
全

体
比

1
3
4
,
1
6
7

1
0
0
.
0

1
3
8
,
7
5
5

1
0
0
.
0

▲
4
,
5
8
8

9
6
.
7

1
2
1
,
5
0
5

9
0
.
6

1
2
5
,
3
7
9

9
0
.
4

▲
3
,
8
7
4

9
6
.
9

1
2
,
6
6
2

9
.
4

1
3
,
3
7
6

9
.
6

▲
7
1
4

9
4
.
7

ホ
テ

ル
6
,
7
2
6

5
3
.
1

7
,
2
8
9

5
4
.
5

▲
5
6
3

9
2
.
3

旅
館

3
,
5
0
3

2
7
.
7

3
,
5
2
7

2
6
.
4

▲
2
4

9
9
.
3

民
宿

・
ペ

ン
シ

ョ
ン

6
6
9

5
.
3

7
3
1

5
.
5

▲
6
2

9
1
.
5

公
的

宿
泊

施
設

8
1
3

6
.
4

8
7
6

6
.
5

▲
6
3

9
2
.
8

ユ
ー

ス
ホ

ス
テ

ル
0

0
.
0

0
0
.
0

0
　

－

寮
・

保
養

所
1
8
6

1
.
5

1
7
6

1
.
3

1
0

1
0
5
.
7

そ
の

他
7
6
5

6
.
0

7
7
7

5
.
8

▲
1
2

9
8
.
5

3
2
,
7
5
5

2
4
.
4

3
4
,
2
6
0

2
4
.
7

▲
1
,
5
0
5

9
5
.
6

3
3
,
7
9
5

2
5
.
2

3
5
,
0
8
6

2
5
.
3

▲
1
,
2
9
1

9
6
.
3

3
3
,
7
8
4

2
5
.
2

3
4
,
8
0
7

2
5
.
1

▲
1
,
0
2
3

9
7
.
1

3
3
,
8
3
3

2
5
.
2

3
4
,
6
0
2

2
4
.
9

▲
7
6
9

9
7
.
8

2
,
8
4
3

2
.
1

2
,
8
0
9

2
.
0

3
4

1
0
1
.
2

2
9
,
1
3
8

2
1
.
7

3
1
,
1
4
5

2
2
.
4

▲
2
,
0
0
7

9
3
.
6

8
,
2
2
5

6
.
1

8
,
3
6
3

6
.
0

▲
1
3
8

9
8
.
3

3
5
,
0
4
7

2
6
.
1

3
6
,
6
2
0

2
6
.
4

▲
1
,
5
7
3

9
5
.
7

1
9
,
5
3
2

1
4
.
6

2
0
,
1
2
6

1
4
.
5

▲
5
9
4

9
7
.
0

1
2
,
7
8
3

9
.
5

1
3
,
5
0
9

9
.
7

▲
7
2
6

9
4
.
6

2
6
,
5
9
9

1
9
.
8

2
6
,
1
8
3

1
8
.
9

4
1
6

1
0
1
.
6

平
成

2
7
年

度
入

込
客

数

目的別

（
単

位
：

千
人

、
％

）

　
年

度
項

目

平
成

2
8
年

度
入

込
客

数
増

減
対

前
年

度
比

総
入

込
客

数

日帰り・宿泊の別

日
帰

り
客

行
祭

事
・

イ
ベ

ン
ト

自
然

歴
史

・
文

化

温
泉

・
健

康

そ
の

他
(

道
の

駅
等

）

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン

都
市

型
観

光
－

買
物

・
食

等
－

四季別

春
（

４
～

６
月

）

夏
（

７
～

９
月

）

秋
（

1
0

～
1
2

月
）

冬
（

１
～

３
月

）

宿
泊

客

宿泊客の利用施設別内訳

２
．
形
態
別
に
み
た
入
込
動
向
 

（
１
）
日
帰
り
・
宿
泊
別

日
帰
り
客
は
前
年
度
と
比
べ
３
，
８
７
４
千
人
減
少
の
１
２
１
，
５
０
５
千
人
、
宿
泊
客
は
前
年
度
と
比
べ

７
１
４
千
人
減
少
の
１
２
，
６
６
２
千
人
と
な
っ
た
。
そ
の
構
成
比
割
合
は
、
前
年
と
ほ
ぼ
同
じ
の

90.6
対

9.4
で
あ
る
中
、
宿
泊
客
割
合
を
伸
ば
し
た
の
は
、
北
播
磨
（
＋
4.5％

）
と
丹
波
（
＋
4.3％

）
な
ど
で
あ
り
、

北
播
磨
に
つ
い
て
は
宿
泊
施
設
を
有
す
る
大
型
観
光
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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図
表
２
－
１
 
日
帰
り
・
宿
泊
別
入
込
客
数
 

 

項
目

地
域

　
全

　
県

神
 
戸

阪
神

南
阪

神
北

東
播

磨
北

播
磨

中
播

磨
西

播
磨

但
 
馬

丹
 
波

淡
 
路

1
3
4
,
1
6
7

3
5
,
0
0
0

1
4
,
5
3
8

1
6
,
4
7
7

8
,
8
23

1
4
,
1
1
0

1
1
,
3
0
3

6
,
5
3
9

1
0
,
1
1
8

4
,
4
8
2

1
2
,
7
7
7

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

2
8

1
2
1
,
5
0
5

2
9
,
9
4
0

1
3
,
9
5
3

1
6
,
0
4
9

8
,
3
36

1
3
,
5
7
7

9
,
9
5
4

5
,
9
0
8

8
,
0
4
6

4
,
2
6
5

1
1
,
4
7
7

年度
9
0
.
6

8
5
.
5

9
6
.
0

9
7
.
4

9
4
.
5

9
6
.
2

8
8
.
1

9
0
.
4

7
9
.
5

9
5
.
2

8
9
.
8

1
2
,
6
6
2

5
,
0
6
0

5
8
5

4
2
8

4
8
7

5
3
3

1
,
3
4
9

6
3
1

2
,
0
7
2

2
1
7

1
,
3
0
0

9
.
4

1
4
.
5

4
.
0

2
.
6

5
.
5

3
.
8

1
1
.
9

9
.
6

2
0
.
5

4
.
8

1
0
.
2

総
入

込
数

9
6
.
7

9
7
.
3

1
0
0
.
5

9
6
.
2

9
9
.
6

9
9
.
5

8
7
.
8

9
6
.
7

9
7
.
9

1
0
0
.
6

9
3
.
1

日
帰

り
客

9
6
.
9

9
7
.
6

1
0
0
.
6

9
6
.
2

9
9
.
5

9
9
.
3

8
9
.
6

9
6
.
7

9
7
.
3

1
0
0
.
4

9
2
.
8

宿
泊

客
9
4
.
7

9
5
.
7

9
8
.
0

9
5
.
3

1
0
1
.7

1
0
4
.
5

7
6
.
2

9
6
.
8

1
0
0
.
5

1
0
4
.
3

9
5
.
7

2
7

日
帰

り
客

宿
泊

客

2
8

総
入

込
客

数

内訳

/

図
表
２
－
２
 
利
用
施
設
別
宿
泊
客
の
入
込
客
数
 

 

地
域

　
全

　
県

神
 
戸

阪
神

南
阪

神
北

東
播

磨
北

播
磨

中
播

磨
西

播
磨

但
 
馬

丹
 
波

淡
 
路

1
2
,
6
6
2

5
,
0
6
0

5
8
5

4
2
8

4
8
7

5
3
3

1
,
3
4
9

6
3
1

2
,
0
7
2

2
1
7

1
,
3
0
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

9
9
.
9

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

9
9
.
9

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

6
,
7
2
6

3
,
1
6
7

5
6
9

3
0
8

4
5
0

3
0
9

9
7
2

2
9
0

1
6
2

5
0

4
4
9

5
3
.
1

6
2
.
6

9
7
.
2

7
2
.
0

9
2
.
4

5
8
.
0

7
2
.
1

4
5
.
9

7
.
8

2
3
.
0

3
4
.
6

3
,
5
0
3

1
,
4
1
2

5
6
0

2
4

2
7

1
6
1

1
8
1

1
,
0
6
1

3
5

5
3
7

2
7
.
7

2
7
.
9

0
.
9

1
4
.
0

4
.
9

5
.
1

1
1
.
9

2
8
.
7

5
1
.
2

1
6
.
1

4
1
.
3

6
6
9

0
0

7
0

0
0

3
6
3
0

4
2
5

5
.
3

0
.
0

0
.
0

1
.
6

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
5

3
0
.
4

1
.
8

1
.
9

8
1
3

5
6

1
1

3
2

1
3

1
2
6

3
8

8
4

1
9
4

7
5

1
8
4

6
.
4

1
.
1

1
.
9

7
.
5

2
.
7

2
3
.
6

2
.
8

1
3
.
3

9
.
4

3
4
.
7

1
4
.
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

1
8
6

8
1

0
8

0
0

0
1

0
4
6

5
0

1
.
5

1
.
6

0
.
0

1
.
9

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
2

0
.
0

2
1
.
2

3
.
8

7
6
5

3
4
4

0
1
3

0
7
1

1
7
8

7
2

2
5

7
5
5

6
.
0

6
.
8

0
.
0

3
.
0

0
.
0

1
3
.
3

1
3
.
2

1
1
.
4

1
.
2

3
.
2

4
.
2

9
4
.
7

9
5
.
7

9
8
.
0

9
5
.
3

1
0
1
.
7

1
0
4
.
5

7
6
.
2

9
6
.
8

1
0
0
.
5

1
0
4
.
3

9
5
.
7

ホ
テ

ル
9
2
.
3

9
4
.
7

9
8
.
1

9
5
.
1

1
0
0
.
9

1
0
4
.
7

7
3
.
3

9
7
.
3

1
0
1
.
3

1
1
6
.
3

9
4
.
7

旅
館

9
9
.
3

1
0
8
.
5

1
0
0
.
0

9
8
.
4

8
8
.
9

1
1
7
.
4

6
9
.
7

9
5
.
8

9
5
.
8

1
0
2
.
9

9
7
.
8

2
8

民
宿

・
ペ

ン
シ

ョ
ン

9
1
.
5

－
－

1
0
0
.
0

－
－

－
1
0
0
.
0

1
1
1
.
1

1
0
0
.
0

7
8
.
1

/
公

的
宿

泊
施

設
9
2
.
8

7
0
.
9

9
1
.
7

8
8
.
9

2
1
6
.
7

9
2
.
0

1
0
5
.
6

9
7
.
7

9
1
.
9

1
0
0
.
0

9
2
.
9

2
7

ユ
ー

ス
ホ

ス
テ

ル
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

寮
・

保
養

所
1
0
5
.
7

1
2
6
.
6

－
1
1
4
.
3

－
－

－
1
0
0
.
0

－
1
0
2
.
2

8
4
.
7

そ
の

他
9
8
.
5

6
8
.
4

－
9
2
.
9

－
1
2
9
.
1

3
0
1
.
7

9
6
.
0

1
4
7
.
1

1
0
0
.
0

1
1
7
.
0

項
目

ユ
ー

ス
ホ

ス
テ

ル

2
8

年度

寮
・

保
養

所

そ
の

他

宿
泊

客
総

数

内訳 宿
泊

客
総

数

内訳

ホ
テ

ル

旅
館

民
宿

・
ペ

ン
シ

ョ
ン

公
的

宿
泊

施
設

単
位
：
千
人
、
％
 

下
段
：
全
体
比
(%) 

単
位
：
千
人
、
％
 

下
段
：
全
体
比
(%) 
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（
２
）
四
季
別

全
体
の
入
込
状
況
は
、
ど
の
季
節
も

25％
前
後
の
入
込
状
況
で
あ
り
、
四
季
を
通
じ
て
大
き
な
差
異
は
な
い
。 

地
域
別
で
見
る
と
、
但
馬
は
海
水
浴
客
や
高
原
の
林
間
学
校
な
ど
で
賑
わ
う
夏
期
に
、
丹
波
は
味
覚
・
紅
葉

の
秋
期
に
、
阪
神
南
・
阪
神
北
は
正
月
の
社
寺
参
拝
客
が
多
い
冬
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ

30％
以
上
の
入
込
と
な
っ

て
い
る
。
 

図
表
２
－
３
 

四
季
別
入
込
客
数
 

項
目

地
域

全
　

　
県

神
　

　
戸

阪
神

南
阪

神
北

東
播

磨
北

播
磨

中
播

磨
西

播
磨

但
　

　
馬

丹
　

　
波

淡
　

　
路

1
3
4
,1

6
7

3
5
,0

0
0

1
4
,5

3
8

1
6
,4

7
7

8
,8

2
3

1
4
,1

1
0

1
1
,3

0
3

6
,5

3
9

1
0
,1

1
8

4
,4

8
2

1
2
,7

7
7

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

9
9
.9

1
0
0
.0

3
2
,7

5
5

8
,5

0
9

3
,3

9
4

4
,0

8
1

1
,9

9
1

3
,5

4
2

2
,9

4
8

1
,5

9
6

2
,3

0
1

1
,0

9
6

3
,2

9
7

2
4
.4

2
4
.3

2
3
.3

2
4
.8

2
2
.6

2
5
.1

2
6
.1

2
4
.4

2
2
.7

2
4
.5

2
5
.8

2
8

3
3
,7

9
5

7
,4

8
6

4
,1

9
8

3
,6

2
8

2
,2

3
9

3
,6

9
1

2
,8

1
0

1
,8

2
8

3
,0

3
4

1
,1

2
6

3
,7

5
5

年
2
5
.2

2
1
.4

2
8
.9

2
2
.0

2
5
.4

2
6
.2

2
4
.9

2
8
.0

3
0
.0

2
5
.1

2
9
.4

度
3
3
,7

8
4

1
0
,3

1
6

2
,4

4
1

3
,5

5
8

2
,0

3
4

3
,9

0
9

3
,1

1
2

1
,7

3
9

2
,4

0
8

1
,5

6
2

2
,7

0
5

2
5
.2

2
9
.5

1
6
.8

2
1
.6

2
3
.1

2
7
.7

2
7
.5

2
6
.6

2
3
.8

3
4
.8

2
1
.2

3
3
,8

3
3

8
,6

8
9

4
,5

0
5

5
,2

1
0

2
,5

5
9

2
,9

6
8

2
,4

3
3

1
,3

7
6

2
,3

7
5

6
9
8

3
,0

2
0

2
5
.2

2
4
.8

3
1
.0

3
1
.6

2
9
.0

2
1
.0

2
1
.5

2
1
.0

2
3
.5

1
5
.6

2
3
.6

総
入

込
客

数
9
6
.7

9
7
.3

1
0
0
.5

9
6
.2

9
9
.6

9
9
.5

8
7
.8

9
6
.7

9
7
.9

1
0
0
.6

9
3
.1

春
（
4
月

～
6
月

）
9
5
.6

1
0
2
.5

1
0
7
.4

9
4
.7

9
8
.2

9
9
.5

7
8
.8

9
1
.2

9
9
.7

1
0
4
.0

8
1
.5

夏
（
7
月

～
9
月

）
9
6
.3

9
7
.6

1
0
2
.9

9
6
.1

9
5
.8

9
7
.3

8
8
.3

9
7
.1

9
3
.9

9
1
.2

9
6
.4

秋
（
1
0
月

～
1
2
月

）
9
7
.1

9
3
.5

1
0
3
.5

9
5
.4

9
9
.8

1
0
2
.0

9
1
.0

9
8
.2

9
5
.9

1
0
8
.4

1
0
1
.4

冬
（
1
月

～
3
月

）
9
7
.8

9
6
.9

9
2
.7

9
8
.0

1
0
4
.2

9
9
.3

9
6
.0

1
0
1
.5

1
0
4
.1

9
6
.3

9
7
.0

／2
7

総
入

込
客

数

内訳

2
8

春
（
4
月

～
6
月

）

夏
（
7
月

～
9
月

）

秋
（
1
0
月

～
1
2
月

）

冬
（
1
月

～
3
月

）

単
位
：
千
人
、
％
 

下
段
：
全
体
比
(%) 

-269-



-
5
 
-

（
３
）
月
別

図
表
２
－
４
 
月
別
入
込
客
数
 

  

1
3
4
,
1
6
7

3
5
,
0
0
0

1
4
,
5
3
8

1
6
,
4
7
7

8
,
8
2
3

1
4
,
1
1
0

1
1
,
3
0
3

6
,
5
3
9

1
0
,
1
1
8

4
,
4
8
2

1
2
,
7
7
7

(
1
0
0
.
0
)

(
1
0
0
.
0
)

(
1
0
0
.
0
)

(
1
0
0
.
0
)

(
1
0
0
.
0
)

(
1
0
0
.
0
)

(
1
0
0
.
0
)

(
1
0
0
.
0
)

(
1
0
0
.
0
)

(
1
0
0
.
0
)

(
1
0
0
.
0
)

1
0
,
8
0
1

2
,
4
1
2

1
,
2
1
0

1
,
4
2
1

6
4
9

1
,
2
1
3

1
,
1
1
6

6
0
8

7
5
3

3
3
7

1
,
0
8
2

8
.
1

6
.
9

8
.
3

8
.
6

7
.
4

8
.
6

9
.
9

9
.
3

7
.
4

7
.
5

8
.
5

1
3
,
8
6
9

4
,
4
0
7

1
,
1
5
7

1
,
5
9
7

8
1
9

1
,
3
4
6

1
,
1
6
2

5
9
8

9
3
4

4
6
0

1
,
3
8
9

1
0
.
3

1
2
.
6

8
.
0

9
.
7

9
.
3

9
.
5

1
0
.
3

9
.
1

9
.
2

1
0
.
3

1
0
.
9

8
,
0
8
4

1
,
6
8
9

1
,
0
2
7

1
,
0
6
3

5
2
3

9
8
3

6
7
0

3
9
0

6
1
4

2
9
9

8
2
6

6
.
0

4
.
8

7
.
1

6
.
5

5
.
9

7
.
0

5
.
9

6
.
0

6
.
1

6
.
7

6
.
5

1
0
,
7
3
4

2
,
2
1
2

1
,
3
5
3

1
,
1
3
2

6
2
9

1
,
1
7
7

9
5
4

6
5
2

1
,
0
7
2

3
1
0

1
,
2
4
3

8
.
0

6
.
3

9
.
3

6
.
9

7
.
1

8
.
3

8
.
4

1
0
.
0

1
0
.
6

6
.
9

9
.
7

1
4
,
3
5
9

3
,
3
5
7

1
,
7
3
6

1
,
4
0
2

9
9
8

1
,
4
9
3

1
,
1
5
5

7
9
1

1
,
2
9
5

4
9
5

1
,
6
3
7

1
0
.
7

9
.
6

1
1
.
9

8
.
5

1
1
.
3

1
0
.
6

1
0
.
2

1
2
.
1

1
2
.
8

1
1
.
0

1
2
.
8

8
,
7
0
2

1
,
9
1
7

1
,
1
0
9

1
,
0
9
4

6
1
2

1
,
0
2
1

7
0
1

3
8
5

6
6
7

3
2
1

8
7
5

6
.
5

5
.
5

7
.
6

6
.
6

6
.
9

7
.
2

6
.
2

5
.
9

6
.
6

7
.
2

6
.
8

1
1
,
5
7
1

2
,
3
7
6

1
,
0
5
7

1
,
3
7
1

8
8
4

1
,
4
3
6

1
,
3
6
1

4
6
5

7
4
9

7
9
4

1
,
0
7
8

8
.
6

6
.
8

7
.
3

8
.
3

1
0
.
0

1
0
.
2

1
2
.
0

7
.
1

7
.
4

1
7
.
7

8
.
4

1
1
,
4
8
5

2
,
9
3
4

7
9
2

1
,
1
8
2

6
8
8

1
,
4
3
9

1
,
1
6
3

8
3
9

9
7
9

5
1
1

9
5
8

8
.
6

8
.
4

5
.
4

7
.
2

7
.
8

1
0
.
2

1
0
.
3

1
2
.
8

9
.
7

1
1
.
4

7
.
5

1
0
,
7
2
8

5
,
0
0
6

5
9
2

1
,
0
0
5

4
6
2

1
,
0
3
4

5
8
8

4
3
5

6
8
0

2
5
7

6
6
9

8
.
0

1
4
.
3

4
.
1

6
.
1

5
.
2

7
.
3

5
.
2

6
.
7

6
.
7

5
.
7

5
.
2

1
5
,
9
9
8

4
,
9
0
3

2
,
7
7
8

2
,
6
4
2

1
,
2
6
1

1
,
0
0
6

9
5
2

3
8
9

8
0
2

1
7
8

1
,
0
8
7

1
1
.
9

1
4
.
0

1
9
.
1

1
6
.
0

1
4
.
3

7
.
1

8
.
4

5
.
9

7
.
9

4
.
0

8
.
5

8
,
0
0
4

1
,
7
6
5

5
9
7

1
,
3
9
1

6
2
1

7
8
9

6
7
9

4
5
4

7
4
4

1
9
5

7
6
9

6
.
0

5
.
0

4
.
1

8
.
4

7
.
0

5
.
6

6
.
0

6
.
9

7
.
4

4
.
4

6
.
0

9
,
8
3
2

2
,
0
2
2

1
,
1
3
0

1
,
1
7
7

6
7
7

1
,
1
7
3

8
0
2

5
3
3

8
2
9

3
2
5

1
,
1
6
4

7
.
3

5
.
8

7
.
8

7
.
1

7
.
7

8
.
3

7
.
1

8
.
2

8
.
2

7
.
3

9
.
1

西
播

磨
但

馬
丹

波
淡

路
北

播
磨

中
播

磨
 
地

域
月

全
県

神
戸

阪
神

南
阪

神
北

東
播

磨

総
入

込
客

数

４
　

　
月

５
　

　
月

６
　

　
月

７
　

　
月

８
　

　
月

９
　

　
月

１
０

　
月

３
　

　
月

１
１

　
月

１
２

　
月

１
　

　
月

２
　

　
月

単
位
：
千
人
、
％
 

下
段
：
全
体
比
(%) 
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３
．
目
的
別
に
み
た
入
込
動
向
 

目
的
別
の
入
込
状
況
は
、
多
い
順
に
、「

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
」（

35,047
千
人
）、「

歴
史
・
文
化
」

（
29,138

千
人
）、「

行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
」（

26,599
千
人
）
と
な
っ
た
。「

行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
」
と
「
自
然
」

（
2,843

千
人
）
の
２
項
目
は
、
前
年
度
よ
り
入
込
客
数
が
増
加
し
た
。
 

 
前
年
度
は
シ
ー
ズ
ン
通
し
て
の
少
雪
に
よ
り
入
込
客
数
が
減
少
し
た
ス
キ
ー
に
つ
い
て
、
６
９
１
千
人
（
＋

39.9％
）
と
増
加
し
た
一
方
、
年
末
年
始
の
雪
不
足
や
２
月
の
豪
雪
の
影
響
で
、
好
調
だ
っ
た
平
成

26
年
度
の
入

込
水
準
に
は
届
か
な
か
っ
た
。
 

 
海
水
浴
の
入
込
客
数
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
ほ
ぼ
全
て
の
海
水
浴
場
で
前
年
度
を
上
回
り
、
全

体
で
２
，
９
９
０
千
人
（
＋
6.5％

）
と
好
調
で
あ
っ
た
。
 

図
表
３
－
１
 

目
的
別
入
込
客
数
の
構
成
比
 

（
単
位
：
千
人
、
％
）
 

入
込

客
数

全
体

比
入

込
客

数
全

体
比

1
3
4
,
1
6
7

1
0
0
.
0

1
3
8
,
7
5
5

1
0
0
.
0

▲
4
,
5
8
8

9
6
.
7

2
,
8
4
3

2
.
1

2
,
8
0
9

2
.
0

3
4

1
0
1
.
2

2
9
,
1
3
8

2
1
.
7

3
1
,
1
4
5

2
2
.
4

▲
2
,
0
0
7

9
3
.
6

8
,
2
2
5

6
.
1

8
,
3
6
3

6
.
0

▲
1
3
8

9
8
.
3

3
5
,
0
4
7

2
6
.
1

3
6
,
6
2
0

2
6
.
4

▲
1
,
5
7
3

9
5
.
7

1
9
,
5
3
2

1
4
.
6

2
0
,
1
2
6

1
4
.
5

▲
5
9
4

9
7
.
0

1
2
,
7
8
3

9
.
5

1
3
,
5
0
9

9
.
7

▲
7
2
6

9
4
.
6

2
6
,
5
9
9

1
9
.
8

2
6
,
1
8
3

1
8
.
9

4
1
6

1
0
1
.
6

 
対

比
項

目

平
成

2
8
年

度
入

込
客

数
平

成
2
7
年

度
入

込
客

数
増

減
対

前
年

度
比

総
入

込
客

数

目的別

自
然

歴
史

・
文

化

温
泉

・
健

康

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン

都
市

型
観

光

そ
の

他
（

道
の

駅
等

）

行
祭

事
・

イ
ベ

ン
ト

自
然
 
 
 
：
 
自
然
景
観
が
鑑
賞
で
き
る
観
光
地
点
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
 

歴
史
・
文
化
：
 
寺
社
・
仏
閣
と
い
っ
た
歴
史
的
建
造
物
及
び
博
物
館
・
美
術
館
、
水
族
館
と
い
っ
た
見
学
施
設
、
産
業
ツ
ー
リ
ズ

ム
な
ど
 

温
泉
・
健
康
：
 
温
泉
法
に
基
づ
く
温
泉
地
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
光
形
態
 
な
ど
 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
：
 
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
主
目
的
に
計
画
・
整
備
さ
れ
た
施
設
 

都
市
型
観
光
 
－
買
物
・
食
等
－
：
 
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
飲
食
等
、
都
市
・
商
業
の
様
々
な
魅
力
を
体
験
で
き
る
地
点
 

そ
の
他
 

：
 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
観
光
地
点
（
道
の
駅
な
ど
）
 

行
祭
事
 

：
 
地
域
住
民
の
生
活
に
お
い
て
伝
統
と
慣
行
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
き
た
、
恒
例
と
し
て
日
を
定
め
執
り
行
う
歴
史
的

催
し
・
祭
り
、
郷
土
芸
能
等
 

イ
ベ
ン
ト
 
：
 
常
設
若
し
く
は
特
設
の
会
場
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
博
覧
会
、
見
本
市
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
等
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-
7
 
-

主
要
観
光
目
的
別
入
込
客
数
 

＜
温
 
 
泉
＞
 
 

（
単
位
：
千
人
、
％
）
 

市
町

名
（

地
域

名
）

温
泉

地
名

1
9
年

度
2
0
年

度
2
1
年

度
2
2
年

度
2
3
年

度
2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
2
8
年

度
2
8
/
2
7

神
戸

市
有

馬
温

泉
6
9
4

6
7
9

6
6
6

7
3
5

7
2
0

7
4
7

7
9
9

7
2
3

7
8
0

7
8
2

1
0
0
.
3

宝
塚

市
（

阪
神

北
）

宝
塚

温
泉

1
3
3

1
2
9

1
2
1

1
2
0

1
6
0

1
1
0

1
3
0

1
4
0

1
4
5

1
3
7

9
4
.
5

姫
路

市
（

中
播

磨
）

塩
田

温
泉

1
0
5

8
0

9
6

1
0
0

1
0
4

7
9

9
0

8
8

1
0
5

8
9

8
4
.
8

赤
穂

市
（

西
播

磨
）

赤
穂

温
泉

2
6
9

2
6
4

2
6
9

2
6
6

2
7
3

2
5
7

2
5
1

2
4
6

2
7
2

2
5
8

9
4
.
9

豊
岡

市
（

但
馬

）
城

崎
温

泉
8
4
9

7
9
5

7
6
1

6
9
4

7
5
7

7
8
6

7
9
7

8
7
6

9
1
1

8
6
9

9
5
.
4

湯
村

温
泉

1
9
3

1
9
5

1
9
7

1
9
0

1
5
8

2
1
4

2
1
6

2
1
5

2
3
0

2
1
9

9
5
.
2

浜
坂

・
七

釜
温

泉
2
1
0

1
9
8

2
1
6

1
8
4

1
7
7

1
7
1

1
7
2

1
7
3

1
7
3

1
6
7

9
6
.
5

篠
山

市
（

丹
波

）
こ

ん
だ

薬
師

温
泉

2
8
6

2
5
7

2
1
8

2
1
2

1
8
8

1
9
9

1
9
7

1
7
6

1
6
2

1
6
7

1
0
3
.
1

洲
本

市
（

淡
路

）
洲

本
温

泉
3
9
7

3
3
7

3
6
7

4
0
6

4
0
6

4
2
2

4
1
0

4
4
4

4
5
1

4
4
7

9
9
.
1

7
,
3
7
5

7
,
2
0
1

6
,
7
9
9

5
,
1
9
6

5
,
1
5
9

5
,
1
7
5

4
,
7
7
1

4
,
9
8
9

5
,
1
3
2

5
,
1
9
1

1
0
1
.
1

1
0
,
5
1
1

1
0
,
1
3
5

9
,
7
1
0

8
,
1
0
3

8
,
1
0
2

8
,
1
6
0

7
,
8
3
3

8
,
0
7
0

8
,
3
6
1

8
,
3
2
6

9
9
.
6

新
温

泉
町

（
但

馬
）

そ
　

　
の

　
　

他

全
　

　
県

兵
庫

県
内

温
泉

客
入

込
客

数
の

推
移
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＜
ス
キ
ー
＞
 

（
単
位
：
千
人
、
％
）
 

市
町

名
（

地
域

名
）

ス
キ

ー
場

名
1
9
年

度
2
0
年

度
2
1
年

度
2
2
年

度
2
3
年

度
2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
2
8
年

度
2
8
/
2
7

神
戸

市
六

甲
山

ス
ノ

ー
パ

ー
ク

1
2
3

1
1
1

1
1
0

1
0
7

1
1
2

1
0
8

1
2
7

1
3
1

1
2
9

1
3
8

1
0
7
.
0

ば
ん

し
ゅ

う
戸

倉
4
3

3
3

3
2

4
1

4
1

3
3

4
1

3
9

7
2
6

3
7
1
.
4

ち
く

さ
高

原
6
0

6
2

4
9

5
6

5
0

6
1

8
1

9
1

4
0

6
4

1
6
0
.
0

豊
岡

市
（

但
馬

）
神

鍋
高

原
1
6
7

1
0
7

1
1
2

1
4
0

1
3
7

1
4
1

1
4
9

1
6
1

8
4

1
1
3

1
3
4
.
5

ハ
チ

高
原

・
氷

ノ
山

・
ハ

イ
パ

ー
ボ

ウ
ル

東
鉢

1
6
8

1
5
6

1
2
4

1
3
9

1
3
6

1
4
4

1
5
7

1
5
5

7
0

1
1
6

1
6
5
.
7

若
杉

高
原

お
お

や
3
2

2
2

2
7

3
2

3
5

3
0

3
8

4
0

2
1

3
4

1
6
1
.
9

ハ
チ

北
・

ス
カ

イ
バ

レ
イ

2
1
9

2
0
4

1
8
8

1
9
2

1
9
6

1
9
5

2
0
4

2
0
5

1
0
7

1
4
9

1
3
9
.
3

お
じ

ろ
・

ﾐ
ｶ
ﾀ
ｽ
ﾉ
ｰ
ﾊ
ﾟ
ｰ
ｸ

5
0

4
1

4
5

5
0

5
2

4
8

6
5

7
1

3
4

4
8

1
4
1
.
2

新
温

泉
町

（
但

馬
）

牧
場

公
園

7
4

4
7

7
4

6
5

2
3

1
5
0
.
0

8
7
9

7
4
0

6
9
1

7
6
5

7
6
8

7
6
4

8
6
8

8
9
8

4
9
4

6
9
1

1
3
9
.
9

全
　

　
県

養
父

市
（

但
馬

）

宍
粟

市
（

西
播

磨
）

香
美

町
（

但
馬

）

兵
庫
県
内
ス
キ
ー
客
入
込
客
数
の
推
移
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-
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-

＜
海
水
浴
＞
 

（
単
位
：
千
人
、
％
）
 

市
町

名
（

地
域

名
）

海
水

浴
場

名
1
9
年

度
2
0
年

度
2
1
年

度
2
2
年

度
2
3
年

度
2
4
年

度
2
5
年

度
2
6
年

度
2
7
年

度
2
8
年

度
2
8
/
2
7

須
磨

8
8
3

8
4
2

6
4
6

6
2
3

5
3
2

6
9
9

7
4
0

6
8
5

7
2
0

7
6
3

1
0
6
.
0

ア
ジ

ュ
ー

ル
舞

子
1
9
1

2
1
9

2
0
0

2
2
9

2
0
3

2
3
3

2
4
4

1
7
6

2
2
9

2
4
9

1
0
8
.
7

松
江

7
0

7
0

5
0

1
0
0

8
8

6
7

5
5

2
5

2
7

2
9

1
0
7
.
4

大
蔵

海
岸

7
5

9
6

1
1
7

1
5
8

1
8
0

1
9
1

1
9
5

1
8
3

2
0
1

2
1
3

1
0
6
.
0

た
つ

の
市

（
西

播
磨

）
新

舞
子

4
0

3
7

5
7

8
1
1

1
4

8
7

4
5
7
.
1

気
比

の
浜

2
7

2
9

2
1

2
5

2
3

2
2

2
1

1
4

1
3

1
3

1
0
0
.
0

竹
野

海
岸

５
海

水
浴

場
3
1
9

3
1
3

2
1
5

2
8
2

3
0
5

2
8
4

2
9
1

2
2
1

2
7
0

3
0
6

1
1
3
.
3

香
美

町
（

但
馬

）
香

住
海

岸
６

海
水

浴
場

5
6

5
1

2
6

3
6

3
8

4
1

4
4

3
3

3
2

4
0

1
2
5
.
0

新
温

泉
町

（
但

馬
）

浜
坂

海
岸

３
海

水
浴

場
1
9

1
7

1
5

1
5

1
2

1
8

2
1

1
9

2
6

2
8

1
0
7
.
7

洲
本

市
（

淡
路

）
大

浜
7
2

7
0

6
5

5
8

5
5

6
0

6
0

5
6

7
1

8
3

1
1
6
.
9

南
あ

わ
じ

市
（

淡
路

）
慶

野
松

原
9
7

7
1

1
0
8

1
2
0

1
1
5

1
0
8

1
1
9

1
1
3

1
2
0

1
3
7

1
1
4
.
2

1
,
1
8
1

1
,
1
6
6

1
,
2
1
2

1
,
3
6
4

1
,
0
1
4

1
,
0
7
9

1
,
0
5
1

9
9
7

1
,
0
9
2

1
,
1
2
5

1
0
3
.
0

3
,
0
3
0

2
,
9
8
1

2
,
6
8
0

3
,
0
1
7

2
,
5
7
3

2
,
8
1
3

2
,
8
5
5

2
,
5
3
0

2
,
8
0
8

2
,
9
9
0

1
0
6
.
5

全
　

　
県

神
戸

市

明
石

市
（

東
播

磨
）

豊
岡

市
（

但
馬

）

そ
　

　
の

　
　

他

兵
庫
県
内
海
水
浴
客
入
込
客
数
の
推
移
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４
．
地
域
別
入
込
客
数
の
動
向
 

（
１
）
神
戸
地
域

 総
入
込
客
数
及
び
四
季
別
入
込
客
数
 

入
込
客
数
は

35,000
千
人
（
対
前
年
度
比
 
▲
980

千
人
（
▲
2.7％

））
 

王
子
動
物
園
（
1,097

千
人
・
▲
10.7％

）
は
、
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
の
日
並
び
が
悪
か
っ
た
こ
と
や
、
５
～

６
月
の
天
候
不
順
の
影
響
で
来
園
者
数
が
減
少
し
た
。
ま
た
、
前
年
度
企
画
展
が
好
調
で
あ
っ
た
兵
庫
県
立
美
術

館
（
475

千
人
・
▲
19.3％

）、
神
戸
市
立
博
物
館
（
302

千
人
・
▲
34.1％

）
も
、
来
館
者
数
減
と
な
っ
た
。
 

一
方
、
須
磨
海
浜
水
族
園
（
1,203

千
人
・
＋
5.8％

）
は
、
冬
に
開
催
し
て
き
た
「
須
磨
ア
ク
ア
イ
ル
ミ
ナ
ー

ジ
ュ
」（

夜
の
水
槽
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
）
を
夏
に
も
開
催
し
た
効
果
で
、
来
園
者
数
が
増
加
し
た
。
北
野

工
房
の
ま
ち
（
1,072

千
人
・
＋
4.6％

）
は
、
修
学
旅
行
の
受
入
増
な
ど
に
よ
り
入
込
客
数
を
伸
ば
し
た
。
 

神
戸
地
域
の
入
込
客
数
の
状
況
 

（
単
位
：
千
人
、
％
） 

入
込

客
数

全
体

比
入

込
客

数
全

体
比

3
5
,
0
0
0

1
0
0
.
0

3
5
,
9
8
0

1
0
0
.
0

▲
9
8
0

9
7
.
3

2
9
,
9
4
0

8
5
.
5

3
0
,
6
9
0

8
5
.
3

▲
7
5
0

9
7
.
6

5
,
0
6
0

1
4
.
5

5
,
2
9
0

1
4
.
7

▲
2
3
0

9
5
.
7

ホ
テ

ル
3
,
1
6
7

6
2
.
6

3
,
3
4
3

6
3
.
2

▲
1
7
6

9
4
.
7

旅
館

1
,
4
1
2

2
7
.
9

1
,
3
0
1

2
4
.
6

1
1
1

1
0
8
.
5

民
宿

・
ペ

ン
シ

ョ
ン

0
0
.
0

0
0
.
0

0
-

公
的

宿
泊

施
設

5
6

1
.
1

7
9

1
.
5

▲
2
3

7
0
.
9

ユ
ー

ス
ホ

ス
テ

ル
0

0
.
0

0
0
.
0

0
-

寮
・

保
養

所
8
1

1
.
6

6
4

1
.
2

1
7

1
2
6
.
6

そ
の

他
3
4
4

6
.
8

5
0
3

9
.
5

▲
1
5
9

6
8
.
4

8
,
5
0
9

2
4
.
3

8
,
3
0
0

2
3
.
1

2
0
9

1
0
2
.
5

7
,
4
8
6

2
1
.
4

7
,
6
7
2

2
1
.
3

▲
1
8
6

9
7
.
6

1
0
,
3
1
6

2
9
.
5

1
1
,
0
3
9

3
0
.
7

▲
7
2
3

9
3
.
5

8
,
6
8
9

2
4
.
8

8
,
9
6
9

2
4
.
9

▲
2
8
0

9
6
.
9

総
入

込
客

数

日帰り・宿泊の別

日
帰

り
客

宿
泊

客

宿泊客の利用施設別内訳

四季別

春
（

４
～

６
月

）

夏
（

７
～

９
月

）

秋
（

1
0

～
1
2

月
）

冬
（

１
～

３
月

）

　
対

比
項

目

平
成

２
７

年
度

入
込

客
数

平
成

２
８

年
度

入
込

客
数

増
減

対
前

年
度

比

主
要
観
光
地
へ
の
入
込
客
数
 

（
単
位
：
千
人
、
％
）

市
町

名
観

光
地

名
平

成
2
8
年

度
増

減
対

前
年

比

神
戸

市
須

磨
海

浜
水

族
園

1
,
2
0
3

6
6

1
0
5
.
8
%

神
戸

市
王

子
動

物
園

1
,
0
9
7

▲
1
3
1

8
9
.
3
%

神
戸

市
北

野
工

房
の

ま
ち

1
,
0
7
2

4
7

1
0
4
.
6
%

神
戸

市
フ

ル
ー

ツ
フ

ラ
ワ

ー
パ

ー
ク

6
7
0

5
2

1
0
8
.
5
%

神
戸

市
兵

庫
県

立
美

術
館

4
7
5

▲
1
1
3

8
0
.
7
%

神
戸

市
青

少
年

科
学

館
3
6
2

▲
2
5

9
3
.
6
%

神
戸

市
神

戸
ポ

ー
ト

タ
ワ

ー
3
3
2

▲
4

9
8
.
8
%

神
戸

市
神

戸
市

立
博

物
館

3
0
2

▲
1
5
6

6
5
.
9
%

神
戸

市
六

甲
山

牧
場

2
8
6

▲
1
7

9
4
.
5
%
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（
２
）
阪
神
南
地
域

総
入
込
客
数
及
び
四
季
別
入
込
客
数
 

入
込
客
数
は

14,538
千
人
（
対
前
年
度
比
 
+77

千
人
（
＋
0.5％

））
 

市
制

100
周
年
を
迎
え
た
尼
崎
市
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
尼
崎
市
民
ま
つ
り
」（

95
千
人
、

＋
58.3%）、「

あ
ま
が
す
き
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」（

18
千
人
）
な
ど
へ
の
入
込
が
好
調
で
、
主
要
施
設
で
あ
る
尼
崎

の
森
中
央
緑
地
（
567

千
人
・
＋
25.6%）

な
ど
も
来
場
者
数
を
伸
ば
し
た
。
ま
た
、「

西
宮
さ
く
ら
祭
り
」（

100

千
人
・
＋
233.3%）

や
「
芦
屋
さ
く
ら
ま
つ
り
」（

17
千
人
・
＋
17.9%）

な
ど
は
満
開
の
時
期
で
の
開
催
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
前
年
度
を
大
き
く
上
回
る
来
場
者
数
と
な
っ
た
。
一
方
、
西
宮
神
社
（
2,151

千
人
・
▲
3.6％

）
や

門
戸
厄
神
 東

光
寺
（
586

千
人
・
▲
18.8%）

な
ど
多
く
の
主
要
な
寺
社
施
設
へ
の
参
拝
客
数
が
ふ
る
わ
な
か
っ

た
。
な
お
、
主
要
施
設
で
あ
る
阪
神
甲
子
園
球
場
（
4,173

千
人
・
＋
0.4％

）
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
並
み
の
来

場
者
数
で
あ
っ
た
。
 

阪
神
南
地
域
の
入
込
客
の
状
況
 

（
単
位
：
千
人
、
％
）
 

入
込

客
数

全
体

比
入

込
客

数
全

体
比

1
4
,
5
3
8

1
0
0
.
0

1
4
,
4
6
1

1
0
0
.
0

7
7

1
0
0
.
5

1
3
,
9
5
3

9
6
.
0

1
3
,
8
6
4

9
5
.
9

8
9

1
0
0
.
6

5
8
5

4
.
0

5
9
7

4
.
1

▲
1
2

9
8
.
0

ホ
テ

ル
5
6
9

9
7
.
2

5
8
0

9
7
.
2

▲
1
1

9
8
.
1

旅
館

5
0
.
9

5
0
.
8

0
1
0
0
.
0

民
宿

・
ペ

ン
シ

ョ
ン

0
0
.
0

0
0
.
0

0
-

公
的

宿
泊

施
設

1
1

1
.
9

1
2

2
.
0

▲
1

9
1
.
7

ユ
ー

ス
ホ

ス
テ

ル
0

0
.
0

0
0
.
0

0
-

寮
・

保
養

所
0

0
.
0

0
0
.
0

0
-

そ
の

他
0

0
.
0

0
0
.
0

0
-

3
,
3
9
4

2
3
.
3

3
,
1
6
1

2
1
.
9

2
3
3

1
0
7
.
4

4
,
1
9
8

2
8
.
9

4
,
0
7
9

2
8
.
2

1
1
9

1
0
2
.
9

2
,
4
4
1

1
6
.
8

2
,
3
5
9

1
6
.
3

8
2

1
0
3
.
5

4
,
5
0
5

3
1
.
0

4
,
8
6
2

3
3
.
6

▲
3
5
7

9
2
.
7

総
入

込
客

数

日帰り・宿泊の別

日
帰

り
客

宿
泊

客

宿泊客の利用施設別内訳

四季別

春
（

４
～

６
月

）

夏
（

７
～

９
月

）

秋
（

1
0

～
1
2

月
）

冬
（

１
～

３
月

）

　
対

比
項

目

平
成

２
７

年
度

入
込

客
数

平
成

２
８

年
度

入
込

客
数

増
減

前
年

度
対

比

主
要
観
光
地
へ
の
入
込
数
 

（
単
位
：
千
人
、
％
）

市
町

名
観

光
地

名
平

成
2
8
年

度
増

減
対

前
年

比

西
宮

市
阪

神
甲

子
園

球
場

4
,
1
7
3

1
5

1
0
0
.
4
%

西
宮

市
西

宮
神

社
2
,
1
5
1

▲
8
1

9
6
.
4
%

西
宮

市
甲

山
森

林
公

園
9
1
7

▲
9
9

9
0
.
3
%

西
宮

市
門

戸
厄

神
　

東
光

寺
5
8
6

▲
1
3
6

8
1
.
2
%

尼
崎

市
尼

崎
の

森
中

央
緑

地
5
6
7

1
1
6

1
2
5
.
6
%

尼
崎

市
総

合
文

化
セ

ン
タ

ー
3
8
7

▲
9

9
7
.
6
%

西
宮

市
廣

田
神

社
3
8
6

▲
4
3

9
0
.
0
%

尼
崎

市
尼

崎
ゑ

び
す

神
社

2
4
1

▲
1

9
9
.
5
%

尼
崎

市
貴

布
禰

神
社

1
7
0

▲
1
2

9
3
.
4
%

尼
崎

市
ピ

ッ
コ

ロ
シ

ア
タ

ー
1
3
5

4
1
0
3
.
3
%
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（
３
）
阪
神
北
地
域

総
入
込
客
数
及
び
四
季
別
入
込
客
数
 

入
込
客
数
は

16,477
千
人
（
対
前
年
度
比
 
▲
657

千
人
（
▲
 3.8％

））
 

家
族
連
れ
に
人
気
の
 あ

い
あ
い
パ
ー
ク
（
842

千
人
・
▲
4.4%）、

有
馬
富
士
公
園
（
815

千
人
・
▲
3.4%）、

伊
丹
ス
カ
イ
パ
ー
ク
（
601

千
人
・
▲
7.4%）

は
、
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
の
日
並
び
が
悪
か
っ
た
こ
と
や
天
候
不

順
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
前
年
度
を
下
回
る
入
込
客
数
と
な
っ
た
。
前
年
度
企
画
展
が
好
調
で
来
場
者
数
を
伸
ば

し
た
 み

や
の
ま
え
文
化
の
郷
（
157

千
人
・
▲
56.4％

）
は
例
年
並
み
の
入
込
に
戻
っ
た
ほ
か
、
伊
丹
市
昆
虫
館

（
111

千
人
・
▲
24.2%）

は
設
備
改
修
に
よ
る
４
カ
月
の
休
館
の
た
め
来
館
者
数
減
と
な
っ
た
。
 

主
要
施
設
で
あ
る
清
荒
神
（
3,070

千
人
・
＋
1.0%）、

中
山
寺
（
1,314

千
人
・
▲
0.2％

）、
宝
塚
大
劇
場
（
1,162

千
人
・
＋
1.0％

）
は
前
年
度
並
み
の
入
込
客
数
で
あ
っ
た
。
 

阪
神
北
地
域
の
入
込
客
数
の
状
況
 

（
単
位
：
千
人
、
％
）

入
込

客
数

全
体

比
入

込
客

数
全

体
比

1
6
,
4
7
7

1
0
0
.
0

1
7
,
1
3
4

1
0
0
.
0

▲
6
5
7

9
6
.
2

1
6
,
0
4
9

9
7
.
4

1
6
,
6
8
5

9
7
.
4

▲
6
3
6

9
6
.
2

4
2
8

2
.
6

4
4
9

2
.
6

▲
2
1

9
5
.
3

ホ
テ

ル
3
0
8

7
2
.
0

3
2
4

7
2
.
2

▲
1
6

9
5
.
1

旅
館

6
0

1
4
.
0

6
1

1
3
.
6

▲
1

9
8
.
4

民
宿

・
ペ

ン
シ

ョ
ン

7
1
.
6

7
1
.
6

0
1
0
0
.
0

公
的

宿
泊

施
設

3
2

7
.
5

3
6

8
.
0

▲
4

8
8
.
9

ユ
ー

ス
ホ

ス
テ

ル
0

0
.
0

0
0
.
0

0
-

寮
・

保
養

所
8

1
.
9

7
1
.
6

1
1
1
4
.
3

そ
の

他
1
3

3
.
0

1
4

3
.
1

▲
1

9
2
.
9

4
,
0
8
1

2
4
.
8

4
,
3
1
1

2
5
.
2

▲
2
3
0

9
4
.
7

3
,
6
2
8

2
2
.
0

3
,
7
7
7

2
2
.
0

▲
1
4
9

9
6
.
1

3
,
5
5
8

2
1
.
6

3
,
7
2
9

2
1
.
8

▲
1
7
1

9
5
.
4

5
,
2
1
0

3
1
.
6

5
,
3
1
7

3
1
.
0

▲
1
0
7

9
8
.
0

　
対

比
項

目

平
成

２
７

年
度

入
込

客
数

平
成

２
８

年
度

入
込

客
数

増
減

前
年

度
対

比

総
入

込
客

数

日帰り・宿泊の別

日
帰

り
客

宿
泊

客

宿泊客の利用施設別内訳

四季別

春
（

４
～

６
月

）

夏
（

７
～

９
月

）

秋
（

1
0

～
1
2

月
）

冬
（

１
～

３
月

）

主
要
観
光
地
へ
の
入
込
客
数

 （
単
位
：
千
人
、
％
）

市
町

名
観

光
地

名
平

成
2
8
年

度
増

減
対

前
年

比

宝
塚

市
清

荒
神

3
,
0
7
0

3
0

1
0
1
.
0
%

宝
塚

市
中

山
寺

1
,
3
1
4

▲
3

9
9
.
8
%

宝
塚

市
宝

塚
大

劇
場

1
,
1
6
2

1
1

1
0
1
.
0
%

宝
塚

市
あ

い
あ

い
パ

ー
ク

8
4
2

▲
3
9

9
5
.
6
%

三
田

市
有

馬
富

士
公

園
8
1
5

▲
2
8

9
6
.
6
%

猪
名

川
町

道
の

駅
い

な
が

わ
6
8
8

▲
1
5

9
7
.
9
%

伊
丹

市
伊

丹
ス

カ
イ

パ
ー

ク
6
0
1

▲
4
8

9
2
.
6
%
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-
1
3
 
-

（
４
）
東
播
磨
地
域

総
入
込
客
数
及
び
四
季
別
入
込
客
数
 

入
込
客
数
は

8,823
千
人
（
対
前
年
度
比
 
▲
35

千
人
（
▲
0.4％

））
 

主
要
施
設
で
あ
る
明
石
公
園
（
2,311

千
人
・
▲
5.4％

）
は
、
６
月
土
日
の
天
候
不
順
な
ど
が
影
響
し
て
来
園

者
数
を
落
と
し
た
。
み
と
ろ
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
（
118

千
人
・
▲
8.1％

）
は
、
９
月
土
日
の
天
候
不
順
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
来
場
者
数
が
減
少
し
た
。
 

一
方
、
明
石
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
217

千
人
・
＋
12.1％

）
は
物
産
展
や
夏
休
み
期
間
中
の
利
用
者
増
に
よ
り

来
場
者
数
を
伸
ば
し
た
ほ
か
、
海
水
浴
場
開
設
期
間
中
に
好
天
に
恵
ま
れ
た
大
蔵
海
岸
海
水
浴
場
（
213

千
人
・

＋
6.0％

）、
林
崎
・
松
江
海
水
浴
場
（
29

千
人
・
＋
7.4％

）
は
入
込
客
数
を
伸
ば
し
た
。
 

東
播
磨
地
域
の
入
込
客
の
状
況
 

（
単
位
：
千
人
、
％
） 

入
込

客
数

全
体

比
入

込
客

数
全

体
比

8
,
8
2
3

1
0
0
.
0

8
,
8
5
8

1
0
0
.
0

▲
3
5

9
9
.
6

8
,
3
3
6

9
4
.
5

8
,
3
7
9

9
4
.
6

▲
4
3

9
9
.
5

4
8
7

5
.
5

4
7
9

5
.
4

8
1
0
1
.
7

ホ
テ

ル
4
5
0

9
2
.
4

4
4
6

9
3
.
1

4
1
0
0
.
9

旅
館

2
4

4
.
9

2
7

5
.
6

▲
3

8
8
.
9

民
宿

・
ペ

ン
シ

ョ
ン

0
0
.
0

0
0
.
0

0
-

公
的

宿
泊

施
設

1
3

2
.
7

6
1
.
3

7
2
1
6
.
7

ユ
ー

ス
ホ

ス
テ

ル
0

0
.
0

0
0
.
0

0
-

寮
・

保
養

所
0

0
.
0

0
0
.
0

0
-

そ
の

他
0

0
.
0

0
0
.
0

0
-

1
,
9
9
1

2
2
.
6

2
,
0
2
8

2
2
.
9

▲
3
7

9
8
.
2

2
,
2
3
9

2
5
.
4

2
,
3
3
7

2
6
.
4

▲
9
8

9
5
.
8

2
,
0
3
4

2
3
.
1

2
,
0
3
8

2
3
.
0

▲
4

9
9
.
8

2
,
5
5
9

2
8
.
9

2
,
4
5
5

2
7
.
7

1
0
4

1
0
4
.
2

　
対

比
項

目

平
成

２
７

年
度

入
込

客
数

平
成

２
８

年
度

入
込

客
数

増
減

対
前

年
度

比

総
入

込
客

数

日帰り・宿泊の別

日
帰

り
客

宿
泊

客

宿泊客の利用施設別内訳

四季別

春
（

４
～

６
月

）

夏
（

７
～

９
月

）

秋
（

1
0

～
1
2

月
）

冬
（

１
～

３
月

）

主
要
観
光
地
へ
の
入
込
客
数
 

（
単
位
：
千
人
、
％
）
 

市
町

名
観

光
地

名
平

成
2
8
年

度
増

減
対

前
年

比

明
石

市
明

石
公

園
2
,
3
1
1

▲
1
3
1

9
4
.
6
%

加
古

川
市

日
岡

神
社

8
5
5

0
1
0
0
.
0
%

明
石

市
明

石
サ

ー
ビ

ス
エ

リ
ア

2
1
7

2
3

1
1
2
.
1
%

明
石

市
明

石
市

立
市

民
会

館
2
1
6

▲
1
1

9
5
.
0
%

加
古

川
市

八
幡

神
社

2
1
4

7
1
0
3
.
4
%

明
石

市
大

蔵
海

岸
海

水
浴

場
2
1
3

1
2

1
0
6
.
0
%

加
古

川
市

加
古

川
ま

つ
り

1
6
9

2
1
0
1
.
5
%

加
古

川
市

み
と
ろ
フ

ル
ー
ツ
パ
ー

ク
1
1
8

▲
1
0

9
1
.
9
%

-278-



-
1
4
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（
５
）
北
播
磨
地
域

総
入
込
客
数
及
び
四
季
別
入
込
客
数
 

入
込
客
数
は

14,110
千
人
（
対
前
年
度
比
 
▲
66

千
人
（
▲
0.5％

））
 

三
木
総
合
防
災
公
園
（
986

千
人
・
▲
1.6％

）、
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
（
714

千
人
・
▲
3.7％

）、
三
木
山
森
林

公
園
（
608

千
人
・
▲
1.6％

）、
東
条
湖
お
も
ち
ゃ
王
国
（
472

千
人
・
▲
2.8％

）
と
い
っ
た
主
要
施
設
が
、
シ

ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
の
日
並
び
が
悪
か
っ
た
こ
と
や
、
土
日
祝
日
の
天
候
不
順
に
よ
り
入
込
客
数
の
減
と
な
っ
た
。

三
木
・
加
東
市
内
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
は
、
前
年
度
比
微
減
（
▲
2.8％

）
で
あ
っ
た
。

一
方
、
ネ
ス
タ
リ
ゾ
ー
ト
神
戸
が
７
月
に
主
要
な
集
客
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
ほ
か
、
兵
庫
県
立
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
（
226

千
人
・
＋
5.5％

）
や
「
三
木
金
物
ま
つ
り
」（

161
千
人
・
＋
5.2％

）
な
ど
の
入
込
も
好
調

で
あ
っ
た
。
 

北
播
磨
地
域
の
入
込
客
の
状
況
 

（
単
位
：
千
人
、
％
）

入
込

客
数

全
体

比
入

込
客

数
全

体
比

1
4
,
1
1
0

1
0
0
.
0

1
4
,
1
7
6

1
0
0
.
0

▲
6
6

9
9
.
5

1
3
,
5
7
7

9
6
.
2

1
3
,
6
6
6

9
6
.
4

▲
8
9

9
9
.
3

5
3
3

3
.
8

5
1
0

3
.
6

2
3

1
0
4
.
5

ホ
テ

ル
3
0
9

5
8
.
0

2
9
5

5
7
.
8

1
4

1
0
4
.
7

旅
館

2
7

5
.
1

2
3

4
.
5

4
1
1
7
.
4

民
宿

・
ペ

ン
シ

ョ
ン

0
0
.
0

0
0
.
0

0
-

公
的

宿
泊

施
設

1
2
6

2
3
.
6

1
3
7

2
6
.
9

▲
1
1

9
2
.
0

ユ
ー

ス
ホ

ス
テ

ル
0

0
.
0

0
0
.
0

0
-

寮
・

保
養

所
0

0
.
0

0
0
.
0

0
-

そ
の

他
7
1

1
3
.
3

5
5

1
0
.
8

1
6

1
2
9
.
1

3
,
5
4
2

2
5
.
1

3
,
5
6
0

2
5
.
1

▲
1
8

9
9
.
5

3
,
6
9
1

2
6
.
2

3
,
7
9
3

2
6
.
8

▲
1
0
2

9
7
.
3

3
,
9
0
9

2
7
.
7

3
,
8
3
4

2
7
.
0

7
5

1
0
2
.
0

2
,
9
6
8

2
1
.
0

2
,
9
8
9

2
1
.
1

▲
2
1

9
9
.
3

総
入

込
客

数

日帰り・宿泊の別

日
帰

り
客

宿
泊

客

宿泊客の利用施設別内訳

四季別

春
（

４
～

６
月

）

夏
（

７
～

９
月

）

秋
（

1
0

～
1
2

月
）

冬
（

１
～

３
月

）

　
対

比
項

目

平
成

２
７

年
度

入
込

客
数

平
成

２
８

年
度

入
込

客
数

増
減

対
前

年
度

比

主
要
観
光
地
へ
の
入
込
数
 

（
単
位
：
千
人
、
％
）

市
町

名
観

光
地

名
平

成
2
8
年

度
増

減
対

前
年

比

三
木

市
三

木
市

内
ゴ

ル
フ

場
1
,
0
5
7

▲
2
2

9
8
.
0
%

三
木

市
三

木
総

合
防

災
公

園
9
8
6

▲
1
6

9
8
.
4
%

加
東

市
加

東
市

内
ゴ

ル
フ

場
7
7
4

▲
3
2

9
6
.
0
%

小
野

市
ひ

ま
わ

り
の

丘
公

園
7
1
4

▲
2
8

9
6
.
3
%

加
東

市
道

の
駅

と
う

じ
ょ

う
6
6
4

7
1
0
1
.
1
%

三
木

市
三

木
山

森
林

公
園

6
0
8

▲
1
0

9
8
.
4
%

加
東

市
東

条
湖

お
も

ち
ゃ

王
国

4
7
2

▲
1
3

9
7
.
2
%

三
木

市
山

田
錦

の
館

4
4
6

▲
6

9
8
.
7
%

加
東

市
播

磨
中

央
公

園
4
1
4

▲
5
2

8
8
.
9
%
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（
６
）
中
播
磨
地
域

総
入
込
客
数
及
び
四
季
別
入
込
客
数
 

入
込
客
数
は

11,303
千
人
（
対
前
年
度
比
 
▲
1,575

千
人
（
▲
12.2％

））
 

主
要
な
集
客
施
設
で
あ
る
姫
路
城
（
2,112

千
人
・
▲
26.3％

）
は
、
前
年
度
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
反
動
と

し
て
、
来
場
者
数
が
大
幅
減
と
な
っ
た
。
姫
路
市
立
動
物
園
（
642

千
人
・
▲
15.4％

）、
姫
路
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
（
564

千
人
・
▲
13.0％

）、
好
古
園
（
449

千
人
・
▲
14.1％

）
と
い
っ
た
周
辺
施
設
も
そ
の
反
動
の
影
響
を

受
け
た
。

一
方
、
こ
ど
も
の
館
（
367

千
人
・
＋
50.4％

）
や
笠
形
温
泉
「
せ
せ
ら
ぎ
の
湯
」（

114
千
人
・
＋
44.2％

）

は
改
修
工
事
が
終
了
し
通
常
営
業
に
戻
っ
た
こ
と
か
ら
前
年
度
を
大
き
く
上
回
る
来
場
者
数
と
な
っ
た
。
 

中
播
磨
地
域
の
入
込
客
の
状
況
 

（
単
位
：
千
人
、
％
） 

入
込

客
数

全
体

比
入

込
客

数
全

体
比

1
1
,
3
0
3

1
0
0
.
0

1
2
,
8
7
8

1
0
0
.
0

▲
1
,
5
7
5

8
7
.
8

9
,
9
5
4

8
8
.
1

1
1
,
1
0
8

8
6
.
3

▲
1
,
1
5
4

8
9
.
6

1
,
3
4
9

1
1
.
9

1
,
7
7
0

1
3
.
7

▲
4
2
1

7
6
.
2

ホ
テ

ル
9
7
2

7
2
.
1

1
,
3
2
6

7
4
.
9

▲
3
5
4

7
3
.
3

旅
館

1
6
1

1
1
.
9

2
3
1

1
3
.
1

▲
7
0

6
9
.
7

民
宿

・
ペ

ン
シ

ョ
ン

0
0
.
0

1
1
8

6
.
7

▲
1
1
8

0
.
0

公
的

宿
泊

施
設

3
8

2
.
8

3
6

2
.
0

2
1
0
5
.
6

ユ
ー

ス
ホ

ス
テ

ル
0

0
.
0

0
0
.
0

0
-

寮
・

保
養

所
0

0
.
0

0
0
.
0

0
-

そ
の

他
1
7
8

1
3
.
2

5
9

3
.
3

1
1
9

3
0
1
.
7

2
,
9
4
8

2
6
.
1

3
,
7
4
3

2
9
.
1

▲
7
9
5

7
8
.
8

2
,
8
1
0

2
4
.
9

3
,
1
8
3

2
4
.
7

▲
3
7
3

8
8
.
3

3
,
1
1
2

2
7
.
5

3
,
4
1
8

2
6
.
5

▲
3
0
6

9
1
.
0

2
,
4
3
3

2
1
.
5

2
,
5
3
4

1
9
.
7

▲
1
0
1

9
6
.
0

　
対

比
項

目
平

成
２

７
年

度
入

込
客

数
平

成
２

８
年

度
入

込
客

数
増

減
対

前
年

度
比

総
入

込
客

数

日帰り・宿泊の別

日
帰

り
客

宿
泊

客

宿泊客の利用施設別内訳

四季別

春
（

４
～

６
月

）

夏
（

７
～

９
月

）

秋
（

1
0

～
1
2

月
）

冬
（

１
～

３
月

）

主
要
観
光
地
へ
の
入
込
数
 

（
単
位
：
千
人
、
％
）
 

市
町

名
観

光
地

名
平

成
2
8
年

度
増

減
対

前
年

比

姫
路

市
姫

路
城

2
,
1
1
2

▲
7
5
5

7
3
.
7
%

姫
路

市
姫

路
市

立
動

物
園

6
4
2

▲
1
1
7

8
4
.
6
%

姫
路

市
姫

路
ｾ
ﾝ
ﾄ
ﾗ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
ｰ
ｸ

5
6
4

▲
8
4

8
7
.
0
%

姫
路

市
武

道
館

5
4
5

▲
1
5
8

7
7
.
5
%

姫
路

市
好

古
園

4
4
9

▲
7
4

8
5
.
9
%

姫
路

市
こ

ど
も

の
館

3
6
7

1
2
3

1
5
0
.
4
%

姫
路

市
姫

路
科

学
館

2
1
6

▲
5

9
7
.
7
%

姫
路

市
水

族
園

2
0
2

▲
1
2

9
4
.
4
%

神
河

町
グ

リ
ー

ン
エ

コ
ー

笠
形

1
7
8

▲
5

9
7
.
3
%

姫
路

市
手

柄
山

遊
園

1
6
2

▲
2
9

8
4
.
8
%
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 （
７
）
西
播
磨
地
域
 

 
 
総
入
込
客
数
及
び
四
季
別
入
込
客
数
 
 

入
込
客
数
は

6,539
千
人
（
対
前
年
度
比
 
▲
220

千
人
（
▲
 3.3％

））
 

姫
路
城
の
集
客
減
の
影
響
に
よ
り
、
道
の
駅
み
つ
（
307

千
人
・
▲
4.7％

）、
赤
穂
温
泉
（
258

千
人
・
▲
5.3％

）、

揖
保
乃
糸
資
料
館
「
そ
う
め
ん
の
里
」（

108
千
人
・
▲
19.3％

）
な
ど
と
い
っ
た
施
設
で
、
入
込
客
数
が
減
少
し

た
。
赤
穂
海
浜
公
園
（
508

千
人
・
▲
8.9％

）
は
、
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
の
日
並
び
が
悪
か
っ
た
こ
と
や
、
５
～

６
月
の
天
候
不
順
の
影
響
に
よ
り
来
園
者
数
を
落
と
し
た
。
 

一
方
、「

龍
野
さ
く
ら
祭
り
」（

130
千
人
・
＋
30.0％

）
､「

相
生
ペ
ー
ロ
ン
祭
」（

120
千
人
・
＋
9.1％

）、「
た

つ
の
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
」（

80
千
人
・
＋
60.0％

）
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
前
年
度
を
上
回
る
来
場
者
を
集
め

た
。
 

 

西
播
磨
地
域
の
入
込
客
の
状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
単
位
：
千
人
、
％
） 

入
込

客
数

全
体

比
入

込
客

数
全

体
比

6
,
5
3
9

1
0
0
.
0

6
,
7
5
9

1
0
0
.
0

▲
 
2
2
0

9
6
.
7

5
,
9
0
8

9
0
.
4

6
,
1
0
7

9
0
.
4

▲
 
1
9
9

9
6
.
7

6
3
1

9
.
6

6
5
2

9
.
6

▲
 
2
1

9
6
.
8

ホ
テ

ル
2
9
0

4
5
.
9

2
9
8

4
5
.
7

▲
 
8

9
7
.
3

旅
館

1
8
1

2
8
.
7

1
8
9

2
9
.
0

▲
 
8

9
5
.
8

民
宿

・
ペ

ン
シ

ョ
ン

3
0
.
5

3
0
.
5

0
1
0
0
.
0

公
的

宿
泊

施
設

8
4

1
3
.
3

8
6

1
3
.
2

▲
 
2

9
7
.
7

ユ
ー

ス
ホ

ス
テ

ル
0

0
.
0

0
0
.
0

0
-

寮
・

保
養

所
1

0
.
2

1
0
.
2

0
1
0
0
.
0

そ
の

他
7
2

1
1
.
4

7
5

1
1
.
5

▲
 
3

9
6
.
0

1
,
5
9
6

2
4
.
4

1
,
7
5
0

2
5
.
9

▲
 
1
5
4

9
1
.
2

1
,
8
2
8

2
8
.
0

1
,
8
8
3

2
7
.
9

▲
 
5
5

9
7
.
1

1
,
7
3
9

2
6
.
6

1
,
7
7
1

2
6
.
2

▲
 
3
2

9
8
.
2

1
,
3
7
6

2
1
.
0

1
,
3
5
5

2
0
.
0

2
1

1
0
1
.
5

　
　

　
　

　
　

　
　

　
対

比
項

目
平

成
２

７
年

度
入

込
客

数
平

成
２

８
年

度
入

込
客

数
増

減
対

前
年

度
比

総
入

込
客

数

日帰り・宿泊の別

日
帰

り
客

宿
泊

客

宿泊客の利用施設別内訳

四季別

春
（

４
～

６
月

）

夏
（

７
～

９
月

）

秋
（

1
0

～
1
2

月
）

冬
（

１
～

３
月

）
 

 

主
要
観
光
地
へ
の
入
込
数

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（単

位
：千

人
、
％

） 
 
 
 
 

 
 
 

           

市
町

名
観

光
地

名
平

成
2
8
年

度
増

減
対

前
年

比

赤
穂

市
赤

穂
海

浜
公

園
5
0
8

▲
 
5
0

9
1
.
1
%

た
つ

の
市

道
の

駅
み

つ
3
0
7

▲
 
1
5

9
5
.
3
%

赤
穂

市
赤

穂
温

泉
2
5
8

▲
 
1
4

9
4
.
9
%

た
つ

の
市

龍
野

さ
く

ら
祭

1
3
0

3
0

1
3
0
.
0
%

相
生

市
相

生
ペ

ー
ロ

ン
祭

1
2
0

1
0

1
0
9
.
1
%

た
つ

の
市

オ
ー

タ
ム
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

in
龍
野

1
1
5

▲
 
8

9
3
.
5
%

た
つ

の
市

 
揖

保
乃

糸
資

料
館
そ

う
め
ん

の
里

1
0
8

▲
 
2
5

8
0
.
7
%

佐
用

町
ひ

ま
わ

り
祭

り
(
畑

含
む

）
1
0
1

▲
 
1
9

8
3
.
9
%

た
つ

の
市

た
つ

の
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ

8
0

3
0

1
6
0
.
0
%

宍
粟

市
ち

く
さ

高
原

ス
キ

ー
場

6
4

2
4

1
6
0
.
6
%

佐
用

町
西

は
り

ま
天

文
台

公
園

6
4

5
1
0
7
.
7
%
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（
８
）
但
馬
地
域

総
入
込
客
数
及
び
四
季
別
入
込
客
数
 

入
込
客
数
は

10,118
千
人
（
対
前
年
度
比
  ▲

213
千
人
（
▲
2.1％

））
 

城
崎
温
泉
（
869

千
人
・
▲
4.6％

）
へ
の
入
場
者
数
は
小
幅
な
減
少
と
な
り
、
城
崎
温
泉
と
の
組
み
合
わ
せ
で

訪
れ
る
こ
と
が
多
い
玄
武
洞
公
園
（
131

千
人
・
▲
11.5％

）
も
減
少
と
な
っ
た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
（
231

千
人
・
▲
19.8％

）
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
一
時
非
公
開
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
来
館
者
数
が
減
少
し

た
。
 

前
年
度
は
シ
ー
ズ
ン
通
し
て
少
雪
に
見
舞
わ
れ
た
ス
キ
ー
場
全
体
（
464

千
人
・
＋
46.4％

）
に
つ
い
て
、
来

場
者
数
は
増
加
し
た
が
、年

末
年
始
の
雪
不
足
や
２
月
の
豪
雪
の
影
響
で
通
常
の
入
込
水
準
に
は
届
か
な
か
っ
た
。

竹
野
浜
海
水
浴
場
（
241

千
人
・
＋
14.0％

）
は
、
新
た
に
海
上
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
導
入
し
た
効
果
な
ど
に
よ
り

入
込
客
数
を
伸
ば
し
た
。
 

竹
田
城
跡
（
325

千
人
・
▲
21.9％

）
に
つ
い
て
は
来
場
者
数
を
大
き
く
落
と
す
一
方
、
雲
海
に
浮
か
ぶ
竹
田

城
跡
を
見
学
す
る
人
気
は
高
ま
っ
て
お
り
、
立
雲
峡
(55

千
人
・
＋
38.1％

)へ
の
入
込
客
数
は
大
き
く
伸
長
し
た
。 

但
馬
地
域
の
入
込
客
の
状
況
 

（
単
位
：
千
人
、
％
） 

入
込

客
数

全
体

比
入

込
客

数
全

体
比

1
0
,
1
1
8

1
0
0
.
0

1
0
,
3
3
1

1
0
0
.
0

▲
2
1
3

9
7
.
9

8
,
0
4
6

7
9
.
5

8
,
2
6
9

8
0
.
0

▲
2
2
3

9
7
.
3

2
,
0
7
2

2
0
.
5

2
,
0
6
2

2
0
.
0

1
0

1
0
0
.
5

ホ
テ

ル
1
6
2

7
.
8

1
6
0

7
.
8

2
1
0
1
.
3

旅
館

1
,
0
6
1

5
1
.
2

1
,
1
0
7

5
3
.
7

▲
4
6

9
5
.
8

民
宿

・
ペ

ン
シ

ョ
ン

6
3
0

3
0
.
4

5
6
7

2
7
.
5

6
3

1
1
1
.
1

公
的

宿
泊

施
設

1
9
4

9
.
4

2
1
1

1
0
.
2

▲
1
7

9
1
.
9

ユ
ー

ス
ホ

ス
テ

ル
0

0
.
0

0
0
.
0

0
-

寮
・

保
養

所
0

0
.
0

0
0
.
0

0
-

そ
の

他
2
5

1
.
2

1
7

0
.
8

8
1
4
7
.
1

2
,
3
0
1

2
2
.
7

2
,
3
0
7

2
2
.
3

▲
6

9
9
.
7

3
,
0
3
4

3
0
.
0

3
,
2
3
2

3
1
.
3

▲
1
9
8

9
3
.
9

2
,
4
0
8

2
3
.
8

2
,
5
1
1

2
4
.
3

▲
1
0
3

9
5
.
9

2
,
3
7
5

2
3
.
5

2
,
2
8
1

2
2
.
1

9
4

1
0
4
.
1

総
入

込
客

数

日帰り・宿泊の別

日
帰

り
客

宿
泊

客

宿泊客の利用施設別内訳

四季別

春
（

４
～

６
月

）

夏
（

７
～

９
月

）

秋
（

1
0

～
1
2

月
）

冬
（

１
～

３
月

）

　
対

比
項

目

平
成

２
７

年
度

入
込

客
数

平
成

２
８

年
度

入
込

客
数

増
減

対
前

年
度

比

主
要
観
光
地
へ
の
入
込
数

（
単
位
：
千
人
、
％
）
 

 市
町

名
観

光
地

名
平

成
2
8
年

度
増

減
対

前
年

比

豊
岡

市
城

崎
温

泉
8
6
9

▲
4
2

9
5
.
4
%

新
温

泉
町

湯
村

温
泉

(
外

湯
含

む
）

4
1
8

3
1
0
0
.
7
%

朝
来

市
竹

田
城

跡
3
2
5

▲
9
1

7
8
.
1
%

豊
岡

市
出

石
町

内
鑑

賞
2
8
8

▲
6

9
8
.
3
%

香
美

町
余

部
橋

梁
2
8
7

1
3

1
0
4
.
6
%

豊
岡

市
竹

野
浜

海
水

浴
場

2
4
1

2
9

1
1
4
.
0
%

豊
岡

市
神
鍋

高
原
（
ゴ
ル
フ
・
テ
ニ

ス
）

2
3
7

▲
3

9
8
.
6
%

豊
岡

市
コ

ウ
ノ

ト
リ

文
化

館
2
3
1

▲
5
6

8
0
.
2
%

新
温

泉
町

県
立

牧
場

公
園

1
6
6

0
9
9
.
6
%

豊
岡

市
玄

武
洞

公
園

1
3
1

▲
1
7

8
8
.
5
%

朝
来

市
立

雲
峡

5
5

1
5

1
3
8
.
1
%
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-
1
8
 
-

（
９
）
丹
波
地
域

総
入
込
客
数
及
び
四
季
別
入
込
客
数
 

入
込
客
数
は

4,482
千
人
（
対
前
年
度
比
 
+27

千
人
（
＋
0.6％

））
 

「
も
み
じ
め
ぐ
り
」（

74
千
人
・
＋
39％

）
や
「
九
尺
藤
ま
つ
り
」（

50
千
人
・
＋
25％

）
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト

の
集
客
が
好
調
で
あ
っ
た
ほ
か
、
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
丹
波
竜
化
石
工
房
「
ち
ー
た
ん
の
館
」

（
51

千
人
・
＋
17.6％

）
も
来
館
者
数
を
伸
ば
し
た
。
 

一
方
、「

丹
波
篠
山
味
ま
つ
り
」（

83
千
人
・
▲
5.7％

）
は
、
1
日
目
の
天
候
が
午
後
か
ら
雨
に
な
り
入
込
を
落

と
し
、「

デ
カ
ン
シ
ョ
祭
」（

52
千
人
・
▲
30.7％

）
は
、
２
日
目
の
雨
で
花
火
と
踊
り
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
来
場
者
数
減
と
な
っ
た
。
 

丹
波
の
森
公
苑
（
263

千
人
・
＋
0.2％

）、
丹
波
年
輪
の
里
（
174

千
人
・
＋
0.6％

）
と
い
っ
た
主
要
施
設
へ

の
入
込
客
数
は
前
年
度
並
で
あ
っ
た
。
 

丹
波
地
域
の
入
込
客
の
状
況
 

（
単
位
：
千
人
、
％
） 

入
込

客
数

全
体

比
入

込
客

数
全

体
比

4
,
4
8
2

1
0
0
.
0

4
,
4
5
5

1
0
0
.
0

2
7

1
0
0
.
6

4
,
2
6
5

9
5
.
2

4
,
2
4
7

9
5
.
3

1
8

1
0
0
.
4

2
1
7

4
.
8

2
0
8

4
.
7

9
1
0
4
.
3

ホ
テ

ル
5
0

2
3
.
0

4
3

2
0
.
7

7
1
1
6
.
3

旅
館

3
5

1
6
.
1

3
4

1
6
.
3

1
1
0
2
.
9

民
宿

・
ペ

ン
シ

ョ
ン

4
1
.
8

4
1
.
9

0
1
0
0
.
0

公
的

宿
泊

施
設

7
5

3
4
.
7

7
5

3
6
.
1

0
1
0
0
.
0

ユ
ー

ス
ホ

ス
テ

ル
0

0
.
0

0
0
.
0

0
-

寮
・

保
養

所
4
6

2
1
.
2

4
5

2
1
.
6

1
1
0
2
.
2

そ
の

他
7

3
.
2

7
3
.
4

0
1
0
0
.
0

1
,
0
9
6

2
4
.
5

1
,
0
5
4

2
3
.
7

4
2

1
0
4
.
0

1
,
1
2
6

2
5
.
1

1
,
2
3
5

2
7
.
7

▲
1
0
9

9
1
.
2

1
,
5
6
2

3
4
.
8

1
,
4
4
1

3
2
.
3

1
2
1

1
0
8
.
4

6
9
8

1
5
.
6

7
2
5

1
6
.
3

▲
2
7

9
6
.
3

総
入

込
客

数

日帰り・宿泊の別

日
帰

り
客

宿
泊

客

宿泊客の利用施設別内訳

四季別

春
（

４
～

６
月

）

夏
（

７
～

９
月

）

秋
（

1
0

～
1
2

月
）

冬
（

１
～

３
月

）

　
対

比
項

目

平
成

２
７

年
度

入
込

客
数

平
成

２
８

年
度

入
込

客
数

増
減

対
前

年
度

比

主
要
観
光
地
へ
の
入
込
数
 

 （
単
位
：
千
人
、
％
）
 

市
町

名
観

光
地

名
平

成
2
8
年

度
増

減
対

前
年

比

丹
波

市
丹

波
の

森
公

苑
2
6
3

0
1
0
0
.
2
%

丹
波

市
丹

波
年

輪
の

里
1
7
4

1
1
0
0
.
6
%

篠
山

市
ぬ

く
も

り
の

郷
1
6
7

5
1
0
3
.
1
%

篠
山

市
黒

豆
の

館
9
3

4
1
0
4
.
0
%

篠
山

市
丹

波
篠

山
味

ま
つ

り
8
3

▲
5

9
4
.
3
%

丹
波

市
も

み
じ

め
ぐ

り
7
4

2
1

1
3
9
.
0
%

篠
山

市
デ

カ
ン

シ
ョ

祭
5
2

▲
2
3

6
9
.
3
%

丹
波

市
丹

波
少

年
自

然
の

家
5
2

0
9
9
.
1
%

丹
波

市
ち

ー
た

ん
の

館
5
1

8
1
1
7
.
6
%

丹
波

市
九

尺
藤

ま
つ

り
5
0

1
0

1
2
5
.
0
%
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 （
10）

淡
路
地
域
 

 
総
入
込
客
数
及
び
四
季
別
入
込
客
数
 
 

入
込
客
数
は

12,777
千
人
（
対
前
年
度
比
 
▲
946

千
人
（
▲
6.9％

））
 

前
年
度
「
淡
路
花
博

2015
花
み
ど
り
フ
ェ
ア
」
や
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
 淡

路
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
開
催
の
反
動
と
し
て
、
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
（
413

千
人
・
▲
23.7％

）、
淡
路
ワ
ー
ル

ド
パ
ー
ク

ONOKORO（
275

千
人
・
▲
12.0％

）、
淡
路
島
牧
場
（
195

千
人
・
▲
19.9％

）
と
い
っ
た
施
設
の
入

込
客
数
が
減
少
し
た
。
 

一
方
、
道
の
駅
う
ず
し
お
（
417

千
人
・
＋
6.2％

）
は
、
メ
デ
ィ
ア
紹
介
さ
れ
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り

前
年
度
を
上
回
る
集
客
と
な
っ
た
ほ
か
、
海
水
浴
場
開
設
期
間
中
に
好
天
に
恵
ま
れ
た
慶
野
松
原
海
水
浴
場
（
137

千
人
・
＋
14.0％

）、
大
浜
海
水
浴
場
（
84

千
人
・
＋
18.0％

）
も
入
込
客
数
を
伸
ば
し
た
。
 

 淡
路
地
域
の
入
込
客
の
状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
単
位
：
千
人
、
％
） 

入
込

客
数

全
体

比
入

込
客

数
全

体
比

1
2
,
7
7
7

1
0
0
.
0

1
3
,
7
2
3

1
0
0
.
0

▲
 
9
4
6

9
3
.
1

1
1
,
4
7
7

8
9
.
8

1
2
,
3
6
4

9
0
.
1

▲
 
8
8
7

9
2
.
8

1
,
3
0
0

1
0
.
2

1
,
3
5
9

9
.
9

▲
 
5
9

9
5
.
7

ホ
テ

ル
4
4
9

3
4
.
6

4
7
4

3
4
.
9

▲
 
2
5

9
4
.
7

旅
館

5
3
7

4
1
.
3

5
4
9

4
0
.
3

▲
 
1
2

9
7
.
8

民
宿

・
ペ

ン
シ

ョ
ン

2
5

1
.
9

3
2

2
.
4

▲
 
7

7
8
.
1

公
的

宿
泊

施
設

1
8
4

1
4
.
2

1
9
8

1
4
.
6

▲
 
1
4

9
2
.
9

ユ
ー

ス
ホ

ス
テ

ル
0

0
.
0

0
0
.
0

0
-

寮
・

保
養

所
5
0

3
.
8

5
9

4
.
3

▲
 
9

8
4
.
7

そ
の

他
5
5

4
.
2

4
7

3
.
5

8
1
1
7
.
0

3
,
2
9
7

2
5
.
8

4
,
0
4
6

2
9
.
5

▲
 
7
4
9

8
1
.
5

3
,
7
5
5

2
9
.
4

3
,
8
9
5

2
8
.
4

▲
 
1
4
0

9
6
.
4

2
,
7
0
5

2
1
.
2

2
,
6
6
7

1
9
.
4

3
8

1
0
1
.
4

3
,
0
2
0

2
3
.
6

3
,
1
1
5

2
2
.
7

▲
 
9
5

9
7
.
0

総
入

込
客

数

日帰り・宿泊の別

日
帰

り
客

宿
泊

客

宿泊客の利用施設別内訳

四季別

春
（

４
～

６
月

）

夏
（

７
～

９
月

）

秋
（

1
0

～
1
2

月
）

冬
（

１
～

３
月

）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
対

比
項

目

平
成

２
７

年
度

入
込

客
数

平
成

２
８

年
度

入
込

客
数

増
減

対
前

年
度

比

 

 

主
要
観
光
地
へ
の
入
込
客
数
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（
単
位
：
千
人
、
％
）
 

 
 
 

           

市
町

名
観

光
地

名
平

成
2
8
年

度
増

減
対

前
年

比

淡
路

市
い

ざ
な

ぎ
神

宮
1
,
7
9
7

▲
 
9
6

9
4
.
9
%

淡
路

市
淡
路
ハ

イ
ウ

ェ
イ

オ
ア

シ
ス

1
,
6
8
8

▲
 
3

9
9
.
8
%

淡
路

市
あ

わ
じ

花
さ

じ
き

7
6
2

▲
 
4

9
9
.
5
%

洲
本

市
洲

本
温

泉
4
4
7

▲
 
4

9
9
.
1
%

南
あ

わ
じ

市
道

の
駅

う
ず

し
お

4
1
7

2
4

1
0
6
.
2
%

南
あ

わ
じ

市
 

淡
路

フ
ァ

ー
ム

パ
ー

ク
イ

ン
グ

ラ
ン
ド

の
丘

4
1
3

▲
 
1
2
9

7
6
.
3
%

淡
路

市
 

淡
路

ワ
ー

ル
ド

パ
ー

ク
O
N
O
K
O
R
O

2
7
5

▲
 
3
8

8
8
.
0
%

南
あ

わ
じ

市
淡

路
島

牧
場

1
9
5

▲
 
4
9

8
0
.
1
%

淡
路

市
野

島
断

層
保

存
館

1
4
6

▲
 
1
2

9
2
.
9
%

南
あ

わ
じ

市
慶

野
松

原
海

水
浴

場
1
3
7

1
7

1
1
4
.
2
%
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５
．

観
光

消
費

額
及

び
そ

の
経

済
波

及
効

果
 

【
県
内
観
光
消
費
額
に
つ
い
て
】
 

 
観
光
客
が
支
出
す
る
交
通
費
、
宿
泊
費
、
土
産
品
費
、
飲
食
費
、
そ
の
他
の
費
用
の
合
計
額
を

観
光
消
費
額
と
し
て
と
ら
え
、
平
成
２
８
年
度
の
本
県
へ
の
観
光
入
込
客
の
消
費
額
を
関
連
資
料
に
よ
り

推
計
し
た
。
 

【
観
光
産
業
県
内
総
生
産
（
観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に
つ
い
て
】
 

観
光
産
業
は
、
運
輸
、
宿
泊
、
小
売
、
飲
食
な
ど
複
数
の
産
業
部
門
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

そ
の
中
で
、
観
光
に
対
応
す
る
産
出
額
（
売
上
高
に
相
当
）
か
ら
中
間
投
入
額
（
経
費
）
を
控
除
し

た
付
加
価
値
額
の
合
計
額
を
観
光
産
業
県
内
総
生
産
（
観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
と
と
ら
え
、
関
連
資
料
に
よ
り

観
光
産
業
の
付
加
価
値
額
を
推
計
し
た
。
 

こ
の
指
標
に
基
づ
き
、
経
済
の
総
合
指
標
で
あ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
な
ど
と
の
比
較
が
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に

は
、
観
光
産
業
県
内
総
生
産
（
観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
内
訳
を
分
析
す
る
こ
と
で
観
光
客
消
費
行
動
の
県
内

経
済
活
動
へ
の
関
わ
り
や
観
光
産
業
の
現
況
、
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

＜
具
体
の
算
出
方
法
＞
 

１
）
観
光
及
び
観
光
関
連
産
業
の
概
念
定
義

観
 
 
 
 
光
：
余
暇
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
そ
の
他
の
目
的
の
た
め
、
日
常
生
活
圏
を
離
れ
、
継
続
し
て
１
年
を
超
え

な
い
期
間
の
旅
行
を
し
、
ま
た
滞
在
す
る
人
々
の
諸
活
動

観
光
関
連
産
業
：
運
輸
・
通
信
業
、
商
業
（
商
業
マ
ー
ジ
ン
）、

個
人
サ
ー
ビ
ス
業
（
飲
食
・
宿
泊
業
な
ど
）
の
う

ち
観
光
に
か
か
る
部
門

２
）
推
計
対
象

ア
旅
行
中
消
費
額
：
宿
泊
旅
行
、
日
帰
り
旅
行
、
別
荘
・
保
養
所
の
消
費
額

イ
旅
行
前
後
消
費
額
：
旅
行
用
品
の
購
入
、
写
真
プ
リ
ン
ト
、
衣
類
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
 
等

ウ
間
接
消
費
額
：
産
業
連
関
分
析
に
よ
り
経
済
波
及
効
果
を
推
計

（
内
訳
）
原
材
料
波
及
効
果
（
１
次
効
果
）：

宿
泊
施
設
の
食
材
（
農
業
）
の
調
達
 
等

家
計
迂
回
効
果
（
２
次
効
果
）：

所
得
増
に
よ
る
家
計
消
費
増
が
生
み
出
し
た
新
た
な
売
上
増
 

３
）
推
計
方
法

・
観
光
消
費
額
＝
観
光
客
数
（
Ａ
）
×
 
観
光
消
費
単
価
（
Ｂ
）

（
内
訳
）
交
通
費
、
宿
泊
費
、
飲
食
費
（
食
事
、
飲
食
、
飲
酒
）、

土
産
代
、
施
設
入
場
料
等

・
観
光
産
業
付
加
価
値
額
＝
観
光
消
費
額
 
×
 
付
加
価
値
比
率
（
Ｃ
）

＜
主
な
使
用
デ
ー
タ
の
出
典
＞

Ａ
：
兵
庫
県
観
光
交
流
課
「
兵
庫
県
観
光
客
動
態
調
査
」
 

Ｂ
：
観
光
庁
「
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
」
/ 

(公
社
)日

本
観
光
振
興
協
会
「
観
光
の
実
態
と
志
向
」
 

Ｃ
：
兵
庫
県
統
計
課
「
兵
庫
県
民
経
済
計
算
」
 

※
名

目
値

[現
在

の
経

済
規

模
を

図
る

]：実
際

に
市

場
で

取
引

さ
れ

て
い

る
価

格
(市

場
価

格
)に

基
づ

い
て

推
計

さ
れ

た
値

実
質

値
[経

済
成

長
を

比
較

]：基
準

年
次

(平
成

１
７
年

)か
ら

の
物

価
の

変
動

分
(上

昇
・下

落
)を

名
目

値
か

ら
取

り
除

い
た

値
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（
１
）
県
内
観
光
消
費
額
及
び
観
光
産
業
県
内
総
生
産
（
観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

平
成
２
８
年
度
の
県
内
観
光
消
費
額
（
名
目
）
は
１
兆
２
，
０
５
４
億
円
で
対
前
年
度
比
２
．
２
％
減
、

観
光
産
業
の
付
加
価
値
額
で
あ
る
観
光
産
業
県
内
総
生
産
(名

目
)は

６
，
６
８
０
億
円
で
あ
る
。
 

物
価
変
動
を
除
い
た
観
光
産
業
県
内
総
生
産
（
実
質
）
は
、
７
，
４
１
４
億
円
で
前
年
度
比
１
．
２
％
減
、

県
内
総
生
産
(実

質
)比

３
．
７
％
で
あ
る
。
 

表
１
 
兵
庫
県
内
観
光
消
費
額
及
び
観
光
産
業
県
内
総
生
産
（
観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
 

 （
単
位
：
億
円
）
 

県
内

観
光

消
費

額
 

（名
目

） 

観
光

産
業

県
内

総
生

産
 

県
内

総
生

産
 

（実
質

）（B
） 

県
内

総
生

産
（実

質
）比

 

（C
＝

A
/B

）（％
） 

（名
目

） 
（実

質
）（A

） 

１
２
，
０
５
４
 

６
，
６
８
０
 

７
，
４
１
４
 

１
９
９
，
５
０
４
 

３
.７

％
 

※
兵
庫
県
統
計
課
「
四
半
期
別
兵
庫
県
内

GDP
速
報
」（

平
成

30
年

2
月
）

※
県
実
質
値
は
平
成

23
年
連
鎖
価
格

表
２
 
地
域
別
観
光
消
費
額
及
び
観
光
産
業
県
内
総
生
産
（
観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
 

（
単
位
：
億
円
、
％
）
 

区
 

分
 

県
内
観
光
消
費
額
（
名
目
）
 

観
光
産
業
県
内
総
生
産
（
名
目
）
 

構
成
比
 

（
観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
 

構
成
比
 

県
計
 

１
２
，
０
５
４
 

100.0 
６
，
６
８
０
（
７
，
４
１
４
）
 

100.0 

神
戸
地
域
 

３
，
５
４
３
 

29.4 
１
，
９
４
９
（
２
，
１
６
３
）
 

29.2 

阪
神
南
地
域
 

１
，
２
２
７
 

10.2 
６
８
６
（
 

７
６
２
）

10.3

阪
神
北
地
域
 

１
，
３
０
４
 

10.8 
７
３
０
（
 

８
１
０
）

10.9

東
播
磨
地
域
 

７
４
７
 

6.2 
４
１
６
（
 

４
６
２
）

6.2

北
播
磨
地
域
 

１
，
０
０
６
 

8.3 
５
６
４
（
 

６
２
６
）

8.4

中
播
磨
地
域
 

１
，
１
１
９
 

9.3 
６
１
９
（
 

６
８
７
）

9.3

西
播
磨
地
域
 

５
５
３
 

4.6 
３
０
７
（
 

３
４
０
）

4.6

但
馬
地
域
 

１
，
０
６
１
 

8.8 
５
８
０
（
 

６
４
４
）

8.7

丹
波
地
域
 

３
５
０
 

2.9 
１
９
６
（
 

２
１
７
）

2.9

淡
路
地
域
 

１
，
１
４
４
 

9.5 
６
３
３
（
 

７
０
３
）

9.5

※
（
 
）
の
数
値
は
実
質
値
（
平
成
１
７
年
固
定
価
格
）
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〔
観
光
消
費
額
の
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
〕
 

平
成
２
８
年
度
の
観
光
消
費
額
が
県
内
の
生
産
額
に
ど
れ
だ
け
波
及
し
効
果
を
高
め
、
付
加
価

値
を
生
み
だ
し
、
ま
た
雇
用
を
ど
れ
だ
け

増
大
さ
せ
た
か
を
産
業
連
関
表
（
兵
庫
県
統
計
課
「
平

成
23
年
兵
庫
県
産
業
連
関
表
」
）
を
用
い
て
推
計
し
た
。

 

＜
算
出
方
法
の
概
略
＞
 

１
）
生
産
誘
発
額
（
＝
直
接
効
果
＋
間
接
効
果
）

・
直
接
効
果
：
県
内
観
光
消
費
額

・
間
接
効
果
：
産
業
連
関
分
析
に
よ
り
経
済
波
及
効
果
を
推
計

（
内
訳
）
原
材
料
波
及
効
果
（
１
次
効
果
）：

宿
泊
施
設
の
食
材
（
農
業
）
の
調
達
 
等

家
計
迂
回
効
果
（
２
次
効
果
）：

所
得
増
に
よ
る
家
計
消
費
増
が
生
み
出
し
た
新
た
な
売
上
増
 

２
）
付
加
価
値
誘
発
額

県
内
観
光
消
費
に
よ
り
新
た
に
生
み
出
さ
れ
る
付
加
価
値
額
（
雇
用
者
の
賃
金
や
企
業
の
営
業
利
益
等
）

※
兵
庫
県
統
計
課
「
平
成

23
年
兵
庫
県
産
業
連
関
表
」
を
用
い
て
推
計
 

（
２
）
観
光
に
よ
る
兵
庫
県
内
の
経
済
波
及
効
果

（
単
位
：
億
円
）
 

県
内
観
光
消
費
額
（
名
目
）
 

(直
接
効
果
) 

生
産
誘
発
額
 

（
経
済
波
及
効
果
）
 

付
加
価
値
誘
発
額
 

就
業
者
誘
発
数
 

（
千
人
）
 

１
２
，
０
５
４
 

１
７
，
６
５
５
 

９
，
５
９
５
 

２
０
８
 

①
生
産
誘
発
額

平
成
２
８
年
度
の
県
内
観
光
消
費
額
（
直
接
効
果
）
９
，
５
９
５
億
円
に
よ
る
生
産
誘
発
額
（
経
済
波
及

効
果
）
は
１
兆
７
，
６
５
５
億
円
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
県
内
観
光
消
費
額
の

1.46
倍
に
当
た
る
。
 

○
生
産
誘
発
額
（
＝
直
接
効
果
＋
間
接
効
果
）

・
直
接
効
果
：
県
内
観
光
消
費
額

・
間
接
効
果
：
産
業
連
関
分
析
に
よ
り
経
済
波
及
効
果
を
推
計

（
内
訳
）
原
材
料
波
及
効
果
（
１
次
効
果
）
：
宿
泊
施
設
の
食
材
（
農
業
）
の
調
達
 
等
 

家
計
迂
回
効
果
（
２
次
効
果
）
：
所
得
増
に
よ
る
家
計
消
費
増
が
生
み
出
し
た
新
た
な
売
上
増
 

②
付
加
価
値
誘
発
額

県
内
観
光
消
費
に
よ
り
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
付
加
価
値
誘
発
額
は
９
，
５
９
５
億
円
。
こ
の
付
加
価
値

誘
発
額
は
、
平
成
２
８
年
度
県
内
総
生
産
（
２
０
兆
６
，
７
６
０
億
円
※
）（

名
目
）
の
４
．
６
％
に
あ
た
る
。
 

○
付
加
価
値
誘
発
額
:観

光
消
費
に
よ
り
新
た
に
生
み
出
さ
れ
る
付
加
価
値
額
(雇

用
者
の
賃
金
や
企
業
の
営
業
利

益
等
)

（
※
）
兵
庫
県
統
計
課
「
四
半
期
別
兵
庫
県
内
GDP速

報
」
（
平
成
30年

2月
）
 

③
就
業
者
誘
発
数

県
内
観
光
消
費
に
よ
り
創
出
さ
れ
る
就
業
者
誘
発
数
は
２
０
８
千
人
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
平
成
２
８
年
の

県
内
就
業
者
総
数
（
２
，
６
７
９
千
人
 ※

）
の
７
．
７
％
に
あ
た
る
。
 

（
※
）
総
務
省
「
平
成
28年

労
働
力
調
査
」
都
道
府
県
別
モ
デ
ル
推
計
値
（
平
成
29年

5月
）
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資
料
１
 

地
域
別
・
市
町
別
観
光
客
入
込
客
数
（
平
成
２
８
年
４
月
～
平
成
２
９
年
３
月
）
  （
単
位
：
千
人
）
 

神
戸

阪
神

南
阪

神
北

東
播

磨
北

播
磨

中
播

磨
西

播
磨

但
　

馬
丹

　
波

淡
　

路

1
3
4
,1

6
7

3
5
,0

0
0

1
4
,5

3
8

1
6
,4

7
7

8
,8

2
3

1
4
,1

1
0

1
1
,3

0
3

6
,5

3
9

1
0
,1

1
8

4
,4

8
2

1
2
,7

7
7

日
 

 帰
 

 り
 

 客
1
2
1
,5

0
5

2
9
,9

4
0

1
3
,9

5
3

1
6
,0

4
9

8
,3

3
6

1
3
,5

7
7

9
,9

5
4

5
,9

0
8

8
,0

4
6

4
,2

6
5

1
1
,4

7
7

宿
 

 泊
 

 客
1
2
,6

6
2

5
,0

6
0

5
8
5

4
2
8

4
8
7

5
3
3

1
,3

4
9

6
3
1

2
,0

7
2

2
1
7

1
,3

0
0

ホ
テ

ル
6
,7

2
6

3
,1

6
7

5
6
9

3
0
8

4
5
0

3
0
9

9
7
2

2
9
0

1
6
2

5
0

4
4
9

旅
館

3
,5

0
3

1
,4

1
2

5
6
0

2
4

2
7

1
6
1

1
8
1

1
,0

6
1

3
5

5
3
7

民
宿

・
ペ

ン
シ

ョ
ン

6
6
9

0
0

7
0

0
0

3
6
3
0

4
2
5

公
的

宿
泊

施
設

8
1
3

5
6

1
1

3
2

1
3

1
2
6

3
8

8
4

1
9
4

7
5

1
8
4

ユ
ー

ス
ホ

ス
テ

ル
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

寮
・

保
養

所
1
8
6

8
1

0
8

0
0

0
1

0
4
6

5
0

そ
の

他
7
6
5

3
4
4

0
1
3

0
7
1

1
7
8

7
2

2
5

7
5
5

第
１
四

半
期

 （
４
月

～
６
月

）
3
2
,7

5
5

8
,5

0
9

3
,3

9
4

4
,0

8
1

1
,9

9
1

3
,5

4
2

2
,9

4
8

1
,5

9
6

2
,3

0
1

1
,0

9
6

3
,2

9
7

第
２
四

半
期

 （
７
月

～
９
月

）
3
3
,7

9
5

7
,4

8
6

4
,1

9
8

3
,6

2
8

2
,2

3
9

3
,6

9
1

2
,8

1
0

1
,8

2
8

3
,0

3
4

1
,1

2
6

3
,7

5
5

第
３
四

半
期

 （
1
0
月

～
1
2
月

 
3
3
,7

8
4

1
0
,3

1
6

2
,4

4
1

3
,5

5
8

2
,0

3
4

3
,9

0
9

3
,1

1
2

1
,7

3
9

2
,4

0
8

1
,5

6
2

2
,7

0
5

第
４
四

半
期

 （
１
月

～
３
月

）
3
3
,8

3
3

8
,6

8
9

4
,5

0
5

5
,2

1
0

2
,5

5
9

2
,9

6
8

2
,4

3
3

1
,3

7
6

2
,3

7
5

6
9
8

3
,0

2
0

2
,8

4
3

4
9
9

8
4

2
2
2

9
1

4
3
5

3
0
7

1
7
3

4
4
7

1
5
2

4
3
3

2
9
,1

3
8

3
,6

4
0

4
,3

8
1

6
,1

5
2

3
,1

0
3

9
7
0

4
,4

7
5

5
5
3

2
,2

7
9

4
9
2

3
,0

9
3

8
,2

2
5

2
8
0

0
1
,0

9
5

1
9
8

9
9
1

7
1
2

9
4
7

2
,3

9
7

2
6
9

1
,3

3
6

3
5
,0

4
7

1
,7

6
3

3
,6

7
0

6
,4

4
0

3
,4

5
9

7
,3

4
4

2
,6

8
2

1
,8

0
1

1
,9

3
3

1
,4

6
5

4
,4

9
0

1
9
,5

3
2

1
5
,2

1
8

0
1
7
7

8
1
4

8
6
4

2
0
7

5
0

3
0
6

9
4
0

9
5
6

1
2
,7

8
3

2
8
0

5
2
2

1
,5

6
8

3
7
3

2
,6

1
3

7
9
3

1
,9

0
6

2
,0

3
4

5
1
2

2
,1

8
2

2
6
,5

9
9

1
3
,3

2
0

5
,8

8
1

8
2
3

7
8
5

8
9
3

2
,1

2
7

1
,1

0
9

7
2
2

6
5
2

2
8
7

目的別入込客数

自
 

 然

歴
　

　
史

　
　

・
　

　
文

　
　

化

温
　

　
泉

　
　

・
　

　
健

　
　

康

　
地
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数
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ト
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戸
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西
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市
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市
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市
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塚

市
川

西
市
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猪
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0
0

2
,0

9
6

1
2
,0
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8
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1
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0
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1
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1
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0
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3
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0

0
0
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0
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1

7
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設
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6

0
1
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0
1
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0

0
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ホ
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0

0
0
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0
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0
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他
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3
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3
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6
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4
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3
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0
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1
8
4

5
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0
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2
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石
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加
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川
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高

砂
市

稲
美

町
播

磨
町
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西
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市
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0
0
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7
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ー
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ホ

ス
テ
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0

0
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0
0

0
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寮
・

保
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所
0

0
0

0
0

0
0

0
0
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の

他
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月
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5
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2
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3
1
3

1
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9
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～
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2
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7
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9

1
4
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2
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4

3
3
4

1
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6
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6
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４
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期
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）
1
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2
2

7
6
3

5
9
0

2
5

5
9

2
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6
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1
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1
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3
3
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3
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1
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5
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4
6
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8
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0
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0

8
1
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5
4
5
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3
3
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3
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4
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2
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数
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エ
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加
東

市
多

可
町
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計
姫
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神
河

町
市
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町
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計
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生
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つ
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市

3
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1
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4
,1

1
0

1
0
,1

6
3

5
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1
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1
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8
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0
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0
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0
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0
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1
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2
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1
1
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0
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1

1
8
6

0
2
9
7

3
3
0

1
,8

0
1

7
0
2

5
1
9

1
9
7

2
9
1

1
3

0
0

0
0

5
0

1
4
3

0
0

1
4
2

1
9
2

4
4
0

8
9

0
6
0

1
,9

0
6

6
4

4
4
7

1
,2

4
5

2
7
8

1
3
4

7
2

3
9

0
1
2
2

1
,1

0
9

3
5
3

5
2

8
5

1
0
8

目的別入込客数

西
 

 
播

 
 
磨

 
 
地

 
 
域

但
  馬

  地
  域

　
地

域
・
市

町
別

項
目

行
　

祭
　

事
　

・
　

イ
　

ベ
　

ン
　

ト

総
入

込
客

数

日帰り・宿泊別

利用施設別内訳

四季別

自
 

 然

歴
　

　
史

　
　

・
　

　
文

　
　

化

温
　

　
泉

　
　

・
　

　
健

　
　

康

ス
ポ

ー
ツ

　
・
　

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

都
市

型
観

光
　

　
－

買
物

・
食

等
－

そ
　

　
の

　
　

他

形態別入込客数
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-
 
2
8
 
-
 

 

（
単
位
：
千
人
）
 

新
温

泉
町

小
　

計
篠

山
市

丹
波

市
小

　
計

洲
本

市
南

あ
わ

じ
市

淡
路

市
小

　
計

1
,0

6
9

1
0
,1

1
8

2
,4

0
3

2
,0

7
9

4
,4

8
2

1
,1

7
4

3
,0

4
1

8
,5

6
2

1
2
,7

7
7

日
      帰

       り
      客

8
1
4

8
,0

4
6

2
,2

7
8

1
,9

8
7

4
,2

6
5

5
2
3

2
,5

8
5

8
,3

6
9

1
1
,4

7
7

宿
          泊

           客
2
5
5

2
,0

7
2

1
2
5

9
2

2
1
7

6
5
1

4
5
6

1
9
3

1
,3

0
0

ホ
テ

ル
0

1
6
2

1
7

3
3

5
0

1
0
6

2
2
2

1
2
1

4
4
9

旅
館

2
1
9

1
,0

6
1

3
1

4
3
5

4
5
7

6
6

1
4

5
3
7

民
宿

・
ペ

ン
シ

ョ
ン

2
2

6
3
0

4
0

4
1
1

7
7

2
5

公
的

宿
泊

施
設

1
4

1
9
4

2
0

5
5

7
5

4
6

1
0
8

3
0

1
8
4

ユ
ー

ス
ホ

ス
テ

ル
0

0
0

0
0

0
0

0
0

寮
・

保
養

所
0

0
4
6

0
4
6

2
8

1
2
1

5
0

そ
の

他
0

2
5

7
0

7
3

5
2

0
5
5

第
１
四

半
期

 （
４
月

～
６
月

）
2
5
5

2
,3

0
1

6
0
2

4
9
4

1
,0

9
6

2
4
3

7
1
2

2
,3

4
2

3
,2

9
7

第
２
四

半
期

 （
７
月

～
９
月

）
3
2
2

3
,0

3
4

5
3
6

5
9
0

1
,1

2
6

4
5
1

1
,0

0
7

2
,2

9
7

3
,7

5
5

第
３
四

半
期

 （
1
0
月

～
1
2
月

 
2
4
7

2
,4

0
8

8
8
6

6
7
6

1
,5

6
2

2
3
8

5
6
9

1
,8

9
8

2
,7

0
5

第
４
四

半
期

 （
１
月

～
３
月

）
2
4
5

2
,3

7
5

3
7
9

3
1
9

6
9
8

2
4
2

7
5
3

2
,0

2
5

3
,0

2
0

1
4

4
4
7

1
3
0

2
2

1
5
2

5
3

3
6
3

1
7

4
3
3

1
0
1

2
,2

7
9

3
7
4

1
1
8

4
9
2

1
3
4

5
7
5

2
,3

8
4

3
,0

9
3

5
8
5

2
,3

9
7

1
6
7

1
0
2

2
6
9

4
7
5

6
3
6

2
2
5

1
,3

3
6

2
2
4

1
,9

3
3

5
4
4

9
2
1

1
,4

6
5

2
1
3

8
9
6

3
,3

8
1

4
,4

9
0

2
1

3
0
6

8
1
3

1
2
7

9
4
0

1
7
8

5
7
7
3

9
5
6

0
2
,0

3
4

0
5
1
2

5
1
2

1
4

4
8
0

1
,6

8
8

2
,1

8
2

1
2
4

7
2
2

3
7
5

2
7
7

6
5
2

1
0
7

8
6

9
4

2
8
7

目的別入込客数

但
  馬

  地
  域

丹
   波

   地
   域

淡
 
 
 
路

 
 
 
地

 
 
 
域

　
      　

　
　

　
　

　
　

　
　

地
域

・
市

町
別

項
目

形態別入込客数

総
入

込
客

数

日帰り・宿泊別

利用施設別内訳

行
　

祭
　

事
　

・
　

イ
　

ベ
　

ン
　

ト

四季別

自
                             然

歴
　

　
　

史
　

　
・
　

　
文

　
　

化

温
　

　
　

泉
　

　
・
　

　
健

　
　

康

ス
ポ

ー
ツ

　
・
　

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

都
市

型
観

光
　

　
－

買
物

・
食

等
－

そ
　

　
　

　
　

の
　

　
　

　
　

他
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平

成
３
０

年
３

月
９

日
 

 

第
７

回
神

戸
マ

ラ
ソ

ン
の

経
済

波
及

効
果

に
つ

い
て

 

 

兵
庫

県
立
大

学
政
策

科
学

研
究

所
地
域

経
済
指

標
研

究
会

 

 

平
成

2
9
年

1
1
月

1
9
日

に
第

７
回
神

戸
マ
ラ

ソ
ン

が
開

催
さ
れ

た
。
神
戸

マ
ラ
ソ

ン
開
催

は
、
地

域
住

民
の

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

健
康

増
進

、
ま

た
阪

神
・

淡
路

大
震

災
か

ら
の

復
興

へ
手

を
差

し
伸

べ
て

い
た

だ
い

た
方

々
へ

の
感

謝
の

気
持

ち
の

表
明

・
国

内
外

の
被

災
地

域
へ

の
経

験
・

教
訓

の
発

信
に

貢
献

し
た

。
こ

う
し

た
健

康
増

進
や

震
災

復
興

へ
の

感
謝

と
い

っ
た

社
会

的
意

義
に

加
え

て
、

神
戸

マ
ラ
ソ

ン
は

、
ラ

ン
ナ
ー
・
観

客
な

ど
県
内

外
か
ら

多
数
の

来
訪
者

が
あ

る
こ

と
か
ら

、
来

訪
者

の
移

動
・
飲

食
・
買

物
・

宿
泊

な
ど
の

経
済
的

な
効

果
が

伴
う
。

神
戸
マ

ラ
ソ

ン
に

は
、

1
9
,
7
0
9
人

の
ラ

ン
ナ
ー

が
参
加

し
、
コ
ー

ス
沿
道

に
も
、
ラ

ン
ナ
ー

の
家
族

や
知
人

、
マ

ラ
ソ

ン
愛
好

家
、
地
域

の
住

民
な
ど

、
色

々
な

方
々
が

観
戦
・
応

援
に
集

ま
り
ま

し
た

。
神

戸
マ
ラ

ソ
ン
の

開
催
に

あ
た
っ

て

は
、
大

会
が
盛

り
上
が

る
よ
う

、
参

加
者

受
付
・
Ｅ

Ｘ
Ｐ

Ｏ
、
沿
道

応
援
イ

ベ
ン
ト
（

若
松
公

園
＜
鉄

人
2
8
号

＞
、
舞

子
公

園
、
ノ
エ

ビ
ア
ス

タ
ジ
ア

ム
神

戸
）
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な
併

催
事

業
が
行

わ
れ
た

。
 

ま
た

、
大

会
が

円
滑
に

開
催
さ

れ
る
よ

う
、
主
催

側
の
準

備
運
営

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

や
警
備

員
等
の

役
割

も
欠

か
せ

な
い

。
こ

う
し

た
ラ

ン
ナ

ー
や

沿
道

の
観

客
、

主
催

側
の

準
備

運
営

な
ど

が
そ

れ
ぞ

れ
消

費
支

出
を

伴
う

活
動

を
行

う
。

以
下

で
は

、
第

７
回

神
戸

マ
ラ

ソ
ン

大
会

開
催

時
の

経
済

波
及

効
果

に
限
り

推
計
を

行
な

っ
た

。
 

 

 １
 

マ
ラ

ソ
ン

参
加

者
、

沿
道

応
援

者
等

の
概

況
 

 
第

７
回
神

戸
マ
ラ

ソ
ン

参
加

ラ
ン
ナ

ー
は
、

1
9
,
7
0
9
人

で
あ

っ
た
。

沿
道
応

援
者

は
6
0
0
,
0
0
0
人

で
前

回
と
比

べ
横
ば

い
で

あ
っ

た
。
（

表
１
、

３
）

 

 
神

戸
マ
ラ

ソ
ン
Ｅ

Ｘ
Ｐ

Ｏ
2
0
1
7
会

場
来

場
者
数

は
、

2
8
,
5
0
0
人
（

前
回

比
1
,
0
0
0
人

増
）
、

集
客

イ
ベ

ン
ト
（

若
松

公
園
、
ノ
エ

ビ
ア
ス

タ
ジ
ア

ム
神

戸
、
市
民

広
場
）
は
、

4
1
,
5
0
0
人
（
同

▲
1
,
5
0
0

人
）
で

あ
っ

た
。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
は
、
ラ

ン
ナ

ー
配

付
物

の
封
入

、
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ

会
場

で
の
ラ

ン
ナ
ー
の

受
付

、
マ

ラ
ソ

ン
コ
ー

ス
で
の

給
水
・
給

食
・
沿
道

整
理

、
ラ

ン
ナ

ー
の
救

護
、
手
荷

物
預
か

り
返
却

等
で

あ
り
、

Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
会

場
を

含
め
、

7
,
0
7
1
人

（
同
▲

1
9
3
人
）

が
参
加

し
た
。
（
表

３
、
４

）
 

 

 

出
走

者
数
（

1
9
,
7
0
9
人

）
の

う
ち
、

兵
庫
県

内
は

、
7
,
8
8
2
人
（

前
回
比

2
5
人
増

）
で
全

体
の

4
0
.
0
％

を
占

め
る
。
地

域
別
の

増
減
を

見
る
と

、
海

外
は

、
1
,
1
4
8
人

で
前

回
比

5
7
0
人
増

、
兵
庫

県

を
除

く
近
畿

（
5
,
5
6
6
人

）
は

、
前
回

比
1
0
8
人

減
で
あ

っ
た
。

（
表
２

）
 

表
１

　
　

大
会

参
加

者
・
完

走
者

の
推

移
（
単

位
：
人

、
％

）

第
５

回
　

第
６

回
　

第
７

回
　

第
6
回

比
増

減

参
加

者
フ

ル
マ

ラ
ソ

ン
1
7
,6

2
1

1
9
,5

7
0

1
9
,7

0
9

1
3
9

(A
)

ク
ォ

ー
タ

ー
マ

ラ
ソ

ン
2
,0

3
9

－
－

－

合
計

1
9
,6

6
0

1
9
,5

7
0

1
9
,7

0
9

1
3
9

完
走

者
フ

ル
マ

ラ
ソ

ン
1
7
,0

8
0

1
8
,8

0
6

1
8
,9

4
7

1
4
1

(B
)

ク
ォ

ー
タ

ー
マ

ラ
ソ

ン
1
,9

3
1

－
－

－

合
計

1
9
,0

1
1

1
8
,8

0
6

1
8
,9

4
7

1
4
1

完
走

率
フ

ル
マ

ラ
ソ

ン
9
6
.9

9
6
.1

9
6
.1

0
.0

C
=
B

/
A

ク
ォ

ー
タ

ー
マ

ラ
ソ

ン
9
4
.7

－
－

－

（
％

）
合

計
9
6
.7

9
6
.1

9
6
.1

0
.0

(出
所

）
神

戸
マ

ラ
ソ

ン
実

行
委

員
会

資
料

（
※

第
6
回

大
会

で
ク

ォ
ー

タ
ー

マ
ラ

ソ
ン

を
廃

止
）

区
分
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2
 

 

 

イ
ベ

ン
ト
別

来
場
者

数
は

、
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ

来
場
者

数
（

2
8
,
5
0
0
人

）
は
、

前
回

比
1
,
0
0
0
人

増
で
、

集
客

イ
ベ
ン

ト
等
（

３
箇

所
）

は
、

4
1
,
5
0
0
人
で

同
1
,
5
0
0
人
減

少
、
沿

道
応
援

者
数

は
6
0
0
,
0
0
0

人
で

横
ば
い

で
あ
っ

た
。

（
表

３
）

 

 

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
参
加

者
は

、
7
,
0
7
1
人
で

、
前
回

と
比
べ

1
9
3
人

の
減
で

あ
っ

た
。

（
表
４

）
 

 
 ２

 
消

費
支

出
額

（
最

終
需

要
額

）
の

推
計

 

経
済

効
果
推

計
範
囲

は
、
交
通

費
、
宿
泊

費
支
出

、
商
業
・
飲

食
等

の
関
連

消
費
の

ほ
か

、
新

た
な

消
費

活
動
に

よ
る
生

産
活

動
が

含
ま
れ

る
。
推

計
の

対
象

期
間
は

平
成

2
9
年

1
1
月

1
7
日
～

1
9
日
）

で
関

連
事
業

費
は

平
成

2
9
年
度

分
を
含

め
て
推

計
し
た

。
 

来
訪

者
の
飲

食
・
買
物

な
ど
の

消
費
活

動
は

、
他

の
産
業

の
生
産

を
誘
発

す
る

。
例
え

ば
レ
ス

ト
ラ

ン
で

食
事
を

す
れ
ば

、
料

理
に

使
用
さ

れ
る
野

菜
や

肉
・
魚
（

農
業
・
水

産
業

）
、
調
味

料
、
パ

ン
（

食

料
品

工
業

）
な

ど
関

連
し

た
産

業
の

需
要

に
つ

な
が

る
。

こ
う

し
た

経
済

波
及

効
果

を
兵

庫
県

内
は

「
平

成
2
3
年
兵

庫
県
産

業
連

関
表

」
、
神

戸
市

内
は
「

平
成

2
3
年

神
戸

市
産
業

連
関
表

」
を

用
い
て

推
計

す
る
。
消
費

支
出
額

は
、
「
参

加
者
（

ラ
ン

ナ
ー
）
向
け

調
査
」
、
「

応
援

者
向

け
調
査

」
な

ど
か

ら
消

費
支
出

額
を
下

記
に

よ
り

推
計

し
た

。
 

（
１

）
消

費
支

出
額

の
推

計
 

観
光

消
費
支

出
額

は
、
一

人
当

た
り
消

費
額
（

参
加

者
・
沿
道

応
援
者

等
）
×
参
加

者
数
に

よ
り
推

計
し

た
。
観

光
客
一

人
当

た
り

消
費
額

は
、
「
参

加
者
（
ラ

ン
ナ

ー
）
に
関

す
る
調

査
」
（
神

戸
大
学

大
学

院
人
間

発
達
環

境
学

研
究

科
生
涯

ス
ポ
ー

ツ
研

究
室

）
、
「

応
援
・
観

覧
者

の
動

向
に
関

す
る
ア

表
２

　
地

域
別

出
走

者
数

の
推

移
（
単

位
：
人

）

第
５

回
　

第
6
回

　
第

7
回

　
第

6
回

比
増

減

割
合

（
％

）
　

1
0
6

1
2
6

1
0
6

0
.5

▲
 2

0
3
0
6

2
8
2

2
2
4

1
.1

▲
 5

8
1
,9

5
1

1
,9

1
2

1
,7

9
2

9
.1

▲
 1

2
0

1
,1

0
7

1
,4

1
3

1
,1

5
3

5
.9

▲
 2

6
0

近
畿

兵
庫

県
8
,8

3
9

7
,8

5
7

7
,8

8
2

4
0
.0

2
5

そ
の

他
5
,3

9
1

5
,6

7
4

5
,5

6
6

2
8
.2

▲
 1

0
8

計
1
4
,2

3
0

1
3
,5

3
1

1
3
,4

4
8

6
8
.2

▲
 8

3
5
7
1

6
5
7

6
8
1

3
.5

2
4

5
4
6

6
0
4

6
6
7

3
.4

6
3

3
2
8

4
6
7

4
9
0

2
.5

2
3

5
1
5

5
7
8

1
,1

4
8

5
.8

5
7
0

1
9
,6

6
0

1
9
,5

7
0

1
9
,7

0
9

1
0
0
.0

1
3
9

(出
所

）
神

戸
マ

ラ
ソ

ン
実

行
委

員
会

資
料

四
　

国
九

州

海
外

合
　

計

区
分

北
海

道
東

　
北

関
　

東
中

　
部

中
　

国

表
３

　
イ

ベ
ン

ト
等

来
場

者
数

の
推

移
（
単

位
：
人

）

区
分

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
6回

比
増

減

Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ

来
場

者
数

2
8
,5

0
0

2
7
,5

0
0

2
8
,5

0
0

1
,0

0
0

集
客

イ
ベ

ン
ト

(3
箇

所
）

（注
）

3
9
,2

5
0

4
3
,0

0
0

4
1
,5

0
0

▲
 1

,5
0
0

沿
道

応
援

者
数

6
1
2
,0

0
0

6
0
0
,0

0
0

6
0
0
,0

0
0

0
沿

道
応

援
イ

ベ
ン

ト
団

体
1
3
2

1
1
8

1
1
4

▲
 4

(注
）
集

客
イ

ベ
ン

ト
：
若

松
公

園
、

ノ
エ

ビ
ア

ス
タ

ジ
ア

ム
神

戸
、

市
民

広
場

(出
所

）
神

戸
マ

ラ
ソ

ン
実

行
委

員
会

資
料

表
４

　
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
参

加
人

数
(単

位
：
人

）

区
分

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
6回

比
増

減

E
X
P
O

等
7
0
1

7
0
4

7
0
8

▲
 4

マ
ラ

ソ
ン

当
日

6
,7

4
3

6
,5

6
0

6
,3

6
3

1
9
7

計
7
,4

4
4

7
,2

6
4

7
,0

7
1

1
9
3

(出
所

）
神

戸
マ

ラ
ソ

ン
実

行
委

員
会

資
料
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3
 

 ン
ケ

ー
ト

調
査

」
（

神
戸

山
手

大
学

現
代

社
会

学
部

西
村

研
究

室
及

び
神

戸
マ

ラ
ソ

ン
事

務
局

Ｗ
Ｅ

Ｂ
調

査
）
を

使
用
し

た
。

 

1
人
当

た
り
消

費
単
価

は
、
大

会
参

加
者
（

ラ
ン

ナ
ー
）
は

増
加
、
沿

道
応

援
者
は

、
近

隣
、
神

戸

市
内

及
び

そ
の

他
地

域
で

は
増

加
し

た
が

、
兵

庫
県

内
（

神
戸

市
を

除
く

）
、

関
西

地
域

は
減

少
し

た
。

 

 

（
２

）
最

終
需

要
額

の
推

計
 

 
消
費

支
出
額

は
、
大

会
参
加

者
（
ラ

ン
ナ
ー

）
は

4
.
1
億

円
、
沿

道
応
援

者
は

4
4
.
6
億

円
、
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
は

1
.
7
億

円
で

計
5
0
.
4
億

円
で

あ
る
。
う

ち
兵

庫
県
内

は
4
1
.
8
億

円
、
神
戸

市
内
は

3
5
.
1

億
で

あ
る
。

（
表
６

）
 

 

神
戸

マ
ラ

ソ
ン

の
周

辺
整

備
や

運
営

・
維

持
管

理
費

、
安

全
対

策
や

情
報

発
信

な
ど

運
営

関
連

経

費
と

し
て
支

出
さ
れ

た
。
こ
れ

ら
の
活

動
に
伴

う
事

業
費

等
（

6
.
2
億

円
）
を

加
算

し
た
最

終
需
要

額

は
、

5
6
.
6
億

で
あ

る
。
（

表
７

）
 

 

３
 

経
済

波
及

効
果

推
計

結
果

 

経
済

波
及
効

果
は
、

神
戸

マ
ラ

ソ
ン
事

務
局

か
ら

提
供
の

あ
っ
た

関
連
資

料
や

各
種

経
済
統

計
デ

ー
タ

に
よ
り

、
兵
庫

県
及

び
神

戸
市
を

対
象
に

、
「

平
成

2
3
年

兵
庫

県
産
業

連
関

表
」
、
「

平
成

2
3

年
神

戸
市
産

業
連
表

」
か

ら
、

産
業
連

関
分
析

に
よ

り
推

計
し
た

。
経
済

波
及

効
果

（
生
産

誘
発

額
）

は
、
兵

庫
県
内

で
7
4
.
7
億

円
、

神
戸
市

内
で

6
5
.
2
億

円
で
あ

る
。
原

材
料
費

等
経
費

を
除
い

た
付

加
価
値

誘
発
額

は
、

兵
庫

県
内

が
4
0
.
9
億
円

、
神

戸
市
内

が
3
4
.
7
億

円
で

あ
る
。

 

（
表

８
、
経

済
波
及

効
果

の
内

訳
：

参
考

表
１

（
兵

庫
県

内
）

、
参

考
表

２
（

神
戸

市
内

）
）

 

表
５

　
参

加
者

、
沿

道
応

援
・
観

覧
者

消
費

単
価

（
単

位
：
円

）

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
6回

比
増

減

大
会

参
加

者
県

内
4
,0

9
4

4
,1

1
6

5
,6

9
0

1
,5

7
4

(ラ
ン

ナ
ー

）
県

外
2
7
,3

7
5

2
7
,7

6
6

2
8
,7

6
4

9
9
8

応
援

観
覧

者
神

戸
市

内
の

近
隣

2
,9

0
9

3
,9

7
6

4
,6

1
0

6
3
4

　
神

戸
市

内
3
,3

8
6

4
,6

9
6

4
,8

1
0

1
1
4

兵
庫

県
内

7
,7

6
5

5
,7

9
6

4
,6

1
0

▲
 1

,1
8
6

関
西

地
域

5
,6

2
5

8
,2

4
3

5
,8

6
1

▲
 2

,3
8
2

そ
の

他
地

域
3
4
,3

9
4

1
7
,6

2
5

3
6
,9

3
0

1
9
,3

0
5

(出
所

）
神

戸
マ

ラ
ソ

ン
実

行
委

員
会

・
兵

庫
県

立
大

学
地

域
経

済
指

標
研

究
会

推
計

資
料

区
分

※
居

住
地

の
重

複
な

し

表
６

　
項

目
別

消
費

支
出

額
(単

位
：
億

円
）

う
ち

兵
庫

県
内

う
ち

神
戸

市
内

交
通

費
1
.6

1
1
.6

1
.3

1
4
.5

1
3
.0

1
0
.2

宿
泊

費
1
.1

0
.6

0
.0

1
.7

0
.7

1
.0

飲
食

費
0
.7

1
3
.2

0
.3

1
4
.1

1
4
.1

1
4
.8

土
産

代
0
.4

2
.2

0
.0

2
.6

2
.6

1
.6

そ
の

他
0
.3

1
6
.9

0
.2

1
7
.4

1
1
.4

7
.5

合
計

4
.1

4
4
.6

1
.7

5
0
.4

4
1
.8

3
5
.1

(出
所

）
兵

庫
県

立
大

学
地

域
経

済
指

標
研

究
会

推
計

大
会

参
加

者
（
ラ

ン
ナ

ー
）

応
援

観
戦

者
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
計

項
目

表
７

　
神

戸
マ

ラ
ソ

ン
最

終
需

要
額

(国
内

）
の

推
移

（
単

位
：
億

円
）

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
6回

比
増

減

5
3
.0

4
8
.2

5
0
.4

2
.2

大
会

参
加

者
（
ラ

ン
ナ

ー
）

3
.3

3
.5

4
.1

0
.6

沿
道

応
援

観
戦

者
4
9
.7

4
4
.7

4
6
.3

1
.6

6
.1

5
.9

6
.2

0
.3

5
9
.1

5
4
.1

5
6
.6

2
.5

ひ
ょ

う
ご

経
済

研
究

所
兵

庫
県

立
大

学
兵

庫
県

立
大

学

(出
所

）
神

戸
マ

ラ
ソ

ン
実

行
委

員
会

・
兵

庫
県

立
大

学
地

域
経

済
指

標
研

究
会

推
計

推
計

実
施

機
関

項
目

消
費

支
出

額

大
会

運
営

費

合
計

-297-



4
 

 

 

 
 経

済
波

及
効

果
を

、
前

回
と
比
較

す
る

と
、

4
.
2
億

円
増
で
あ

る
。

こ
れ

は
、

沿
道
応
援

者
数

等
は

横

ば
い
で

あ
っ

た
が

、
ラ

ン
ナ
ー
及

び
神

戸
市

内
在

住
の
沿
道

応
援

者
の

飲
食

費
等
の
消

費
単

価
の

増
加

な

ど
に
よ

り
最

終
需

要
額

が
増
加
し

た
こ

と
に

よ
る

と
考
え
ら

れ
る

。
（

表
９

）
 

 

 ４
 

今
後

に
向

け
て

 

神
戸
マ

ラ
ソ

ン
開

催
に

伴
い
、
地

域
の

ス
ポ

ー
ツ

・
健
康
に

係
わ

る
関

心
、

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

マ
イ

ン

ド
や
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

マ
イ
ン
ド

が
高

ま
っ

た
。

こ
う
し
た

ラ
ン

ナ
ー

へ
の

お
も
て
な

し
の

心
が

、
今

回

走
っ
た

ラ
ン

ナ
ー

の
リ

ピ
ー
タ
ー

と
し

て
の

次
回

以
降
へ
の

参
加

に
つ

な
が

る
。
他
方

、
地

域
の

人
々

の

関
心
の

深
ま

り
や

支
持

の
強
ま
り

が
大

会
の

個
性

の
確
立
に

つ
な

が
る

。
 

マ
ラ
ソ

ン
開

催
に

よ
り

参
加
者
を

中
心

と
し

た
ス

ポ
ー
ツ
・

健
康

関
連

消
費

を
拡
大
す

る
と

い
う

効

果
が
あ

る
。

こ
の

効
果

を
継
続
し

、
よ

り
一

層
高

め
て
い
く

た
め

に
は

、
新

た
な
マ
ラ

ソ
ン

参
加

者
の

確

保
や
マ

ラ
ソ

ン
参

加
者

や
県
民
の

関
心

・
ニ

ー
ズ

に
見
合
っ

た
魅

力
あ

る
ソ

フ
ト

・
サ

ー
ビ

ス
の

維
持

・

充
実
な

ど
が

求
め

ら
れ

る
。

 
 

表
８

　
第

７
回

神
戸

マ
ラ

ソ
ン

の
経

済
波

及
効

果
概

要
（
単

位
：
億

円
、

人
）

項
　

　
　

目
兵

庫
県

神
戸

市
備

　
　

　
考

生
産

誘
発

額
7
4
.7

6
5
.2

経
済

効
果

(売
上

額
の

合
計

）

　
直

接
効

果
5
1
.5

4
2
.3

最
終

需
要

額

　
第

一
次

間
接

効
果

1
2
.8

1
2
.6

原
材

料
消

費
か

ら
誘

発
効

果

　
第

二
次

間
接

効
果

1
0
.3

1
0
.3

民
間

消
費

支
出

に
よ

る
誘

発
効

果

付
加

価
値

誘
発

額
4
0
.9

3
4
.7

（
売

上
額

－
経

費
等

）
の

合
計

名
目

G
D

P
2
0
6
,7

6
2

6
5
,1

0
0

平
成

2
8
年

度
速

報

名
目

G
D

P
比

（
％

）
0
.0

2
0
.0

5
　

就
業

者
誘

発
数

8
8
2

5
9
5

個
人

業
主

、
雇

用
者

等

(資
料

)兵
庫

県
「
平

成
2
3
年

兵
庫

県
産

業
連

関
表

」
、

神
戸

市
「
平

成
2
3
年

神
戸

市
産

業
連

関
表

」

表
９

　
神

戸
マ

ラ
ソ

ン
経

済
効

果
（
兵

庫
県

内
）
比

較
（
単

位
：
億

円
、

人
）

区
分

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
6回

比
増

減

開
催

日
2
0
1
4
年

1
1
月

2
3
日

2
0
1
5
年

1
1
月

1
5
日

2
0
1
6
年

1
1
月

2
0
日

2
0
1
7
年

1
1
月

1
9
日

　

参
加

者
1
9
,3

8
0

1
9
,6

6
0

1
9
,5

7
0

1
9
,7

0
9

1
3
9

沿
道

応
援

観
戦

者
6
1
6
,0

0
0

6
1
2
,0

0
0

6
0
0
,0

0
0

6
0
0
,0

0
0

0

直
接

効
果

（
県

内
分

）
4
8
.4

4
8
.5

4
8
.3

5
1
.5

3
.3

生
産

誘
発

額
7
4
.3

7
4
.6

7
0
.5

7
4
.7

4
.2

付
加

価
値

誘
発

額
－

－
3
9
.2

9
4
0
.8

7
1
.6

就
業

者
誘

発
数

5
3
4

5
3
0

8
2
2

8
8
2

6
0

使
用

産
業

連
関

表
H

1
7
年

県
産

業
連

関
表

H
1
7
年

県
産

業
連

関
表

H
2
3
年

県
産

業
連

関
表

H
2
3
年

県
産

業
連

関
表

　

推
計

実
施

機
関

ひ
ょ

う
ご

経
済

研
究

所
ひ

ょ
う

ご
経

済
研

究
所

兵
庫

県
立

大
学

兵
庫

県
立

大
学

　

(出
所

）
神

戸
マ

ラ
ソ

ン
実

行
委

員
会

資
料

、
兵

庫
県

立
大

学
地

域
経

済
指

標
研

究
会

-298-
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参
考

表
１

　
第

７
回

神
戸

マ
ラ

ソ
ン

の
経

済
波

及
効

果
（
兵

庫
県

内
）

（
単

位
：
百

万
円

、
人

）

部
門

最
終

需
要

額
生

産
誘

発
額

付
加

価
値

誘
発

額
就

業
者

誘
発

数
雇

用
者

誘
発

数

１
農

業
9
3
.0

1
2
6
.3

5
9
.5

3
7

5

2
林

業
0
.0

2
.1

1
.6

0
0

3
漁

業
0
.0

9
.7

4
.7

1
0

4
鉱

業
0
.0

1
.0

0
.3

0
0

5
飲

食
料

品
　

　
　

　
　

　
　

8
3
.0

2
3
3
.9

7
9
.4

7
7

6
繊

維
製

品
3
4
5
.6

3
5
1
.8

1
0
4
.2

5
5

4
0

7
パ

ル
プ

・
紙

・
木

製
品

0
.0

2
3
.3

6
.3

0
0

8
化

学
製

品
0
.0

1
8
.2

4
.4

0
0

9
石

油
・
石

炭
製

品
0
.0

2
1
.3

4
.2

0
0

1
0

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

・
ゴ

ム
0
.0

6
.5

1
.9

0
0

1
1

窯
業

・
土

石
製

品
0
.0

4
.1

1
.7

0
0

1
2

鉄
鋼

0
.0

6
.6

1
.2

0
0

1
3

非
鉄

金
属

0
.0

1
.2

0
.2

0
0

1
4

金
属

製
品

0
.0

7
.3

2
.5

0
0

1
5

は
ん

用
機

械
0
.0

1
.2

0
.5

0
0

1
6

生
産

用
機

械
0
.0

1
.8

0
.7

0
0

1
7

業
務

用
機

械
0
.0

3
.5

1
.0

0
0

1
8

電
子

部
品

0
.0

3
.1

0
.8

0
0

1
9

電
気

機
械

0
.0

4
.0

1
.1

0
0

2
0

情
報

・
通

信
機

器
0
.0

8
.3

2
.0

0
0

2
1

輸
送

機
械

  　
　

　
　

　
0
.0

9
.9

2
.7

0
0

2
2

そ
の

他
の

製
造

工
業

製
品

1
6
6
.4

1
9
4
.3

7
6
.1

5
4

2
3

建
設

0
.0

3
7
.6

1
5
.9

3
1

2
4

電
力

・
ガ

ス
・
熱

供
給

　
0
.0

1
5
0
.8

3
8
.9

1
1

2
5

水
道

　
　

0
.0

5
5
.8

2
6
.6

0
0

2
6

廃
棄

物
処

理
0
.0

4
3
.3

3
0
.0

3
2

2
7

商
業

2
6
8
.0

4
5
7
.1

2
9
9
.1

7
5

6
0

2
8

金
融

・
保

険
0
.0

1
5
3
.2

9
6
.7

7
6

2
9

不
動

産
0
.0

3
9
4
.3

3
2
6
.3

7
3

3
0

運
輸

、
郵

便
6
4
3
.7

7
7
6
.9

4
9
5
.3

6
9

6
3

3
1

情
報

通
信

0
.0

1
0
0
.8

5
1
.9

3
3

3
2

公
務

0
.0

1
2
.5

8
.6

0
0

3
3

教
育

・
研

究
0
.0

5
8
.8

4
4
.8

6
5

3
4

医
療

・
福

祉
0
.0

6
4
.0

3
7
.0

6
5

3
5

そ
の

他
の

非
営

利
団

体
サ

ー
ビ

ス
0
.0

3
6
.6

2
0
.6

2
2

3
6

対
事

業
所

サ
ー

ビ
ス

6
1
7
.1

9
1
7
.2

5
6
4
.9

1
0
7

8
5

3
7

対
個

人
サ

ー
ビ

ス
2
,9

3
7
.4

3
,1

2
6
.7

1
,6

6
0
.1

4
8
8

4
0
1

3
8

事
務

用
品

0
.0

1
2
.6

0
.0

0
0

3
9

分
類

不
明

0
.0

3
5
.3

1
3
.5

0
0

4
0

合
計

5
,1

5
4
.3

7
,4

7
2
.8

4
,0

8
7
.3

8
8
2

6
9
3

(資
料

)兵
庫

県
統

計
課

「
平

成
2
3
年

兵
庫

県
産

業
連

関
表

」
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参
考

表
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第

７
回

神
戸

マ
ラ

ソ
ン

の
経

済
波

及
効

果
（
神

戸
市

内
）

（
単

位
：
百

万
円

、
人

）

部
門

最
終

需
要

額
生

産
誘

発
額

付
加

価
値

誘
発

額
就

業
者

誘
発

数
雇

用
者

誘
発

数

１
農

林
業

6
6
.2

7
8
.2

3
9
.1

2
5

4

2
酒

類
0
.0

2
2
.9

1
4
.5

0
0

3
そ

の
他

の
食

料
品

5
9
.1

1
7
5
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5
4
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7
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4
繊

維
製

品
2
4
4
.7

2
4
4
.8

8
7
.5

6
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4
9

5
製

材
・
木

製
品

・
家

具
0
.0

1
.1

0
.4

0
0

6
ゴ

ム
製

品
0
.0

1
.1

0
.5

0
0

7
化

学
製

品
0
.0

8
.1

2
.1

0
0

8
鉄

鋼
0
.0

3
.2

0
.5

0
0

9
金

属
製

品
0
.0

2
.1

0
.7

0
0

1
0

は
ん

用
機

械
0
.0

3
.1

1
.0

0
0

1
1

生
産

用
機

械
0
.0

1
.4

0
.5

0
0

1
2

業
務

用
機

械
0
.0

1
.0

0
.3

0
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1
3

電
子

部
品

0
.0

0
.3

0
.1

0
0

1
4

電
気

機
械
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0
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の

輸
送

機
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2
.4
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0
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の

他
の

製
造

工
業

製
品
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1
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6
6
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1
1
.5
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9

1
7

1
9

建
設
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.0
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5
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ガ
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介
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の
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営
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団
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1
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2
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事
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所
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ス
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4
.1
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7
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2
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3
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4
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他
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都道府県等名 和歌山県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  訪日外国人消費の経済効果 平 29.8 無 一般財団法人 

アジア太平洋研究所

APIR が開発した関西地域

間産業連関表 

関西へのインバウンド消費が関西各府県の経済にどのよ

うな影響を及ぼしたか分析 

・地域生産ベース（生産波及） 約 1兆 3,421 億円

・付加価値ベース（付加価値波及） 約 7,073 億円

・就業者ベース（雇用波及） 126,230 人

別添資料あり 

HP アドレス 

http://www.apir.or.

jp/ja/research/files

/2017/08/APIR_Tr

end_Watch_42_fin

al.pdf 

-301-
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2017
年

8
月

4
日

A
P

IR
 

数
量

経
済

分
析

セ
ン

タ
ー

長
 

稲
田

義
久

 

日
本

ア
プ

ラ
イ

ド
リ

サ
ー

チ
研

究
所

主
任

研
究

員
 

下
田

充

は
じ

め
に

 

ト
レ

ン
ド

ウ
ォ

ッ
チ

N
o.21、

N
o.30

と
N

o.39
に

お
い

て
、

筆
者

た
ち

は
、

平
成

25-27
年

(2013-15
年

)の
訪

⽇
外

国
⼈

(以
下

、
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
)消

費
を

推
計

し
、

関
⻄

各
府

県
に

及
ぼ

す
経

済
効

果
の

経
年

変
化

を
⽐

較
分

析
し

た
。

特
に

2015
年

は
「

爆
買

い
」

と
い

う
⾔

葉
に

象
徴

さ
れ

る
よ

う
な

圧
倒

的
な

外
国

⼈
消

費
の

拡
⼤

に
よ

り
、

関
⻄

経
済

の
所

得
や

雇
⽤

に
歴

史
的

な
影

響
を

も
た

ら
し

た
。

と
こ

ろ
が

図
0-1

が
⽰

す
よ

う
に

、
円

⾼
の

影
響

も
あ

り
、

イ
ン

バ

ウ
ン

ド
消

費
(買

物
代

)の
動

向
を

⽰
す

百
貨

店
免

税
売

上
の

前
年

同
⽉

⽐
は

15
年

秋
⼝

か
ら

急
激

に
減

速
し

、
16

年
4-

10
⽉

に
は

マ
イ

ナ
ス

の
伸

び
に

転
じ

た
。

11
⽉

以
降

は
回

復
に

転
じ

た
も

の
の

、
16

年
通

年
で

み
て

前
年

⽐
⼤

幅
減

速

し
た

(16
年

前
年

⽐
-1.4%

、
16

年
度

同
+

2.6%
)。

百
貨

店
免

税
売

上
は

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

消
費

の
⼀

部
で

あ
る

買
物

代

の
動

向
を

⽰
す

も
の

で
あ

る
が

、
全

体
の

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

消
費

が
前

年
⽐

増
加

し
た

か
は

⾮
常

に
気

に
な

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

本
稿

で
は

、
16

年
の

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

消
費

は
「

爆
買

い
か

ら
新

た
な

拡
張

局
⾯

へ
」

移
⾏

し
た

と
結

論
付

け
て

い
る

が
、

こ
の

こ
と

を
以

下
分

析
し

て
い

く
。

わ
れ

わ
れ

の
分

析
の

特
徴

は
、

関
⻄

へ
の

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

消
費

が
関

⻄
各

府
県

の
経

済
に

ど
の

よ
う

な
影

響
を

及
ぼ

し
た

か
を

把
握

で
き

る
こ

と
に

あ
る

。
分

析
の

⼿
順

と
し

て
は

、
こ

れ
ま

で
と

同
様

に
関

⻄
各

府
県

の
観

光
消

費
ベ

ク
ト

ル
を

推

計
し

、
APIR

が
開

発
し

た
関

⻄
地

域
間

産
業

連
関

表
を

⽤
い

て
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
消

費
が

関
⻄

各
府

県
の

⽣
産

、
所

得
や

雇

⽤
に

ど
の

程
度

寄
与

し
た

か
を

推
計

す
る

も
の

で
あ

る
。

所
得

に
対

す
る

寄
与

の
推

計
に

は
、

APIR
の

域
内

総
⽣

産

(G
RP)の

早
期

推
計

の
結

果
が

援
⽤

さ
れ

て
い

る
の

も
特

徴
で

あ
る

。
 

A
P

IR
 T

ren
d W

atch
 

Ｎ
ｏ
．

42 

訪
⽇

外
国

⼈
消

費
の

経
済

効
果

 
爆

買
い

か
ら

新
た

な
拡

張
局

⾯
へ

：
⽐

較
2013-16

年

-302-
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図
0-1 

百
貨

店
免

税
売

上
と

為
替

レ
ー

ト
 

１
．

 
観

光
消

費
ベ

ク
ト

ル
の

作
成

と
⽐

較
 

本
節

で
は

、
(1)訪

⽇
外

客
数

の
府

県
へ

の
割

り
当

て
、

(2)国
籍

別
・

費
⽬

別
の

購
⼊

者
単

価
の

⽐
較

、
(3)国

籍
別

・

費
⽬

別
消

費
額

の
推

計
、

(4)府
県

別
観

光
消

費
の

推
計

と
い

う
順

に
、

観
光

基
礎

統
計

を
加

⼯
す

る
こ

と
で

観
光

消
費

ベ

ク
ト

ル
を

推
計

し
、

2013-16
年

の
⽐

較
を

⾏
う

。

(1)訪
⽇

外
客

数
の

府
県

へ
の

割
り

当
て

⽇
本

政
府

観
光

局
(JN

TO
)の

集
計

に
よ

る
訪

⽇
外

客
数

は
、

2013
年

が
約

1,036
万

⼈
、

14
年

が
約

1,341
万

⼈
、

15
年

が
約

1,974
万

⼈
、

16
年

が
約

2,404
万

⼈
と

推
移

し
て

き
た

(表
1-1)。

15
年

か
ら

16
年

に
か

け
て

の
増

加

率
は

21.8％
で

あ
り

、
前

年
に

お
け

る
増

加
率

の
47.1％

に
⽐

べ
る

と
勢

い
は

鈍
化

し
た

も
の

の
、

依
然

と
し

て
増

加

基
調

が
続

い
て

い
る

。
国

籍
別

に
は

、
中

国
か

ら
の

来
訪

が
15

年
に

韓
国

を
抜

い
抜

い
て

最
多

数
と

な
り

、
2016

年
に

お
い

て
は

637
万

⼈
と

全
体

の
四

分
の

⼀
強

を
占

め
て

い
る

。
 

表
1-1 

国
籍

別
訪

⽇
外

客
数

（
単

位
：

⼈
）

 
総

数
 

中
国

 
韓

国
台

湾
⾹

港
⽶

国
 

タ
イ

2013
年

 
10,363,904 

1,314,437
2,456,165

2,210,821
745,881 

799,280 
453,642

2014
年

 
13,413,467 

2,409,158
2,755,313

2,829,821
925,975 

891,668 
657,570

2015
年

 
19,737,409 

4,993,689
4,002,095

3,677,075
1,524,292 

1,033,258 
796,731

2016
年

 
24,039,700 

6,373,564
5,090,302

4,167,512
1,839,193 

1,242,719 
901,525

増
加

率
(%

) 
2014/13

年
 

29.4 
83.3

12.2
28.0

24.1 
11.6 

45.0
2015/14

年
 

47.1 
107.3

45.3
29.9

64.6 
15.9 

21.2
2016/15

年
 

21.8 
27.6

27.2
13.3

20.7 
20.3 

13.2
出

所
：

⽇
本

政
府

観
光

局
(JN

TO
)「

訪
⽇

外
客

数
の

動
向

」
 

http://w
w

w
.jnto.go.jp/jpn/statistics/visitor_trends/ 

9
5
.0

1
0
0
.0

1
0
5
.0

1
1
0
.0

1
1
5
.0

1
2
0
.0

1
2
5
.0

‐5
0
.0

0
.0

5
0
.0

1
0
0
.0

1
5
0
.0

2
0
0
.0

2
5
0
.0

3
0
0
.0

3
5
0
.0

4
0
0
.0

4
5
0
.0

百
貨

店
免

税
売

上
(関

⻄
)と

為
替

レ
ー

ト

百
貨

店
免

税
売

上
：
前

年
同

月
比

：
％

：
左

軸
為

替
レ

ー
ト

：
円
/ド

ル
：
右

軸
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上
記

の
国

籍
別

訪
⽇

外
客

数
を

都
道

府
県

に
按

分
す

る
。「

宿
泊

旅
⾏

統
計

調
査

報
告

」
の

参
考

第
１

表
(年

計
)か

ら
は

、

国
籍

別
・

都
道

府
県

別
の

外
国

⼈
延

べ
宿

泊
者

数
が

得
ら

れ
る

。
こ

こ
か

ら
、

各
県

に
お

け
る

延
べ

宿
泊

者
数

の
対

全
国

シ

ェ
ア

を
国

籍
別

に
算

出
し

、
こ

の
シ

ェ
ア

を
訪

⽇
外

客
数

に
乗

じ
て

、
訪

⽇
外

客
数

を
各

都
道

府
県

に
割

り
当

て
る

(表
1-

2) 1。

表
1-2 

国
籍

別
訪

⽇
外

客
の

都
道

府
県

へ
の

割
り

当
て

数
(推

計
)(単

位
：

⼈
、

％
) 

合
計

 
2015

年
 

合
計

 
2016

年
 

 
変

化
 

伸
び

率
 

中
国

 
韓

国
 

台
湾

 
香

港
 

16/15
年

 
16/15

年

滋
賀

県
 

131,781 
178,623 

49,059
31,041

54,767
11,249

46,842 
35.5

京
都

府
 

1,151,343 
1,364,249 

347,129
119,777

244,008
66,930

212,906 
18.5

⼤
阪

府
 

2,949,738 
3,926,342 

1,032,481
1,054,807

645,253
371,020

976,605 
33.1

兵
庫

県
 

376,783 
405,355 

101,376
83,725

108,275
34,741

28,572 
7.6

奈
良

県
 

73,338 
102,955 

60,252
6,958

12,374
4,565

29,618 
40.4

和
歌

⼭
県

 
111,363 

162,051 
62,394

15,639
28,911

29,152
50,688 

45.5

関
⻄

 
4,794,345 

6,139,576 
1,652,691

1,311,945
1,093,587

517,658
1,345,231 

28.1

出
所

：「
訪

⽇
外

客
数

の
動

向
」、「

宿
泊

旅
⾏

統
計

調
査

報
告

」
(観

光
庁

)よ
り

筆
者

推
計

 

2015-16
年

を
⽐

較
す

る
と

、
絶

対
数

で
は

関
⻄

が
+

134.5
万

⼈
増

加
し

た
が

、
う

ち
⼤

阪
府

の
増

加
が

+
97.7

万

⼈
と

最
⼤

で
あ

り
、

京
都

府
が

+
21.3

万
⼈

と
続

い
て

い
る

。
伸

び
率

で
み

る
と

、
関

⻄
全

体
で

は
+

28.1%
増

加
し

て

い
る

。
県

別
に

は
、

和
歌

⼭
県

の
伸

び
が

+
45.5%

と
最

も
⾼

く
、

奈
良

県
(+

40.4%
)、

滋
賀

県
(+

35.5%
)が

こ
れ

に
続

い
て

い
る

。
⼀

⽅
で

兵
庫

県
は

、
増

加
数

が
+

28.6
万

⼈
と

最
⼩

で
、

伸
び

率
も

+
7.6%

と
唯

⼀
の

⼀
ケ

タ
台

に
留

ま
っ

て
い

る
。

 

(2)国
籍

別
・

費
⽬

別
の

購
⼊

者
単

価

「
訪

⽇
外

国
⼈

消
費

動
向

調
査

」
報

告
書

(第
２

編
)よ

り
、

国
籍

別
の

購
⼊

者
単

価
を

費
⽬

別
に

取
得

す
る

(表
1-3)。

消
費

の
動

向
は

、
⽀

出
の

総
額

の
み

な
ら

ず
、

費
⽬

の
構

成
も

国
に

よ
り

⼤
き

く
異

な
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

例

え
ば

、
2016

年
に

お
い

て
、

韓
国

は
買

物
代

が
全

体
の

約
28％

(＝
19,562/70,281)で

あ
る

の
に

対
し

、
中

国
は

約

53％
(=

122,895/231,504)と
⽀

出
の

半
分

以
上

を
占

め
て

い
る

。
経

年
の

変
化

を
み

る
と

、
韓

国
の

⽀
出

は
13

年

以
降

、
減

少
傾

向
に

あ
る

。
⼀

⽅
、

中
国

で
は

、
13

年
以

降
⼤

幅
な

増
加

を
続

け
て

き
た

が
、

15
年

の
28.4

万
円

を
ピ

ー
ク

に
、

16
年

に
は

23.2
万

円
と

減
少

に
転

じ
た

。
同

様
の

傾
向

は
、

韓
国

以
外

の
他

の
国

に
も

当
て

は
ま

る
。

15
年

か
ら

16
年

に
か

け
て

の
減

少
額

は
、

中
国

が
-5.2

万
円

、
台

湾
が

-1.6
万

円
、

⾹
港

が
-1.2

万
円

、
タ

イ
が

-2.3
万

円
と

な
っ

て
い

る
。

 

1 表
1-2

の
数

値
は

、
県

毎
の

消
費

額
を

推
計

す
る

⽬
的

で
訪

⽇
外

客
数

を
各

府
県

に
按

分
し

た
も

の
で

あ
り

、
実

際
に

当
該

県
を

訪
れ

た
外

国
⼈

の
数

を
⽰

し
た

も
の

で
は

な
い

。
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表
1-3 

訪
⽇

外
国

⼈
の

国
籍

別
・

費
⽬

別
購

⼊
者

単
価

（
2013-16

年
）（

単
位

：
円

/⼈
）

 

出
所

：「
訪

⽇
外

国
⼈

の
消

費
動

向
調

査
」（

平
成

25
年

、
26

年
、

27、
28

年
年

次
報

告
書

、
観

光
庁

）
 

(3)
国

籍
別

・
費

⽬
別

の
消

費
額

(1)で
求

め
た

国
籍

別
・

都
道

府
県

別
訪

⽇
外

客
割

り
当

て
数

に
(2)の

購
⼊

者
単

価
を

乗
じ

て
、

国
籍

別
・

都
道

府
県

別
の

消
費

⾦
額

を
費

⽬
別

に
推

計
す

る
。

表
1-4

は
、

⼤
阪

府
で

の
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
消

費
⾦

額
の

推
計

結
果

を
例

⽰
し

た

も
の

で
あ

る
。

例
え

ば
中

国
⼈

の
宿

泊
費

は
、

購
⼊

者
単

価
の

44,126
円

に
訪

⽇
外

国
客

割
り

当
て

数
の

1,032,481

⼈
を

乗
じ

て
、

約
456

億
円

と
し

て
推

計
さ

れ
る

。
こ

の
よ

う
に

国
別

に
各

費
⽬

の
⽀

出
額

を
算

出
し

、
そ

れ
を

国
籍

に

つ
い

て
合

計
し

た
も

の
が

、
当

該
府

県
に

お
け

る
消

費
額

(表
の

太
枠

内
は

2016
年

の
場

合
)と

な
る

。
 

表
1-3

で
確

認
し

た
よ

う
に

、
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
に

よ
る

⽀
出

の
構

成
は

、
国

籍
に

よ
っ

て
特

徴
が

あ
る

。
表

1-4
の

太

枠
内

に
は

、
2016

年
の

都
道

府
県

別
費

⽬
別

の
消

費
額

が
⽰

さ
れ

て
い

る
が

、
こ

れ
は

国
籍

に
よ

る
消

費
パ

タ
ー

ン
の

相

違
が

反
映

さ
れ

た
も

の
と

な
っ

て
い

る
。

 

表
1-4 

訪
⽇

外
国

⼈
の

国
籍

別
費

⽬
別

消
費

額
(⼤

阪
府

の
場

合
)(単

位
：

100
万

円
) 

合
計

 
(2015

年
)

合
計

 
(2016

年
) 

中
国

韓
国

台
湾

⾹
港

 
タ

イ

宿
泊

費
 

124,723
150,541 

45,559
23,301

21,702
15,398 

4,689

飲
⾷

費
 

92,890
117,411 

40,208
18,825

17,171
12,826 

3,511

交
通

費
 

51,382
63,410 

20,564
7,916

9,115
6,429 

2,244

娯
楽

サ
ー

ビ
ス

費
 

15,231
17,433 

5,177
3,209

2,669
1,637 

655

買
物

代
 

224,031
231,861 

126,887
20,634

30,406
23,148 

6,167

そ
の

他
 

1,656
1,217 

629
247

145
11 

58

旅
⾏

⽀
出

総
額

 
509,913

581,874 
239,023

74,132
81,208

59,448 
17,325

出
所

：
表

1-2、
1-3

に
掲

載
の

情
報

に
基

づ
き

筆
者

推
計

 

(4)
IO

ベ
ー

ス
の

部
⾨

別
府

県
別

観
光

消
費

の
推

計

こ
こ

で
は

、
表

1-4
の

情
報

を
産

業
連

関
表

の
部

⾨
分

類
(IO

ベ
ー

ス
)に

組
み

替
え

て
、

経
済

波
及

算
出

の
基

礎
と

な

る
、

部
⾨

別
府

県
別

観
光

消
費

を
推

計
す

る
。

そ
の

⼿
順

は
、

以
下

の
通

り
で

あ
る

。
 

全
国

籍
・

地
域

中
国

台
湾

⾹
港

韓
国

タ
イ

ベ
ト

ナ
ム

⽶
国

旅
⾏

⽀
出

総
額

 
2016年

155,896
231,504

125,854
160,230

70,281
127,584

186,133
171,418

宿
泊

料
⾦

42,182
44,126

33,634
41,501

22,090
34,532

49,312
70,707

飲
⾷

費
31,508

38,943
26,611

34,570
17,847

25,858
54,180

41,137
交

通
費

17,838
19,917

14,126
17,328

7,505
16,529

19,556
27,856

娯
楽

サ
ー

ビ
ス

費
4,725

5,014
4,137

4,412
3,042

4,821
4,125

5,427
買

物
代

59,323
122,895

47,122
62,389

19,562
45,414

58,883
26,111

そ
の

他
320

609
224

29
234

430
77

180
旅

⾏
⽀

出
総

額
 

2015年
176,167

283,842
141,620

172,356
75,169

150,679
194,840

175,554
良

好
⽀

出
総

額
 

2014年
151,174

231,753
125,248

147,958
75,852

146,029
237,688

165,381
旅

⾏
⽀

出
総

額
 

2013年
136,693

209,898
111,956

141,351
80,529

126,904
-

170,368
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①
表

1-4
の

費
⽬

(表
第

1
列

)を
産

業
連

関
表

の
部

⾨
(104

部
⾨

)に
対

応
付

け
し

、
IO

部
⾨

に
よ

る
観

光
消

費
ベ

ク
ト

ル
を

推
計

す
る

。

②
上

の
消

費
ベ

ク
ト

ル
に

含
ま

れ
る

移
輸

⼊
品

を
、

関
⻄

地
域

間
産

業
連

関
表

の
情

報
に

基
づ

き
推

計
し

、

財
・

サ
ー

ビ
ス

の
供

給
地

域
毎

の
消

費
ベ

ク
ト

ル
を

推
計

す
る

。

③
こ

こ
ま

で
で

推
計

さ
れ

た
消

費
ベ

ク
ト

ル
は

、
い

わ
ゆ

る
購

⼊
者

価
格

ベ
ー

ス
で

あ
り

、
財

の
取

引
額

に
は

流
通

コ
ス

ト
(商

業
マ

ー
ジ

ン
、

運
賃

)が
含

ま
れ

て
い

る
。

全
国

産
業

連
関

表
の

マ
ー

ジ
ン

率
と

運
賃

率
に

基

づ
き

、
商

業
マ

ー
ジ

ン
と

運
賃

を
推

計
し

、
⽣

産
者

価
格

ベ
ー

ス
の

消
費

ベ
ク

ト
ル

を
推

計
す

る
2。

上
記

の
う

ち
、

①
、

②
に

つ
い

て
は

、
ト

レ
ン

ド
ウ

ォ
ッ

チ
N

o21
の

pp3-5
で

数
値

を
交

え
て

詳
し

く
説

明
し

て
い

る
。

詳
細

に
つ

い
て

は
、

そ
ち

ら
を

参
照

さ
れ

た
い

。
 

以
上

の
要

領
で

推
計

し
た

、
観

光
消

費
ベ

ク
ト

ル
は

、
表

1-5
の

よ
う

に
な

る
。

こ
こ

で
若

⼲
の

補
⾜

を
述

べ
て

お
く

。

ま
ず

表
1-5

は
、

紙
幅

の
都

合
に

よ
り

列
を

2
つ

に
分

け
て

表
⽰

し
て

い
る

が
、

本
来

は
、

関
⻄

地
域

間
産

業
連

関
表

の

レ
オ

ン
チ

ェ
フ

逆
⾏

列
に

乗
じ

る
べ

き
需

要
ベ

ク
ト

ル
と

し
て

、
1

列
で

表
現

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

。
ま

た
、

産
業

連
関

表

は
104

部
⾨

で
あ

る
が

、
表

1-5
で

は
、

数
値

が
ゼ

ロ
の

部
⾨

は
割

愛
し

て
い

る
。

表
1-5

の
各

府
県

は
、

観
光

消
費

の
対

象
と

な
る

財
・

サ
ー

ビ
ス

の
供

給
地

域
を

指
し

て
い

る
こ

と
に

も
留

意
さ

れ
た

い
。

例
え

ば
、

2016
年

の
⼤

阪
府

の
飲

料
は

、
37

億
6600

万
円

と
な

っ
て

い
る

が
、

こ
れ

は
、

⼤
阪

府
内

で
発

⽣
し

た
飲

料
へ

の
消

費
需

要
が

37
億

6600
万

円
と

い
う

こ
と

で
は

な
く

、
関

⻄
各

県
内

で
発

⽣
し

た
飲

料
消

費
需

要
の

う
ち

、

⼤
阪

府
産

に
よ

り
賄

わ
れ

た
分

が
37

億
6600

と
い

う
意

味
で

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
表

1-5
の

数
値

は
、

⽣
産

波
及

に

お
け

る
直

接
効

果
と

読
み

替
え

る
こ

と
も

可
能

で
あ

る
。

 

2 財
の

取
引

額
に

流
通

コ
ス

ト
（

商
業

マ
ー

ジ
ン

、
運

賃
）

を
含

ん
だ

形
式

を
「

購
⼊

者
価

格
表

⽰
」

と
よ

ぶ
。

⼀
⽅

、
商

業
マ

ー
ジ

ン
、

運
賃

を
取

引
額

か
ら

引
き

剥
が

し
、

そ
れ

ら
を

商
業

部
⾨

、
運

輸
部

⾨
に

計
上

す
る

形
式

を
「

⽣
産

者
価

格
表

⽰
」

と
よ

ぶ
。

産
業

連
関

分
析

は
、

通
常

は
⽣

産
者

価
格

に
よ

り
⾏

わ
れ

る
こ

と
か

ら
、

需
要

ベ
ク

ト
ル

が
購

⼊
者

価
格

で
あ

る
場

合
に

は
、

こ
れ

を
⽣

産
者

価
格

に
変

換
す

る
と

い
う

作
業

が
必

要
と

な
る

。
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表
1-5 

観
光

消
費

ベ
ク

ト
ル

（
移

輸
⼊

調
整

後
、

⽣
産

者
価

格
）

 

 

表
1-5

の
数

字
を

府
県

毎
に

集
計

し
た

の
が

、
表

1-6
で

あ
る

。
表

(第
1

列
)の

「
県

・
地

域
」

は
、

関
⻄

地
域

間
産

業
連

関
表

の
地

域
区

分
で

あ
る

。
福

井
県

は
、

関
⻄

地
域

間
産

業
連

関
表

で
は

関
⻄

の
⼀

部
と

し
て

扱
わ

れ
て

い
る

が
、

本

分
析

で
は

関
⻄

を
(表

で
網

を
掛

け
て

い
な

い
)2

府
4

県
と

し
て

定
義

し
て

い
る

。
表

1-5、
表

1-6
の

消
費

額
は

、
関

⻄
来

訪
者

に
よ

る
消

費
額

で
あ

り
、

(東
京

な
ど

)他
地

域
の

来
訪

者
に

よ
る

消
費

は
含

ま
れ

て
い

な
い

。
例

え
ば

、
表

1-6

の
2016

年
の

RO
K(関

⻄
域

外
)は

約
915

億
円

と
な

っ
て

い
る

が
、

こ
れ

は
関

⻄
来

訪
者

に
よ

る
消

費
の

う
ち

、
関

⻄

域
外

で
⽣

産
さ

れ
た

財
が

915
億

円
で

あ
る

こ
と

を
意

味
し

て
い

る
。

ち
な

み
に

、
関

⻄
来

訪
者

に
よ

る
(国

内
)消

費
の

（
単

位
：
百

万
円

）

産
業

連
関

表
1
0
4
部

門
県

2
0
1
6
年

2
0
1
5
年

県
2
0
1
6
年

2
0
1
5
年

食
料

品
滋

賀
6
3
3

5
3
9

兵
庫

3
,1

9
4

2
,8

2
3

飲
料

滋
賀

2
,9

5
9

2
,5

0
7

兵
庫

4
,6

3
4

3
,9

0
2

衣
服

・
そ

の
他

の
繊

維
既

製
品

滋
賀

9
7
2

1
,0

0
1

兵
庫

2
,2

9
4

2
,4

2
5

印
刷

・
製

版
・
製

本
滋

賀
1
5
2

1
2
4

兵
庫

1
,1

3
0

9
4
8

化
学

最
終

製
品

（
除

医
薬

品
）

滋
賀

6
,3

7
7

5
,2

9
9

兵
庫

1
1
,6

4
3

9
,7

4
6

通
信

機
械

滋
賀

3
8

6
4

兵
庫

6
,1

0
3

1
0
,2

5
9

電
子

計
算

機
・
同

付
属

装
置

滋
賀

1
,8

8
9

2
,4

8
6

兵
庫

2
,3

5
7

3
,1

4
2

そ
の

他
の

製
造

工
業

製
品

滋
賀

4
3
0

3
8
5

兵
庫

1
,2

5
9

1
,1

2
5

商
業

滋
賀

6
,2

1
3

5
,6

7
5

兵
庫

1
5
,1

3
8

1
6
,0

5
3

鉄
道

輸
送

滋
賀

2
,9

7
9

2
,3

2
6

兵
庫

6
,7

2
9

6
,4

9
1

道
路

輸
送

滋
賀

5
1
0

4
4
7

兵
庫

1
,1

8
4

1
,1

1
0

娯
楽

サ
ー

ビ
ス

滋
賀

7
9
9

6
9
3

兵
庫

1
,8

1
7

1
,9

3
2

飲
食

店
滋

賀
5
,4

5
1

4
,0

7
5

兵
庫

1
2
,3

0
0

1
1
,6

0
4

宿
泊

業
滋

賀
7
,0

2
7

5
,5

8
7

兵
庫

1
5
,9

3
9

1
5
,7

5
7

そ
の

他
の

対
個

人
サ

ー
ビ

ス
滋

賀
5
8

5
6

兵
庫

1
2
3

1
8
4

食
料

品
京

都
2
,4

5
0

2
,1

6
6

奈
良

9
3
1

8
3
2

飲
料

京
都

2
,6

5
0

2
,2

1
8

奈
良

5
5

4
2

衣
服

・
そ

の
他

の
繊

維
既

製
品

京
都

1
,5

5
9

1
,6

7
1

奈
良

8
8
7

9
1
8

印
刷

・
製

版
・
製

本
京

都
3
,7

6
6

3
,2

0
1

奈
良

3
5
9

2
9
6

化
学

最
終

製
品

（
除

医
薬

品
）

京
都

2
,6

4
0

2
,2

2
4

奈
良

6
3
2

5
1
4

通
信

機
械

京
都

2
7
0

4
4
5

奈
良

2
3
1

3
2
2

電
子

計
算

機
・
同

付
属

装
置

京
都

5
8
3

7
6
3

奈
良

2
0
3

2
5
5

そ
の

他
の

製
造

工
業

製
品

京
都

2
3
1

2
1
6

奈
良

2
4
9

2
2
0

商
業

京
都

5
,5

5
6

5
,2

4
1

奈
良

1
,8

2
8

1
,7

9
8

鉄
道

輸
送

京
都

2
8
,9

7
9

2
4
,6

5
5

奈
良

2
,0

1
9

1
,5

0
8

道
路

輸
送

京
都

6
8
8

6
1
2

奈
良

1
6
7

1
5
5

娯
楽

サ
ー

ビ
ス

京
都

7
,4

3
7

6
,8

5
5

奈
良

5
1
6

4
2
8

飲
食

店
京

都
4
7
,2

8
4

4
0
,4

5
6

奈
良

3
,6

7
7

2
,6

8
5

宿
泊

業
京

都
6
8
,4

3
8

6
1
,8

8
1

奈
良

4
,6

2
8

3
,6

1
6

そ
の

他
の

対
個

人
サ

ー
ビ

ス
京

都
4
0
3

4
6
1

奈
良

4
5

5
3

食
料

品
大

阪
4
,1

9
4

3
,6

2
1

和
歌

山
5
8
9

4
8
3

飲
料

大
阪

3
,7

6
6

3
,1

2
4

和
歌

山
1
,0

7
5

8
7
3

衣
服

・
そ

の
他

の
繊

維
既

製
品

大
阪

6
,1

0
2

6
,3

3
9

和
歌

山
3
0
5

2
9
3

印
刷

・
製

版
・
製

本
大

阪
5
,0

5
3

4
,1

8
2

和
歌

山
1
2
6

9
5

化
学

最
終

製
品

（
除

医
薬

品
）

大
阪

2
4
,2

6
5

1
9
,7

4
2

和
歌

山
7
,2

0
4

5
,9

5
7

通
信

機
械

大
阪

1
,2

7
0

2
,1

4
1

和
歌

山
1
0
1

1
4
2

電
子

計
算

機
・
同

付
属

装
置

大
阪

2
3
0

3
1
0

和
歌

山
1
0

1
3

そ
の

他
の

製
造

工
業

製
品

大
阪

9
6
8

8
6
1

和
歌

山
1
8
5

1
5
5

商
業

大
阪

2
0
,9

2
2

1
9
,0

1
2

和
歌

山
4
,2

5
2

3
,5

7
3

鉄
道

輸
送

大
阪

6
3
,4

1
0

5
1
,3

8
2

和
歌

山
2
,9

5
0

2
,0

8
3

道
路

輸
送

大
阪

1
,8

0
2

1
,5

7
9

和
歌

山
3
3
9

2
8
1

娯
楽

サ
ー

ビ
ス

大
阪

1
7
,4

3
3

1
5
,2

3
1

和
歌

山
7
6
9

6
0
2

飲
食

店
大

阪
1
1
7
,4

1
1

9
2
,8

9
0

和
歌

山
5
,4

3
4

3
,8

1
0

宿
泊

業
大

阪
1
5
0
,5

4
1

1
2
4
,7

2
3

和
歌

山
6
,8

4
3

5
,0

2
5

そ
の

他
の

対
個

人
サ

ー
ビ

ス
大

阪
1
,2

1
7

1
,6

5
6

和
歌

山
5
5

6
7
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総
額

は
、

約
8,583

億
円

(表
1-6

の
最

下
⾏

)。
う

ち
、

関
⻄

産
品

に
よ

り
賄

わ
れ

た
の

は
7,605

億
で

あ
り

、
残

り
は

、

福
井

県
及

び
そ

の
他

の
地

域
(RO

K)で
そ

れ
ぞ

れ
63

億
円

と
915

億
円

ず
つ

調
達

さ
れ

た
こ

と
が

表
1-6

か
ら

⾒
て

と

れ
る

。
 

2015
年

と
16

年
を

⽐
較

す
る

と
、

関
⻄

産
品

の
消

費
は

約
16%

増
加

し
て

い
る

3。
こ

れ
を

上
回

る
伸

び
を

⽰
し

て

い
る

県
は

、
和

歌
⼭

県
(+

28.9%
)、

⼤
阪

府
(+

20.7%
)、

奈
良

県
(+

20.4%
)、

滋
賀

県
(+

16.7%
)と

な
っ

て
い

る
。

⼀
⽅

、
兵

庫
県

は
宿

泊
者

数
の

伸
び

悩
み

に
よ

り
、

唯
⼀

、
県

内
産

品
の

消
費

が
マ

イ
ナ

ス
の

伸
び

率
(-1.9%

)と

な
っ

て
い

る
。

 

表
1-6 

観
光

消
費

ベ
ク

ト
ル

(県
・

地
域

毎
に

集
計

)(単
位

：
100

万
円

、
%

) 

県
・

地
域

 
2016

年
 

2015
年

 
2014

年
2013

年
伸

び
率

 
2016/15

年
2015/14

年
2014/13

年
福

井
県

 
6,257

6,102 
3,147

2,031
2.5

93.9 
54.9

滋
賀

県
 

36,488
31,265 

14,809
9,423

16.7
111.1 

57.2
京

都
府

 
172,935

153,066 
106,711

80,998
13.0

43.4 
31.7

⼤
阪

府
 

418,586
346,795 

202,687
139,038

20.7
71.1 

45.8
兵

庫
県

 
85,843

87,501 
43,515

30,782
-1.9

101.1 
41.4

奈
良

県
 

16,427
13,641 

5,806
3,945

20.4
135.0 

47.2
和

歌
⼭

県
 

30,237
23,453 

11,432
7,118

28.9
105.2 

60.6
RO

K(※
1) 

91,538
87,836 

40,838
26,385

4.2
115.1 

54.8

関
⻄

計
(※

2) 
760,516

655,721 
384,960

271,304
16.0

70.3 
41.9

全
国

計
 

858,311
749,658 

428,945
299,719

14.5
74.8 

43.1

※
1 

上
の

2
府

5
県

以
外

の
地

域
、

※
2 

福
井

を
除

く
2

府
4

県

２
．

経
済

波
及

の
算

出
と

⽐
較

 

前
節

で
推

計
さ

れ
た

観
光

消
費

ベ
ク

ト
ル

に
よ

り
、

経
済

波
及

効
果

(⽣
産

、
G

RP、
雇

⽤
創

出
)を

関
⻄

地
域

産
業

連
関

表
に

よ
り

推
計

す
る

。
こ

こ
で

は
、

直
接

効
果

、
⼀

次
波

及
、

⼆
次

波
及

の
別

に
経

済
波

及
を

算
出

す
る

。
具

体
的

な
計

算

の
⼿

順
は

、
ト

レ
ン

ド
ウ

ォ
ッ

チ
N

o.21
を

参
照

さ
れ

た
い

。
 

3 ⽇
本

銀
⾏

⼤
阪

⽀
店

(2017)「
関

⻄
に

お
け

る
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
消

費
の

経
済

効
果

」
、

BO
J Reports &

 Research Papers、

2017
年

7
⽉

に
よ

れ
ば

、
関

⻄
に

お
け

る
2016

年
度

の
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
消

費
は

⾼
⽔

準
な

が
ら

前
年

度
か

ら
減

少
し

た
と

推
計

さ
れ

て
い

る
(p5)。

⽇
銀

⼤
阪

⽀
店

(2017)の
分

析
の

詳
細

は
明

ら
か

で
な

い
が

、
わ

れ
わ

れ
の

結
論

と
の

違
い

は
、

関
⻄

へ
の

国
籍

別
訪

⽇
外

客
数

の
推

計
⽅

法
の

違
い

か
ら

く
る

可
能

性
が

あ
る

。
す

で
に

述
べ

た
よ

う
に

、
わ

れ
わ

れ
の

⼿
法

の
特

徴
は

、
国

籍
別

訪
⽇

外
客

数
(⼈

ベ
ー

ス
)を

都
道

府
県

に
按

分
す

る
。

国
籍

別
・

都
道

府
県

別
の

外
国

⼈
延

べ
宿

泊
者

数
(⼈

泊
ベ

ー
ス

)か
ら

、
各

県
に

お
け

る
延

べ
宿

泊
者

数
の

対
全

国
シ

ェ
ア

を
国

籍
別

に
算

出
し

、
こ

の
シ

ェ
ア

を
訪

⽇
外

客
数

に
乗

じ
て

、
訪

⽇
外

客
数

を
各

都
道

府
県

に
割

り
当

て
て

い
る

。
例

え
ば

、
法

務
省

「
出

⼊
国

管
理

統
計

」
に

よ
れ

ば
、

2016
年

の
関

空
⼊

国
者

数
は

前
年

⽐
+

21.5%
で

あ
る

が
、

わ
れ

わ
れ

の
推

計
に

よ
れ

ば
同

+
28.1%

と
な

っ
て

い
る

。
関

⻄
へ

の
訪

問
率

の
⾼

ま
り

を
反

映
し

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
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表
2-1

は
、

推
計

の
結

果
を

県
毎

に
ま

と
め

た
も

の
で

あ
る

。
2015

年
の

関
⻄

全
体

へ
の

経
済

波
及

は
、

域
内

⽣
産

ベ

ー
ス

（
⽣

産
波

及
）

で
約

1
兆

3,421
億

円
、

付
加

価
値

ベ
ー

ス
（

付
加

価
値

波
及

）
で

約
7,073

億
円

、
就

業
者

ベ
ー

ス
（

雇
⽤

波
及

）
で

は
126,230

⼈
と

推
計

さ
れ

た
。

表
2-1 

経
済

波
及

効
果

の
ま

と
め

 

 

経
済

波
及

の
伸

び
率

を
み

る
と

、
⽣

産
、

付
加

価
値

、
雇

⽤
の

波
及

は
14%

か
ら

15%
台

の
増

加
(⽣

産
：

14.4%
、

付
加

価
値

：
14.3%

、
雇

⽤
：

15.7%
)と

な
っ

て
お

り
、

伸
び

率
は

前
年

（
2015

年
か

ら
16

年
）

よ
り

⼤
幅

に
低

下

し
て

い
る

。
ま

た
前

年
に

お
い

て
は

、
消

費
品

⽬
の

構
成

が
サ

ー
ビ

ス
か

ら
財

に
シ

フ
ト

す
る

こ
と

に
よ

り
、

雇
⽤

の
伸

び

が
⽣

産
、

付
加

価
値

よ
り

⼩
さ

く
な

る
と

い
う

現
象

が
観

察
さ

れ
た

が
、

2016
年

で
は

、
⽣

産
、

付
加

価
値

、
雇

⽤
の

伸

び
は

ほ
ぼ

同
じ

レ
ベ

ル
に

あ
る

。
こ

の
こ

と
は

、
相

対
的

に
財

の
消

費
が

⼀
服

し
、

サ
ー

ビ
ス

消
費

が
盛

ん
に

な
っ

た
こ

と

を
⽰

唆
し

て
い

る
。

実
際

、
表

1-4
の

⼤
阪

府
の

ケ
ー

ス
で

各
費

⽬
の

増
加

率
を

算
出

す
る

と
、

⼤
き

い
順

に
、

「
飲

⾷

費
(26%

)、
交

通
費

(23%
)、

宿
泊

費
(21%

)、
娯

楽
サ

ー
ビ

ス
費

(15%
)、

買
物

代
(6%

)と
な

っ
て

お
り

、
財

へ
の

⽣
産

波
及

：
100万

円
、

%
合

計
合

計
2015年

2016年
直

接
効

果
⼀

次
波

及
⼆

次
波

及
2016/15年

2015/14年
2014/13年

滋
賀

県
55,137

63,588
36,488

17,870
9,231

15.3
97.7

51.3
京

都
府

246,378
278,330

172,935
69,002

36,393
13.0

44.7
30.8

⼤
阪

府
623,451

728,268
418,586

206,736
102,946

16.8
72.7

46.1
兵

庫
県

174,167
181,263

85,843
61,570

33,850
4.1

90.4
42.5

奈
良

県
29,741

34,699
16,427

12,406
5,866

16.7
101.2

44.8
和

歌
⼭

県
44,819

55,982
30,237

18,237
7,508

24.9
98.7

57.9
関

⻄
計

1,173,693
1,342,130

760,516
385,822

195,793
14.4

70.6
42.0

付
加

価
値

波
及

：
100万

円
、

%
合

計
合

計
2015年

2016年
直

接
効

果
⼀

次
波

及
⼆

次
波

及
2016/15年

2015/14年
2014/13年

滋
賀

県
30,197

35,151
19,881

9,749
5,521

16.4
97.1

49.0
京

都
府

131,663
148,831

87,697
36,987

24,148
13.0

44.9
30.3

⼤
阪

府
333,483

387,415
212,319

111,647
63,449

16.2
72.9

46.0
兵

庫
県

85,879
90,240

40,456
29,942

19,843
5.1

89.6
41.2

奈
良

県
15,021

17,563
8,111

5,958
3,494

16.9
102.7

45.5
和

歌
⼭

県
22,470

28,137
15,116

8,638
4,383

25.2
99.3

58.2
関

⻄
計

618,713
707,338

383,580
202,921

120,836
14.3

70.4
41.6

雇
⽤

波
及

：
⼈

、
%

合
計

合
計

2015年
2016年

直
接

効
果

⼀
次

波
及

⼆
次

波
及

2016/15年
2015/14年

2014/13年
滋

賀
県

4,334
5,115

3,328
1,166

621
18.0

96.6
53.0

京
都

府
24,923

28,214
20,832

4,717
2,666

13.2
41.6

31.6
⼤

阪
府

59,355
70,220

49,963
12,650

7,608
18.3

67.8
46.1

兵
庫

県
14,057

14,694
7,866

4,284
2,544

4.5
87.4

39.6
奈

良
県

2,792
3,317

1,895
963

458
18.8

105.2
45.0

和
歌

⼭
県

3,651
4,670

2,873
1,244

553
27.9

88.0
56.6

関
⻄

計
109,112

126,230
86,756

25,024
14,451

15.7
65.4

41.7

伸
び

率

伸
び

率

伸
び

率
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 ⽀
出

で
あ

る
買

物
代

の
伸

び
が

、
「

そ
の

他
」

を
除

け
ば

、
最

⼩
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

結
果

は
、

買
物

代
の

伸
び

率
が

娯

楽
サ

ー
ビ

ス
費

に
次

い
で

⼤
き

か
っ

た
前

年
と

は
異

な
る

も
の

で
あ

る
。

 

 
次

に
、

表
2-1

の
結

果
を

府
県

別
に

み
る

と
、

2016
年

で
⽣

産
・

付
加

価
値

・
雇

⽤
の

最
も

伸
び

が
⼤

き
い

の
は

和
歌

⼭
県

(24.9%
、

25.2%
、

27.9%
)で

あ
り

、
⼤

阪
府

(16.8%
、

16.2%
、

18.3%
)、

奈
良

県
(16.7%

、
16.9%

、

18.8%
)、

滋
賀

県
(15.3%

、
16.4%

、
18.0%

)が
こ

れ
に

続
い

て
い

る
。

表
1-6

で
⽰

す
観

光
消

費
(直

接
効

果
)の

伸
び

と
⽐

べ
る

と
、

特
に

⽣
産

波
及

と
付

加
価

値
波

及
が

下
回

る
傾

向
に

あ
る

。
例

え
ば

和
歌

⼭
県

の
場

合
、

観
光

消
費

の

伸
び

は
28.9%

で
あ

り
、

⽣
産

波
及

は
4

ポ
イ

ン
ト

、
付

加
価

値
波

及
は

3.7
ポ

イ
ン

ト
下

回
っ

て
い

る
。

間
接

波
及

の

過
程

に
お

い
て

需
要

が
県

外
に

漏
れ

て
い

く
こ

と
が

主
な

原
因

と
考

え
ら

れ
る

。
⼀

⽅
、

兵
庫

県
は

、
直

接
効

果
の

伸
び

は

マ
イ

ナ
ス

で
あ

っ
た

が
、

表
2-1

に
⽰

す
経

済
波

及
は

、
そ

れ
ぞ

れ
4.1%

、
5.1%

、
4.5%

と
⼩

さ
い

な
が

ら
も

プ
ラ

ス
と

な
っ

て
い

る
。

 

 

3. 
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
消

費
の

関
⻄

経
済

へ
の

影
響

 

前
節

の
波

及
効

果
を

、
APIR

が
新

た
に

推
計

し
た

関
⻄

各
府

県
の

G
RP

早
期

推
計

(2015-16
年

)や
就

業
者

の
実

績

と
⽐

較
し

て
、

関
⻄

各
府

県
の

G
RP

や
雇

⽤
に

ど
の

程
度

の
拡

⼤
効

果
が

あ
っ

た
か

を
、

本
節

で
は

推
計

す
る

。
爆

買
い

後
に

、
関

⻄
経

済
へ

の
イ

ン
パ

ク
ト

に
⼤

き
な

変
化

が
あ

っ
た

か
が

気
に

な
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
結

論
的

に
は

、
関

⻄
の

イ

ン
バ

ウ
ン

ド
消

費
は

す
で

に
み

た
よ

う
に

2015
年

に
歴

史
的

な
拡

⼤
を

記
録

し
、

16
年

に
新

た
な

拡
張

局
⾯

に
移

⾏
し

た
と

い
え

よ
う

。
 

表
3-1

は
表

2-1
を

も
と

に
当

該
年

の
関

⻄
2

府
4

県
の

G
RP

や
雇

⽤
に

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

消
費

が
ど

の
程

度
寄

与
し

た
か

を
推

計
し

た
も

の
で

あ
る

。
⽐

較
す

る
関

⻄
各

府
県

の
G

RP
実

績
値

(2015、
16

年
度

)は
未

公
表

な
の

で
、

APIR

の
早

期
推

計
値

を
⽤

い
て

い
る

4。
就

業
者

数
に

つ
い

て
は

実
績

が
報

告
さ

れ
て

い
る

の
で

、
そ

れ
を

⽤
い

て
い

る
。

 

表
3-1

を
み

る
と

、
(1)イ

ン
バ

ウ
ン

ド
消

費
は

2013
年

の
関

⻄
G

RP
を

0.32%
程

度
、

14
年

0.45%
、

15
年

0.75%
程

度
押

し
上

げ
た

。
16

年
は

0.86%
と

前
年

の
寄

与
か

ら
は

伸
び

は
減

速
(1.67

倍
→

1.15
倍

)し
た

が
、

着

実
に

拡
⼤

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

。
(2)就

業
者

に
つ

い
て

み
る

と
、

2013
年

は
0.47%

、
14

年
は

0.66％
、

15

年
は

1.09%
、

16
年

は
1.25%

と
就

業
者

押
し

上
げ

寄
与

が
⾼

ま
っ

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
。

 

 
 

                                                      
4

 関
⻄

各
府

県
の

G
RP

の
早

期
推

計
に

つ
い

て
は

K
AN

SA
I E

CO
N

O
M

IC IN
SIG

H
T Q

U
AR

TER
LY N

O.34
の

ト
ピ

ッ
ク

ス
の

項
を

参

照
の

こ
と

。  
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表
3-1 

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

消
費

の
関

⻄
経

済
へ

の
影

響
の

⽐
較

：
2013-16

年
 

こ
の

4
年

間
の

⽐
較

で
わ

か
る

よ
う

に
、

G
RP

や
雇

⽤
へ

の
寄

与
(府

県
ベ

ー
ス

)で
は

、
関

⻄
は

2
つ

の
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
る

。
関

⻄
の

寄
与

を
上

回
る

京
都

府
と

⼤
阪

府
の

第
1

グ
ル

ー
プ

と
下

回
る

滋
賀

県
、

兵
庫

県
、

奈
良

県
、

和
歌

⼭
県

の
第

2
グ

ル
ー

プ
で

あ
る

。
2015

年
に

京
都

府
の

G
RP

押
し

上
げ

効
果

が
は

じ
め

て
1%

を
超

え
、

⼤
阪

府
の

押

し
上

げ
効

果
も

16
年

に
1%

を
超

え
る

寄
与

と
な

っ
て

い
る

。
第

2
グ

ル
ー

プ
で

は
、

16
年

に
和

歌
⼭

県
0.77%

、
滋

賀
県

0.54%
、

奈
良

県
0.46%

、
兵

庫
県

0.45%
の

順
と

な
っ

て
い

る
。

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

消
費

の
G

RP
引

き
上

げ
寄

与
を

降
順

に
並

べ
る

と
、

京
都

府
、

⼤
阪

府
、

和
歌

⼭
県

、
滋

賀
県

、
奈

良
県

、
兵

庫
県

と
な

っ
て

い
る

。
G

RP
の

⽔
準

⽐
較

(⼤
阪

府
、

兵
庫

県
、

京
都

府
、

滋
賀

県
、

奈
良

県
、

和
歌

⼭
県

)と
は

異
な

る
姿

と
な

っ
て

お
り

、
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
に

関
し

て
い

え
ば

兵
庫

県
は

観
光

資
源

を
う

ま
く

使
い

き
れ

て
い

な
い

と
い

え
よ

う
。

こ
れ

ま
で

兵
庫

県
の

問
題

を
指

摘
し

て

き
た

が
、

2016
年

兵
庫

県
の

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

観
光

消
費

ベ
ク

ト
ル

は
前

年
⽐

マ
イ

ナ
ス

と
な

っ
て

お
り

、
テ

コ
⼊

れ
が

必

要
な

局
⾯

に
あ

る
。

も
と

も
と

兵
庫

県
は

神
⼾

市
を

中
⼼

に
国

内
観

光
地

と
し

て
は

ブ
ラ

ン
ド

⼒
を

維
持

し
て

き
た

が
、

外

国
⼈

に
と

っ
て

は
ま

だ
ま

だ
魅

了
的

な
コ

ン
テ

ン
ツ

を
提

供
で

き
て

い
な

い
こ

と
が

分
か

っ
た

。
神

⼾
市

は
ビ

ジ
ョ

ン

2020
を

掲
げ

、
若

者
に

魅
⼒

の
あ

る
ま

ち
づ

く
り

を
標

榜
し

て
い

る
が

、
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
ツ

ー
リ

ズ
ム

で
の

ブ
ラ

ン
ド

⼒

再
構

築
は

ビ
ジ

ョ
ン

実
現

に
と

っ
て

取
り

組
む

べ
き

重
要

な
課

題
と

い
え

よ
う

。
 

GRPへ
の

効
果

：
100万

円
、

%

寄
与

寄
与

寄
与

寄
与

(2013年
)

(2014年
)

(2015年
)

(2016年
)

滋
賀

県
10,280

15,319
30,197

35,151
0.18

0.26
0.48

0.54

京
都

府
69,712

90,845
131,663

148,831
0.71

0.90
1.26

1.42

⼤
阪

府
132,098

192,865
333,483

387,415
0.36

0.51
0.87

1.02

兵
庫

県
32,073

45,295
85,879

90,240
0.17

0.23
0.43

0.45

奈
良

県
5,094

7,409
15,021

17,563
0.14

0.21
0.40

0.46

和
歌

⼭
県

7,128
11,274

22,470
28,137

0.20
0.32

0.64
0.77

関
⻄

計
256,385

363,007
618,713

707,338
0.32

0.45
0.75

0.86

雇
⽤

へ
の

効
果

：
⼈

、
%

寄
与

寄
与

寄
与

寄
与

(2013年
)

(2014年
)

(2015年
)

(2016年
)

滋
賀

県
1,441

2,204
4,334

5,115
0.20

0.31
0.62

0.74

京
都

府
13,383

17,607
24,923

28,214
1.05

1.38
1.94

2.17

⼤
阪

府
24,201

35,364
59,355

70,220
0.57

0.84
1.40

1.64

兵
庫

県
5,375

7,503
14,057

14,694
0.21

0.29
0.53

0.55

奈
良

県
939

1,361
2,792

3,317
0.15

0.22
0.44

0.52

和
歌

⼭
県

1,240
1,942

3,651
4,670

0.27
0.41

0.76
0.97

関
⻄

計
46,578

65,981
109,112

126,230
0.47

0.66
1.09

1.25

2013年
2014年

2015年
2016年

2013年
2014年

2015年
2016年
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４
．

⽐
較

の
含

意
 

当
初

危
惧

し
た

2016
年

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

需
要

の
伸

び
は

減
速

し
た

も
の

の
、

着
実

に
関

⻄
経

済
に

寄
与

し
て

き
た

と

い
う

の
が

本
稿

の
結

論
で

あ
る

。
こ

れ
ま

で
の

分
析

か
ら

、
以

下
の

よ
う

な
含

意
が

得
ら

れ
る

。
 

す
で

に
述

べ
た

よ
う

に
(8p)、

消
費

品
⽬

の
構

成
が

サ
ー

ビ
ス

か
ら

財
に

シ
フ

ト
す

る
こ

と
に

よ
り

、
雇

⽤
の

伸
び

が

⽣
産

、
付

加
価

値
よ

り
⼩

さ
く

な
る

と
い

う
現

象
が

観
察

さ
れ

た
が

、
2016

年
で

は
、

⽣
産

、
付

加
価

値
、

雇
⽤

の
伸

び

は
ほ

ぼ
同

じ
レ

ベ
ル

に
あ

る
。

こ
の

こ
と

は
、

相
対

的
に

財
の

消
費

が
⼀

服
し

、
サ

ー
ビ

ス
消

費
が

盛
ん

に
な

っ
た

こ
と

を

⽰
唆

し
て

お
り

、
雇

⽤
吸

収
⼒

が
⾼

ま
っ

た
こ

と
を

意
味

し
て

い
る

。
こ

の
結

果
は

、
い

わ
ゆ

る
「

コ
ト

消
費

」
取

り
組

み

強
化

の
重

要
性

を
⽰

唆
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

兵
庫

県
の

分
析

か
ら

明
ら

か
な

よ
う

に
、

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

消
費

は
関

⻄
経

済
の

成
⻑

に
と

っ
て

⼤
き

く
寄

与
し

て
い

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
個

別
府

県
に

と
っ

て
は

そ
の

寄
与

度
は

⼤
き

く
異

な
る

。
関

⻄
広

域
の

中
で

各
府

県
が

ど
の

よ
う

に
発

展

す
る

か
の

視
点

が
重

要
と

な
ろ

う
。

関
⻄

の
各

府
県

は
こ

れ
ま

で
観

光
イ

ン
フ

ラ
を

ベ
ー

ス
に

観
光

戦
略

を
展

開
し

て
き

た

が
、

先
⾏

き
を

考
え

た
場

合
、

健
康

・
ス

ポ
ー

ツ
や

さ
ら

に
は

医
療

の
取

り
組

み
が

課
題

と
な

ろ
う

。
観

光
戦

略
の

ベ
ー

ス

を
拡

⼤
し

、
関

⻄
広

域
の

中
で

⽐
較

優
位

を
追

求
す

る
ス

タ
ン

ス
が

重
要

と
な

ろ
う

。
兵

庫
県

の
ケ

ー
ス

は
過

渡
期

の
観

光

戦
略

の
⾒

直
し

の
好

事
例

を
⽰

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

 

最
後

に
こ

れ
ら

に
加

え
て

、
交

通
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

や
ハ

ー
ド

ソ
フ

ト
の

受
け

⼊
れ

体
制

の
強

化
の

重
要

性
を

指
摘

し
て

お
こ

う
。

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

需
要

を
⼀

層
取

り
込

む
た

め
に

も
、

国
籍

別
の

観
光

特
性

を
考

慮
し

た
観

光
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の

展
開

や
⽀

出
需

要
の

構
造

変
化

を
的

確
に

と
ら

え
柔

軟
な

対
応

が
求

め
ら

れ
る

が
、

本
稿

の
よ

う
な

マ
ク

ロ
分

析
に

加
え

て
、

(例
え

ば
、

訪
⽇

外
客

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
個

票
を

⽤
い

た
)ミ

ク
ロ

分
析

が
是

⾮
と

も
必

要
と

な
ろ

う
。

今
後

は
研

究
を

こ
の

⽅
向

に
も

展
開

し
た

い
。

 

＜
APIR

数
量

経
済

分
析

セ
ン

タ
ー

⻑
 

稲
⽥

義
久

 
⽇

本
ア

プ
ラ

イ
ド

リ
サ

ー
チ

研
究

所
主

任
研

究
員

 
下

⽥
充

＞
 

・
本

レ
ポ

ー
ト

は
、

執
筆

者
の

⾒
解

に
基

づ
き

作
成

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

、
当

研
究

所
の

⾒
解

を
⽰

す
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
・

本
レ

ポ
ー

ト
は

信
頼

で
き

る
と

思
わ

れ
る

各
種

デ
ー

タ
に

基
づ

い
て

作
成

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

そ
の

正
確

性
、

完
全

性
を

保
証

す
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ま
た

、
記

載
さ

れ
た

内
容

は
、

今
後

予
告

な
し

に
変

更
さ

れ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

-312-



都道府県等名 鳥取県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  「砂の美術館」第 10 期展示の経済波及

効果 

平 30.1 有 鳥取市鳥取砂丘・ジオパー

ク推進課

平成 23 年鳥取県産業関連

表（39 部門） 

鳥取市が同市福部町で開催した「砂の美術館」第 10 期

展示（H29.4.18～H30.1.3）の経済波及効果を、来館者

アンケートを基に試算。

○経済波及効果 93 億 8,000 万円

＜内訳＞

・直接的経済効果（宿泊・飲食・土産・交通費等）

61 億 1,000 万円 

・間接的経済効果（1次波及効果・2次波及効果）

32 億 7,000 万円 

○宣伝効果 2億 5,000 万円 

2 平成 28 年度コンベンション経済波及効

果推計 

平 29.5 有 (財)とっとりコンベンショ

ンビューロー

平成 17 年鳥取県産業連関

表（36 部門） 

平成 28 年度に開催された、(財)とっとりコンベンショ

ンビューローにおける、大会・会議や合宿誘致等活動の

経済波及効果を、消費支出アンケート等を基に試算し

た。 

○経済波及効果 68 億 9,200 万円

＜内訳＞ 

・直接的経済効果

42 億 9,500 万円 

・間接的経済効果

25 億 9,700 万円 

・雇用者所得誘発効果

21 億 8,500 万円 

・就業誘発数 856 人

平成 28 年度コンベ

ンション経済波及

効果推計結果報告

書 

-313-



都道府県等名 島根県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  文化芸術創造活用プラットフォーム形成

事業経済波及効果 

平 29.4 無 島根県環境生活部文化国際

課 

平成 20 年島根県産業連関

表（延長表）（36 部門） 

当該事業実施による経済波及効果を試算。 

・波及効果 1.9 億円（1.07 倍）

（総合効果まで） 

補助金申請に必要

なため。 

2 文化芸術創造拠点形成事業経済波及効果 平 30.1 無 島根県環境生活部文化国際

課 

平成 20 年島根県産業連関

表（延長表）（36 部門） 

当該事業実施による経済波及効果を試算。 

・波及効果 3.0 億円（1.07 倍）

（総合効果まで） 

補助金計画書提出

に必要なため。 

3 観光消費が県経済に及ぼす影響分析 平 29.6 無 島根県商工労働部観光振興

課 

平成 20 年島根県産業連関

表（延長表）（36 部門） 

平成 28 年の観光消費における島根県内の経済波及効果

を試算。 

・波及効果  1,669 億円（1.22 倍）

（２次効果まで） 

・就業誘発数 19,109 人

4 島根県立大学出雲キャンパスが地域に与

える経済効果 

平 30.2 無 株式会社 山陰経済経営研究

所 

平成 23 年島根県産業連関

表（39 部門） 

大学立地によって①教育研究活動②教職員・学生の消費

③その他の活動④施設整備、の 4つの活動による効果を

推計。 

島根県立大学出雲

キャンパスからの

依頼 
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都道府県等名 岡山県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  岡山空港を利用する外国人旅行客の消費

に係る経済波及効果 

平 30.2 有 チームおかやまエアポート 平成 23 年岡山県産業連関

表（37 部門） 

平成 29 年 8月 21 日から 28 日に出国した外国人旅行客

の消費に係る県内への経済波及効果を試算 

・経済波及効果 41 億 9,450 万円、雇用創出効果 404 人

2 おかやまマラソン 2017 の経済波及効果 平 30.2 有 おかやまマラソン実行委員

会事務局 

平成 23 年岡山県産業連関

表（37 部門） 

おかやまマラソン 2017 の経済波及効果を試算 

・経済波及効果 14.7 億円（2次効果まで）

3 2018 そうじゃ吉備路マラソンの経済波及

効果 

  平 30.3 有 そうじゃ吉備路マラソン実

行委員会事務局 

平成 23 年岡山県産業連関

表（37 部門） 

2018 そうじゃ吉備路マラソンの経済波及効果を試算 

・経済波及効果 7億 495 万円
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都道府県等名 広島県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  2017 年広島東洋カープ優勝の経済効果 平 29.9.13 有 関西大学宮本勝浩名誉教授

による 

平成 23 年広島県産業連関

表 

2017 年のプロ野球セ・リーグで広島東洋カープが優勝し

た際の，広島県内の経済効果。 

・経済効果…40,084 百万円

https://www.kansa

i-

u.ac.jp/global/gu

ide/pressrelease/

2017/No28.pdf 

2 2017 年の広島東洋カープの経済効果につ

いて 

平 29.11.22 有 中国電力株式会社 平成 23 年広島県産業連関

表 

２年連続プロ野球セ・リーグで優勝を果たした広島東洋

カープの広島県における 2017 年の経済効果。

・経済効果…35,000 百万円

・雇用効果…3,190 人

http://www.energi

a.co.jp/press/201

7/10839.html 

3 三次市内における三次唐麺焼の経済波及

効果 

平 30.3.20 有 三次商工会議所青年部 平成 23 年広島県産業連関

表 

三次唐麺焼プロジェクトによる，広島県内への経済波及

効果。 

・経済波及効果(平成 29 年(見込み))…300 百万円

・経済波及効果

(プロジェクト累積平成 25～29 年(見込み))

…1,120 百万円 

http://miyoshi-

karamenyaki.com/w

p-

content/uploads/k

aramenyakireport.

pdf 

4 ひろしまイノベーション推進機構の投資

活動の中間的検証について 

平 30.5.18 有 広島県商工労働局 平成 23 年広島県産業連関

表 

投資先企業の売上高の増加による，広島県内への経済波

及効果。 

・生産誘発額…4,850 百万円

・粗付加価値誘発額…3,130 百万円

・雇用者所得誘発額…1,320 百万円
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都道府県等名 山口県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  山口宇部空港⇔韓国仁川国際空港 国際

定期便就航による山口県内経済波及効果 

平 29.6 有 一般財団法人山口経済研究所 平成 17 年山口県産業連

関表 

平成 28 年 11月 28 日から平成 29年 3月 25 日まで就航

した山口宇部空港⇔韓国仁川国際空港 国際定期便に係

る山口県内の経済波及効果。 

・波及効果 3億 1,500 万円

山口宇部空港利用

促進振興会 

別添資料あり 

2 下関海響マラソン２０１７の経済波及効

果 

平 29.12 有 一般財団法人山口経済研究所 平成 23 年山口県産業連

関表 

平成 29 年 11月 5日に開催された下関海響マラソン 2017

の経済波及効果。 

・波及効果 5億 480 万円

下関海響マラソン

実行委員会（下関

市スポーツ振興課

内） 
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宇
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空
港
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会
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般
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法
人
山
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経
済
研
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－
1
－

 

１
.
韓

国
国

際
定

期
便

の
運

航
状

況

山
口
宇
部
空
港
と
仁
川
国
際
空
港
を
結
ぶ
航
路
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
ア
シ
ア
ナ
航
空
に
よ
る
チ
ャ
ー
タ

ー
便
運
航
な
ど
の
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
た
が
、
平
成

2
8
年

1
1
月

2
8
日
よ
り
、
エ
ア
ソ
ウ
ル
（
ア
シ
ア
ナ
航

空
子
会
社
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
に
よ
る
定
期
便
（
「
山
口
宇
部
－
ソ
ウ
ル
仁
川
線
」
）
が
就
航
し
た
。
山
口
宇
部
空
港
初
の

国
際
定
期
便
で
あ
る
。

就
航
形
態
は
、
エ
ア
バ
ス

3
2
1
（

1
9
5
席

）
に
よ
る
週
３
往
復
（
月
、
水
、
土
曜
）。

た
だ
、
定
期
便
と
は
い

え
、
当
面
は
冬
ダ
イ
ヤ
期
間
の
み
の
運
航
（

1
1
月

2
8
日
か
ら
３
月

2
5
日
ま
で
の

1
0
2
便
＝

5
1
往
復
）
と
な
っ

た
。

 

運
航
の
結
果
、

1
4
,6

8
4
人
（
外
国
人

1
3
,0

8
7
人
、
日
本
人

1
,5

9
7
人

）
が
利
用
し
、
利
用
率
（
搭
乗
率
）

7
3
.8
％

と
、
ま
ず
ま
ず
の
実
績
と
な
っ
た
。
特
に
、
平
成

2
8
年

1
2
月
の
山
口
県
知
事
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
及
び
韓
国

旅
行
会
社
に
よ
る
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
放
映
等
に
よ
り
認
知
度
が
高
ま
り
、
１
月
に
は
７
割
を
、
更
に
は
２

～
３
月
に
は
８
割
を
超
え
る
高
い
利
用
率
と
な
っ
た
。

 

日
本
人
の
利
用
者
が
１
割
に
と
ど
ま
っ
た
こ

と
な

ど
、
課

題
は

残
っ

た
が

、
こ

の
便

の
将

来
に

わ
た

る
維

持
・

安
定

化
は

も
ち

ろ
ん

の
こ
と

、
今

後
は
通

年
化

し
て
い

く
こ

と
が
望

ま
れ

る
。
通

年
化

さ
れ
る

と
、
「

い
つ
で

も

当
た
り
前
に
あ
る
便
」
と
し
て
、
そ
の
航
路
の
存
在
感
が
高
ま
り
、
つ
れ
て
認
知
度
も
高
ま
り
、
利
用
機
会
も

拡

大
し
て
い
く
。
ま
た
通
年
化
す
る
こ
と
で
山
口
宇
部
空
港
の
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
初
め
と
す
る
関
連
施
設
の

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
経
済
活
動
（
販
売
活
動
な
ど
）
も
本
格
的
な
対
応
が
し
や
す
く
な
る
。
そ
し
て
、
韓
国
国

際

定
期
便
が
も
た
ら
す
経
済
効
果
も
、
４
か
月
間
運
航
が
も
た
ら
す
効
果
よ
り
も

1
2
か
月
間
（
通
年
）
運
航
に
よ

る
も
の
の
方
が
当
然
大
き
く
な
り
、
地
域
経
済
に
お
よ
ぼ
す
貢
献
も
拡
大
す
る
。

 

本
調
査
は
、
韓
国
国
際
定
期
便
が
４
か
月
間
の
運
航
だ
け
で
も
ど
れ
だ
け
の
経
済
波
及
効
果
も
た
ら
し
た
の
か

を
明
ら
か
に
し
、
運
航
の
安
定
化
や
通
年
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
認
識
を
共
有
化
す
る
た
め
の
資
料
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

 

エ
ア

ソ
ウ

ル
の

利
用

状
況

う
ち

外
国

人
数

う
ち

日
本

人
数

 
Ｈ

2
8
.
1
1
（

1
1
/
2
8
～

）
２

往
復

（
 
４

便
）

4
1
3
 人

 
3
1
5
 人

 
9
8
 人

 
7
8
0
 席

 
5
2
.9

%

 
Ｈ

2
8
.
1
2

1
3
往

復
（

 
2
6
便

）
2
,8

4
0
 人

 
2
,5

0
5
 人

 
3
3
5
 人

 
5
,0

7
0
 席

 
5
6
.0

%

 
Ｈ

2
9
.
１

1
3
往

復
（

 
2
6
便

）
3
,9

3
8
 人

 
3
,5

3
7
 人

 
4
0
1
 人

 
5
,0

7
0
 席

 
7
7
.7

%

 
Ｈ

2
9
.
２

1
2
往

復
（

 
2
4
便

）
3
,9

5
3
 人

 
3
,6

5
3
 人

 
3
0
0
 人

 
4
,6

8
0
 席

 
8
4
.5

%

 
Ｈ

2
9
.
３

（
～

３
/
2
5
）

1
1
往

復
（

 
2
2
便

）
3
,5

4
0
 人

 
3
,0

7
7
 人

 
4
6
3
 人

 
4
,2

9
0
 席

 
8
2
.5

%

累
 
計

5
1
往

復
（

1
0
2
便

）
1
4
,6

8
4
 人

 
1
3
,0

8
7
 人

 
1
,5

9
7
 人

 
1
9
,8

9
0
 席

 
7
3
.8

%

運
航

数
利

用
者

数
提

供
座

席
数

利
用

率
区

 
分
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２
.
韓

国
国

際
定

期
便

観
光

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果

(１た
「
韓
国
国
際
定
期
便
観
光
ア
ン
ケ
ー
ト
」

た

(２男
女

別

 男
性

 女
性

 （
無

回
答

）

年
代

別

 1
0
～

2
0
代

 3
0
～

4
0
代

 5
0
代

 6
0
才

以
上

 （
無

回
答

）

韓
国

国
際

定
期

便
観

光
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

１
)

ア
ン

ケ
ー

ト

経
済

波
及
効
果
を

た
「
韓
国
国
際
定
期
便
観
光
ア
ン
ケ
ー
ト
」

た
。
調
査

方
法
等
は
下
記
の
通
り
。

�
 
聴

取
対

�
 
聴

取
期

�
 
聴

取
方

�
 
回
答
者
総
数

以
下
で
は
、

２
)

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果

�
回
答
者
属
性

男
女
別
で
は

男
女
と
年
代
を
総
合
す
る
と
、
幅
広
い
が
、

男
女

別

男
 性

女
 性

（
無

回
答

）

回
答

合
計

年
代

別

1
0
～

2
0
代

3
0
～

4
0
代

5
0
代

6
0
才

以
上

（
無

回
答

）

回
答

合
計

韓
国

国
際

定
期

便
観

光
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査

波
及
効
果
を

算
定

す
る
に
あ
た
っ
て

た
「
韓
国
国
際
定
期
便
観
光
ア
ン
ケ
ー
ト
」

方
法
等
は
下
記
の
通
り
。

聴
取

対
象
 
：
山
口
宇
部
空
港
に
お
け
る
韓
国
国
際
定
期
便
利
用
者
（
韓
国
人
）

聴
取

期
間
 
：
平
成

聴
取

方
法
 ：

定
期
便
出
発
時
、
国
際
便
タ
ー
ミ
ナ
ル
１
階
待
合
に
て

回
答
者
総
数

 ：
3
58

以
下
で
は
、

こ
の

宇
部
市
か
ら
頂
い
た
回
答
デ
ー
タ
を
調
整
し
て
集
計
し
た
結
果
を
示
す
。

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果

回
答
者
属
性

男
女
別
で
は

、
女
性
約

６
割
、
男
性

男
女
と
年
代
を
総
合
す
る
と
、
幅
広
い
が
、

構
成

比
％

1
2
7

1
8
2

( 4
9

)
-

3
0
9

1
0
0
10

構
成

比
％

5
2

1
1
9

9
5

7
2

( 2
0

)
-

3
3
8

1
0
0
10

韓
国

国
際

定
期

便
観

光
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

調
査

に
つ

い
て

す
る
に
あ
た
っ
て

た
「
韓
国
国
際
定
期
便
観
光
ア
ン
ケ
ー
ト
」

方
法
等
は
下
記
の
通
り
。

 

：
山
口
宇
部
空
港
に
お
け
る
韓
国
国
際
定
期
便
利
用
者
（
韓
国
人
）

：
平
成

28
年

11

定
期
便
出
発
時
、
国
際
便
タ
ー
ミ
ナ
ル
１
階
待
合
に
て

3
58

人
 

宇
部
市
か
ら
頂
い
た
回
答
デ
ー
タ
を
調
整
し
て
集
計
し
た
結
果
を
示
す
。

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果６
割
、
男
性

約

男
女
と
年
代
を
総
合
す
る
と
、
幅
広
い
が
、

構
成

比
 ％

4
1
11

5
8
19

 
-

1
0
0
10

構
成

比
 ％

1
5
14

3
5
14

4
8
11

4
1
13

 
-

1
0
0
10

男
女

年
代

別
構

成

 男
 性

 構
成

比
％

 女
 性

 構
成

比
％

 回
答

合
計

 構
成

比
％

－
2
－

韓
国

国
際

定
期

便
観

光
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

に
つ

い
て

 

す
る
に
あ
た
っ
て

の
基
礎
デ
ー
タ
と

た
「
韓
国
国
際
定
期
便
観
光
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

回
答
デ
ー
タ
を

：
山
口
宇
部
空
港
に
お
け
る
韓
国
国
際
定
期
便
利
用
者
（
韓
国
人
）

11
月

28
日
か
ら
平
成

定
期
便
出
発
時
、
国
際
便
タ
ー
ミ
ナ
ル
１
階
待
合
に
て

宇
部
市
か
ら
頂
い
た
回
答
デ
ー
タ
を
調
整
し
て
集
計
し
た
結
果
を
示
す
。

約
４
割
。

ま
た

男
女
と
年
代
を
総
合
す
る
と
、
幅
広
い
が
、

女
性
の

男
女

年
代

別
構

成

1
0
～

2
0
代

男
 性

構
成

比
 ％

女
 性

構
成

比
 ％

回
答

合
計

構
成

比
 ％

－
 

韓
国

国
際

定
期

便
観

光
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

基
礎
デ
ー
タ
と

す
る
た
め

回
答
デ
ー
タ
を

宇
部
市
か
ら
提
供
い
た
だ
き
、

：
山
口
宇
部
空
港
に
お
け
る
韓
国
国
際
定
期
便
利
用
者
（
韓
国
人
）

日
か
ら
平
成

29
年
３
月

定
期
便
出
発
時
、
国
際
便
タ
ー
ミ
ナ
ル
１
階
待
合
に
て

宇
部
市
か
ら
頂
い
た
回
答
デ
ー
タ
を
調
整
し
て
集
計
し
た
結
果
を
示
す
。

ま
た

年
代
的
に
は

女
性
の

3
0
～

5
0
代
の
多
さ
が
や
や
特
徴
的

男
女

年
代

別
構

成
 （

無
回

答
を

除
く

集
計

）

1
0
～

2
0
代

3
0
～

4
0
代

2
2

7
14

3
0

9
18

5
2

1
6
19

韓
国

国
際

定
期

便
観

光
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

す
る
た
め

、
宇
部
市
に
お
い
て
企
画
し
実
施
さ
れ

宇
部
市
か
ら
提
供
い
た
だ
き
、

：
山
口
宇
部
空
港
に
お
け
る
韓
国
国
際
定
期
便
利
用
者
（
韓
国
人
）

年
３
月

2
5
日
ま
で

定
期
便
出
発
時
、
国
際
便
タ
ー
ミ
ナ
ル
１
階
待
合
に
て

宇
部
市
か
ら
頂
い
た
回
答
デ
ー
タ
を
調
整
し
て
集
計
し
た
結
果
を
示
す
。

代
的
に
は

、
幅
広
い

層
に
わ
た
っ
て
い
る

代
の
多
さ
が
や
や
特
徴
的

（
無

回
答

を
除

く
集

計
）

3
0
～

4
0
代

5
0
代

4
4

1
4
13

6
5

4
1
14

1
0
9

3
5
15

韓
国

国
際

定
期

便
観

光
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果宇
部
市
に
お
い
て
企
画
し
実
施
さ
れ

宇
部
市
か
ら
提
供
い
た
だ
き
、
活
用
さ
せ
て

：
山
口
宇
部
空
港
に
お
け
る
韓
国
国
際
定
期
便
利
用
者
（
韓
国
人
）

 

日
ま
で

 
5
1
便

 

定
期
便
出
発
時
、
国
際
便
タ
ー
ミ
ナ
ル
１
階
待
合
に
て

聴
取
 

宇
部
市
か
ら
頂
い
た
回
答
デ
ー
タ
を
調
整
し
て
集
計
し
た
結
果
を
示
す
。

 

層
に
わ
た
っ
て
い
る

代
の
多
さ
が
や
や
特
徴
的

。
 

5
0
代

6
0
才

以
上

3
1

1
0
11

5
0

1
6
13

1
4
11

8
1

4
6
14

4
1
14

宇
部
市
に
お
い
て
企
画
し
実
施
さ
れ

活
用
さ
せ
て

頂
い

 

層
に
わ
た
っ
て
い
る

。
 

6
0
才

以
上

回
答

合
計

2
8

1
2
5

9
11

4
0
17

3
7

1
8
2

1
4
11

5
9
13

6
5

3
0
7

4
1
14

1
0
0
10

宇
部
市
に
お
い
て
企
画
し
実
施
さ
れ

頂
い

回
答

合
計1
2
5

4
0
17

1
8
2

5
9
13

3
0
7

1
0
0
10
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と
の
回
答
は
皆
無
だ
っ
た
。

者
に
つ
い
て
は
、
ツ
ア
ー
観
光
客
が
太
宗
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

同
じ
で
あ
る
。

旅
行

目
的

ツ
ア

ー
観

光

 個
人

観
光

 仕
事

 そ
の

他

 （
無

回
答

）

�
今
回
の
旅
行
の
目
的

旅
行
目
的

で
は

、
観
光

旅
行

（
ツ
ア

ー
観

光
も
し

く
は

個
人
観

光
）

が
ほ
と

ん
ど

と
の
回
答
は
皆
無
だ
っ
た
。

特
に

、
「

ツ
ア
ー

観
光

」
と
の

回
答

が
全
体

の
８

割
以
上

を
占

め
て
お

り
、

韓
国
国

際
定

期
便
の

韓
国

人
利
用

者
に
つ
い
て
は
、
ツ
ア
ー
観
光
客
が
太
宗
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

な
お
、
こ
の
ツ
ア
ー
観
光
客
に
限
定
し
て
男
女
年
代
別
構
成
を
み
た
の
が
下
表
。

同
じ
で
あ
る
。

旅
行

目
的

 ツ
ア

ー
観

光

 個
人

観
光

 仕
事

 そ
の

他

 （
無

回
答

）

回
答

合
計ツ

ア
ー

観
光

客
の

男
女

年
代

別
構

成

 男
 性

  構
成

比
 ％

 女
 性

  構
成

比
 ％

 回
答

合
計

  構
成

比
 ％

今
回
の
旅
行
の
目
的

旅
行
目
的

で
は

、
観
光

旅
行

（
ツ
ア

ー
観

光
も
し

く
は

個
人
観

光
）

が
ほ
と

ん
ど

と
の
回
答
は
皆
無
だ
っ
た
。

特
に

、
「

ツ
ア
ー

観
光

」
と
の

回
答

が
全
体

の
８

割
以
上

を
占

め
て
お

り
、

韓
国
国

際
定

期
便
の

韓
国

人
利
用

者
に
つ
い
て
は
、
ツ
ア
ー
観
光
客
が
太
宗
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

な
お
、
こ
の
ツ
ア
ー
観
光
客
に
限
定
し
て
男
女
年
代
別
構
成
を
み
た
の
が
下
表
。

同
じ
で
あ
る
。

 

回
答

合
計ツ

ア
ー

観
光

客
の

男
女

年
代

別
構

成

男
 性

  構
成

比
 ％

女
 性

  構
成

比
 ％

回
答

合
計

  構
成

比
 ％

今
回
の
旅
行
の
目
的

旅
行
目
的

で
は

、
観
光

旅
行

（
ツ
ア

ー
観

光
も
し

く
は

個
人
観

光
）

が
ほ
と

ん
ど

と
の
回
答
は
皆
無
だ
っ
た
。

 

特
に

、
「

ツ
ア
ー

観
光

」
と
の

回
答

が
全
体

の
８

割
以
上

を
占

め
て
お

り
、

韓
国
国

際
定

期
便
の

韓
国

人
利
用

者
に
つ
い
て
は
、
ツ
ア
ー
観
光
客
が
太
宗
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

な
お
、
こ
の
ツ
ア
ー
観
光
客
に
限
定
し
て
男
女
年
代
別
構
成
を
み
た
の
が
下
表
。

構
成

比
 ％

2
92

8
1
18

61
1
7
11

0
0
10

4
1
11

( 1
)

-

3
57

1
0
0
10

ツ
ア

ー
観

光
客

の
男

女
年

代
別

構
成

1
0
～

2
0
代13

5
14

25

1
0
11

38

1
5
13

－
3
－

旅
行
目
的

で
は

、
観
光

旅
行

（
ツ
ア

ー
観

光
も
し

く
は

個
人
観

光
）

が
ほ
と

ん
ど

特
に

、
「

ツ
ア
ー

観
光

」
と
の

回
答

が
全
体

の
８

割
以
上

を
占

め
て
お

り
、

韓
国
国

際
定

期
便
の

韓
国

人
利
用

者
に
つ
い
て
は
、
ツ
ア
ー
観
光
客
が
太
宗
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

な
お
、
こ
の
ツ
ア
ー
観
光
客
に
限
定
し
て
男
女
年
代
別
構
成
を
み
た
の
が
下
表
。

構
成

比
 ％

8
1
18

1
7
11

0
10

1
11

 
-

1
0
0
10

ツ
ア

ー
観

光
客

の
男

女
年

代
別

構
成

3
0
～

4
0
代2

8

1
1
13

5
4

4
1
18

8
2

3
3
11

－
 

旅
行
目
的

で
は

、
観
光

旅
行

（
ツ
ア

ー
観

光
も
し

く
は

個
人
観

光
）

が
ほ
と

ん
ど

特
に

、
「

ツ
ア
ー

観
光

」
と
の

回
答

が
全
体

の
８

割
以
上

を
占

め
て
お

り
、

韓
国
国

際
定

期
便
の

韓
国

人
利
用

者
に
つ
い
て
は
、
ツ
ア
ー
観
光
客
が
太
宗
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

な
お
、
こ
の
ツ
ア
ー
観
光
客
に
限
定
し
て
男
女
年
代
別
構
成
を
み
た
の
が
下
表
。

ツ
ア

ー
観

光
客

の
男

女
年

代
別

構
成

 （
無

回
答

を
除

く
集

計
）

5
0
代

2
7

1
0
19

4
6

1
8
15

7
3

4
9
14

旅
行
目
的

で
は

、
観
光

旅
行

（
ツ
ア

ー
観

光
も
し

く
は

個
人
観

光
）

が
ほ
と

ん
ど

特
に

、
「

ツ
ア
ー

観
光

」
と
の

回
答

が
全
体

の
８

割
以
上

を
占

め
て
お

り
、

韓
国
国

際
定

期
便
の

韓
国

人
利
用

者
に
つ
い
て
は
、
ツ
ア
ー
観
光
客
が
太
宗
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

 

な
お
、
こ
の
ツ
ア
ー
観
光
客
に
限
定
し
て
男
女
年
代
別
構
成
を
み
た
の
が
下
表
。

（
無

回
答

を
除

く
集

計
）

6
0
才

以
上23

9
13

32

1
4
19

55

4
4
14

旅
行
目
的

で
は

、
観
光

旅
行

（
ツ
ア

ー
観

光
も
し

く
は

個
人
観

光
）

が
ほ
と

ん
ど

（
約

9
9
％

特
に

、
「

ツ
ア
ー

観
光

」
と
の

回
答

が
全
体

の
８

割
以
上

を
占

め
て
お

り
、

韓
国
国

際
定

期
便
の

韓
国

人
利
用

な
お
、
こ
の
ツ
ア
ー
観
光
客
に
限
定
し
て
男
女
年
代
別
構
成
を
み
た
の
が
下
表
。
利
用
者

全
体
の
特
徴
と
ほ
ぼ

回
答

合
計9

1

3
6
17

1
5
7

6
3
13

2
4
8

1
0
0
10

％
）

で
、
「
仕
事
」

特
に

、
「

ツ
ア
ー

観
光

」
と
の

回
答

が
全
体

の
８

割
以
上

を
占

め
て
お

り
、

韓
国
国

際
定

期
便
の

韓
国

人
利
用

全
体
の
特
徴
と
ほ
ぼ

）
で
、
「
仕
事
」

特
に

、
「

ツ
ア
ー

観
光

」
と
の

回
答

が
全
体

の
８

割
以
上

を
占

め
て
お

り
、

韓
国
国

際
定

期
便
の

韓
国

人
利
用

全
体
の
特
徴
と
ほ
ぼ
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上国もめ
て
な
の
は

る
）
が
、

山
口

県
訪
問

に
つ

い
て
は

す
る
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

�
日
本

・
山
口
県

訪
問
回
数
で
は
、

上
日
本
に
来
て
い
る

国
際
定
期

便
が

こ
れ
を

ツ
ア
ー
観
光
客
に
限
る
と
、
山
口
県
訪
問
が
初
め
て

も
約

5
1
％

と
半

数
を
占

め
て

い
る
。

一
方

、
個
人

観
光

な
ど
ツ

ア
ー

観
光
客

以
外

の
者
で

は
、

日
本
訪
問
が
初

め
て
な
の
は

約

る
）
が
、

山
口

県
訪
問

に
つ

い
て
は

す
る
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

ツ
ア

ー
観

光
客

で
あ

る
な

し
別

訪
問

回
数

ツアー観光客

・
山
口
県

へ
の
訪
問
回
数

訪
問
回
数
で
は
、
日
本
へ
の
訪
問
が
初
め
て
と
い
う
者
は
半
数
に
満
た
な
い
（
つ
ま
り
、
半
数
以
上
は
２
度
以

日
本
に
来
て
い
る

）
が
、
山
口
県
へ
の
訪
問
に
つ
い
て
は
９
割
以
上

便
が

縁
で
、
初
め
て
山
口
県
に
訪
れ
た
と
い
う
者
が
ほ
と
ん
ど
、
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

ツ
ア
ー
観
光
客
に
限
る
と
、
山
口
県
訪
問
が
初
め
て

％
と
半

数
を
占

め
て

い
る
。

一
方

、
個
人

観
光

な
ど
ツ

ア
ー

観
光
客

以
外

の
者
で

は
、

日
本
訪
問
が
初

約
2
6
％
と
４
分
の
１
に
過
ぎ
な
く
な
る
（

る
）
が
、

山
口

県
訪
問

に
つ

い
て
は

す
る
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

訪
問

回
数

 日
本

訪
問

  構
成

比
 ％

 山
口

県
訪

問

  構
成

比
 ％

ツ
ア

ー
観

光
客

で
あ

る
な

し
別

訪
問

回
数

 日
本

訪
問

 構
成

比
 ％

 山
口

県
訪

問

 構
成

比
 ％

 日
本

訪
問

 構
成

比
 ％

 山
口

県
訪

問

 構
成

比
 ％

ツアー観光客

以外

ツアー観光客

へ
の
訪
問
回
数

日
本
へ
の
訪
問
が
初
め
て
と
い
う
者
は
半
数
に
満
た
な
い
（
つ
ま
り
、
半
数
以
上
は
２
度
以

）
が
、
山
口
県
へ
の
訪
問
に
つ
い
て
は
９
割
以
上

縁
で
、
初
め
て
山
口
県
に
訪
れ
た
と
い
う
者
が
ほ
と
ん
ど
、
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

ツ
ア
ー
観
光
客
に
限
る
と
、
山
口
県
訪
問
が
初
め
て

％
と
半

数
を
占

め
て

い
る
。

一
方

、
個
人

観
光

な
ど
ツ

ア
ー

観
光
客

以
外

の
者
で

は
、

日
本
訪
問
が
初

％
と
４
分
の
１
に
過
ぎ
な
く
な
る
（

る
）
が
、

山
口

県
訪
問

に
つ

い
て
は

初
め

て
が

す
る
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

１
回

目15
3

4
6
15

31
7

9
4
17

ツ
ア

ー
観

光
客

で
あ

る
な

し
別

訪
問

回
数

１
回

目

日
本

訪
問

 構
成

比
 ％

山
口

県
訪

問

 構
成

比
 ％

日
本

訪
問

 構
成

比
 ％

山
口

県
訪

問

 構
成

比
 ％

－
4
－

へ
の
訪
問
回
数

 

日
本
へ
の
訪
問
が
初
め
て
と
い
う
者
は
半
数
に
満
た
な
い
（
つ
ま
り
、
半
数
以
上
は
２
度
以

）
が
、
山
口
県
へ
の
訪
問
に
つ
い
て
は
９
割
以
上

縁
で
、
初
め
て
山
口
県
に
訪
れ
た
と
い
う
者
が
ほ
と
ん
ど
、
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

ツ
ア
ー
観
光
客
に
限
る
と
、
山
口
県
訪
問
が
初
め
て

％
と
半

数
を
占

め
て

い
る
。

一
方

、
個
人

観
光

な
ど
ツ

ア
ー

観
光
客

以
外

の
者
で

は
、

日
本
訪
問
が
初

％
と
４
分
の
１
に
過
ぎ
な
く
な
る
（

初
め

て
が

約
8
7
％

と

す
る
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

２
～

４
回

目1
05

3
1
19

22

6
14

ツ
ア

ー
観

光
客

で
あ

る
な

し
別

 訪
問

回
数

１
回

目
２

～
４

回
目

1
3
8

5
0
19

2
6
5

9
4
10

1
5

4
5
19

5
2

8
6
17

－
 

日
本
へ
の
訪
問
が
初
め
て
と
い
う
者
は
半
数
に
満
た
な
い
（
つ
ま
り
、
半
数
以
上
は
２
度
以

）
が
、
山
口
県
へ
の
訪
問
に
つ
い
て
は
９
割
以
上

縁
で
、
初
め
て
山
口
県
に
訪
れ
た
と
い
う
者
が
ほ
と
ん
ど
、
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

ツ
ア
ー
観
光
客
に
限
る
と
、
山
口
県
訪
問
が
初
め
て

な
の

は
も
ち
ろ
ん

％
と
半

数
を
占

め
て

い
る
。

一
方

、
個
人

観
光

な
ど
ツ

ア
ー

観
光
客

以
外

の
者
で

は
、

日
本
訪
問
が
初

％
と
４
分
の
１
に
過
ぎ
な
く
な
る
（

し
か
も

５
回
以
上
が

％
と

ほ
ぼ

９
割

を
占
め

て
お

り
、
山

口
県

を
初
め
て
訪
問

す
る
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

 

５
回

以
上71

4
1
163

0
19

ツ
ア

ー
観

光
客

で
あ

る
な

し
別

訪
問

回
数

２
～

４
回

目
５

回
以

上

93

3
4
13

1
4
18

16

5
17

12

4
0
17

5
3
14

6

1
0
10

日
本
へ
の
訪
問
が
初
め
て
と
い
う
者
は
半
数
に
満
た
な
い
（
つ
ま
り
、
半
数
以
上
は
２
度
以

）
が
、
山
口
県
へ
の
訪
問
に
つ
い
て
は
９
割
以
上

が
今
回

の
訪
問

縁
で
、
初
め
て
山
口
県
に
訪
れ
た
と
い
う
者
が
ほ
と
ん
ど
、
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

は
も
ち
ろ
ん

日
本
訪
問
も
初
め
て
と
い
う
者

％
と
半

数
を
占

め
て

い
る
。

一
方

、
個
人

観
光

な
ど
ツ

ア
ー

観
光
客

以
外

の
者
で

は
、

日
本
訪
問
が
初

５
回
以
上
が

約
5
3

ほ
ぼ

９
割

を
占
め

て
お

り
、
山

口
県

を
初
め
て
訪
問

（
無

回
答

）

( 2
9

)

 
-

( 1
6

)

 
-

５
回

以
上

（
無

回
答

）

40
(

21

1
4
18

-

1
(

10

0
14

-

31

5
3
14

-

2

3
13

-

日
本
へ
の
訪
問
が
初
め
て
と
い
う
者
は
半
数
に
満
た
な
い
（
つ
ま
り
、
半
数
以
上
は
２
度
以

の
訪
問

が
初
め
て

縁
で
、
初
め
て
山
口
県
に
訪
れ
た
と
い
う
者
が
ほ
と
ん
ど
、
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

日
本
訪
問
も
初
め
て
と
い
う
者

％
と
半

数
を
占

め
て

い
る
。

一
方

、
個
人

観
光

な
ど
ツ

ア
ー

観
光
客

以
外

の
者
で

は
、

日
本
訪
問
が
初

5
3
％
と
半
数
以
上
を
占
め
て
い

ほ
ぼ

９
割

を
占
め

て
お

り
、
山

口
県

を
初
め
て
訪
問

回
答

合
計3
2
9

1
0
0
10

3
4
2

1
0
0
10

（
無

回
答

）
回

答
合

計

( 21
)

 -
1
0
0
10

( 10
)

 -
1
0
0
10

( 8
)

 -
1
0
0
10

( 6
)

 -
1
0
0
10

日
本
へ
の
訪
問
が
初
め
て
と
い
う
者
は
半
数
に
満
た
な
い
（
つ
ま
り
、
半
数
以
上
は
２
度
以

初
め
て

だ
っ
た

。
韓
国

縁
で
、
初
め
て
山
口
県
に
訪
れ
た
と
い
う
者
が
ほ
と
ん
ど
、
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

 

日
本
訪
問
も
初
め
て
と
い
う
者

％
と
半

数
を
占

め
て

い
る
。

一
方

、
個
人

観
光

な
ど
ツ

ア
ー

観
光
客

以
外

の
者
で

は
、

日
本
訪
問
が
初

％
と
半
数
以
上
を
占
め
て
い

ほ
ぼ

９
割

を
占
め

て
お

り
、
山

口
県

を
初
め
て
訪
問

回
答

合
計27

1

1
0
0
10

28
2

1
0
0
10

5
8

1
0
0
10

6
0

1
0
0
10

日
本
へ
の
訪
問
が
初
め
て
と
い
う
者
は
半
数
に
満
た
な
い
（
つ
ま
り
、
半
数
以
上
は
２
度
以

。
韓
国

日
本
訪
問
も
初
め
て
と
い
う
者

％
と
半

数
を
占

め
て

い
る
。

一
方

、
個
人

観
光

な
ど
ツ

ア
ー

観
光
客

以
外

の
者
で

は
、

日
本
訪
問
が
初

％
と
半
数
以
上
を
占
め
て
い

ほ
ぼ

９
割

を
占
め

て
お

り
、
山

口
県

を
初
め
て
訪
問
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－
5
－

 

�
宿
泊
日
数

今
回
の
旅
行
で
の
平
均
宿
泊
日
数
は
、
日
本
約
２

.４
泊
、
そ
の
う
ち
山
口
県
内
で
約
１

.３
泊
だ
っ
た
。

 

ツ
ア

ー
観

光
客

に
限
る

と
、

日
本
約

２
.３

泊
、
山

口
県

内
約
１

.１
泊

だ
っ
た

。
つ

ま
り
、

ツ
ア

ー
の
標

準
的

な
内
容
は
、
山
口
県
内
１
泊
、
県
外
１
泊
で
構
成
さ
れ
る
２
泊
３
日
の
旅
行
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

 

な
お
、
ツ
ア
ー
観
光
客
の
う
ち
、
日
本
泊
数
と
山
口
県
内
泊
数
が
一
致
し
た
（
つ
ま
り
、
す
べ
て
県
内
泊
）
ケ

ー
ス
は
約

1
6
％
と
２
割
に
満
た
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
全
て
県
内
泊
の
ケ
ー
ス
の
ト
ー
タ
ル
の
宿
泊
数
は
２

.２

泊
、

県
外

泊
の

あ
る

ケ
ー

ス
の

ト
ー

タ
ル

の
宿

泊
数

は
約

２
.４

泊
と

な
り

、
県

外
泊

の
あ

る
ケ

ー
ス

の
方

が
若

干
日
程
が
長
く
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
２
泊
３
日
程
度
の
旅
程
が
標
準
的
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
 

一
方

個
人

観
光

客
で

は
、
「
全

て
県

内
泊
」

と
「

県
外
泊

あ
り

」
が
半

々
の

割
合
だ

っ
た

。
ま
た

、
平

均
３
泊

と
ま
で
は
い
か
な
い
も
の
の
、
ツ
ア
ー
観
光
客
よ
り
は
若
干
旅
程
が
長
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

 

構
成

比
 ％

 全
て

県
内

泊
4
4

1
6
14

 県
外

泊
あ

り
22

4
8
3
16

 （
泊

数
無

回
答

）
( 24

)
 
-

回
答

合
計

26
8

1
0
0
10

ツ
ア

ー
観

光
客

に
お

け
る

県
外

宿
泊

あ
り

な
し

内
訳

日
 本

山
口

県
内

 全
て

県
内

泊
2
.16

2
.16

 県
外

泊
あ

り
2
.36

0
.90

ツ
ア

ー
観

光
客

の
宿

泊
形

態
別

平
均

宿
泊

日
数

構
成

比
 ％

 全
て

県
内

泊
2
9

4
8
13

 県
外

泊
あ

り
3
1

5
1
17

 （
泊

数
無

回
答

）
( 1

)
 
-

回
答

合
計

6
0

1
0
0
10

個
人

観
光

客
に

お
け

る
　

県
外

宿
泊

あ
り

な
し

内
訳

日
 本

山
口

県
内

 全
て

県
内

泊
2
.7

2
2
.7

2

 県
外

泊
あ

り
2
.6

1
1
.0

6

個
人

観
光

客
の

宿
泊

形
態

別
　

平
均

宿
泊

日
数

平
均

宿
泊

日
数

日
 本

山
口

県
内

ツ
ア

ー
観

光
客

2.3
3

1
.1

1

 個
人

観
光

客
2.6

7
1
.8

7

 全
平

均
2.4

3
1
.2

8

※
旅

行
目

的
が

「
そ

の
他

」
で

あ
っ

た
も

の
（
４

サ
ン

プ
ル

）
は

、

サ
ン

プ
ル

数
が

少
な

い
た

め
項

目
出

し
し

て
い

な
い

。

（
全

平
均

に
は

、
旅

行
目

的
無

回
答

と
と

も
に

含
ま

れ
て

い
る

）
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め
た
。

し
た
対
象
は
山
口
県

ー
ト
に
「
山
口
県
観
光
」
に
対
す
る
満
足
度

ツ
ア

ー
観

光
客

・
個

人
観

光
客

別
旅

行
の

満
足

度

ツ
ア

ー
観

光
客

 構
成

比
 ％

 個
人

観
光

客

 構
成

比
 ％

※
旅

行
目

的
が

「
そ

の
他

」
で

あ
っ

た
も

の
（
４

サ
ン

プ
ル

）、
お

よ
び

旅
行

目
的

無
回

答
者

（
１

サ
ン

プ
ル

）
は

含
ま

れ
て

い
な

い
。

�
今
回
の
旅
行
の
満
足
度

今
回
の
旅
行
に
対
し
て
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め
た
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こ
れ
を
ツ
ア
ー
観
光
客
に
限
っ
て
も
、
満
足
と

し
た
対
象
は
山
口
県

ー
ト
に
「
山
口
県
観
光
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に
対
す
る
満
足
度
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行
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ツ
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光
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光
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足
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光
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光
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※
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４
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プ
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光
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光
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ア
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光
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満
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け
で
は
な
い
わ
け
だ
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ら
、
こ
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ツ
ア
ー
観
光
客
の
満
足
度
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そ
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ス
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レ
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光
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光
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光
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け
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光
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。
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。
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多
か
っ
た
。

�
 今

回
の
旅
行
で
よ
か
っ
た
点

今
回
の
旅
行
で
よ
か
っ
た
点
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
（

多
か
っ
た
。

続
い
て
、
「
食
事
」
と
「
ホ
テ
ル
・
旅
館
」
が

今
回
の
旅
行
で
よ
か
っ
た
点

今
回
の
旅
行
で
よ
か
っ
た
点
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
（

続
い
て
、
「
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事
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と
「
ホ
テ
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館
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よ
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っ
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と
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光
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今
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答
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、「

温
泉
」
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４
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光
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約
３
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６
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占
め

て
最
も

で
あ
っ
た
。
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な
い
が
、
ツ
ア
ー
観
光
客
で
は
「
温
泉
」
が
全
体
平
均
よ
り
若
干
高
く
、
個
人
観
光
客
で
は
「
観
光
地
」
が
全
体

平
均
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

観
光
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
（
少
な
く
と
も
、
県
外
に
も
宿
泊
し
て
い
る
）
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
評
価
は

ス

ト
レ

ー
ト

に
「

山
口

県
内
の

」
観

光
地
や

観
光

施
設
に

対
す

る
評
価

を
表

し
て
い

る
わ

け
で
は

な
い

温
泉
は
温
泉
で
も
、
別
府
温
泉
が
良
か
っ
た
と
い
う
回
答
も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
）

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

た
点
を
み
る
と
、
下
表
の
よ
う
に
な
る
。
全
て
県
内
泊
の
ケ
ー
ス
で
の
「
温
泉
」
の
評
価
は
、
県
外
泊
が
あ
る
ケ

ー
ス
の
評
価
に
比
べ
る
と
低
く
な
る
。
逆
に
「
食
事
」
の
評
価
は
高
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う
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、
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を
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全
体

平
均
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

 

な
お
、
今
回
の
質
問
は
「
今
回
の
旅
行
で
」
良
か
っ
た
点
を
尋
ね
て
お
り
、
ツ
ア
ー
観
光
客
な
ど
で
は
県
外

も

観
光
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
（
少
な
く
と
も
、
県
外
に
も
宿
泊
し
て
い
る
）
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
評
価
は

ス

ト
レ

ー
ト

に
「

山
口

県
内
の

」
観

光
地
や

観
光

施
設
に

対
す

る
評
価

を
表

し
て
い

る
わ

け
で
は

な
い

温
泉
は
温
泉
で
も
、
別
府
温
泉
が
良
か
っ
た
と
い
う
回
答
も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
）

ツ
ア
ー
観
光
客
の
う
ち
、

た
点
を
み
る
と
、
下
表
の
よ
う
に
な
る
。
全
て
県
内
泊
の
ケ
ー
ス
で
の
「
温
泉
」
の
評
価
は
、
県
外
泊
が
あ
る
ケ

ー
ス
の
評
価
に
比
べ
る
と
低
く
な
る
。
逆
に
「
食
事
」
の
評
価
は
高
い
よ
う
で
あ
る
。

ツ
ア

ー
観

光
客

・
個

人
観

光
客

別
 今

回
の

旅
行

で
よ

か
っ

た
点

観
光

地
 食

事

89
1
09

3
1
18

3
8
19

26
25

4
3
13

4
1
17

※
旅

行
目

的
が

「そ
の

他
」で

あ
っ

た
も

の
（
４

サ
ン

プ
ル

）、
お

よ
び

旅
行

目
的

無
回

答
者

（１
サ

ン
プ

ル
）は

含
ま

れ
て

い
な

い
。

ツ
ア

ー
観

光
客

に
お

け
る

県
外

宿
泊

あ
る

な
し

別
今

回
の

旅
行

で
よ

か
っ

た
点

観
光

地
 食

事

13
19

3
4
15

4
7
15

71
81

3
4
13

3
6
18

5
9

4
5
10

4
5
10

－
8
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ツ
ア
ー
観
光
客

と
個
人
観
光
客
に
分
け
て
み
る
と

な
い
が
、
ツ
ア
ー
観
光
客
で
は
「
温
泉
」
が
全
体
平
均
よ
り
若
干
高
く
、
個
人
観
光
客
で
は
「
観
光
地
」
が
全
体

な
お
、
今
回
の
質
問
は
「
今
回
の
旅
行
で
」
良
か
っ
た
点
を
尋
ね
て
お
り
、
ツ
ア
ー
観
光
客
な
ど
で
は
県
外

も

観
光
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
（
少
な
く
と
も
、
県
外
に
も
宿
泊
し
て
い
る
）
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
評
価
は

ス

ト
レ

ー
ト

に
「

山
口

県
内
の

」
観

光
地
や

観
光

施
設
に

対
す

る
評
価

を
表

し
て
い

る
わ

け
で
は

な
い

温
泉
は
温
泉
で
も
、
別
府
温
泉
が
良
か
っ
た
と
い
う
回
答
も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
）

ツ
ア
ー
観
光
客
の
う
ち
、
全
て
県
内
泊
の
ケ
ー
ス
と
県
外
泊
の
あ
る
ケ
ー
ス
と
で
分
け
て
よ
か
っ

た
点
を
み
る
と
、
下
表
の
よ
う
に
な
る
。
全
て
県
内
泊
の
ケ
ー
ス
で
の
「
温
泉
」
の
評
価
は
、
県
外
泊
が
あ
る
ケ

ー
ス
の
評
価
に
比
べ
る
と
低
く
な
る
。
逆
に
「
食
事
」
の
評
価
は
高
い
よ
う
で
あ
る
。

ツ
ア

ー
観

光
客

・
個

人
観

光
客

別
今

回
の

旅
行

で
よ

か
っ

た
点

ホ
テ

ル
・
旅

館

1
09

110

3
8
19

3
9
13

25
22

4
1
17

3
6
17

※
旅

行
目

的
が

「そ
の

他
」で

あ
っ

た
も

の
（
４

サ
ン

プ
ル

）、
お

よ
び

旅
行

目
的

無
回

答
者

（１
サ

ン
プ

ル
）は

含
ま

れ
て

い
な

い
。

ツ
ア

ー
観

光
客

に
お

け
る

県
外

宿
泊

あ
る

な
し

別
 今

回
の

旅
行

で
よ

か
っ

た
点

ホ
テ

ル
・
旅

館16

4
0
10

90

4
0
194

4
0
10

－
 

と
個
人
観
光
客
に
分
け
て
み
る
と

な
い
が
、
ツ
ア
ー
観
光
客
で
は
「
温
泉
」
が
全
体
平
均
よ
り
若
干
高
く
、
個
人
観
光
客
で
は
「
観
光
地
」
が
全
体

な
お
、
今
回
の
質
問
は
「
今
回
の
旅
行
で
」
良
か
っ
た
点
を
尋
ね
て
お
り
、
ツ
ア
ー
観
光
客
な
ど
で
は
県
外

も

観
光
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
（
少
な
く
と
も
、
県
外
に
も
宿
泊
し
て
い
る
）
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
評
価
は

ス

ト
レ

ー
ト

に
「

山
口

県
内
の

」
観

光
地
や

観
光

施
設
に

対
す

る
評
価

を
表

し
て
い

る
わ

け
で
は

な
い

温
泉
は
温
泉
で
も
、
別
府
温
泉
が
良
か
っ
た
と
い
う
回
答
も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
）

全
て
県
内
泊
の
ケ
ー
ス
と
県
外
泊
の
あ
る
ケ
ー
ス
と
で
分
け
て
よ
か
っ

た
点
を
み
る
と
、
下
表
の
よ
う
に
な
る
。
全
て
県
内
泊
の
ケ
ー
ス
で
の
「
温
泉
」
の
評
価
は
、
県
外
泊
が
あ
る
ケ

ー
ス
の
評
価
に
比
べ
る
と
低
く
な
る
。
逆
に
「
食
事
」
の
評
価
は
高
い
よ
う
で
あ
る
。

ツ
ア

ー
観

光
客

・
個

人
観

光
客

別
今

回
の

旅
行

で
よ

か
っ

た
点

 （
複

数
回

答
）

 温
泉16

6

5
9
13

33

5
5
10

※
旅

行
目

的
が

「そ
の

他
」で

あ
っ

た
も

の
（
４

サ
ン

プ
ル

）、
お

よ
び

旅
行

目
的

無
回

答
者

（１
サ

ン
プ

ル
）は

含
ま

れ
て

い
な

い
。

ツ
ア

ー
観

光
客

に
お

け
る

県
外

宿
泊

あ
る

な
し

別
今

回
の

旅
行

で
よ

か
っ

た
点

 温
泉

 買
い

物

20

5
0
10

13
2

6
0
10

14

7
0
10

と
個
人
観
光
客
に
分
け
て
み
る
と

、
下
表
の
と
お
り
。
大
き
な
差
は

な
い
が
、
ツ
ア
ー
観
光
客
で
は
「
温
泉
」
が
全
体
平
均
よ
り
若
干
高
く
、
個
人
観
光
客
で
は
「
観
光
地
」
が
全
体

な
お
、
今
回
の
質
問
は
「
今
回
の
旅
行
で
」
良
か
っ
た
点
を
尋
ね
て
お
り
、
ツ
ア
ー
観
光
客
な
ど
で
は
県
外

も

観
光
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
（
少
な
く
と
も
、
県
外
に
も
宿
泊
し
て
い
る
）
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
評
価
は

ス

ト
レ

ー
ト

に
「

山
口

県
内
の

」
観

光
地
や

観
光

施
設
に

対
す

る
評
価

を
表

し
て
い

る
わ

け
で
は

な
い

温
泉
は
温
泉
で
も
、
別
府
温
泉
が
良
か
っ
た
と
い
う
回
答
も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
）

全
て
県
内
泊
の
ケ
ー
ス
と
県
外
泊
の
あ
る
ケ
ー
ス
と
で
分
け
て
よ
か
っ

た
点
を
み
る
と
、
下
表
の
よ
う
に
な
る
。
全
て
県
内
泊
の
ケ
ー
ス
で
の
「
温
泉
」
の
評
価
は
、
県
外
泊
が
あ
る
ケ

ー
ス
の
評
価
に
比
べ
る
と
低
く
な
る
。
逆
に
「
食
事
」
の
評
価
は
高
い
よ
う
で
あ
る
。

（
複

数
回

答
）

 買
い

物
 そ

の
他

3
5

1
4
159

1
5
10

※
旅

行
目

的
が

「そ
の

他
」で

あ
っ

た
も

の
（
４

サ
ン

プ
ル

）、
お

よ
び

旅
行

目
的

無
回

答
者

（１
サ

ン
プ

ル
）は

含
ま

れ
て

い
な

い
。

ツ
ア

ー
観

光
客

に
お

け
る

県
外

宿
泊

あ
る

な
し

別
今

回
の

旅
行

で
よ

か
っ

た
点

 （
複

数
回

答
）

 買
い

物
 そ

の
他

5

1
4
15

3
0

1
3
160

0
10

下
表
の
と
お
り
。
大
き
な
差
は

な
い
が
、
ツ
ア
ー
観
光
客
で
は
「
温
泉
」
が
全
体
平
均
よ
り
若
干
高
く
、
個
人
観
光
客
で
は
「
観
光
地
」
が
全
体

な
お
、
今
回
の
質
問
は
「
今
回
の
旅
行
で
」
良
か
っ
た
点
を
尋
ね
て
お
り
、
ツ
ア
ー
観
光
客
な
ど
で
は
県
外

も

観
光
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
（
少
な
く
と
も
、
県
外
に
も
宿
泊
し
て
い
る
）
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
評
価
は

ス

ト
レ

ー
ト

に
「

山
口

県
内
の

」
観

光
地
や

観
光

施
設
に

対
す

る
評
価

を
表

し
て
い

る
わ

け
で
は

な
い

温
泉
は
温
泉
で
も
、
別
府
温
泉
が
良
か
っ
た
と
い
う
回
答
も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
）
こ
と
に
も
留
意
し

全
て
県
内
泊
の
ケ
ー
ス
と
県
外
泊
の
あ
る
ケ
ー
ス
と
で
分
け
て
よ
か
っ

た
点
を
み
る
と
、
下
表
の
よ
う
に
な
る
。
全
て
県
内
泊
の
ケ
ー
ス
で
の
「
温
泉
」
の
評
価
は
、
県
外
泊
が
あ
る
ケ

ー
ス
の
評
価
に
比
べ
る
と
低
く
な
る
。
逆
に
「
食
事
」
の
評
価
は
高
い
よ
う
で
あ
る
。

 

そ
の

他
（
無

回
答

）

7

4
15

-

6

1
0
10

-

（
複

数
回

答
）

そ
の

他
（
無

回
答

）

1

4
15

 
-

6

4
17

 
-

0

0
10

 
-

下
表
の
と
お
り
。
大
き
な
差
は

な
い
が
、
ツ
ア
ー
観
光
客
で
は
「
温
泉
」
が
全
体
平
均
よ
り
若
干
高
く
、
個
人
観
光
客
で
は
「
観
光
地
」
が
全
体

な
お
、
今
回
の
質
問
は
「
今
回
の
旅
行
で
」
良
か
っ
た
点
を
尋
ね
て
お
り
、
ツ
ア
ー
観
光
客
な
ど
で
は
県
外

も

観
光
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
（
少
な
く
と
も
、
県
外
に
も
宿
泊
し
て
い
る
）
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
評
価
は

ス

ト
レ

ー
ト

に
「

山
口

県
内
の

」
観

光
地
や

観
光

施
設
に

対
す

る
評
価

を
表

し
て
い

る
わ

け
で
は

な
い

（
例
え

ば
、

こ
と
に
も
留
意
し

全
て
県
内
泊
の
ケ
ー
ス
と
県
外
泊
の
あ
る
ケ
ー
ス
と
で
分
け
て
よ
か
っ

た
点
を
み
る
と
、
下
表
の
よ
う
に
な
る
。
全
て
県
内
泊
の
ケ
ー
ス
で
の
「
温
泉
」
の
評
価
は
、
県
外
泊
が
あ
る
ケ

（
無

回
答

）
回

答
合

計

( 12
)

280

 
-

1
8
4
13

( 1
)

 
-

4
0
1
17

（
無

回
答

）
回

答
合

計

( 4
)

40

 
-

1
8
5
10

( 4
)

220

 
-

1
8
6
14

( 4
)

20

 
-

1
6
0
10

下
表
の
と
お
り
。
大
き
な
差
は

な
い
が
、
ツ
ア
ー
観
光
客
で
は
「
温
泉
」
が
全
体
平
均
よ
り
若
干
高
く
、
個
人
観
光
客
で
は
「
観
光
地
」
が
全
体

な
お
、
今
回
の
質
問
は
「
今
回
の
旅
行
で
」
良
か
っ
た
点
を
尋
ね
て
お
り
、
ツ
ア
ー
観
光
客
な
ど
で
は
県
外

も

観
光
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
（
少
な
く
と
も
、
県
外
に
も
宿
泊
し
て
い
る
）
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
評
価
は

ス

（
例
え

ば
、

こ
と
に
も
留
意
し

全
て
県
内
泊
の
ケ
ー
ス
と
県
外
泊
の
あ
る
ケ
ー
ス
と
で
分
け
て
よ
か
っ

た
点
を
み
る
と
、
下
表
の
よ
う
に
な
る
。
全
て
県
内
泊
の
ケ
ー
ス
で
の
「
温
泉
」
の
評
価
は
、
県
外
泊
が
あ
る
ケ

回
答

合
計280

1
8
4
13

60

4
0
1
17

回
答

合
計40

1
8
5
10

220

1
8
6
14

20

1
6
0
10
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さ
て

、
こ

の
『

今
回

の
旅
行

で
よ

か
っ
た

点
』

の
質
問

で
は

、
「

買
い

物
」

の
回
答

の
少

な
さ
が

目
立

っ
て
い

る
。

他
の

項
目

で
は

少
な
く

と
も

３
割
以

上
の

回
答
が

あ
る

の
に

、「
買

い
物

」
に

つ
い

て
は
１

割
強

に
留
ま

っ

て
お
り
、
全
体
で
は

1
2
.8
％
、
ツ
ア
ー
観
光
客
で
は

1
2
.5
％
で
あ
っ
た
。

 

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
不
満
だ
っ
た
項
目
は
尋
ね
ら
れ
て
い
な
い
が
、
良
か
っ
た
項
目
と
し
て
の
「
買
い
物
」

の
回
答
の
少
な
さ
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
観
光
客
に
よ
っ
て
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
日
本
旅
行
の
楽
し
み
の

一
つ
だ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
温
泉
な
ど
は
満
足
し
た
も
の
の
、
旅
行
に
お
け
る
買
い
物
の
楽
し
み
に
つ
い
て
は
満

足
で
き
ず
残
念
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

 

ま
た
、
ツ
ア
ー
観
光
客
は
、
山
口
県
内
に
１
泊
し
て
い
る
ほ
か
、
他
県
に
も
１
泊
し
て
い
る
と
い
う
の
が
標
準

的
な
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
他
県
の
宿
泊
地
と
は
福
岡
県
、
特
に
福
岡
市
が
多
い
よ
う
で
あ
る
（
こ
れ
は

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
以

外
の
デ

ー
タ

）
。

そ
し

て
、

福
岡
市

等
に

宿
泊
す

る
場

合
、
キ

ャ
ナ

ル
シ
テ

ィ
等

の
商
業

施

設
に
行
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
空
港
か
ら
近
い
サ
ン
パ
ー
ク
や
シ
ー
モ
ー
ル
な
ど
の
大
型
商
業
施
設

に
お
け
る
免
税
店
化
が
も
っ
と
進
む
と
、
県
内
で
の
購
買
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
き
ほ
ど
み
た
ツ
ア
ー

観
光
客
の
『
今
回
の
旅
行
で
よ
か
っ
た
点
』
に
お
け
る
県
外
泊
あ
る
な
し
別
で
の
「
買
い
物

」
の
回
答
に
大
き
な

違
い

は
な

か
っ

た
（
「
す

べ
て

県
内

泊
」
の

方
が

若
干
低

か
っ

た
程
度

）
も

の
の
、

買
い

物
の
場

の
問

題
に
つ

い

て
は
山
口
県
と
し
て
も
留
意
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

ち
な
み
に
、
ツ
ア
ー
観
光
客
の
う
ち
、
良
か
っ
た
点
と
し
て
「
買
い
物
」
を
回
答
し
た
者
と
、
回
答
し
な
か
っ

た
者
と
に
分
け
て
『
今
回
の
旅
行
の
満
足
度
』
を
み
る
と
下
表
の
通
り
と
な
っ
た
。
ツ
ア
ー
観
光
客
で
良
か
っ
た

点
と
し
て
「
買
い
物
」
を
回
答
し
た
者
は
、
今
回
の
旅
行
を
「
満
足
」
で
は
な
く
「
非
常
に
満
足
」
と
し
た
も

の

が
約

4
9
％
に
達
し
て
お
り
（
「
買
い
物
」
を
満
足
と
回
答
し
な
か
っ
た
者
で
は
約

3
4
％
）
、
一
方
「
ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い
」
や
「
不
満
」
と
の
回
答
は
皆
無
だ
っ
た
。

 

ツ
ア

ー
観

光
客

に
お

け
る

「
買

い
物

」
満

足
で

あ
る

な
し

別
 旅

行
の

満
足

度

非
常

に
満

足
満

足
ど

ち
ら

と
も

言
え

な
い

不
満

非
常

に
不

満
（
無

回
答

）
回

答
合

計

 買
い

物
満

足
回

答
者

1
7

1
8

0
0

0
( 0

)
3
5

 構
成

比
 ％

4
8
16

5
1
14

0
10

0
10

0
10

 
-

1
0
0
10

 買
い

物
満

足
回

答
せ

ず
8
6

1
5
6

7
7

0
( 1

)
2
5
6

 構
成

比
 ％

3
3
16

6
0
19

4
17

4
17

0
10

 
-

1
0
0
10
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み際
便
の
便
数
が
少
な
い
各
地
の
地
方
空
港
に
お
い
て
、
共
通
し
た

路
線
が
増
え
た
り
、
通
年
化

山
口

宇
部

空
港

を
ま

た
利

用
し

た
い

か

 利
用

し
た

い

 ど
ち

ら
と

も
言

え
な

い

 利
用

し
な

い

 （
無

回
答

）

�
山
口
宇
部
空
港
を
ま
た
利
用
し
た
い
か

山
口
宇
部
空
港
を
ま
た
利
用
し
た
い

な
お

、
こ
の
よ
う
に
ま
た
利
用
し
た
い
と
の
回
答
が
主
流

み
る
と
、
空
港
機
能
を
更
に
強
化
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
も

際
便
の
便
数
が
少
な
い
各
地
の
地
方
空
港
に
お
い
て
、
共
通
し
た

路
線
が
増
え
た
り
、
通
年
化

山
口

宇
部

空
港

を
ま

た
利

用
し

た
い

か

利
用

し
た

い

ど
ち

ら
と

も
言

え
な

い

利
用

し
な

い

（
無

回
答

）

回
答

合
計

ツ
ア

ー
観

光
客

・
個

人
観

光
客

別
山

口
宇

部
空

港
を

ま
た

利
用

し
た

い
か

ツ
ア

ー
観

光
客

 構
成

比
 ％

 個
人

観
光

客

 構
成

比
 ％

※
旅

行
目

的
が

「そ
の

他
」
で

あ
っ

た
も

の
（
４

サ
ン

プ
ル

）
、

お
よ

び
旅

行
目

的
無

回
答

者
（１

サ
ン

プ
ル

）
は

含
ま

れ
て

い
な

い
。

山
口
宇
部
空
港
を
ま
た
利
用
し
た
い
か

山
口
宇
部
空
港
を
ま
た
利
用
し
た
い

、
こ
の
よ
う
に
ま
た
利
用
し
た
い
と
の
回
答
が
主
流

る
と
、
空
港
機
能
を
更
に
強
化
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
も

際
便
の
便
数
が
少
な
い
各
地
の
地
方
空
港
に
お
い
て
、
共
通
し
た

路
線
が
増
え
た
り
、
通
年
化

山
口

宇
部

空
港

を
ま

た
利

用
し

た
い

か

ど
ち

ら
と

も
言

え
な

い

( 1
0

回
答

合
計

ツ
ア

ー
観

光
客

・
個

人
観

光
客

別
山

口
宇

部
空

港
を

ま
た

利
用

し
た

い
か

利
用

し
た

い

ツ
ア

ー
観

光
客

個
人

観
光

客

※
旅

行
目

的
が

「そ
の

他
」
で

あ
っ

た
も

の
（
４

サ
ン

プ
ル

）
、

お
よ

び
旅

行
目

的
無

回
答

者
（１

サ
ン

プ
ル

）
は

含
ま

れ
て

い
な

い
。

山
口
宇
部
空
港
を
ま
た
利
用
し
た
い
か

山
口
宇
部
空
港
を
ま
た
利
用
し
た
い

か
、

、
こ
の
よ
う
に
ま
た
利
用
し
た
い
と
の
回
答
が
主
流

る
と
、
空
港
機
能
を
更
に
強
化
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
も

際
便
の
便
数
が
少
な
い
各
地
の
地
方
空
港
に
お
い
て
、
共
通
し
た

路
線
が
増
え
た
り
、
通
年
化

し
た
り
し
て
い
く
中
で
、
自
ず
と
対
応
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

山
口

宇
部

空
港

を
ま

た
利

用
し

た
い

か

構
成

比
 ％

2
7
7

7
9
16

4
8

1
3
18

2
3

6
16

( 1
0

)
 
-

3
4
8

1
0
0
10

ツ
ア

ー
観

光
客

・
個

人
観

光
客

別
山

口
宇

部
空

港
を

ま
た

利
用

し
た

い
か

利
用

し
た

い2
26

7
9
16

48

8
0
10

※
旅

行
目

的
が

「そ
の

他
」
で

あ
っ

た
も

の
（
４

サ
ン

プ
ル

）
、

お
よ

び
旅

行
目

的
無

回
答

者
（１

サ
ン

プ
ル

）
は

含
ま

れ
て

い
な

い
。

－
1
0

山
口
宇
部
空
港
を
ま
た
利
用
し
た
い
か

か
、
と
尋
ね
た

と
こ
ろ

、
こ
の
よ
う
に
ま
た
利
用
し
た
い
と
の
回
答
が
主
流

る
と
、
空
港
機
能
を
更
に
強
化
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
も

際
便
の
便
数
が
少
な
い
各
地
の
地
方
空
港
に
お
い
て
、
共
通
し
た

し
た
り
し
て
い
く
中
で
、
自
ず
と
対
応
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

山
口

宇
部

空
港

を
ま

た
利

用
し

た
い

か

構
成

比
 ％

7
9
16

1
3
18

6
16

 
-

1
0
0
10

ツ
ア

ー
観

光
客

・
個

人
観

光
客

別
 山

口
宇

部
空

港
を

ま
た

利
用

し
た

い
か

ど
ち

ら
と

も
言

え
な

い

4
2

1
4
186

1
0
10

※
旅

行
目

的
が

「そ
の

他
」
で

あ
っ

た
も

の
（
４

サ
ン

プ
ル

）
、

お
よ

び
旅

行
目

的
無

回
答

者
（１

サ
ン

プ
ル

）
は

含
ま

れ
て

い
な

い
。

1
0
－

 

山
口
宇
部
空
港
を
ま
た
利
用
し
た
い
か

と
こ
ろ

、
約

８
割
が

、
こ
の
よ
う
に
ま
た
利
用
し
た
い
と
の
回
答
が
主
流

で
は
あ
っ
た
と
は
い
え
、
後
述
の
「
自
由
意
見
」
を

る
と
、
空
港
機
能
を
更
に
強
化
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
も

見
受
け
ら
れ
た

際
便
の
便
数
が
少
な
い
各
地
の
地
方
空
港
に
お
い
て
、
共
通
し
た

悩
み
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
国
際

し
た
り
し
て
い
く
中
で
、
自
ず
と
対
応
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ツ
ア

ー
観

光
客

・
個

人
観

光
客

別
山

口
宇

部
空

港
を

ま
た

利
用

し
た

い
か

ど
ち

ら
と

も
言

え
な

い
利

用
し

な
い

4
2

1
4
18

5
16

6

1
0
10

1
0
10

※
旅

行
目

的
が

「そ
の

他
」
で

あ
っ

た
も

の
（
４

サ
ン

プ
ル

）
、

お
よ

び
旅

行
目

的
無

回
答

者
（１

サ
ン

プ
ル

）
は

含
ま

れ
て

い
な

い
。

８
割
が
「
利
用
し
た
い
」
と
の
回
答
だ
っ
た
。

で
は
あ
っ
た
と
は
い
え
、
後
述
の
「
自
由
意
見
」
を

見
受
け
ら
れ
た

。
こ
れ
ら
の
問
題

悩
み
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
国
際

し
た
り
し
て
い
く
中
で
、
自
ず
と
対
応
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ツ
ア

ー
観

光
客

・
個

人
観

光
客

別
山

口
宇

部
空

港
を

ま
た

利
用

し
た

い
か

利
用

し
な

い
（
無

回
答

）

1
6

5
16

 
-

6

1
0
10

 
-

※
旅

行
目

的
が

「そ
の

他
」
で

あ
っ

た
も

の
（
４

サ
ン

プ
ル

）
、

お
よ

び
旅

行
目

的
無

回
答

者
（１

サ
ン

プ
ル

）
は

含
ま

れ
て

い
な

い
。

「
利
用
し
た
い
」
と
の
回
答
だ
っ
た
。

で
は
あ
っ
た
と
は
い
え
、
後
述
の
「
自
由
意
見
」
を

こ
れ
ら
の
問
題

悩
み
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
国
際

し
た
り
し
て
い
く
中
で
、
自
ず
と
対
応
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ツ
ア

ー
観

光
客

・
個

人
観

光
客

別
山

口
宇

部
空

港
を

ま
た

利
用

し
た

い
か

（
無

回
答

）
回

答
合

計

( 8
)

-

( 1
)

-

※
旅

行
目

的
が

「そ
の

他
」
で

あ
っ

た
も

の
（
４

サ
ン

プ
ル

）
、

お
よ

び
旅

行
目

的
無

回
答

者
（１

サ
ン

プ
ル

）
は

含
ま

れ
て

い
な

い
。

「
利
用
し
た
い
」
と
の
回
答
だ
っ
た
。

で
は
あ
っ
た
と
は
い
え
、
後
述
の
「
自
由
意
見
」
を

こ
れ
ら
の
問
題

の
多
く

は
、
国

悩
み
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
国
際

し
た
り
し
て
い
く
中
で
、
自
ず
と
対
応
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

 

回
答

合
計28

4

1
0
0
10

6
0

1
0
0
10

「
利
用
し
た
い
」
と
の
回
答
だ
っ
た
。

 

で
は
あ
っ
た
と
は
い
え
、
後
述
の
「
自
由
意
見
」
を

は
、
国

悩
み
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
国
際
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1
1
－

 

 

�
 旅

行
費
用

 

今
回
の
旅
行
で
ど
の
く
ら
い
お
金
を
使
っ
た
か
、
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
下
表
の
結
果
と
な
っ
た
。

 

な
お
、
こ
の
質
問
は
「
旅
行
費
用
」
を
尋
ね
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
観
光
消
費
額
が
尋
ね
ら

れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
韓
国
の
旅
行
会
社
に
支
払
っ
た
パ
ッ
ク
料
金
の
中
に
は
事
実
上
の
日
本
に
お

け
る
ホ
テ
ル
代
、
バ
ス
代
、
一
部
飲
食
代
等
の
観
光
消
費
額
が
含
ま
れ
て
い
る
一
方
で
、
個
人
旅
行
に
つ
い
て
は
、

飛
行

機
代

等
も

含
ま

れ
て

お
り

全
て

が
日

本
に

お
け

る
観

光
消

費
額

で
は

な
い

こ
と

に
も

留
意

し
て

お
く

必
要

が
あ
る
。

 

ツ
ア
ー
観
光
客
に
つ
い
て
、
全
て
県
内
泊
の
ケ
ー
ス
と
県
外
泊
の
あ
る
ケ
ー
ス
に
分
け
て
集
計
す
る
と
、
下
表

の
結

果
と

な
っ

た
。

パ
ッ
ク

料
金

に
つ
い

て
は

、
全
て

県
内

泊
の
旅

行
の

方
が
若

干
高

く
な
っ

て
い

る
。
一

方
、

パ
ッ
ク
料
金
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
全
て
県
内
泊
の
ケ
ー
ス
で
は
県
外
泊
の
あ
る
ケ
ー
ス
よ
り
も
１
万
円
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
さ
き
ほ
ど
み
た
、
買
い
物
の
場
の
不
足
に
起
因
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

 

金
額

 （
万

円
）

 パ
ッ

ク
旅

行
10

.3
8

 パ
ッ

ク
料

金
7
.1

8

 パ
ッ

ク
料

金
以

外
3
.1

9

 パ
ッ

ク
旅

行
10

.6
9

 パ
ッ

ク
料

金
6
.5

4

 パ
ッ

ク
料

金
以

外
4
.1

5

※
 宿

泊
関

係
無

回
答

者
は

含
ま

れ
て

い
な

い
。

県内泊

全て

あり

県外泊 ツ
ア

ー
観

光
客

の
宿

泊
形

態
別

 　
平

均
旅

行
費

用

平
均

旅
行

費
用

金
額

 （
万

円
）

 パ
ッ

ク
旅

行
10

.6
7

 パ
ッ

ク
料

金
6
.6

4

 パ
ッ

ク
料

金
以

外
4
.0

3

 個
人

旅
行

7
.9

7
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－
1
2
－

 

３
.
韓

国
国

際
定

期
便

の
経

済
波

及
効

果

(１
)

経
済

波
及

効
果

の
算

定
対

象

韓
国
国
際
定
期
便
の
経
済
波
及
効
果
と
し
て
、
韓
国
国
際
定
期
便
利
用
者
の
観
光
消
費
が
地
域
に
も
た
ら
す
経

済
波

及
効

果
を

算
定

し
た
。

こ
の

た
び
定

期
便

が
就
航

し
た

が
ゆ
え

に
、

新
た
に

経
済

波
及
効

果
が

発
生
し

た
。

そ
れ
を
利
用
者
の
観
光
消
費
面
か
ら
把
握
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

具
体
的
対
象
と
し
て
は
、
韓
国
国
際
定
期
便
の
韓
国
人
乗
客
（
こ
れ
は
前
章
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
で
も

あ
る
）
の
山
口
県
に
お
け
る
観
光
消
費
額
に
つ
い
て
、
経
済
波
及
効
果
を
算
定
し
た
。

 

な
お
、
当
該
国
際
定
期
便
の
乗
客
に
は
韓
国
人
の
ほ
か
日
本
人
も
い
て
、
そ
の
日
本
人
乗
客
に
よ
る
消
費
活
動

も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
当
該
国
際
定
期
便
に
お
け
る
日
本
人
乗
客
は
、
ほ
ぼ
山
口
県
民
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
他
県
か
ら
山
口
宇
部
空
港
に
や
っ
て
来
て
当
該
定
期
便
を
利
用
し
た
ケ
ー
ス
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

山
口
県
と
い
う
単
位
で
み
た
と
き
、
交
流
人
口
が
発
生
し
て
い
な
い
（
仁
川
空
港
と
の
航
路
を
持
つ
空
港
は
全
国

各
地

に
あ

る
）。

交
通

機
関
の

発
着

点
で
あ

る
こ

と
の
観

光
に

及
ぼ
す

意
義

は
大
き

い
が

、
そ
れ

は
、

発
着
点

で

あ
る
が
ゆ
え
に
他
地
域
か
ら
人
が
や
っ
て
き
て
、
そ
こ
で
観
光
を
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
交
通
機
関
の

利
用
の
た
め
に
前
泊
・
後
泊
し
た
り
す
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
今
回
の
ケ
ー
ス
は
、
国
際
定
期
便
の
日
本
人

乗
客
と
し
て
他
地
域
か
ら
人
が
や
っ
て
来
て
当
地
で
観
光
し
た
り
宿
泊
し
た
り
は
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
観
光

等
に
よ
る
交
流
人
口
が
も
た
ら
す
経
済
効
果
の
意
義
は
、
地
域
人
口
の
持
つ
需
要
規
模
（
人
口
減
少
に
伴
い
縮
小

傾
向
に
あ
る
）
を
補
う
追
加
的
需
要
の
発
生
に
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
日
本
人
乗
客
（
＝
山
口
県
民
）
の

県
内
消
費
に
つ
い
て
は
算
定
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
韓
国
人
乗
客
の
消
費
に
つ
い
て
は
、
ま
さ
に
地
域
に
追
加

的
需
要
を
発
生
さ
せ
る
元
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
経
済
波
及
効
果
の
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
。

 

ま
た
、
今
回
韓
国
人
乗
客
の
観
光
消
費
額
を
把
握
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
韓
国
人
乗
客
は
パ
ッ
ク
旅
行
の
場
合

韓
国
の
旅
行
会
社
に
代
金
を
支
払
い
、
そ
れ
は
韓
国
内
に
お
い
て
韓
国
の
旅
行
会
社
の
収
入
（
需
要
の
発
生
）
と

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
料
金
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
ホ
テ
ル
代
や
飲
食
代
な
ど
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
実
際

に
は
日
本
の
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
な
ど
に
旅
行
会
社
を
通
じ
て
支
払
い
が
行
わ
れ
て
お
り
、
実
質
的
に
は
日
本
国
内

に
お
け
る
消
費
活
動
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
支
払
者
が
本
人
で
な
く
旅
行
会
社
を
経
由
し
て
い
る
だ

け
の
こ
と
で
あ
り
、
た
し
か
に
日
本
に
お
い
て
宿
泊
、
飲
食
等
の
消
費
活
動
が
行
わ
れ
、
経
済
波
及
効
果
の
源
泉

と
な

っ
て

い
る

）
。

し
た

が
っ

て
、

パ
ッ
ク

料
金

の
う
ち

飛
行

機
代
や

旅
行

会
社
マ

ー
ジ

ー
ン
な

ど
以

外
の
部

分

に
つ
い
て
は
、
韓
国
人
乗
客
に
お
け
る
日
本
で
の
消
費
活
動
と
し
て
算
定
し
て
い
る
。
で
あ
れ
ば
、
日
本
人
乗
客

（
山
口
県
民
）
が
旅
行
す
る
に
際
し
て
、
山
口
県
内
の
旅
行
会
社
に
旅
行
代
金
の
支
払
い
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
旅

行
会
社
の
収
入
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
だ
が
、
こ
の
多
く
の
部
分
（
マ
ー
ジ
ン
以
外
の
、
飛
行
機
代
、
ホ

テ
ル
代
等
々
）
は
、
実
際
に
は
韓
国
内
に
お
け
る
需
要
の
発
生
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
な
さ

な
い
と
、
韓
国
人
乗
客
の
パ
ッ
ク
旅
行
の
ケ
ー
ス
と
整
合
性
が
と
れ
な
く
な
る
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
今
回
は
日

本
人
乗
客
に
つ
い
て
は
経
済
波
及
効
果
算
定
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。

 

お
っ
て
、
本
調
査
に
お
い
て
は
、
必
要
な
係
数
が
揃
う
の
が

2
0
0
5
年

（
平
成

1
7
年

）
産
業
連
関
表
で
あ
る

た
め
、
同
年
の
総
務
省
産
業
連
関
表
、
山
口
県
産
業
連
関
表
（
「
山
口
県
産
業
連
関
表
分
析
ツ
ー
ル
」
）
を
活
用
し

て
算
出
し
た
。
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(２
)

韓
国

人
乗

客
人

数
と

宿
泊

日
数

第
１
章
の
当
該
韓
国
国
際
定
期
便
の
利
用
実
績
デ
ー
タ
か
ら
、
韓
国
人
乗
客
人
数
を
以
下
の
よ
う
に
想
定
し
た
。
 

乗
客
数

6
,5

4
4
人
、
う
ち
パ
ッ
ク
旅
行
者
が

5
,3

5
3
人
で
あ
る
。

 

韓
国
人
乗
客
の
今
回
の
旅
行
の
宿
泊
日
数
は
、
前
章
の
韓
国
国
際
定
期
便
観
光
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
基
づ
き
想

定
し
た
。
再
掲
す
る
と
下
記
の
と
お
り
。

 

平
均

宿
泊

日
数

日
 本

山
口

県
内

ツ
ア

ー
観

光
客

2
.3

3
1
.1

1

 個
人

観
光

客
2
.6

7
1
.8

7

 全
平

均
2
.4

3
1
.2

8

　
韓

国
人

旅
行

者
人

数
の

設
定

 韓
国

人
旅

行
者

数
（
延

べ
）

1
3,0

8
7
人

 
全

5
1
往

復
（
1
0
2
便

）
に

お
け

る
乗

客
デ

ー
タ

。

外
国

人
乗

客
を

全
て

韓
国

人
と

し
た

。

 実
旅

行
者

数
（
往

復
調

整
）

6,5
4
4人

 
全

て
の

利
用

者
が

往
復

利
用

し
た

と
し

た
　

（
つ

ま
り

、
利

用
者

数

の
２

分
の

１
）
。

 パ
ッ

ク
旅

行
者

数
5,3

5
3人

 
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
よ

る
ツ

ア
ー

観
光

客
構

成
比

8
1
.8

％
を

、
パ

ッ

ク
旅

行
者

構
成

比
と

し
た

。

 個
人

旅
行

者
数

1,1
9
1人

 
パ

ッ
ク

旅
行

者
以

外
の

者
。
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(３
)

県
内

消
費

額
の

推
定

乗
客

１
人

当
た

り
の

旅
行

費
用

の
総

額
に

つ
い

て
は

、
前

章
の

韓
国

国
際

定
期

便
観

光
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
に

基
づ

き
想

定
し

た
。

再
掲
す
る
と
右
記
の
と
お
り
。

 

な
お

、
そ

れ
ぞ

れ
の

旅
行

費
用

の
内

訳
に

つ
い

て
は

、
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

尋
ね

ら
れ

て
い

な
い

の
で

、
前

述
の

宿
泊

日
数

も
考

慮

し
つ
つ
、
以
下
の
よ
う
に
想
定
し
た
。

 

平
均

旅
行

費
用

金
額

 （
万

円
）

 パ
ッ

ク
旅

行
10

.6
7

 パ
ッ

ク
料

金
6
.6

4

 パ
ッ

ク
料

金
以

外
4
.0

3

 個
人

旅
行

7
.9

7

　
パ

ッ
ク

旅
行

者
の

パ
ッ

ク
料

金
 6

6
,3

9
2
円

の
内

訳
の

想
定

経
費

項
目

金
額

（
円

）
備

考
（
算

出
根

拠
）

 宿
泊

費
1
7
,0

0
0

１
泊

7
,5

0
0
円

（
食

事
な

し
）
と

想
定

。
こ

れ
の

2
.3

3
泊

分
。

 飲
食

費
1
6
,0

0
0

１
日

あ
た

り
7
,0

0
0
円

と
想

定
。

こ
れ

の
2
.3

3
日

分
（
初

日
と

最
終

日
は

半
日

ず
つ

と
想

定
し

、
泊

数
＝

滞
在

日
数

と
し

て
い

る
）
。

 交
通

費
（
団

体
バ

ス
代

等
）

6
,0

0
0

全
行

程
分

。
単

価
6
,0

0
0
円

と
想

定
。

 ゴ
ル

フ
場

プ
レ

ー
代

1
,0

0
0

プ
レ

ー
代

1
0
,0

0
0
円

×
２

プ
レ

ー
と

想
定

。
た

だ
し

、
ゴ

ル
フ

付
き

パ
ッ

ク
旅

行
は

、
１

便
に

２
組

程
度

の
割

合
（
５

％
）
と

想
定

。

 施
設

入
場

料
等

5
0
0

施
設

入
場

料
ゼ

ロ
の

パ
ッ

ク
旅

行
も

含
む

全
平

均
値

と
し

て
想

定
。

 往
復

飛
行

機
代

・
　

旅
行

会
社

収
入

2
5
,8

9
2

ア
ン

ケ
ー

ト
で

得
た

パ
ッ

ク
料

金
6
6
,3

9
2
円

か
ら

上
記

料
金

を
差

し
引

い
た

金
額

を
置

い
た

も
の

（
調

整
項

目
と

し
て

算
出

）
。

合
 計

6
6
,3

9
2

　
パ

ッ
ク

旅
行

者
の

パ
ッ

ク
料

金
以

外
旅

行
経

費
 4

0
,3

1
7
円

の
内

訳
の

想
定

経
費

項
目

金
額

（
円

）
備

考
（
算

出
根

拠
）

 私
的

飲
食

費
3
,5

0
0

1
,5

0
0
円

×
2
.3

3
日

と
し

た
。

 私
的

娯
楽

サ
ー

ビ
ス

費
1
,2

0
0

5
0
0
円

×
2
.3

3
日

と
し

た
。

 買
物

代
3
5
,6

1
7

ア
ン

ケ
ー

ト
で

得
た

パ
ッ

ク
料

金
以

外
4
0
,3

1
7
円

か
ら

上
記

費
目

を
差

し
引

い
た

金
額

。

合
 計

4
0
,3

1
7

　
個

人
旅

行
者

の
旅

行
経

費
 7

9
,7

0
4
円

の
内

訳
の

想
定

経
費

項
目

金
額

（
円

）
備

考
（
算

出
根

拠
）

 宿
泊

費
1
6
,0

0
0

山
口

県
の

宿
泊

施
設

の
特

性
か

ら
、

一
泊

当
た

り
6
,0

0
0
円

（
食

事
な

し
料

金
）

と
し

、
こ

れ
の

2
.6

7
泊

分
と

し
た

。

 飲
食

費
1
0
,0

0
0

訪
日

外
国

人
消

費
動

向
調

査
（
平

成
2
8
年

年
次

）
で

訪
日

韓
国

人
の

飲
食

費
は

1
7
,8

4
7
円

。
た

だ
し

こ
れ

は
4
.5

泊
で

の
料

金
で

あ
り

、
１

泊
あ

た
り

で
は

3
,9

6
6

円
と

な
る

。
こ

れ
の

2
.6

7
泊

分
と

し
た

。

 交
通

費
6
,0

0
0

訪
日

外
国

人
消

費
動

向
調

査
（
平

成
2
8
年

年
次

）
で

訪
日

韓
国

人
の

交
通

費
は

7
,5

0
5
円

。
た

だ
し

こ
れ

は
4
.5

泊
で

の
料

金
で

あ
り

、
１

泊
あ

た
り

で
は

1
,6

6
8

円
と

な
る

。
こ

れ
の

2
.6

7
泊

分
を

ベ
ー

ス
に

、
都

市
部

よ
り

も
公

共
交

通
が

未
発

達
で

あ
る

こ
と

を
考

慮
し

た
。

 娯
楽

サ
ー

ビ
ス

費
2
,0

0
0

訪
日

外
国

人
消

費
動

向
調

査
（

平
成

2
8
年

年
次

）
で

訪
日

韓
国

人
の

娯
楽

サ
ー

ビ
ス

費
は

3
,0

4
2
円

。
こ

れ
は

4
.5

泊
で

の
料

金
で

あ
り

、
１

泊
あ

た
り

で
は

1
,8

0
5
円

と
な

る
。

こ
れ

の
2
.6

7
泊

分
を

ベ
ー

ス
に

、
カ

ラ
オ

ケ
、

パ
チ

ン
コ

の
利

用
者

も
少

な
く
な

か
っ

た
だ

ろ
う

こ
と

を
考

慮
し

た
。

 買
物

代
2
0
,0

0
0

訪
日

外
国

人
消

費
動

向
調

査
（
平

成
2
8
年

年
次

）
で

訪
日

韓
国

人
の

買
物

代
は

1
9
,5

6
2
円

。
こ

れ
は

4
.5

泊
で

の
ケ

ー
ス

だ
が

、
土

産
や

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

の
金

額
は

泊
数

に
は

連
動

し
な

い
と

想

定
し

た
。

 往
復

飛
行

機
代

・
手

数
料

2
5
,7

0
4

ア
ン

ケ
ー

ト
で

得
た

個
人

手
配

旅
行

費
用

7
9
,7

0
4
円

か
ら

上
記

支
出

を
差

し
引

い
た

金
額

を
置

い
た

も
の

（
調

整
項

目
と

し
て

算
出

）
。

合
 計

7
9
,7

0
4
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こ
の
パ
ッ
ク
旅
行
、
個
人
旅
行
そ
れ
ぞ
れ
の
１
人
当
た
り
消
費
額
内
訳
か
ら
往
復
飛
行
機
代
等
（
日
本
に
お
け

る
消
費
と
な
ら
な
い
も
の
）
を
除
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
行
者
人
数
を
掛
け
合
わ
せ
て
（
１
人
当
た
り
消
費
額
×
該

当
人
数
）
。
そ
れ
ぞ
れ
の
消
費
金
額
を
求
め
た
。

 

こ
れ
ら
を
合
算
し
、
さ
ら
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
後
の
買
物
と
な
る
空
港
内
免
税
店
（
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
後
に

至
る
出
発
ロ
ビ
ー
内
に
あ
る
）
で
の
売
上
額
（
韓
国
便
就
航
日
の
売
上
総
額
）
約

6
7
0
万
円
を
買
物
代
に
加
え
て
、

国
内
消
費
額
の
総
額
と
し
た
（
下
表
）
。

 

そ
の
結
果
、
国
内
消
費
額
は
約
５
億

4
0
0
万
円
と
な
っ
た
。

 

　
パ

ッ
ク

旅
行

者
国

内
消

費
額

　
個

人
旅

行
者

国
内

消
費

額

消
費

項
目

金
額

（
千

円
）

消
費

項
目

金
額

（
千

円
）

 宿
泊

費
9
0
,9

9
4

 宿
泊

費
1
9
,0

5
5

 飲
食

費
1
0
4
,3

7
5

 飲
食

費
1
1
,9

0
9

 交
通

費
3
2
,1

1
5

 交
通

費
7
,1

4
6

 娯
楽

サ
ー

ビ
ス

費
　

（
施

設
入

場
料

、
ゴ

ル
フ

代
含

む
）

1
4
,4

5
2

 娯
楽

サ
ー

ビ
ス

費
2
,3

8
2

 買
物

代
1
9
0
,6

4
5

 買
物

代
2
3
,8

1
8

合
 計

4
3
2
,5

8
1

合
 計

6
4
,3

1
0

※
経

費
内

訳
か

ら
国

内
消

費
と

な
ら

な
い

飛
行

機
代

等
を

除
い

て
い

る
。

※
経

費
内

訳
か

ら
国

内
消

費
と

な
ら

な
い

飛
行

機
代

等
を

除
い

て
い

る
。

パ
ッ

ク
料

金
内

訳
の

国
内

消
費

分
と

パ
ッ

ク
料

金
以

外
消

費
を

合
算

。

　
国

内
消

費
額

消
費

項
目

金
額

（
千

円
）

 宿
泊

費
1
1
0
,0

4
9

 飲
食

費
1
1
6
,2

8
4

 交
通

費
3
9
,2

6
1

 娯
楽

サ
ー

ビ
ス

費
1
6
,8

3
4

 買
物

代
2
2
1
,1

5
9

合
 計

5
0
3
,5

8
7
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こ
の
国
内
消
費
額
の
う
ち
、
山
口
県
内
消
費
額
分
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
日
数
に
お
け
る
山
口
県
内
宿
泊
比
率
を

も
っ
て
按
分
し
て
算
出
し
た
。
た
だ
し
ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
代
に
つ
い
て
は
、
国
内
消
費
額
＝
県
内
消
費
額
と
し
た
（
ゴ

ル
フ

を
し

た
者

は
全

て
山
口

県
内

の
ゴ
ル

フ
場

で
プ
レ

ー
し

た
と
想

定
）
。

ま
た
最

後
に

付
加
す

る
空

港
内
免

税

店
売
上
額
に
つ
い
て
も
、
全
額
県
内
消
費
額
と
し
た
。

 

そ
の
結
果
、
山
口
県
内
消
費
額
は
約
２
億

6
,1

0
0
万
円
と
な
っ
た
。

 

　
パ

ッ
ク

旅
行

者
県

内
消

費
額

　
個

人
旅

行
者

県
内

消
費

額

消
費

項
目

金
額

（
千

円
）

消
費

項
目

金
額

（
千

円
）

 宿
泊

費
4
3
,3

4
9

 宿
泊

費
1
3
,3

4
5

 飲
食

費
4
9
,7

2
4

 飲
食

費
8
,3

4
1

 交
通

費
1
5
,3

0
0

 交
通

費
5
,0

0
5

 娯
楽

サ
ー

ビ
ス

費
　

（
施

設
入

場
料

、
ゴ

ル
フ

代
含

む
）

9
,6

8
7

 娯
楽

サ
ー

ビ
ス

費
1
,6

6
8

 買
物

代
9
0
,8

2
2

 買
物

代
1
6
,6

8
2

合
 計

2
0
8
,8

8
2

合
 計

4
5
,0

4
1

※
各

項
目

と
も

、
国

内
消

費
額

×
パ

ッ
ク

旅
行

者
県

内
宿

泊
比

率
。

た
だ

し
、

ゴ
ル

フ
プ

レ
ー

代
部

分
は

全
額

県
内

消
費

と
し

た
。

※
各

項
目

と
も

、
国

内
消

費
額

×
個

人
旅

行
者

県
内

宿
泊

比
率

。

　
山

口
県

内
消

費
額

消
費

項
目

金
額

（
千

円
）

 宿
泊

費
5
6
, 6

9
4

 飲
食

費
5
8
,0

6
5

 交
通

費
2
0
,3

0
5

 娯
楽

サ
ー

ビ
ス

費
1
1
,3

5
5

 買
物

代
1
1
4
,2

0
0

合
 計

2
6
0
,6

1
9
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(４
)

経
済

波
及

効
果

の
算

定

こ
の
山
口
県
内
消
費
額
の
内
訳
を
、
以
下
の
よ
う
に
産
業
連
関
表
部
門
（

3
4
部
門
）
に
割
り
振
っ
た
。
な
お
、

買
物
代
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
今
回
算
出
し
た
買
物
代
金
額
を
「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
（
平
成

2
8
年
次
）
」

に
お
け
る
訪
日
韓
国
人
の
買
物
代
内
訳
額
（
購
入
率
×
購
入
者
単
価
）
の
構
成
比
で
按
分
し
た
。
た
だ
し
空
港
内

免
税
店
売
上
に
つ
い
て
は
、
そ
の
売
上
内
訳
デ
ー
タ
か
ら
按
分
し
た
。

 

　
山

口
県

内
消

費
額

内
訳

と
、

対
応

す
る

産
業

連
関

表
部

門

消
費

項
目

金
額

（
千

円
）

産
業

連
関

表
部

門

 宿
泊

費
5
6
,6

9
4

 対
個

人
サ

ー
ビ

ス

 飲
食

費
5
8
,0

6
5

 対
個

人
サ

ー
ビ

ス

 交
通

費
2
0
,3

0
4

 運
輸

 娯
楽

サ
ー

ビ
ス

1
1
,3

5
6

 対
個

人
サ

ー
ビ

ス

 菓
子

類
2
6
,5

4
9

 飲
食

料
品

 そ
の

他
食

料
品

・
飲

料
・
酒

・
た

ば
こ

2
0
,9

6
9

 飲
食

料
品

カ
メ

ラ
・
ビ

デ
オ

カ
メ

ラ
・
時

計
1
,8

4
2

 精
密

機
械

 電
気

製
品

2
,6

0
7

 電
気

機
械

 化
粧

品
・
香

水
1
2
,9

9
6

 化
学

製
品

 医
薬

品
・
健

康
グ

ッ
ズ

・
ト

イ
レ

タ
リ

ー
1
7
,5

8
2

 化
学

製
品

 和
服

（
着

物
）
・
民

芸
品

1
,4

7
3

 繊
維

製
品

 服
（
和

服
以

外
）
・
か

ば
ん

・
靴

1
7
,4

9
8

 そ
の

他
の

製
造

工
業

製
品

ﾏ
ﾝ
ｶ
ﾞ・

ｱ
ﾆ
ﾒ
・
ｷ

ｬ
ﾗ
ｸ
ﾀｰ

関
連

商
品

6
,0

5
2

 そ
の

他
の

製
造

工
業

製
品

 書
籍

・
絵

葉
書

・
Ｃ

Ｄ
・
Ｄ

Ｖ
Ｄ

1
,4

2
2

 そ
の

他
の

製
造

工
業

製
品

 そ
の

他
買

物
代

5
,2

1
0

 そ
の

他
の

製
造

工
業

製
品

合
計

2
6
0
,6

1
9

買物代　
産

業
連

関
表

部
門

で
分

類
し

た
山

口
県

内
消

費
額

部
門

購
入

者
価

格
（
千

円
）

同
生

産
者

価
格

0
1

農
林

水
産

業

0
2

鉱
業

0
3

飲
食

料
品

4
7
,5

1
8

3
1
,0

8
6

0
4

繊
維

製
品

1
,4

7
3

8
4
5

0
5

パ
ル

プ
・
紙

・
木

製
品

0
6

化
学

製
品

3
0
,5

7
8

2
3
,8

1
9

0
7

石
油

・
石

炭
製

品

0
8

窯
業

・
土

石
製

品

0
9

鉄
鋼

1
0

非
鉄

金
属

1
1

金
属

製
品

1
2

一
般

機
械

1
3

電
気

機
械

2
,6

0
7

1
,9

2
4

1
4

情
報

・
通

信
機

器

1
5

電
子

部
品

1
6

輸
送

機
械

1
7

精
密

機
械

1
,8

4
2

1
,2

7
6

1
8

そ
の

他
の

製
造

工
業

製
品

3
0
,1

8
2

2
2
,4

1
7

1
9

建
設

2
0

電
力

・
ガ

ス
・
熱

供
給

2
1

水
道

・
廃

棄
物

処
理

2
2

商
業

2
9
,2

3
6

2
3

金
融

・
保

険

2
4

不
動

産

2
5

運
輸

2
0
,3

0
4

2
3
,9

0
6

2
6

情
報

通
信

2
7

公
務

2
8

教
育

・
研

究

2
9

医
療

・
保

健
・
社

会
保

障
・
介

護

3
0

そ
の

他
の

公
共

サ
ー

ビ
ス

3
1

対
事

業
所

サ
ー

ビ
ス

3
2

対
個

人
サ

ー
ビ

ス
1
2
6
,1

1
5

1
2
6
,1

1
0

3
3

事
務

用
品

3
4

分
類

不
明

需
要

額
計

2
6
0
,6

1
9

2
6
0
,6

1
9
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こ
れ
を

2
0
0
5
年
山
口
県
産
業
連
関
表
で
経
済
波
及
効
果
を
算
出
（
山
口
県
産
業
連
関
表
分
析
ツ
ー
ル
に
よ
る
）

し
た
結
果
は
、
下
表
の
と
お
り
。
経
済
波
及
効
果
は
約
３
億

1
,5

0
0
万
円
、
乗
客
１
人
あ
た
り
の
経
済
波
及
効
果

は
約
４
万
８
千
円
と
な
っ
た
。

 

(単
位

：
千

円
)

×
Ａ

[県
内

自
給

率
]

 直
接

効
果

×
Ｄ

[投
入

係
数

]
×

Ｂ
[粗

付
加

価
値

率
]

×
Ｃ

[雇
用

者
所

得
率

]

×
Ａ

[県
内

自
給

率
]

×
Ｆ

[消
費

転
換

率
（
0
.7

0
1
）
]

×
Ｅ

[逆
行

列
係

数
（
開

放
経

済
型

）
]

×
Ｇ

[消
費

パ
タ

ー
ン

]

 第
１

次
間

接
波

及
効

果

×
Ｂ

[粗
付

加
価

値
率

]
×

Ｃ
[雇

用
者

所
得

率
]

×
Ａ

[自
給

率
]

 第
２

次
間

接
波

及
効

果

×
Ｅ

[逆
行

列
係

数
（
開

放
経

済
型

）
]

×
Ｂ

[粗
付

加
価

値
率

]
×

Ｃ
[雇

用
者

所
得

率
]

雇
用

者
所

得
誘

発
額

(第
１

次
)

経
済

波
及

効
果

フ
ロ

ー

生
産

誘
発

額
(第

１
次

)

7
0
,2

3
2

 粗
付

加
価

値
誘

発
額

(第
１

次
)

需
要

増
加

額
（
生

産
者

価
格

）

県
内

需
要

増
加

額
(直

接
)

5
2
,6

5
5

5
0
,6

6
2

3
8
,3

7
8

1
6
,2

8
9

生
産

誘
発

額
(第

２
次

)

4
8
,1

3
9

3
1
,3

4
3

雇
用

者
所

得
誘

発
額

(第
２

次
)

1
1
,8

7
6

 粗
付

加
価

値
誘

発
額

(第
２

次
)

3
8
,2

0
0

2
6
0
,6

1
9

1
1
2
,7

7
1

雇
用

者
所

得
増

加
額

(直
接

)

5
5
,9

8
2

8
3
,5

1
0

1
9
6
,2

8
2

原
材

料
増

加
額

(直
接

)
 粗

付
加

価
値

増
加

額
(直

接
)

県
内

需
要

増
加

額

(第
１

次
)

家
計

消
費

支
出

増
加

額

雇
用

者
所

得
誘

発
額

(直
接

＋
第

１
次

)

7
2
,2

7
1

県
内

需
要

増
加

額

(第
２

次
)

 需
要

増
加

額
2
6
0
,6

1
9
 千

円
 

 う
ち

、
県

内
需

要
増

加
額

  Ａ
1
9
6
,2

8
2
 千

円
 

 総
合

効
果

（
経

済
波

及
効

果
）
 Ｂ

3
1
4
,6

5
3
 千

円
 

 直
接

効
果

 （
＝

Ａ
）

1
9
6
,2

8
2
 千

円
 

 第
１

次
間

接
波

及
効

果
7
0
,2

3
2
 千

円
 

 第
２

次
間

接
波

及
効

果
4
8
,1

3
9
 千

円
 

 波
及

効
果

倍
率

　
　

Ｂ
／

Ａ
1
.6

0

 （
参

考
）
 雇

用
誘

発
数

3
0
,2

6
9
 人

 

 （
参

考
）
 １

人
あ

た
り

経
済

波
及

効
果

4
8
,0

8
3
 円

 

　
韓

国
人

乗
客

の
山

口
県

内
消

費
が

　
　

も
た

ら
す

経
済

波
及

効
果

※
観

光
特

性
に

鑑
み

、
産

業
連

関
表

の
自

給
率

に
よ

ら
ず

独
自

に

設
定

し
た

自
給

率
…

「
飲

食
料

品
」
0
.5

、
「
対

個
人

サ
ー

ビ
ス

」
1
.0
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 ４
. 経

済
波

及
効

果
を

さ
ら

に
高

め
る

た
め

に
 

 
(１

) 
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
ダ

イ
ヤ

の
設

定
 

今
回
の
韓
国
仁
川
国
際
空
港
⇒
山
口
宇
部
空
港
の
ダ
イ
ヤ
は
、「

月
・
水
・
土
」
の
週
３
便
、
ソ
ウ
ル
（
仁
川
）

1
4:

05
発
、
山
口
宇
部

1
5:

25
着
で
あ
っ
た
。
も
し
こ
れ
が
、
到
着
曜
日
が
変
わ
り
（
た
と
え
ば
「
日
・
水
・
金
」）

、

し
か
も
山
口
宇
部
に
は
午
前
中
に
到
着
す
る
ダ
イ
ヤ
に
す
れ
ば
、
今
後
ま
す
ま
す
増
加
が
見
込
ま
れ
る
個
人
観
光

客
に
と
っ
て
も
週
末
を
利
用
し
た
観
光
旅
行
や
、
到
着
日
の
観
光
周
遊
、
ゴ
ル
フ
が
可
能
と
な
り
、
更
に
利
用
者

が
増
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
加
え
て
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
旅
行
会
社
も
旅
行
商
品
を
造
成
し
や
す
く
な
り
、
よ
り
魅
力
あ
る
旅
行
商
品
の
提
供
は
更
な
る
利
用
者
の
増

加
に
繋
が
り
、
経
済
波
及
効
果
が
一
層
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 

こ
の
よ
う
に
、
路
線
の
増
便
（
理
想
は
毎
日
就
航
）
は
も
ち
ろ
ん
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
便
の
数
だ
け
で

な

く
ダ
イ
ヤ
設
定
に
つ
い
て
望
ま
し
い
形
に
向
け
て
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

 

 
(２

) 
通

年
化

の
実

現
 

今
回
の
韓
国
国
際
定
期
便
は
、
冬
ダ
イ
ヤ
限
定
で
、
４
か
月
間
の
運
航
で
あ
っ
た
。
仮
に

、
こ
れ
が
通
年
化
さ

れ
た
場
合
、
山
口
県
に
も
た
ら
さ
れ
る
経
済
波
及
効
果
は
単
純
計
算
で
今
回
の
算
定
結
果
の
３
倍
（
３
億

1,
50

0

万
円
×
３
）
の
９
億

4
,5

00
万
円
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
 

ま
た
、
現
在
の
乗
客
は
９
割
が
外
国
人
（
韓
国
人
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
人
旅
行
者
が
も
っ
と
増
加
（
主

に
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
）
し
て
い
け
ば
、
搭
乗
率
の
安
定
化
に
つ
な
が
り
、
通
年
化
を
実
現
す
る
大
き
な
要
素
に
も

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
経
済
波
及
効
果
と
は
別
次
元
の
問
題
で
は
あ
る
が
、
通
年
化
の
実
現
に
向

け
て
は
非
常
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。

 

た
だ

し
、

韓
国

Ｌ
Ｃ

Ｃ
の
場

合
、

冬
ダ
イ

ヤ
限

定
と
い

っ
た

季
節
限

定
の

定
期
便

は
珍

し
い
こ

と
で

は
な
く

、

逆
に
、
夏
ダ
イ
ヤ
限
定
の
定
期
便
（
も
し
く
は
連
続
チ
ャ
ー
タ
ー
便
）
も
国
内
他
空
港
で
運
航
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
通
年
化
に
あ
た
っ
て
は
、
今
回
の
冬
ダ
イ
ヤ
で
有
効
な
誘
客
材
料
と
な
っ
た
ゴ
ル
フ
や
温
泉
以
外
の

山
口
県
の
魅
力
を
さ
ら
に
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

 
(３

) 
県

内
宿

泊
化

の
促

進
 

今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
山
口
県
内
消
費
額
は
約
２
億

6
,10

0
万
円

だ
っ
た
が
、
国
内
消
費
額
は
そ
れ
の
倍
近
い
約
５
億

4
00

万
円
で

あ
っ
た
。
こ
の
差
は
、
県
内
宿
泊
比
率
が

10
0％

で
な
い
こ
と
が

原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ツ
ア
ー
旅
行
の
場
合
、
県
内

１
泊
、
県
外
１
泊
の
２
泊
３
日
の
ツ
ア
ー
が
主
流
で
あ
る
。
こ
れ

が
２
泊
と
も
県
内
泊
で
あ
れ
ば
、
山
口
県
消
費
額
と
国
内
消
費
額

の
差
は
な
く
な
っ
て
く
る
。
 

ち
な
み
に
、
今
回
の
国
内
消
費
額
が
全
額
山
口
県
内
消
費
額
で

あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
山
口
県
に
も
た
ら
さ
れ
る
経
済
波
及
効

果
は
右
表
の
よ
う
に
約
６
億

7
00

万
円
（
１
人
当
た
り
の
経
済
波

及
効
果
約
９
万
３
千
円
）
と
な
り
、
現
状
の
約
２
倍
に
な
る
。

 

 需
要

増
加

額
5
0
3
,5

8
7
 千

円
 

 う
ち

、
県

内
需

要
増

加
額

  Ａ
3
7
8
,7

1
1
 千

円
 

 総
合

効
果

（
経

済
波

及
効

果
）
 Ｂ

6
0
7
,1

5
9
 千

円
 

 直
接

効
果

 （
＝

Ａ
）

3
7
8
,7

1
1
 千

円
 

 第
１

次
間

接
波

及
効

果
1
3
5
,5

7
4
 千

円
 

 第
２

次
間

接
波

及
効

果
9
2
,8

7
4
 千

円
 

 波
及

効
果

倍
率

　
　

Ｂ
／

Ａ
1
.6

0

 （
参

考
）
 雇

用
誘

発
数

5
8
,3

4
8
 人

 

 （
参

考
）
 １

人
あ

た
り

経
済

波
及

効
果

9
2
,7

8
1
 円

 

韓
国

人
乗

客
の

国
内

消
費

額
の

全
額

が
山

口
　

県
内

消
費

額
と

な
る

ケ
ー

ス
の

経
済

波
及

効
果

※
 観

光
特

性
に

鑑
み

、
産

業
連

関
表

の
自

給
率

に
よ

ら
ず

独
自

に

　
　

設
定

し
た

自
給

率
…

「
飲

食
料

品
」
0
.5

、
「
対

個
人

サ
ー

ビ
ス

」1
.0
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(４
)

通
年

化
を

視
野

に
入

れ
た

取
り

組
み

の
方

向
性

「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
（
平
成

2
8
年
次
）
」
に
よ
る
と
（
下
図
）
、
訪
日
韓
国
人
観
光
客
は
、
旅
行
で

の
楽
し
み
に
、
商
業
施
設
等
で
の
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」（

第
２
位
）
や
、「

繁
華
街
の
街
歩
き
」
と
い
う
都
市
型
観

光
的

な
要

素
も

期
待

し
て
い

る
（

第
４
位

）
。

し
た

が
っ

て
、

韓
国
の

旅
行

会
社
が

企
画

す
る
ツ

ア
ー

商
品
は

当

然
、
こ
れ
ら
の
期
待
に
応
え
る
要
素
を
盛
り
込
も
う
と
す
る
（
場
合
に
よ
っ
て
は
、
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
の
旨
味
も
付

加
さ

れ
て

い
る

か
も

し
れ
な

い
）
。

そ
の
結

果
が

県
外
で

の
１

泊
と
い

う
こ

と
に
な

っ
て

い
る
の

で
あ

れ
ば
、

こ

れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
も
的
確
に
対
応
し
、
そ
れ
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
か
な
い
と
、
県
内
全
泊
を
実
現
す
る
こ
と

は
必
ず
し
も
容
易
で
な
い
。

 

一
方
で
、
今
回
の
国
際
定
期
便
は
週
３
回
便
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
３
泊
４
日
と
い
う
行
程
も
発
生
（
水

曜
日
着
・
土
曜
日
発
）
す
る
が
、
３
泊
４
日
の
ツ
ア
ー
を
作
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
韓
国
人
観
光
客
の
ニ
ー

ズ

を
踏
ま
え
、
本
県
の
気
候
風
土
や
立
地
環
境
を
活
か
し
、
滞
在
時
間
の
拡
大
に
つ
な
が
る
観
光
地
め
ぐ
り
や
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
、
体
験
・
鑑
賞
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
様
々
な
魅
力
を
組
み
合
わ
せ
、
県
内
の
宿
泊
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

 

ま
た
、
今
回
の
韓
国
国
際
定
期
便
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、「

温
泉
地
」
や
「
食
事
」
、「

ホ
テ
ル
・
旅
館
」

に
対

す
る

満
足

度
が

高
く

、「
買

い
物

」
に

対
す

る
満
足

が
低

い
こ
と

が
判

明
し
た

。
ま

た
、
後

述
す

る
自
由

意

見
で
は
、
温
泉
地
や
食
事
、
観
光
地
に
対
す
る
好
意
的
な
意
見
の
ほ
か
、
空
港
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
や
税
関
検
査

手
続
の
改
善
、
観
光
地
に
お
け
る
受
入
環
境
の
整
備
等
の
提
案
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
通
年
化
に
向
け
て
は
、
こ

れ
ら
の
意
見
も
踏
ま
え
、
受
入
環
境
の
整
備
・
充
実
や
、
四
季
折
々
の
魅
力
あ
る
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
や
周
遊
ル
ー
ト

を
提
案
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

こ
の

よ
う

に
、

同
便

の
ま
す

ま
す

の
活
性

化
に

向
け
て

は
、

具
体
的

に
取

り
組
む

べ
き

事
柄
は

少
な

く
な
い

。

7
2
.25
1
.6

3
6
.9
3
2
.9
2
8
.9
2
6
.7

1
7
.9

1
0
.5

7
.1

6
.9

6
.7

6
.1

3
.6

2
.8

2
.0

2
.0

1
.9

1
.1

0
.6

0
.5

0
.3

0
.0

1
0
.0

2
0
.0

3
0
.0

1
0
.0

5
0
.0

6
0
.0

7
0
.0

8
0
.0

日本食を食べること

ショッピング

自然・景勝地観光

繁華街の街歩き

温泉入浴

日本の酒を飲むこと

テーマパーク

旅館に宿泊

日本のポップカルチャーを楽しむ

美術館・博物館

日本の歴史・伝統文化体験

日本の日常生活体験

映画・アニメ縁の地を訪問

四季の体感（花見・紅葉・雪等）

その他スポーツ（ゴルフ等）

上記には当てはまるものがない

舞台鑑賞（歌舞伎・演劇・音楽等）

自然体験ツアー・農漁村体験

スポーツ観戦（相撲・サッカー等）

スキー・スノーボード

治療・健診

訪
日
韓
国
人
観
光
客
の
訪
日
前
に
期
待
し
て
い
た
こ
と

（
複
数
回
答
）

※
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
（
平
成
2
8
年
次
）

％
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そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
通
年
化
も
視
野
に
入
れ
た
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向
性
を
探
っ
た
。

 

�
受
入
環
境
の
整
備
・
充
実

後
掲

の
ア

ン
ケ

ー
ト

自
由
意

見
で

も
、
「
交

通
が

不
便
だ

っ
た

。
」
「

バ
ス

の
便

が
悪

か
っ

た
。
」
「

ア
ク

セ
ス
が

悪
く

苦
労

し
た

。
」

と
い

う
二

次
交

通
の
不

便
さ

に
意
見

が
寄

せ
ら
れ

て
い

る
。
今

後
増

加
が
期

待
さ

れ
る
個

人

旅
行
者
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
が
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
国
際
定
期
便
の
定
着
を
図
る
う
え
で
重
要
で
あ
り
、

国
際
定
期
便
利
用
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
な
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
調
整
、
Ｊ
Ｒ
草
江
駅
ま
で
の
誘
導
表
示
の
充
実
、
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
多
言
語
化
な
ど
の
二
次
交
通
対
策
が
望
ま
れ
る
。

 

ま
た
、
バ
ス
事
業
者
と
連
携
し
た
外
国
人
旅
行
者
向
け
の
フ
リ
ー
パ
ス
（
や
ま
ぐ
ち
バ
ス
Ｐ
ａ
ｓ
ｓ
）
や
タ
ク

シ
ー
事
業
者
に
よ
る
外
国
人
旅
行
者
向
け
の
貸
切
タ
ク
シ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
に
関
す
る
情
報
発
信
、
利
用
促
進
に
向

け
た
支
援
制
度
を
検
討
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

空
港
の
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
つ
い
て
は
、
多
言
語
に
よ
る
案
内
対
応
の
充
実
や
、
税
関
検
査
手
続
の
迅
速
化

に
向
け
た
国
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

 

ま
た
、
山
口
県
で
は
、
平
成
２
８
年
度
か
ら
外
国
人
旅
行
者
へ
の
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
多
言
語
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
多
言
語
観
光
ア
プ
リ
を
提
供
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
受
入
環
境
の
整
備
状
況
を
空
港
等
で

わ
か
り
や
す
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
市
町
、
観
光
団
体
、
民
間
事
業
者
等
と
連
携
し
て
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
、
観

光
施
設
等
に
お
け
る
多
言
語
表
記
の
充
実
に
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 

さ
ら
に
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
観
光
団
体

、
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、
消
費
税
免
税
店
の
導
入
拡
大

や
両
替
可
能
な
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
等
を
促
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
施
設
の
積
極
的
な
情
報
発
信
が
望
ま

れ
る
。

 

�
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化

平
成

2
8
年
度
の
国
際
定
期
便
に
つ
い
て
は
、

1
2
月
に
実
施
し
た
山
口
県
知
事
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
、
韓
国

旅
行
会
社
に
よ
る
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
放
映
等
に
よ
る
旅
行
商
品
販
売
も
効
果
的
で
あ
っ
た
（
第
１
章
参
照
）

こ
と
か
ら
、
山
口
県
の
認
知
度
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
た
め
の
継
続
的
な
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。

 

ま
た
、
山
口
県
で
は
、
平
成

2
8
年
度
か
ら
ア
ジ
ア
主
要
市
場
に
、
現
地
の
旅
行
会
社
へ
の
継
続
的
な
セ
ー
ル

ス
活
動
等
を
行
う
観
光
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
平
成

2
9
年
度
に
は
県
観
光
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
に
「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
推
進
室
」
を
設
置
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
推
進
体
制
を
活
か
し
、
泉
質
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん

だ
「
温
泉
」
や
「
食
」
を
は
じ
め
、
四
季
折
々
の
魅
力
的
な
観
光
地
や
、
受
入
環
境
の
整
備
状
況
、
様
々
な
体

験

メ
ニ
ュ
ー
等
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
県
内
の
観
光
地
や
受
入
施
設
と
の
十
分
な
連
携
・
調
整

を
図
り
、
実
際
に
外
国
人

観
光

客
が

受
入

れ
ら

れ
る

こ
と

を
確

認
の

上
、

発
信

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

総
合
効
果
約
３
億

1
,5

0
0
万
円
、
１
人
当
た
り
で
は
約
４
万
８
千
円
と
い
う
高
い
経
済
波
及
効
果
が
生
じ
て
い

る
山

口
宇

部
空

港
⇔

韓
国
仁

川
国

際
空
港

 
国

際
定

期
便

の
定

着
に
向

け
て

、
関
係

者
、

県
民
が

一
丸

と
な
り

、

様
々
な
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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【
参
考
】
 

ア
ン
ケ
ー
ト
自
由
意
見

 

３
月
以
降
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
今
回
の
韓
国
国
際
定
期
便
を
利
用
し
た
旅
行
に
関
す
る
自
由
意
見
欄
が

設
け
ら
れ
た
。
得
ら
れ
た
意
見
は
以
下
の
と
お
り
。

 

＜
好

意
的

な
意

見
＞

 

�
 
良
い
旅
行
だ
っ
た
。
 

�
 
き
れ
い
な
ま
ち
。
 

�
 
食
べ
る
も
の
も
多
く
、
景
色
も
楽
し
め
た
。
 

�
 
静
か
で
き
れ
い
。
環
境
と
親
切
な
応
対
が
良
か
っ
た
。
 

�
 
ホ
テ
ル
、
観
光
地
等
の
職
員
(従

業
員

)が
親
切
だ
っ
た
。
 

�
 
き
れ
い
な
ま
ち
で
人
も
親
切
。
空
気
も
き
れ
い
で
、
食
べ
物
も
お
い
し
い
。
 

�
 
人
が
親
切
で
、
美
し
い
ま
ち
。
 

�
 
静
か
で
、
人
が
親
切
な
ま
ち
。
 

�
 
き
れ
い
で
空
気
も
良
い
。
 

�
 
き
れ
い
で
、
親
切
。
温
泉
も
良
か
っ
た
。
 

�
 
き
れ
い
で
、
親
切
。
 

�
 
き
れ
い
で
、
良
か
っ
た
。
 

�
 
き
れ
い
。
平
穏
で
落
ち
着
い
た
時
間
が
過
ご
せ
た
。
 

�
 
交
通
、
温
泉
、
食
事
が
良
か
っ
た
。
 

�
 
す
べ
て
良
か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
。
 

�
 
良
い
所
は
「
自
然
」
、
悪
い
所
は
な
し
。
 

�
 
き
れ
い
で
秩
序
が
あ
る
ま
ち
。
 

�
 
き
れ
い
で
親
切
。
 

�
 
宿
泊
先
が
き
れ
い
で
良
か
っ
た
。
 

�
 
環
境
が
穏
や
か
。
 

�
 
道
路
が
き
れ
い
。
 

�
 
静
か
。
宿
泊
施
設
が
良
か
っ
た
。
 

�
 
風
景
が
き
れ
い
。
親
切
だ
っ
た
。
 

�
 
親
切
で
き
れ
い
。
も
う
一
度
き
た
い
。
 

�
 
人
が
親
切
で
、
静
か
、
良
い
と
こ
ろ
ば
か
り
。
し
っ
か
り
休
め
た
。
あ
り
が
と
う
。
 

�
 
道
路
が
き
れ
い
。
人
が
親
切
。
 

�
 
温
泉
が
良
い
。
 

�
 
静
か
。
温
泉
が
良
か
っ
た
。
 

�
 
き
れ
で
良
か
っ
た
。
 

�
 
と
て
も
良
か
っ
た
。
ガ
イ
ド
の
説
明
が
良
か
っ
た
。
 

�
 
韓
国
語
標
記
が
多
く
良
か
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
も
良
か
っ
た
。
 

�
 
と
て
も
き
れ
い
に
見
え
た
。
 

�
 
と
て
も
き
れ
い
で
親
切
だ
っ
た
。
 

�
 
空
気
が
良
か
っ
た
。
 

�
 
き
れ
い
で
、
良
か
っ
た
。
 

�
 
田
舎
。
ゆ
っ
く
り
し
た
い
人
に
お
す
す
め
。
 

�
 
み
な
さ
ん
が
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
、
親
切
で
、
と
て
も
気
分
が
良
か
っ
た
。
 

�
 
秋
芳
洞
や
温
泉
が
良
か
っ
た
。
タ
ク
シ
ー
で
も
便
利
？
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�
 
海
が
き
れ
い
だ
っ
た
。
 

�
 
親
切
、
食
事
も
良
か
っ
た
。
 

�
 
道
路
が
き
れ
い
。
 

�
 
温
泉
が
良
か
っ
た
。
き
れ
い
だ
っ
た
。
 

�
 
き
れ
い
で
静
か
な
日
本
を
満
喫
し
た
。
 

�
 
旅
館
、
温
泉
が
良
か
っ
た
。
道
路
が
き
れ
い
だ
っ
た
。
 

�
 
き
れ
い
だ
っ
た
。
 

�
 
温
泉
は
良
か
っ
た
。
 

�
 
ま
ち
が
き
れ
い
で
親
切
。
 

�
 
道
が
き
れ
い
。
 

�
 
温
泉
が
良
か
っ
た
。
 

�
 
自
然
の
風
景
と
温
泉
が
良
か
っ
た
。
 

�
 
ま
た
訪
問
し
た
い
。
き
れ
い
な
ま
ち
で
す
。
 

�
 
美
し
い
風
景
。
立
派
な
温
泉
。
 

�
 
温
泉
が
良
か
っ
た
。
 

�
 
又
来
て
温
泉
に
入
り
た
い
。
萩
市
が
良
か
っ
た
。
 

�
 
静
か
で
き
れ
い
で
家
庭
的
な
雰
囲
気
。
感
謝
し
ま
す
。
も
う
一
度
来
た
い
。
 

�
 
温
泉
が
良
か
っ
た
。
き
れ
い
。
 

＜
改

善
提

案
・

否
定

的
な

意
見

＞
 

�
 
普
通
（
凡
庸
、
一
般
的
な
）
 

※
３
名
 

�
 
交
通
が
不
便
だ
っ
た
。
 

�
 
バ
ス
の
便
が
悪
か
っ
た
。
 

�
 
ア
ク
セ
ス
が
悪
く
苦
労
し
た
。
 

�
 
空
港
が
少
し
小
さ
い
（
ち
っ
ぽ
け
）
 

�
 
空
港
が
狭
い
。
 

�
 
も
う
少
し
空
港
（
国
際
線
）
を
発
展
さ
せ
た
ら
よ
い
。
 

�
 
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
、
英
語
で
対
応
(翻

訳
)で

き
る
人
が
い
た
ら
良
い
。
 

�
 
税
関
が
時
間
か
か
り
す
ぎ
。
い
や
に
な
っ
た
。
 

�
 
税
関
が
時
間
が

1
時
間
近
く
か
か
り
気
分
が
悪
い
。
こ
ん
な
の
初
め
て
。
 

�
 
空
港
は
不
便
。
職
員
が
じ
ろ
じ
ろ
見
る
の
で
不
満
。
 

�
 
空
港
が
狭
く
食
事
す
る
こ
と
が
な
い
。
 

�
 
桜
が
開
花
前
で
、
木
が
少
な
い
の
が
残
念
だ
っ
た
。
 

�
 
萩
市
内
で
食
事
を
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
っ
た
。
 

�
 
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
場
所
が
少
な
か
っ
た
。
 

�
 
宿
泊
施
設
周
辺
に
何
も
な
く
、
不
便
だ
っ
た
。
 

�
 
宿
泊
施
設
が
不
便
だ
っ
た
。
 

�
 
食
事
が
悪
か
っ
た
。
 

�
 
カ
フ
ェ
が
な
く
不
便
。
自
販
機
の
メ
ニ
ュ
ー
が
少
な
い
。
 

�
 
物
価
が
高
い
。
キ
ム
チ
が
な
か
っ
た
。
 

�
 
温
泉
、
旅
館
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
時
、
も
う
少
し
説
明
が
必
要
だ
と
思
っ
た
。
 

�
 
ホ
テ
ル
に
ベ
ッ
ド
が
な
か
っ
た
。
 

�
 
飲
み
物
の
自
販
機
し
か
な
く
、
菓
子
な
ど
買
え
な
い
。
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都道府県等名 愛媛県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  道後温泉本館保存修理工事の影響 平 29.6.27 有 株式会社いよぎん地域経済

研究センター 

平成 23 年産業連関表 影響額について、完全閉鎖（工期 8年）で約▲592 億

円、部分開館（同 11 年）で約▲466 億円。工期短縮の場

合、完全閉鎖（工期 6年）で約▲475 億円、部分開館

（同 8年）で約▲348 億円。 

2 国体経済効果 

愛媛国体・全国障碍者スポーツ大会経済

効果 

平 30.3.3 有 愛媛県えひめ国体推進局 平成 23 年産業連関表 国体経済効果 661 億円超 

（松山市分は松山市の 23 年産業連関表により、291 億

8600 万円） 

株式会社いよぎん

地域経済研究セン

ターへ委託

3 ジェットスタージャパン松山-成田線に

よる経済効果 

平 29.6.17 有 愛媛県交通対策課 平成 23 年産業連関表 愛媛県内への経済効果 2013 年 6 月の就航からの約 4年

間で約 158 億 2500 万円 

成田線の就航で県民が節約できた費用などの便益効果は

38 億 2500 万円 

株式会社いよぎん

地域経済研究セン

ターへ委託

4 LCC 松山-ソウル線再開による経済効果 平 29.8.30 有 愛媛県国際交流課 平成 23 年産業連関表 経済効果年間 6億 9100 万円 

松山空港の利用によって削減できる交通費などの便益効

果は 1億 1700 万円 

株式会社いよぎん

地域経済研究セン

ターへ委託
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都道府県等名 高知県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  「土佐の『おきゃく』2017」の経済波及

効果 

平 29.7 有 株式会社四銀地域経済研究

所 

平成 22 年高知県産業連関

表（延長表） 

春のイベントとして定着した「土佐の『おきゃく』｣(宴

会)の開催による経済波及効果を試算 

・生産誘発額 823,473 千円

・粗付加価値誘発額 480,728 千円

・生産誘発倍率 1.54 倍

四銀経営情報

No.157 に掲載 
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都道府県等名 福岡県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  福岡ソフトバンクホークスが日本一にな

った場合の経済波及効果 

平 29.9 有 福岡県企画・地域振興部調

査統計課 

平成２３年福岡県産業連

関表 

福岡ソフトバンクホークスが日本一になった場合に福岡

県内に及ぼす経済波及効果を試算 

・波及効果 約 404 億円（２次波及まで）

-346-



都道府県等名 佐賀県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  2017 佐賀インターナショナルバルーンフ

ェスタでの経済波及効果 

平 30.5 有 佐賀市役所観光振興課 平成２３年佐賀県産業連

関表１０８部門表 

平成２９年度の2017佐賀インターナショナルバルーンフェ

スタにおける経済波及効果を試算

・メイン会場 ６７億９，５００万円

・街なかサテライト会場 ２億８，８００万円

合計 ７０億８，３００万円 

2 佐賀城下ひなまつりでの経済波及効果 平 30.6 有 佐賀城下ひなまつり実行委

員会 

平成２３年佐賀県産業連

関表１０８部門表 

平成２９年度の佐賀城下ひなまつりにおける経済波及効 

果を試算 

・佐賀城下ひなまつり ８億３，０００万円
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都道府県等名 長崎県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1 陸上自衛隊水陸起動団新設にかかる経済

波及効果 

平 29.6 有 ＦＦＧビジネスコンサルテ

ィング 

平成 23 年長崎県産業連関

表 

水陸起動団所属隊員等の消費額 6,350 百万円 

建設工事 16,125 百万円 

・総合効果 22,475 百万円 

委託元： 

佐世保商工会議所 

2 （仮称）大村湾横断浮橋架橋にかかる経

済波及効果 

平 29.6 有 研究協力者 

㈱長崎経済研究所 

㈱大島造船所 

㈱富士通ピー・エス 

平成 23 年長崎県産業連関

表 

西彼半島と大村市を結ぶ大村湾横断浮橋架橋の観光客増

加に伴う経済波及効果 

経済波及効果 １４～８４億円 

委託元： 

長崎市 

長崎総合科学大学 

3 ＩＲの経済波及効果 平 30.2 有 有限責任監査法人 

トーマツ福岡事務所

平成 23 年長崎県産業連関

表 

ＩＲ施設の利用者数の推計結果に基づくＩＲ施設による

佐世保市、長崎県、北部九州、九州、全国への経済波及

効果等 

・県内総合効果 4,260 億円

・九州地域総合効果 6,314 億円

委託元： 

長崎県・佐世保市 

ＩＲ推進協議会事

務局 

4 「2017 長崎ランタンフェスティバル」の

経済波及効果 

平 29.6 無 ㈱長崎経済研究所 平成 23 年長崎県産業連関

表（観光用独自組替 44 部

門） 

2017 長崎ランタンフェスティバルの開催が、長崎市を中

心とする県内に及ぼす経済波及効果の分析 

・総合効果 9,385 百万円

委託元： 

長崎市観光政策課 

5 「2017 長崎帆船まつり」の経済波及効果 平 29.5 無 ㈱長崎経済研究所 平成 23 年長崎県産業連関

表（観光用独自組替 44 部

門） 

2017 長崎帆船まつりの開催が、長崎市を中心とする県内

に及ぼす経済波及効果の分析 

・総合効果 959 百万円

委託元： 

長崎市観光政策課 
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都道府県等名 大分県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  ２０１９年ラグビーワールドカップ（W

杯）の県内への経済波及効果 

平成３０年２月 有 大銀経済経営研究所 平成２３年大分県産業連

関表（４１部門） 

２０１９年ラグビーワールドカップ（W杯）の県内への

経済波及効果を試算。 

波及効果 ２５３億円 

直接効果 １６７億円 

1 次波及効果 ５７億円 

２次波及効果 ２９億円 
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都道府県等名 宮崎県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  県外からのスポーツキャンプ・合宿受入

による経済波及効果 

平 30.5 有 宮崎県商工観光労働部観光

推進課 

平成 23 年宮崎県産業連関

表（108 部門） 

春季の県外からのスポーツキャンプ・合宿受入による経

済波及効果を試算。 

（平成 30 年春季の経済波及効果：18,697 百万円） 
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都道府県等名 鹿児島県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1   大河ドラマ「西郷どん」の経済波及効

果 

平 29.7.27 有 日本銀行鹿児島支店 平成 23 年鹿児島県産業連

関表（39 部門） 

本県とゆかりの深い大河ドラマ放映に伴う，観光客の増

加等による県内経済への波及効果を試算 

経済波及効果 ：307 億円 

直接効果 ：199 億円 

間接効果 ：108 億円 
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都道府県等名 沖縄県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  沖縄県内における 2017 年プロ野球春季

キャンプの経済効果

平 29.6 有 りゅうぎん総合研究所 平成 23 年沖縄県産業連関

表（部門数不明、35 部門

表をベースにした分析

用） 

2017 年の沖縄県内におけるプロ野球春季キャンプの

経済効果を試算。 

・経済効果 109 億 5,400 万円

・観客数 約 34 万 9,000 人

いずれも過去最高。 

http://www.ryugin

-

ri.co.jp/tyousarepo

rt/12414.html 

2 第 32 回 NAHA マラソンの経済波及効果 平 29.6 有 りゅうぎん総合研究所 平成 23 年沖縄県産業連関

表（部門数不明、35 部門

表をベースにした分析

用） 

  2016 年の第 32 回 NAHA マラソンの経済波及効果を試

算。 

・経済効果約 19 億 7,800 万円

・産業別では宿泊業が約３億 400 万円と最も大きい。 

http://www.ryugin

-

ri.co.jp/tyousarepo

rt/12428.html 

3 沖縄におけるキャンプ合宿・自主トレの

経済波及効果 

平 29.10 有 おきぎん経済研究所 平成 23 年沖縄県産業連関

表（独自分析用 337 部

門） 

2020 年東京オリンピックを前に増加が予想される「キ

ャンプ合宿・自主トレ」について経済波及効果を推計。 

・スポーツキャンプ・合宿・自主トレによる経済波及

効果の推計結果は約 85.7 億円。 

http://www.okigin-

ei.co.jp/file/other/r

eport_camp.pdf 
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都道府県等名 札幌市 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  「札幌国際芸術祭 2017」開催に伴う経済

波及効果分析 

平 30.3 有 札幌市まちづくり政策局企

画課 

平成 23 年札幌市産業連関

表（66 部門） 

「札幌国際芸術祭 2017」開催に伴う経済波及効果を試算 

・市内支出額 34億 2,700 万円 

・１次波及効果 ７億 9,700 万円 

・２次波及効果 ６億 6,700 万円 

・波及効果合計 48億 9,100 万円 
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都道府県等名 さいたま市 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  「J:COM presents 2017 ツール・ド・フ

ランスさいたまクリテリウム」開催に伴

う経済波及効果について 

平成 30 年 2月 有 パシフィックコンサルタン

ツ株式会社 埼玉事務所

平成 23 年さいたま市産業

連関表 108 部門  

埼玉県産業連関表（平成

23 年延長表）108 部門   

平成 23 年産業連関表 108

部門 

来場者の消費及び開催経費の部門別最終需要増加額をも

とに産業連関表を用いて、経済波及効果を推計。 

・さいたま市内の経済波及効果：９１６百万円

・埼玉県内の経済波及効果：７９８百万円

・全国の経済波及効果：３，０８８百万円

2017 さいたまクリ

テリウム実行委員

会による調査 

2 第 3 回さいたま国際マラソン開催による

経済効果等調査 

平成 30 年 3月 有 公益財団法人埼玉りそな産

業経済振興財団 

平成 23 年さいたま市産業

連関表 

平成 23 年埼玉県産業連関

表 

平成 23 年産業連関表 

第 3回さいたま国際マラソン開催に伴う経済効果及び広

告換算値を算出。 

・さいたま市内の経済波及効果：１，４３６百万円

・埼玉県内の経済波及効果：１，６８９百万円

・全国の経済波及効果：４，１５１百万円

さいたま国際マラ

ソン組織委員会に

よる調査 

3 スポーツイベント開催に伴う年間経済効

果 

平 29.7 有 (公社)さいたま観光国際協

会 さいたまスポーツコミッ

ション事業担当

平成 17 年さいたま市産業

連関表 

平成 28 年度にさいたま市内で開催されたスポーツイベ

ントの経済波及効果を試算。

①SSC 誘致・支援スポーツイベント 3,592,135,473 円

②SSC 主催事業「第 5回さいたマーチ

〜見沼ツーデーウォーク〜」 

  81,404,170 円 

年間経済効果（推計）=①+②=3,673,539,643 円 

4  平成 29 年度「商店街 秋のキャンペー

ン」事業の経済効果算出

平 30.3.27 無 さいたま市商店会連合会 平成 23 年さいたま市産業

連関表（13 部門） 

商店街活性化キャンペーン事業実施によるさいたま市内

の経済効果の算出 

・販売促進、景品提供、事務費の直接効果、１次効果、

２次効果を算出しその合計は 385,187 千円 
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都道府県等名 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  横浜港の経済波及効果 平 29.7 有 横浜市港湾局政策調整課 平成 23 年表横浜市産業連

関表 

横浜港の活動が横浜市内に与える影響を分析 

所得創出効果 4兆 7億円 

雇用創出効果 47万 7,821 人 

別添パンフレット

有 

横浜市
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都道府県等名 川崎市 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  殿町キングスカイフロントの形成による

経済波及効果 

平 29.4 有 川崎市 平成 23 年川崎市産業連関

表 

殿町キングスカイフロントの拠点形成による経済波及効

果を推計した。 
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都道府県等名 京都市 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  観光消費額に係る京都市域への経済波及

効果等について 

平 29.12 有 京都市産業観光局観光 MICE

推進室 

平成 23 年京都市産業連関

表 

平成 28 年の観光消費額に係る京都市域への経済波及効

果等を推計。 

経済波及効果 １兆１,７７２億円（１．４２倍） 

雇用誘発効果 １３万１千人 
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都道府県等名 堺市 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  「百舌鳥・古市古墳群」世界文化遺産登

録による経済波及効果 

平 29.7 有 公益財団法人堺都市政策研

究所 

・平成１７年堺市産業連

関表（３４部門）

・平成２３年大阪府産業

連関表（３７部門）

本報告書では、堺市及び大阪府における「百舌鳥・古市

古墳群」の世界文化遺産登録の経済波及効果を検証し

た。 

2 第 29 回全国救急隊員シンポジウム開催

の堺市における経済波及効果 

平 30.3 無 公益財団法人堺都市政策研

究所 

平成１７年堺市産業連関

表（３４部門） 

本報告書では、第 29 回全国救急隊員シンポジウム開催

の堺市における経済波及効果を検証した。 

3 泉ヶ丘駅前地域における教育・医療関連

施設の立地を契機とした経済波及効果 

平 30.3 無 公益財団法人堺都市政策研

究所 

平成１７年堺市産業連関

表（３４部門） 

本報告書では、泉ヶ丘駅前地域における教育・医療関連

施設の立地を契機とした経済波及効果及び人口誘導効果

を検証した。 
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都道府県等名 神戸市 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  平成 27 年度神戸医療産業都市の経済効

果について 

平 29.7 有 神戸市 企画調整局 医療・

新産業本部 医療産業都市部 

推進課 

平成 23 年神戸市産業連関

表 

平成 27 年度経済効果推計額：1,532 億円 
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都道府県等名 北九州市 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  国家戦略道路占用事業による経済波及効

果 

平 30.2 無 北九州市企画調整局政策部

企画課統計係 

平成 23 年北九州市産業連

関表（108 部門表） 

与件データは、国家戦略道路占有事業の売上額 

① H28 年度

・波及効果 73.1 百万円

(1.34 倍) １次まで

・波及効果 82.1 百万円

(1.50 倍) 2 次まで

② H29 年度

・波及効果 32.2 百万円

(1.34 倍) １次まで

・波及効果 36.2 百万円

(1.50 倍) 2 次まで

北九州市建設局道

路部道路計画課 

2 ミクニワールドスタジアム北九州による

経済波及効果 

平 30.2 無 北九州市企画調整局政策部

企画課統計係 

平成 23 年北九州市産業連

関表（108 部門表） 

与件データは、来場者及び主催者等による市内消費等 

・波及効果 1,073.2 百万円

(1.34 倍) １次まで

・波及効果 1,177.2 百万円

(1.46 倍) 2 次まで

北九州市市民文化

スポーツ局スポー

ツ部スポーツ振興

課 

3 中小企業の設備投資に係る固定資産税

特例制度導入時の経済波及効果（新規

設備投資の増） 

平 30.3 無 北九州市企画調整局政策部

企画課統計係 

平成 23 年北九州市産業連

関表（108 部門表） 

与件データは、産業政策課の示した設備投資（需要）額 

① 投資金額 30 億円の場合

・波及効果 4,011.5 百万円

(1.34 倍) １次まで

・波及効果 4,408.3 百万円

(1.47 倍) 2 次まで

② 投資金額 40 億円の場合

・波及効果 5,348.7 百万円

(1.34 倍) １次まで

・波及効果 5877.7 百万円

(1.47 倍) 2 次まで

北九州市産業経済

局新成長戦略推進

部産業政策課 
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都道府県等名 福岡市 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  平成 23 年産業連関表を用いた観光客に

よる経済波及効果 

平 30.3 有 福岡市総務企画局企画調整

部統計調査課 

平成 23 年産業連関表（40

部門） 

2015 年及び 2016 年の観光消費による福岡市内の経済波

及効果を分析。（公表は 2016 年のみ） 

経済波及効果 5,320 億円 

「福岡市の観光・

MICE」2018 年版

に掲載。 
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都道府県等名 熊本市 

No. 分析テーマ名 公表年月 

報道発

表 

の有無 

実施機関名 
使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1 

熊本城ホールで開催が見込まれる国際会

議、エンターテインメント等による経済

波及効果試算 

観光交流部新ホールマネジ

メント課
平成 23 年度産業連関表 

熊本城ホール開業後に、開催が見込まれる国際会議、展示

会、エンターテインメント等（年当たり）による熊本市内

の経済波及効果を試算。 

・年間生産誘発額：約 114 億円

平 29 年 5月 無 

2 

サマーレビュー審議議題（アクアドーム

くまもとのブラッシュアップによるスポ 

ーツアリーナ等への実現化について） 

平 29 年 7 月 無 
文化・スポーツ交流部スポ

ーツ振興課 
平成 23 年度産業連関表 

内部説明用に国際スポーツ大会や事前合宿を誘致した際

の経済波及効果を試算。 

3 第４０回火の国まつり経済波及効果 平 29 年 8月 無 観光交流部イベント推進課 平成 23 年度産業連関表 

来場者・参加団体へのアンケートから抽出した、宿泊の有

無、使用金額を元に、全体における宿泊有無の割合、それ

に伴う使用金額を算出。それを分析ツールに当てはめて、

経済波及効果を算出。 

・経済波及効果：15 億 100 万円

4 江津湖花火大会経済波及効果 平 29 年 12 月 有 観光交流部イベント推進課 平成 23 年度産業連関表 

江津湖花火大会における経済波及効果を試算。 

・生産誘発額  6 億 6,700 万円 

・波及効果   1.04 倍（２次効果まで） 

・就業誘発者数 60 人

5 
全日本女子レスリング強化合宿開催が市

経済に及ぼす影響分析 
平 29 年 12 月 無 

文化・スポーツ交流部 

スポーツ振興課
平成 23 年度産業連関表 

平成29年度の全日本女子レスリング強化合宿における本

市の経済波及効果を試算。 

・生産誘発額 33 百万円

・波及効果 1.15 倍 

・就業誘発者数  2 人 

6 
熊本港利用（輸出・輸入）による本市経

済に及ぼす影響分析 
平 29 年 12 月 無 

産業部産業振興課 

企業立地推進室 
平成 23 年度産業連関表 

熊本港利用（輸出・輸入）における本市の経済波及効果を

試算。 

１．直接効果（２８．８億円） 

２．間接効果（２９．３億円）  

３．誘発額計（５８．１億円）・・・・「１．直接効果」＋

「２．間接効果」の合計 
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7 

生産性向上特別措置法案にかかる固定資

産税特例を実施した場合の市経済に及ぼ

す影響分析 

平 30 年 3月 無 産業部産業振興課 平成 23 年度産業連関表 

生産性向上特例措置に伴う新たな設備投資実施による経

済波及効果を試算。 

・経済波及効果 4.0 億円/年

・雇用誘発人数 31 人/年

・経済波及効果に伴う市民税増収見込

4,032 千円/年 

（個人 3,246 千円、法人 786 千円） 
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